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　　　　　プロローグ　古き旅人へ予感の序曲オーバーチユアを







　或る旅人の記憶（Ⅴ）




「ほ、ほ、ほぅ……それは～、また、難むずかしい質問だぁのぅ……」

　ひどく間ま延のびした声で言い、その巨大な樹じゆ霊れいは左右に伸びた自らの樹じゆ枝しを揺ゆらした。静せい謐ひつに満ちた森の中に、初めて葉ずれの音が走る。

　眼がん前ぜんの巨木は、巨木という言葉が陳ちん腐ぷに思えるほどの体積を支し配はいして眼前に立っていた。根元に立って頭上を見上げても、その頂ちよう点てんを覗のぞくことは出で来きない。頂点がどのあたりにあるのか予よ測そくすることすら難しいほどその木の背は高く、葉は青々と生おい茂しげっていた。

　おそらく一周に百歩で足りることはないだろう、節ふしくれだった太い土色の幹みきに手を当て、さらに問いかける──口が何処どこにあるかは知らないが、意思の疎そ通つうさえ出来れば問題はない。

「それは、のぅ……考えたことも、ないからのぅ……」

　怠たい慢まんだと思った。何故なぜなら『そのとき』は不ふ可か避ひだからだ。

　その意見を伝えると、彼は再ふたたびざわざわと枝えだを揺ゆらした。この樹じゆ霊れい達の集つどう森の中で、最も大きく、最も古いこの長老樹だけが唯ゆい一いつ音を発している。

「いやぁ……確かに、その通りではぁ、あろうよ。怠たい慢まん、かぁ……しかし言ってしまえば、我等は、その怠慢を体たい現げんしておる……存そん在ざいであるからなぁ。ただ葉を広げて、陽ひを浴あび、水を吸う。その一日を、何万回も、何十万回も──ただ繰くり返かえす。ほほ、ま、その合あい間まに、今日のように……珍めずらしい客人と言葉を交かわすのが、唯一の変化と言えば、変化かのぅ」

　変化のことをどう思っているか。

「あるがまま、よ……我等の変化は、とても、緩ゆるやか。それ以外の、他の存在によってもたらされる変化はぁ……もはや、我等の言う『変化』とは全くの別物に、思えるしな……」

　そうだろうか。その極きよく大だいの変化は、誰だれにとっても変化ではないのか。

　最初で最後の、変化では。

　静かに首を振る。やはり、わからない。ただ、わからない。

　その動どう作さに気付いているのかいないのか、樹霊は続けた。

「結けつ局きよくのところ……我等は、他の妖よう物ぶつとは、ちと違う存在であるからなぁ。来るものは拒こばまぬし、失うものに固こ執しつすることもない。根源的に、我等は、そういうものなのだよ。今まで、何も、しなかったのだから……これからもきっと、何もすることはない」

　それが答えか、と聞くと、古き樹霊はまた間ま延のびした笑い声をあげた。

「いや、いや……我等はただそうするしかないと言っているだけのことよ。怠慢ではない、他に幾いくつもの道を持っている者達には──それぞれの答えが……あるのかもしれん」

　だから。それが。

　わからない。

　正しいのは何か。間ま違ちがっているのは何か。

　──自分にとって。

「ほ、ほ……力になれなかったようで、すまんのぉ……」

　いつまで続くのか。

　そのときまでに解かいは得えられるのか。

　正しい行動が取れるのか。

　かつて自分が取ったのは、正しい行動だったのか。

　その疑問を思い出すたびに、付ふ随ずいするもう一つの疑問が続けて脳のう裏りを支し配はいする。

　戯たわむれに行ったあの賭かけの結けつ果かは、いつわかるのか。

　申もうし訳わけ程てい度どの礼を言って踵きびすを返すと、背後から樹霊の声がかかった。

「これから……何処どこへ行くのかね、小さき者よ？」

　極きよく東とうの島国に、と答えた。

　そこには友がいる。
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　彼女は目を細めた。

　俯うつむき加か減げんに顔を傾かたむけ、一点を無む言ごんで凝ぎよう視しする。その全身からは極きよく限げんまで張はり詰つめた緊きん張ちよう感かんが手て加か減げんなしに放ほう出しゆつされ続けており、彼女の周しゆう囲いの空間を決定的に変質させていた。

（やる気だ）

　高こう難むず倫りん太た郎ろうは半ば戦せん慄りつしながら胸きよう中ちゆうで断だん定ていし、ごくりと唾つばを飲みこんで彼女の姿を横から見つめた。もう一度、自らを落ち着かせるように繰くり返かえす。彼女はやる気だ。

　白い繊せん手しゆがゆっくりと伸ばされた。その左手で、彼女は自分の前にあるステンレス製のシンクの縁ふちを摑つかむ。そこで大きく一ひと呼こ吸きゆう。彼女は左手の肘ひじを小さく曲げたり伸ばしたりして、微び妙みようにシンクとの間合いを調整した。

　摑んだその部分には見えざる敵てきがいる。傍はたから見ている倫太郎がそんな想そう像ぞうを抱いだくほど、彼女の瞳ひとみは鋭するどかった。呼吸が繰り返されるたび、細められた目がさらに細くなっていく。

　高まる緊張感。彼女の瞼まぶたはいつしか完全に閉じられていた。

　視し界かいを自ら閉ざした彼女は、標ひよう的てきを握にぎりこんだ右手を小さく後ろに引いた。弓を引ひき絞しぼっているようだ、と倫太郎は思う。動どう作さそのものではなく、未来における解かい放ほうを予感させる力の溜ためと、その右手を襲おそっている危あやうい震ふるえから、そう感じた。

「ふぅ……」

　彼女は最後に大きく息を吸った。そのまま、止まる。あるいは時間を止める。

　目は開かない。それは開く必ひつ要ようがないという彼女の矜きよう持じか、それとも彼女なりの策さくか。

　ともあれ。

　変化は唐とう突とつに起こった。先せん刻こくの印いん象しよう通り、弓から矢が放はなたれるがごとく、唐突に起こった。

　メイド服の小さな肩がぴくりと動いた、その瞬しゆん間かん。

「はぁぁっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を吐き出すと同時、彼女は右手をシンクの縁に叩たたきつけ──。

　その手に持っていた生卵を、ありえない勢いきおいで爆ばく砕さいさせた。




　卵の殻からと白身をエプロンに飛び散らせ、何やら凄すさまじく落ちこんだ気け配はいで佇たたずんでいる彼女に、隣となりでフライパンを振ふっていた少年が引ひき攣つった笑え顔がおで言った。

「あー、天あま宮みやさん。卵を割るのにそんな気合の声はいらないんじゃないのかな……あと、目はちゃんと開けておいたほうがいいと思うけど」

　彼女はゆっくりと目を開け、そして自分の服を見下ろして、大きく息を吐いた。

「……すみません。台所をまた汚よごしてしまいました」

　無表情で頭を下げてくるメイド服の少女に、倫りん太た郎ろうはコンロの火を止めながら首を横に振った。現在の時刻はもう一時を回っている。昼食の準じゆん備びをするには遅おそい時間だが、だからといって彼女を無む視ししてまで急ぐ必ひつ要ようはない。

「ん、気にすることないよ」

「しかし、迷めい惑わくをかけたのは事実です」

「悪わる気ぎがあってやってるんじゃないしさ。大だい丈じよう夫ぶだって」

　ちら、と視し線せんを横に向けて彼女を観察する。とある事件のせいで、つい二週間ほど前に同どう僚りようというか同どう居きよ人にんになったばかりの、黒髪にメイド服の少女──名前は天あま宮みや灰はい理りという。常に無表情だと思っていたが、最近になって倫太郎はその奥に隠かくされた微び妙みような感情をなんとなく理り解かいすることが出で来きるようになっていた。

　現在のこれは、おそらく自分に対してひたすら申もうし訳わけなく思って恐きよう縮しゆくしている表情だ。この場所に長くいるという点では確かに自分のほうが先せん輩ぱいだったが、自分よりも年上である女性にこのように下した手てに出られると、倫太郎は胸むねの奥に何かがつっかえているような違い和わ感かんを覚おぼえる。理由はわかっていた。多た分ぶんというか絶ぜつ対たい、この家にいるもう一人の年上女性のせいだろう。彼女はこの少女とは全くもってタイプが違いすぎる。

「んー？　どした、何か凄すごい音がしたが」

　その当人がひょっこりとリビングのほうから顔を出す。自分達の雇やとい主ぬしであり、同居人であり、厄やつ介かい事ごとを好んで引き寄せるような性格の美人──逆さか貫ぬき絵え馬ま。いつもの仕事着から帽子とジャケットを引き算した、室内用の身軽な服ふく装そうをしている。彼女は栗くり色いろの髪と中身のない左袖そでを揺ゆらしながら台所に入ってきて、一種凄せい惨さんとも言えるその光こう景けいを咥くわえ煙草たばこで眺ながめた。

「あー。またやっちまったか」

「申し訳ありません」

「なに、卵なんて私だって割れんぞ！　失敗を繰くり返かえして成長する、それが普ふ通つうなのだ」

　何の自じ慢まんにもならないことを胸を張って言い切る絵馬。絵馬さんも卵くらい割れるようになろうよ、と倫太郎はぶつぶつと呟つぶやいていた。勿もち論ろん、聞こえないように、だ。

「すぐに片付けますので、ご心配なく」

「その前に着き替がえてきたらどうだい？　染しみになっちまうぞ」

　隻せき腕わんの女は天宮のメイド服を煙草の先で示しながら言った。ちなみに天宮が着ているメイド服は絵馬が買い与えたものだ。まさに着のみ着のままでここに来た彼女を見かね、絵馬が何処どこからか──多分かなり怪あやしい感じの店で──調ちよう達たつしてきた。いくら以前の『職場』と同じ服装だからってこの現代日本に日常的にメイドさんがいてはおかしいだろう、と倫太郎は弱々しくツッコんだものだったが、それを受け取った天宮が「やはりこれが一番落ち着きます」と微妙に嬉うれしそうだったのでそれ以上は何も言わなかった。

「あの……すみません。では、失礼します」

　天あま宮みやは二人に軽く会え釈しやくして、自分の部へ屋やへと帰っていった。と言っても個室ではなく、リビングに接せつしている二つのうちの一つ、絵え馬まと共同で使用している部屋である。

　ドアが閉まる音を聞きながら、倫りん太た郎ろうは再ふたたびコンロの火を点つけた。

「それにしても意い外がいだね。変なところで不ぶ器き用ようだったんだ、天宮さん」

　全般的には優ゆう秀しゆうなメイドと言ってもいいはずだ。しかし部分的に、彼女は奇き怪かいな失敗を繰くり返かえしていた。卵が割れない、はたきをかけていて壁かべに穴を開ける、コーヒーをコップに注そそぐと高確率で溢あふれさせる、等々……それ以外の全てを完かん璧ぺきにこなしているところがどうにも奇き妙みようである。誰だれにも得え手て不ふ得え手てがあるということだろうか。過去にも彼女の働はたらき具ぐ合あいを見たことはあったが、こんなことはなかったはずだ。

　呟つぶやく倫太郎の頭に背はい後ごから手を置き、絵馬はぼそりと言葉を漏もらした。

「不器用、ね……本当に、そうなのかな？」

「え？　どういう意味？」

　振り向いて聞き返すと、彼女は自分の部屋のほうに向けて煙けむりを吐き出していた。質問には答えない。

「よっし、ヒマだし天宮の着替えでも手て伝つだってくるか」

「絶ぜつ対たいいらないし、それ」

　言うと、自室に向かいかけていた絵馬が、すすす、と後ろ歩きで戻ってきた。口に手を当てながら密ひそやかに囁ささやく。

「実はな。こっそり教えるが」

「うん」

「奴やつの胸むねも結けつ構こうスゴイ。いい感じだ」

「なっ……」

「他ならぬあんたの頼たのみとあらば写真を撮とってきてやったりも出で来きるがどうだ？　お安くしときますぜダンナ」

　真面目まじめに聞こうとした自分が馬ば鹿かだった。倫太郎は自分の頰ほおが赤らむのを感じながら、努つとめて平へい静せいに炒いため物ものに戻る。

「一いち応おう言っとくと、僕は今このフライパンをフルスイングしたくてたまらないんだけどそうするときっと誰かさんの頭を直ちよく撃げきすることになると思うから止めておくね？　いや本当に残ざん念ねん」

「ぬう、ちょっとは耐たい性せいがついてきてるのか。つまらん」

　残念そうに、絵馬は頭を搔かきつつ部屋に向かう。その途と中ちゆうで、また足が止まった。

　肩越しにこちらを振り向いて、真剣な顔で言ってくる。

「……部屋から出てくるとき、私もメイド服着てたら驚おどろくか？」

「死ぬほど驚くし多た分ぶんそれで心臓止まるから絶対に止めて！」

　倫太郎は背せ筋すじを這はう悪お寒かんにぶるりと身体を震ふるわせた。




　壁かべや床ゆかに染しみこんだ煙草たばこの臭におい。最初は違い和わ感かんがあったがもう慣なれた。文もん句くを言える筋すじ合あいでもないのだ。自分がこの部へ屋やを使うようになってから、彼女は出で来きるだけここで煙草を吸わないようにしている。

　申もうし訳わけないような気持ちになり、天あま宮みやは後ろ手にドアを閉めながら軽く嘆たん息そくした。

　十畳ほどの広さを持ったこの部屋は、二枚のカーテンによって真っ二つに区切られている。無む論ろん、これは自分がここに来てから取り付けられたものだ。わざわざ部屋の分ぶん割かつなどする必ひつ要ようはない、リビングのソファーで自分は充じゆう分ぶんだと言ってはみたのだが、絵え馬まは妙みように楽しそうに部屋の改かい装そうを行っていた。

　カーテンに仕切られた左側の空間が自分の部屋だ。隅すみに小さなベッド、その隣となりにこぢんまりとした木の簞たん笥す。これも自分の金で買ったものではないので、いつかは返さなくてはならないと思う。

　簞笥を開き、替かえのメイド服がまだあることを確認すると、天宮はのろのろと汚よごれた服を脱ぬぎ始はじめた。床ゆかを汚すわけにもいかないので、卵が飛とび散ちったエプロンをまだ無ぶ事じな部分で巻まき取とるようにしてまとめる。

　ふと、自分の右手が目に入った。ただの手。今までと変わらない、ただの自分の手。

　下着姿すがたのまま、天宮はじっと白い五ご指しを見つめている。知らず、喉のどが小さく動いた。

「……どうして」

　誰だれに向けたわけでもない、単なる言葉の漏ろう出しゆつ。しかしその疑問を同じように繰くり返かえしてくる者がいた。

「どうしてかなぁ～」

　背はい後ごで不ふ意いに気け配はいが発生し、一本の腕うでがすっと脇わきの下から伸びてくる。その手は至し極ごく自然な動きで天宮の胸むねを揉もみしだいた。

「おおっ。なんと、やはり」

「あっ……」

「手て触ざわりも素す晴ばらしい。肌はだの張りも申し分ない。よし念ねん力りき発動だ。何か吸い取ってやる──一応言っとくが、これは決して若さを羨うらやんでいるわけではないのであしからず」

「あ、あの……止めて、くださいっ……」

　無表情を微かすかに上じよう気きさせた天宮が身体を震ふるわせながら言うと、絵馬は素直に手の動きを止めて、肩に顎あごを乗せてきた。今までの行こう為いとは百八十度ベクトルを変えた真しん剣けんな声が聞こえる。

「まだ……力の抑おさえがきかないか？」

　やはり、この人には悟さとられていた。いつまでも隠かくし通とおせるものではないとは思っていたが。観かん念ねんし、全身の緊きん張ちようを解とく。

「……はい」

「おかしーとは思ってたんだよ。微び妙みように、本当に微妙にだけど、初めて会ったときより妖よう気きが濃こくなってるんだからな」

「理由は、やはり」

　思い当たる原げん因いんは一つしかない。自分がこの隻せき腕わんの結けつ界かい師しと出会い、一人の少女と別れ、そして生まれてからずっと囚とらわれていたものから逃にげ出だした──あの村での最後の出で来き事ごと。

　絵え馬まは首しゆ肯こうした。

「推すい測そくでしかないが。あんたはあのとき、本ほん来らいならこの世よには存そん在ざいしないようなレベルの力をずっとその身体に流し続けていたんだ。その力が消えてしまった今でも、それを身体で感じていたこと自体が呼び水になって、本来あんたが持っていた力が引きずられて活かつ性せい化かしたままになってる……ていうことじゃないかな。一いち応おう聞いとくが、力の抑おさえがきかない以外に何か自じ覚かく症しよう状じようはあるか？」

　言われ、天あま宮みやは右手を顔の高さまで持ち上げた。指先に神しん経けいを通わせると、爪つめが五十センチほどにも伸びる。その爪自体も人に生えているような薄うすいものではない、獣けもののように厚みを帯おびた鋭えい利りな凶きよう器きだ。

「おお、そんな隠かくし技わざが」

「以前はほんの少ししか伸びませんでしたし、特に使うようなこともなかったのですが。それと……なんとなく、五感が鋭するどくなったような気がします。それ以外は──私が気付いていないだけかもしれませんが、特には」
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　絵え馬まの息が耳に当たってこそばゆかったが、天あま宮みやは軽く眉まゆを顰ひそめただけでその責せめ苦くを克こく服ふくした。爪つめを元に戻す。

「ま、そのぐらい別に隠かくすようなことじゃないだろ。倫りん太た郎ろうは今さらあんたを色眼鏡で見るような真似まねはしないよ」

「……はい。折おりを見て説明します。これからも迷めい惑わくをかけてしまうことになると思いますし」

　絵馬が苦く笑しようした。

「世のメイドさんのドジっ娘こ率りつはかなり高いからな。予よ想そうしてしかるべきだ、問題ない」

「は、はあ……」

　天宮が曖あい昧まいに頷うなずいたとき──何の前まえ触ぶれもなく、部へ屋やが揺ゆれた。ような気がした。

　絵馬は一いつ瞬しゆんだけ全ての動きを止めた。が、すぐに天宮の身体から離れ、天井てんじようの隅すみを鋭するどく睨にらむ。

「あの馬ば鹿か……じゃあ、ないな。誰だれだ？」

　口の中でそう呟つぶやくと、彼女はポケットから煙草たばこを取り出して口に咥くわえた。

「一いち応おう用心はせんとな。天宮ちゃんよ、急いで着替えてリビングに集合だ」

　ジッポを手の中で弄もてあそびながら部屋を出て行こうとする絵馬を、天宮は呼び止めた。何かまずいことが起こったのだ。それだけはわかる。

「何があったのですか？」

　振り向いた絵馬の表情は、久ひさ方かたぶりに見るものだった。口に煙草を咥え、不ふ敵てきに唇くちびるを歪ゆがめ、切れ長の瞳ひとみの奥に溢あふれんばかりの活力を滾たぎらせる──。

　戦せん闘とう態たい勢せいの表情。

　彼女は短く答えた。

「私の結けつ界かいを破った奴やつがいる」




　　　　　２




　腕うでが痛いたい。足も痛い。頭も痛いし背中も痛いし胸も痛い。つまりは全身が痛い。

　悲ひ鳴めいをあげる身体を矜きよう持じ八割根性二割で支ささえ、ふらつく足をかろうじて前に出していく。

　周しゆう囲いの人間に怪あやしまれないように、外見上だけでも平へい静せいを装よそおっている必ひつ要ようがあった。伸ばした背せ筋すじ、規き則そく正しい歩ほ調ちよう。それは今の自分にとってはひどく不自然な動どう作さなのだろう。平静を装おうとすればするほど、全身の痛つう苦くは激しさを増していく。

「ふ、ふふふ」

　あまりの痛みに、何故なぜか笑いが出た。目を逸そらす若者、怪け訝げんな顔を向けてくる老人、手を引いて歩かせていた子供をばっと自分の後ろに隠す主婦。脂あぶら汗あせをだらだらと流しながら笑う男の姿すがたに、道行く人間はそれぞれの反はん応のうを返してくる。

　最も楽なのは座すわって休むことなのだが、それは自分の誇ほこりが許ゆるさない。三十分ほども無目的に足を動かし続けると、ようやく全身の痛いたみが治おさまってきた。

「くそ……」

　彼──隠かくる夜やは軽く毒どくづきながら額ひたいの汗を拭ぬぐった。洒落しやれっ気けのないスラックスに長袖そでのワイシャツ、革かわ靴ぐつ。黒一色で整えた服ふく装そうは、本人と同じでひどく無ぶ愛あい想そうである。背が高い細ほそ身みの二十代男の外見だが、華きや奢しやな印いん象しようは全くない。引ひき締しまった身体と精せい悍かんな顔つきは『職業予よ想そうその一・格かく闘とう家か』というような感じだが、やぶ睨にらみするにも程ほどがあるといったその目つきの悪さも加か味みすると『職業確定・チンピラ』となる。

　周しゆう囲いを見回す。晴れた昼下がりということで人通りは少なくない。老ろう若にやく男なん女によがそれぞれの目的地に向かって思い思いに歩いている。

　隠夜はポケットに手を突っこんで再ふたたび歩き出した。治まりつつある痛みの代わりに、いつものように怒いかりと苛いら立だちの感情が湧わき上あがってくる。

（おのれ。また駄だ目めだったか。どうすれば奴やつの結けつ界かいを突とつ破ぱ出で来きるのだ。クソ忌いま々いましい）

　何度となく繰くり返かえした行こう為いは、何度となく同じ結けつ果かをもたらしてきた。里を飛び出してきてから三ヵ月半、未いまだ彼の望みは叶かなえられていない。

　進歩はしているはずだ、と思う。日々の鍛たん錬れんは怠おこたっていない。二週間前はとある事件──詳くわしい事じ情じようは今もわからないが──に巻まきこまれ、死し線せんを潜くぐりぬけた。そこでは戦士として良い経けい験けんが出来たと感じている。決して快こころよい経験ばかりではなかったが。

（何故なぜだ？　何が足りないというのだ、この俺に）

　ぶつぶつと口の中だけで呟つぶやきつつ適てき当とうに辺あたりをうろついていた隠夜が、ふと足を止めた。静かに視し線せんを横に向ける。『ら～めん』などと書かれた看かん板ばんの下から、鼻び腔こうをくすぐる匂においが道にまで香かおってきていた。はたしてその中ではどんな商売が行われているのか。このような匂いを漂ただよわせる売り物とは一体何なのか。

　気になる。気にはなったが、隠夜は金というものを持っていない。

（近くの山でまた食糧でも探さがすか。腹が減へってはなんとやら、だ）

　いつもと全く同じパターンで次の目的地を決め、隠夜はその方向へと足を向けた。烏からす天てん狗ぐの本ほん性しようを現しているときならば、軽い隠おん形ぎようの術で人間の目を誤ご魔ま化かすことが出来る。人ひと気けのない場所まで行き、そこで変化を解といて飛んでいけばいい。

　山の中で修しゆ行ぎようとも食糧調ちよう達たつともつかぬ生活を二、三日間続け、ふと街に下りてきては『目もく標ひよう』への攻こう撃げきを行う。それが最近の行動サイクルだった。変化がない、とは思わない。進歩はしている。しているはずだ。絶ぜつ対たいに。

「俺は諦あきらめんからな。覚かく悟ごしろ、いつか無ぶ様ざまな悲ひ鳴めいをあげさせてやる……」

　力強く独どく白はくすると、擦すれ違ちがった女子高生が悲鳴をあげて逃にげ出だしていった。




　街の中心部から離はなれるように歩き続けていく。次し第だいに人ひと影かげは少なくなってきた。ふと見ると、道の横には小さな公園らしき空間があった。公園を囲むフェンスのさらに内側に、懐なつかしい自然を感じさせる木々が雑然と生おい茂しげっている。木々の隙すき間まから中を覗のぞいてみるが、幸さいわいなことに公園の中には誰だれの姿すがたもないようだった。

　この木こ陰かげで変化を解とくとするか。そう考え、足を公園の中に向けた瞬しゆん間かんだった。

「……邪じや魔まじゃ、退どかんかっ！」

「のおぅっ？」

　背はい後ごから強きよう烈れつな体たい当あたりをくらう。全く予よ想そうしていなかったことに対たい処しよのしようもなく、隠かくる夜やはポケットに手を突っこんだまま、ずさー、と顔がん面めんから公園の中にダイビング。急激な動きのせいで、何処どこかへ飛んでいってしまったはずの先せん刻こくの身体の痛いたみがまたぶり返し始める。しかも背中が妙みように重い。

「な、何事だっ」

「ええい、なんと鈍にぶい奴やつ。この忙いそがしいときに！」

　首だけを動かして、隠夜はその重みの正しよう体たいを知る。

　背中の上に乗っているのは、女──しかもまだ年とし端はもいかぬ子供だった。推すい測そくするに、先刻の体当たりもこの少女の仕し業わざだろう。

「何のつもりだ。早く降おりろ！」

「わかっておる、乗りたくて乗ったのではない」

　妙に年寄りじみた喋しやべり方かたをするその少女は、隠夜の背中から腰こしを上げながらちらりと彼を見やった。幼おさなさと老ろう成せいを同時に感じさせるようなその少女の顔が、軽く顰ひそめられる。

「なんじゃ、烏天狗か。ならばもう少し機き敏びんな動きを見せてもよかろうものを」

「なに……？」

　あっさりと自分の正体を看かん破ぱしたその少女に、隠夜は一気に身体の緊きん張ちようを高めた。ばっと起き上がって距きよ離りを取る。

　人間の年ねん齢れいで言えば十を一つ二つ過ぎた頃ころ合あいか。後ろ髪は何房ふさかに分けて括くくられており、その腰こし辺あたりまで長く伸ばされている。身に着けているのは衣い服ふくが布の集まりであることを改あらためて思い知らされるような、袖そでがゆったり広がった柔やわらかな装しよう束ぞく。少女の背が足りないせいもあろうが、裾すそは地面につきそうなほどに長い。白を基き調ちようにした落ち着いた色しき彩さいと合わさって、それは何処か大陸の道どう士し服ふくのような印いん象しようを受けた。この国の人間にしては妙ないでたちだったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。

　油ゆ断だんしていたらしい。臭においがする。人じん外がいの者の臭いが。まさかこんな街中で同類に出会うとは思っていなかった。

「俺に何か用か、小娘！」

「口の利きき方かたに気をつけよ、烏からす天てん狗ぐ。おそらく儂わしのほうが年上じゃぞ」

　いきり立つ隠かくる夜やとは対たい照しよう的てきに、少女は彼に対しては全く警けい戒かい心しんを持ってはいないようだった。その代わり、右に左にと視し線せんを動かして何かを探さがしている。隠夜がその行動を訝いぶかって眉まゆを顰ひそめたとき、少女は軽く肩を竦すくめて息を吐いた。

「やれやれ。しつこいことよな」

「──絶ぜつ対たいに逃にがさんと、言ったはずだ」

　公園の入り口から三人の男が現れる。服ふく装そうも年齢もてんでばらばらな、奇き妙みような一団。隠夜はこの者達も人ではないと直感で判はんじた。

「そこまで儂に固こ執しつするか」

「ようやっと見つけたのだ。自らの不運を恨うらめ」

　一団の首しゆ領りよう格かくらしい、髭ひげを生はやしに生やした色黒の男が低く言う。事じ情じようのよくわからない隠夜は二人を交こう互ごに眺ながめるだけだ。そんな彼に、少女が皮ひ肉にくを含ふくんだ笑えみを向けた。

「それ見たことか、お主が邪じや魔まをしてくれたおかげでこんなことになっておる」

　言っている間にも男達は忙せわしなく間ま合あいを詰つめてきた。険けわしい、あるいは真しん摯しとも言える彼らの表情からは、何故なぜか焦しよう燥そうの色が濃こく伝わってくる。

　男達はある程てい度どまで少女に近付くと弧こを描えがくように一気に散さん開かいし、その手から同時に白く細い糸を飛ばしてきた。単なる糸ではない、何十本もの糸が縒より合あわさったロープのようなものだ。錘おもりも何もついていないはずだが、それは物理法則を無む視しして一直線に少女に向かって進み、その手足に重く絡からみつく。

「おおっと」

「共に来てもらうぞ。貴き様さまに拒きよ否ひ権けんはない。我等一族全ての命めい運うんがかかっているのだ」

　囚とらわれ人びとにあるまじき余よ裕ゆうを滲にじませながら、少女は軽く苦く笑しようして肩を揺ゆらした。片目を瞑つぶり、同時に唇くちびるの端はしを吊つり上あげて呟つぶやく。

「ああ……全く運命というものは気き紛まぐれだな。予よ測そくもせぬことがまま起こる──良いのか悪いのかはさておき、な」

　男が眉を顰めた。自分の手から伸びる、少女の身体に巻まきつけている糸を力任せに引っ張ろうとして──気付く。他の二人が放はなっていた二束たばの糸は、いつのまにか張ちよう力りよくを失って地面をだらりと這はっていた。

「ふ、ふ。そう言えば聞いたことがあるぞ。この国では、見知らぬ誰だれかに道みち端ばたでぶつかると何かが始まる仕し組くみになっているそうな。多くは恋の物語らしいが……今回はどうじゃろう？」

　少女の愉ゆ快かいそうな言葉と同時、髭ひげ面づらの男がはっと身体を固まらせた。だが遅おそい。

　隠夜が横手からその髭面を殴なぐりつける。それは完全な不ふ意い打うちだったらしく、男は猛もう烈れつな勢いで横に吹き飛んだ。糸が切れたのか手を離はなしたのか、とにかく残っていた最後の縛いましめも他の二本と同じく無力化される。

　手に巻まきついている糸をほじるようにして解ときながら、少女は隠かくる夜やに向かって頷うなずいた。

「うむ。ご苦労」

「何を偉えらそうに！」

　不ふ機き嫌げんに言い返してから、隠夜は殴なぐり飛とばした三人のほうを見やった。今のは単純に円えん弧この一番端はしにいる男の横に回りこみ、それから順々に移動して攻こう撃げきしただけだ。速度を抑おさえてはいなかったが、特に難むずかしい動きをしたわけでもない。だが何故なぜか男達は自分のほうに意い識しきが向いていないようだった。結けつ果か的に奇き襲しゆうになってしまったことを心の中で僅わずかに悔くいる。

「正しよう体たいは蜘蛛くもか？　まぁ、それはどうでもいい……俺はこの娘とは何の関係もないが、俺のせいで貴き様さま等らに捕つかまったなどと思われてはかなわん。それにこんな小娘相手に三人がかりという根性が個人的に許ゆるせん。どんな事じ情じようがあろうと、男ならば正せい々せい堂どう々どうと戦うものだ！」

「く……貴様も、物の怪けか」

「事情も知らずに、勝手なことを！」

　男達はすぐに立ち上がって、隠夜を厳きびしい目で睨にらみつけてきた。

「貴様等の事情など知ったことではないな。とにかく、俺の目の黒いうちは貴様等のような卑ひ怯きよう者ものの好きにはさせんぞ。大人しく帰ったらどうだ」

「ふざけるな！　ここまで来て諦あきらめられるか！」

　髭ひげ面づらの男が絶ぜつ叫きようし、再ふたたび手から糸を生み出す。しかし様よう子すがおかしい。その糸をこちらに向かって投げようとしたところで、男はぐらりとバランスを失ってその場に膝ひざをついた。残りの二人がはっと顔色を変えて髭面に走り寄る。よくよく見れば、この二人も不自然に呼こ吸きゆうを荒くして汗を流していた。

「日ひ新あらた様！」

「構かまうな！　あの娘を手に入れなければ我々に未来はない！」

　日新と呼ばれた髭面は、なおも戦おうとする意い志しを見せている。それを必ひつ死しで押おし留とどめる部ぶ下からしい二人。

「無む理りです！　もう三日目なのですよ！」

「我々の力は残り僅か……増ぞう援えんは呼んであります。ここは一いつ旦たん退ひきましょう！」

　ややあって、日新は肩で息をしながら苦しそうに呟つぶやいた。

「あと一日早く見つけていれば、いや、妙みような邪じや魔まが入らなければ……くそ、仕方あるまい！」

　何をやっとるのだこいつらは、という怪け訝げんな目を向けていた隠夜を日新は鋭するどく睨みつける。ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめているようだ。次に視線は少女のほうに向く。日新の視し線せんを隠夜が追いかけると、少女は薄うすく笑って、しかし細めた瞳ひとみの奥に僅かな憐れん憫びんのようなものを滲にじませながら、超ちよう然ぜんとその場に立っていた。

「貴様の臭においは完全に覚おぼえた。仲間もこの街に向かっている」

「小娘一人に大おお仰ぎようなことよ」

「島のため、我等が生き残るためだ！」

（島？　どういうことだ？）

　隠かくる夜やがその言葉を反はん芻すうしている間に、日ひ新あらたは部ぶ下か達と共に踵きびすを返していた。

「娘！　絶ぜつ対たいに逃にがさんからな！」

　捨すて台詞ぜりふは怒ど号ごうに近い。苛いら立だちに満ちた視し線せんを最後に残し、男達は公園を脱だつ出しゆつしていった。

「とりあえずは一安心、か」

　奇き跡せき的てきにも、先せん刻こくの騒そう動どうは人間達の目には触ふれなかったらしい。閑かん静せいな公園にふさわしい涼すずやかな空気が周しゆう囲いに満ちる。

　一仕事終えたかのように、小さな身体を一いつ杯ぱいに伸ばして少女は背伸びしている。どことなく寝起きの猫ねこのような仕し草ぐさだ。

「追われているのか」

「そうらしい。詳くわしい理由は知らんが」

「いつからだ？」

「およそ二日前か。道を歩いていたらいきなり、じゃ。先せん刻こくの髭ひげの言うことを信じれば、どうにも組そ織しき的てきなようじゃの……お主にぶつからなくとも結けつ果かは一いつ緒しよだったかもしれんな。おお、忘れていたが一いち応おうの礼は言っておく」

「俺は俺の都つ合ごうで手を出しただけだ。礼を言われる筋すじ合あいはない」

「ほう。いまどき古こ風ふうな奴やつ。嫌きらいではないぞ、そういうのはな」

　言って少女は、出会ったときと同じく妙みように悟さとったような微び笑しようを浮かべる。その微笑にどこか気き後おくれするようなものを感じながらも、隠夜はわざとぶっきらぼうに言った。

「奴らの正しよう体たいに心当たりは？」

「あると言えばある。旅の噂うわさで耳にした程てい度どだがな。それでもやはり、儂わしが追われる事じ情じようについてはさっぱりじゃ。一応聞いておくが、お主は何か知っているか？」

「知らん。蜘蛛くもらしいということだけはわかるが。しかし最後の髭ひげ面づらの根性だけは認みとめてやろう。うむ、奴はなかなかに戦士の魂たましいを持った男のようだ」

　少女は軽く口を開け、何か言いかけてまたすぐに閉じた。そして呆あきれたように頷うなずく。ああ。わかった。馬ば鹿かなのだな。という呟つぶやきが聞こえたような気がしたが、卑ひ怯きような蜘蛛達が馬鹿なのは当然だったので隠夜は特に気にしなかった。

「これからどうするつもりだ。逃げるのなら早いほうがいいだろう。増ぞう援えんとやらがいつ来るか」

「そう……これからどうするか、が問題じゃな」

　少女は長い裾すそを引きずるようにしながら、傍そばにあったブランコのところに向かった。ブランコを揺ゆらすことはせず、ただ古ぼけた木板の端はしにちょこんと座すわって、静かに空を見上げる。

　これ以上関かかわる筋合いはない。そう思いながら、それでも隠夜はなんとなく少女に近付いた。

「逃げないのか？」

「そうするのが良いとは思うがな。そう出で来きぬ理由もある。いや、そうしたくない、という理由か」

「何？」

「ああ、なんと言うかな。この辺あたりですべきことがあるのだ。今でなくては機きを逃のがしてしまう。かと言って奴やつ等らに捕つかまってしまうわけにもいかない。本当に、どうしたものか……」

　隠かくる夜やに見えるものは一つだけだった。それは。

　ひどく幼おさないようでいて。ひどく老おいているようでいて。ひどく凜り々りしく、ひどく弱々しく。

　ひどく疲つかれていて、しかしその疲れをどうしても捨て去ることが出来ないような。

　その選せん択たくで、自分の『全て』が決まってしまうのだと、本気で信じているような。

　少女の、横顔。

「……」

　気に食わない。

　どうという理由もないが、このような顔を見ていること自体が隠夜には不ふ快かいだった。

　気合を入れろ。迷まような。強い男は迷わない。そんなことを叫さけびつつ胸むな倉ぐらを摑つかめばその表情は消えようが、生憎あいにくその表情を浮かべる者は女のようだった。戦士の誇ほこりにかけて、敵てきでもない女に手荒な真似まねは出来ない。

　では自分はどうすればいいのか。その表情が見たくないだけならば、今この瞬しゆん間かんに踵きびすを返してしまえばそれで済すむ。それが最も簡かん単たんで自然な結論であるのは事実だった。いつもならそうする。いつでもそうする。自分はそういう男だ。

　だが。だが、しかし──。




「……ふん」

　隠夜は彼女の横顔から視し線せんを逸そらして鼻を鳴ならした。くだらない。

　顎あごの下から、小さな瞳ひとみが自分を見上げてくるのに気付きながらも、隠夜はあさっての方向を向いたまま吐き捨てるように言った。

「知っている。知っているぞ。逃にげるとか逃げないとか、そんな感じのくだらぬ問題で悩なやんでいた奴を。俺の友だった。今でも思うが、奴は愚おろかだった。こともあろうに人間に助じよ力りよくを頼たのみ、女と共に暮くらすという愚ぐにもつかない理由で我等が里から抜けた。ああ、思い出すだけでも忌いま々いましい。奴はその人間のせいで逃げてしまったのだ」

「人間？」

「そうだ、人間だ」

　見上げてくる視線は外はずれない。わけもなく胸きよう中ちゆうがむず痒かゆくなり、隠夜は自分の頭を渾こん身しんの力で殴なぐりつけたい衝しよう動どうにかられた。なんとか自制しつつ、自分に強く言い聞かせる──これは独ひとり言ごとのようなものだ。どうということもないただの繰くり言ごとだ。それを聞いた奴やつがどうしようと自分には全く関係ない。

「俺は絶ぜつ対たいに勧すすめんが、逃にげる逃げないの話で、もう他に手はないとか真実どうしていいかわからんとかいう奴がいたら、まぁその人間に頼たよるのも方法の一つではあるのかもしれんな。愚おろかなのは間違いないが。繰くり返かえすが俺は絶対に勧めん。俺が奴に頼たのむようなことは死んでもありえないし、むしろ殺す勢いきおいだ」

　喋しやべるだけで腹立たしい。この状じよう況きようから早く逃のがれたい一心で、隠かくる夜やはその独り言を早口で続けた。自分が今この街にいる理由を作った人間であり、先せん刻こくの激げき痛つうの原因でもあるその女の名前を教えると、少女は訝いぶかしげに聞いてきた。

「逆さか貫ぬき、絵え馬まとな……何者だ？」

　禍まが々まがしい呪のろいの文もん句くを唱となえるように、隠夜は渋しぶい顔のまま低く答えた。

「結けつ界かい師し。そして、妖よう怪かい絡がらみ専門の──逃がし屋だ」
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　数十分後。

「まったく。何故なぜ俺までついていかねばならんのだ！」

「お主の説明はわかりにくい。案内してくれてもよかろう」

　隠夜と少女が、人間の街を連れ立って歩いていた。隠夜にとっては一度歩いた道を逆ぎやつ行こうしているに等しい。

　偽にせ物ものの大地に人間達の都つ合ごうで無む理り矢や理りに植うえつけられた孤こ独どくな樹じゆ木もく。下品に自己主張する看かん板ばんは目め障ざわりで、人間達の靴くつ音おとと自動車の排はい気き音おんは耳障り。林りん立りつする灰はい色いろの建たて物ものに囲まれた澱よどんだ空気は、解かい放ほうの予よ感かんすら見せずにただ陰いん鬱うつにたゆたっていた。

　隠夜は機き嫌げんの悪さを隠かくそうともしていない仏ぶつ頂ちよう面づらで、少女はそんな彼の心情など気にも留とめずに軽い表情を浮かべている。

　いかにもチンピラ然ぜんとした男とコスプレ風の道どう士し服ふくを着た少女の組み合わせが人目を引かないはずはなかったが、道行く人々は何故か二人に視し線せんを向けてはこない。この娘が術でも使っているのか、それならばこの姿すがたが本ほん性しようなのだろうか、と隠夜は考えていたが、答えは出そうになかった。わざわざ訊たずねる気も起きない。よって早々にその疑問は放ほう棄きした。

「どうせ暇ひまなのじゃろう？　先せん刻こくとてブラブラと歩いておったではないか」

「暇ではない！　俺には大きな目的がある！」

　肩を怒いからせて言う隠夜。

「ほう。それは？」

「今までの話の流れでわからんのか！　俺と奴は敵てき同士なのだ。名前を聞けば血が滾たぎり、顔を会わせればただ拳こぶしを握にぎる。交かわす言葉は雄お叫たけびのみ！　奴やつを完全に打ち負かし屈くつ服ぷくさせるまで、俺は里には帰らぬと決めたのだ。今の俺の生は全て奴から勝利するためにある！」

　そのまま隠かくる夜やが拳を握って力りき説せつしていると、隣となりを歩いていた少女がくるりと顔を向けて言ってきた。

「奴とは、その逃にがし屋やか。にしても、その口振りからすると今まで一度も勝ったことがないように聞こえてしまうが」

　烏からす天てん狗ぐの動きが、拳を握りしめたまま、止まった。

　少女は微び妙みような哀あい切せつを含んだ視し線せんをついと地面に落とした。それから肩をぴくぴく震ふるわせ、口を押さえながら声を絞しぼり出だす。

「これはっ……悪いことを聞いた、な」

「違う！　いや、違わんが……違う！　あ、あれだ、もはや俺達は勝敗を超ちよう越えつした魂たましいの戦いを繰くり広ひろげていて、だな！」

　隠夜の意味不明な弁べん明めいなどどこ吹く風で、少女はしみじみと頷うなずいていた。

「人間に、か。それではなるほど、里にも帰れまい。烏からす天てん狗ぐは剛ごう勇ゆうな戦士の一族だと聞いておったのだが」

「こ、小娘！　俺だけならばともかく、我等が一族を愚ぐ弄ろうすることは──」

「わかっておる、冗じよう談だんじゃ。人間の中にも妖よう魅みに打ち勝てるほどの剛ごうの者は多くおる。しかしまぁ、正直な話」

　と、少女は言葉を切り、続けて興きよう味み深ぶかそうに訊きいてきた。

「その人間。女、しかも隻せき腕わんの身でありながら妖よう物ぶつと互ご角かくに戦えるとはな。ちと興味がある。どんな人間なのだ？」

「結けつ界かい師しだ」

「それは先さき程ほど聞いた。他には」

「知らん」

　ぶっきらぼうに答えると、少女は大きな目を丸くした。

「本当にか？　いろいろあるだろう。強い部分は何処どこか。弱い部分は何処か。癖くせは。得とく意いな技わざは。大切にしているものは。好きなものは。嫌きらいなものは。主しゆ義ぎや思し想そうは。どんな戦い方を何処で学んだのか。普ふ段だんは何をしているのか」

　矢や継つぎ早ばやに言葉を浴あびせてくる。元々あまり他人と会話をするのが得意ではない隠夜は、その多量の単語を耳にしただけで若じやつ干かんの疲ひ労ろう感かんを覚えた。しかし反はん射しや的てきに、現時点で自分が知っているあの女に関する情報を頭の中に呼び起こしている。

　逆さか貫ぬき絵え馬ま。女。隻腕。結界師。逃がし屋。煙草たばこをよく吸う。小こ僧ぞうが隣となりにいることが多い。

　それから。それから──。

「……」

　それだけだった。少女の問いには、何一つ、答えられない。

　眉み間けんに皺しわを寄せ、その視し線せんで宙を飛ぶ小鳥を射い落おとそうとしているかのような隠かくる夜やに、少女はしてやったりとでも言いたげな皮ひ肉にくな笑えみを向けていた。

「助けてもらった礼の代わりに忠ちゆう告こくしよう。勝てぬのはそれが原げん因いんではないのかな？　敵てきを知り己おのれを知ればなんとやら、という諺ことわざがこの国にはあったはずじゃが」

「む」

　自分はあの女のことを何も知らないに等しい。今まで考えもしなかったその事実を突きつけられ、隠夜は正直に呻うめいた。

　一いち理りある。敵のことを知るのは卑ひ怯きようでもなんでもない。相手の弱点を突くのは戦いの常じよう套とう手しゆ段だんだし、誰だれにも存そん在ざいする自らの弱点をいかにして克こく服ふくするかもまた戦いの一つだ。ひょっとすると、自分は相手の弱点を探さぐる努力を怠おこたっていたのかもしれない……。

「ま、年寄りの与よ太たよ。あまり気にするな」

　少女がくつくつと喉のどを震ふるわせる。彼女が歩くたびに長い後ろ髪が上下に揺ゆれ、それは尾お羽ばねの長い鳥が地面を軽けい快かいに跳はねている様さまを思わせた。

　自分が少女の雰ふん囲い気きに吞のまれていることを自じ覚かくし、隠夜は軽く舌した打うちして口を閉じる。

　しばらく静かな行進が続いた。目的地に辿たどり着ついたのは、それから三十分ほどが経たってからのことだった。

「着いたぞ。ここだ」

　顎あごをしゃくる隠夜の前には、老ろう朽きゆう化かした三階建ての雑ざつ居きよビル。決して街中ではない、寂さびれた商店街の外はずれにあるこの場所の交通量は少ない。ビルの前は見み飽あきた濃のう紺こんの地面が細く長く伸びている。昼下がりの時じ間かん帯たいのせいか、人間の姿すがたも遠くにちらほらと見えるだけである。朝や夕方にはそれなりに人通りもあるのだが。

「ほう」

　感心しているのか呆あきれているのか判はん断だんのつかない声を発し、少女はその寂さびれた鼠ねずみ色いろの建物を上から下まで眺ながめた。隣となりには同じようなビルがあり、その入にゆう居きよ者しやを示すプレートには空くう欄らんが目立っていたが、このビルにはプレートそのものがなかった。各階の窓にも何も描かかれていないので、外からはまるで廃はいビルと見分けがつかない。

「おそらく一番上の階だ。後は知らん。外から呼ぶなりなんなりしろ」

　これで役目は済すんだとばかりに隠夜はさっさと踵きびすを返す。

「おい、ここまで来てそれはなかろう。一いち応おう、顔見知りなのだろう？　仲ちゆう介かいというか間に入ってもらったほうが話はしやすいと思うが」

「敵てき同士だと言っただろうが！　いくらなんでもそこまでしてやる義ぎ理りはない！」

　言い返すために振り返り、隠夜は口を開けた。

　少女はビルの入り口、シャッターの閉まった一階の店てん舗ぽの横にある階段に足をかけてこちらを見ている。いつもなら結けつ界かいが張られているはずの、ビルの中にある階段に、だ。

「馬ば鹿かな。何故なぜ今だけ？」

　怪け訝げんな面おも持もちで、隠かくる夜やはその事実を体感するために階段に走り寄った。

「あ、待て」

「ぐぅううあああああ！」

　今朝感じたのと全く同じ激げき痛つう。油ゆ断だんしていたせいで無む防ぼう備びに結界に接せつ触しよくしてしまい、身体中に強力な電気のような刺し激げきが走り回る。脊せき髄ずい反はん射しやか結界の威い力りよくか、とにかく隠夜の身体は後こう方ほうに弾はじけ飛とび、アスファルトの隙すき間まの箱はこ庭にわに立つ栄養不足の木にずるずるともたれかかった。

「な、何故だ……」

「なるほどな、敵てき意いのある妖よう怪かいだけを判はん別べつして排はい除じよする結界か。なかなか高等だ」

　階段のところから道路に出てきた少女が、感心しながらもう一度ビルを見上げている。

　よろよろと隠夜は立ち上がって彼女に詰つめ寄よった。

「先に言え！　そしてわかっているなら止めろ！」

「一いち応おう止めたではないか。お主が聞かなかっただけじゃと思うぞ。それに結界の設せつ置ちが巧こう妙みようでな、儂わしにわかったのもお主が引っかかる直前だった」

「く……」

「外から呼ぶ、とは何のことかと思っていたが。こういう意味だったのか。ふむ。では、結界師には悪いが、こうさせてもらおう」

　少女は懐ふところに手をやり、何かをごそごそと探さがし始はじめた。ややあって取り出したのは一本の木の枝えだらしきものと、掌てのひらに収おさまるほどの小さな金の鈴すずだった。

「おい？　何を」

「隠かくし芸げいのようなものよ。まあ見ておれ」

　彼女はその三十センチほどの短い木の枝を右手で持ち、結界の壁かべに突つき刺さすようにして前に突き出した。無む機き物ぶつなので結界は反はん応のうしない。それから左手の指先で鈴を摘つまみ、そっと枝の先せん端たんに近付ける。

「穴を開ける。自然修しゆう復ふくするかもしれんから急いで入れ」

　一方的に言うと、少女は鈴を枝の先端に軽く触ふれ合あわせた。

　小さく、涼すずやかな、鈴の音──。

　それと同時に、その二つが接触した部分、つまり枝が刺しこまれた結界の一点から波は紋もんが広がった。まさしく壁を這はうように、僅わずかな振しん動どうを伴ともなって空間が円形に波打つ。

　その波紋はすぐに消え去った。

「ほれ、行くぞ」

　少女の言を信じるならば、本当に結界に穴を開けたのだろう。恐おそる恐おそる隠夜が手を伸ばしても、波紋が広がった場所にはあの忌いま々いましい結界の感かん触しよくはなかった。

　一足先に階段に進む少女の横顔をまじまじと凝ぎよう視しし、思う。一体何者だろうと。

　自分が何ヵ月も梃て子こ摺ずっていたこの結けつ界かいを、こうもあっさりと突とつ破ぱしてみせるとは。まさかこいつは、自分など及およびもしないような名のある大たい妖ようなのか……。

「早くせんか。直った結界壁に挟はさまれて死んでも儂わしは知らんからな」

　とりあえず、それは忘れることにした。これは好こう機きだ。他人の手を借りたというのが多少気に食わないが、敵てきの本丸に初めて侵しん入にゆう出で来きたのだ。戦いを挑いどむかどうかはともかく、先せん刻こくの気付き──敵のことを知る、という意味ではこれ以上ない機会だろう。

　階段を上る途と中ちゆう。先を歩く少女の尾お羽ばねに向けて、ふと言葉を発する。

「おい」

「なんじゃ」

「名前は」

「いささか遅おそい質問ではあるな。その質問をそっくり返そう」

「……隠かくる夜やだ」

「よし」

　階段の上から、少女は満足そうな笑え顔がおで隠夜を見下ろした。

「儂はずっと旅を続けておるものでな。色々な名で呼ばれておるが……この国では、刻きざ視み、と名乗っておる」
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「侵しん入にゆう者しや？」

「ま、そういうことだぁね」

　事務所のドアがある壁かべの四よ隅すみに画が鋲びようを刺さし、絵え馬まは手をぷらぷらとさせながら倫りん太た郎ろうの質問に答えた。

「ビルの周まわりに張ってるのは敵意がある奴やつにしか反はん応のうしない結界だから、私に依い頼らいをしようって奴が引っかかるとは考えにくいだろ。隠夜がいきなり結界をぶち破れるほど強くなるわけないし……ふふふふ、面おも白しろくなってきたぞ」

「ああ、また悪い癖くせが」

「ほれほれ、下がった下がった。メシの準じゆん備びは後あと回まわしだ」

　リビングの中心にあるソファーまで倫太郎を下がらせたところで、部へ屋やから天あま宮みやが出てきた。無む言ごんで倫太郎に倣ならう。絵馬はソファーの端はし──最もドアに近い位い置ちに座すわり、目もく前ぜんのテーブルに置いてあった灰はい皿ざらを指先で引き寄せた。煙草たばこの煙けむりを吐き出しながら、斜ななめに身体を捻ひねって入り口を観察する。

「さぁて。何が出るかな？」

　面おも白しろそうに呟つぶやく絵え馬まの姿すがたに、倫りん太た郎ろうは大きな息を吐いた。向かいのソファーにちょこんと座っていた天あま宮みやが、静かな瞳ひとみを向けてくる。

「ええと。もう薄うす々うすは気付いてるんじゃないかと思うけど──こういう人だから」

「はい。そんな気はしていました」

　どんな気だったのかをこの場で聞き返すことは憚はばかられたが、大体自分が思っているのと同じような感想を抱いだいているのだろうとは思う。

「だから、これからも色々としなくていい苦労をすることになるとは思うけど。まぁ、なんと言うか……うん。頑がん張ばって」

「頑張ります」

　深々と頭を下げる。本当にわかっているのだろうか、と倫太郎は曖あい昧まいに笑った。

「来るぞ」

　トップのマラソン選手がぶっちぎりでトラックに帰ってくるのを待ち受ける観客のように──しかもその勝利に全財産を賭かけている博ばく徒とのように、絵馬はまさにわくわくといった様よう子すで身を乗り出した。

　入り口のドアが、僅わずかに軋きしんだ。

「む、入れん。ここにも結けつ界かいか。おい、儂わしは仕事の依い頼らいをしに来たのじゃぞ。入れてくれい」

　子供、しかも女の声が聞こえる。絵馬達は無む言ごんで顔を見合わせた。絵馬が先せん刻こく刺さしていた画が鋲びようによって、確かにドアの部分には結界が張られている。外の結界をなんなく破ってきた以上、もし敵てきならば問もん答どう無む用ようでこの結界も突とつ破ぱしてくるものと思っていたが……。

「反はん応のうがないぞ。どういうことじゃ」

「俺に訊きくな！」

　その声を聞いて、絵馬はつまらなさそうに溜ため息いきを吐ついた。

「なーんだ。隠かくる夜やがいたから反応しただけか。あいつが依頼人を連れてくるとはね」

「入れるの？」

「あいつが『一人じゃ勝てないから二人がかりだぁ』とかやると思うか？　逆ぎやく説せつ的てきに、あいつがいるんなら安心だろ」

「納なつ得とく」

　ぱちんと絵馬が指を鳴ならすと、結界は解かい除じよされたようだった。おお、と言う声がしてドアが開き、衣きぬ擦ずれの音が事務所の中に入ってくる。

　道どう士しのような服を身に纏まとった、背の低い少女。腰こしの辺あたりまで伸びた長い後ろ髪の房ふさを揺ゆらし、彼女は絵馬の顔を見て薄うすく笑った。愛あい嬌きようのある可か愛わいい顔立ちに似に合あわない、大人びた笑え顔がおだ。

「なるほど、いい面つら構がまえをしておる。お主が結界師……逃にがし屋やとやらか」

「その通り」

　相あい対たいする少女と同じような笑えみを浮かべ、絵え馬まは煙草たばこを灰はい皿ざらに押し付けた。

「事じ後ご承しよう諾だくじゃが、結けつ界かいにちと穴を開けさせてもらったぞ」

「だろうね。『破れる奴やつには破れる』ようなレベルに調整はしてるんだけど、実じつ際さい破られるのは久しぶりだ。どうやった？」

「なに、長年生きておると悪知恵の一つや二つは働くものよ」

「長年生きてる、ね。まったく、珍めずらしい。久しぶりに見たよ、仙人なんてさ」

「仙せん人にん？」

　倫りん太た郎ろうは素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。自分と同じような年とし頃ごろにしか見えないこの少女に、それは最も似につかわしくない単語のように思えたからだ。

　少女は倫太郎のほうを見、面おも白しろそうに首を横に傾かたむけた。

「いかにも。名は刻きざ視みという……驚おどろいたか、少年？」

「え、えと……」

「倫太郎よ。仙人っていやぁ深しん山ざん幽ゆう谷こくに籠こもって天てん地ちの理ことわりを学んだジジイ、ていう……なんだろな。神しん格かく化かした人間の代表みたいなもんだと思ってるだろ。違うぞ。初めから人間に似てるけど人間じゃない、れっきとした『仙人という名の妖よう怪かい』なんだ。数が少なくて滅めつ多たに見られないけどな」

「ふふ。それにしても、よくぞ気付いたの」

「ん、まー昔の知り合いにいたから、とでも言っとくか……とりあえず座すわったらどうかな。コーヒーくらい出すよ。一いち応おう言っとくとうちには紅茶などという軟なん弱じやくな飲み物は置いてない」

「うむ」

　刻視という名の仙人が頷うなずいて、ドアを振り返る。絵馬も倫太郎も天あま宮みやも、そちらを眺ながめる。

　隠かくる夜やの憮ぶ然ぜんとした顔が左半分だけ見えた。会話の間中、部へ屋やの中に入ろうかどうしようか悩なやんでいたらしい。とりあえず格かつ好こう悪かった。




　大まかな話の流れは摑つかんだ。彼女が蜘蛛くもに狙ねらわれ、それを隠夜が助けたこと。隠夜の口からこの逃にがし屋やの存そん在ざいを知ったこと。ついでなので連れてきたこと。

「……うん。それであいつがここにいる理由はだいたいわかった、と」

　言いながら、絵馬はカップから漂ただよう香こう気きを鼻び腔こうに吸いこんだ。鋭するどく自己主張するその香かおりは何物との同どう化かも良しとしない。他の飲み物とは一線を画かくした、その差さ異いと独自性を自らの誇ほこりとしているかのような孤こ高こうの香りだ。その香りすらが渋しぶみと苦にがみを予よ感かんさせる。

　ハードボイルドに似合う飲み物はこうでなくてはならない。

　絵馬は熱あついブラックコーヒーとハードボイルドな空気を喉のどに流しこみながら、ちらりと視し線せんを横に走らせた。ドアのすぐ脇わきにある壁かべに、緊きん張ちよう感かんを纏まとった烏からす天てん狗ぐが無む言ごんで背中を預あずけている。彼にもさきほど天宮が一応の礼れい儀ぎとしてカップを差し出してはいたが、一口飲んで吹き出されたのでそれは即そく時じ回かい収しゆうされた。

　目が合う。

「ちっ」

　軽い舌した打うちと共に、その顔が素す早ばやく背そむけられる。いつもならば目を合わせただけで何を見ているのだ殺すぞ馬ば鹿かが死ねぇなどという罵ば声せいを浴あびせられるのだが。変だ。

（なーんだろね）

　それでも時とき折おりちらちらとこちらを観察してくる隠かくる夜やに気け取どられないように、絵え馬まは軽く肩を竦すくめた。あいつの行動が意味不明なのは今に始まったことではない。とりあえずいないものとして扱あつかおう。

　向かいのソファーではあの仙せん人にん──刻きざ視みが静かにマグカップを傾かたむけている。仙人にコーヒーとはミスマッチにも程ほどがある。飽ほう和わ状じよう態たいに達した角砂糖がぷかぷか浮いているそのカップを見ると、仙人はどうやら凡ぼん人じんが及およびもつかないような甘あま党とうらしい。ちなみに絵馬の隣となりに座る倫りん太た郎ろうは凡人らしく適てき度どにミルクと砂糖を混こん入にゆうしていた。男は黙だまってブラックという名言を知らないのか。

「で、だ。狙ねらわれる理由はおいとくとして……襲おそってきた蜘蛛くもに心当たりはあるのかい？」

　問うと、刻視はコーヒーを卓たく上じように置いて腕うでを組み、何かを考えるように目を閉じた。ややあって、ぽつりと口を開く。
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「──旅の途と中ちゆう、聞いたことがあった。『古き八つ足』と呼ばれる特とく殊しゆな土つち蜘蛛ぐもがいると」

「古き八つ足、ねぇ。知ってるか？」

　絵え馬まが隣となりの倫りん太た郎ろうにちらりと目をやったが、彼も聞いたことがないと首を横に振る。天あま宮みやには聞くまでもないだろう。彼女はコーヒーを淹いれてから、お客様の隣に座すわることなど出で来きません、とソファーの後ろで絵馬の背はい後ご霊れいと化している。

「特殊って、どこが特殊なん……ですか？」

「いい質問じゃな、少年。その前に敬けい語ごは要いらんぞ。見た目の年ねん齢れいはほとんど同じなのだから、普ふ通つうの友人のように、いやさ昔々に結婚の約やく束そくを交かわした相そう思し相そう愛あいの幼おさな馴な染じみのように気軽に話してくれてよい」

「は、はぁ……」

「質問に答えるとしよう。その者達はただの蜘蛛ではない。地の精せい霊れいに近い性質を持った蜘蛛なのじゃそうな。大地と共に生き、大地と共に死ぬ。奴やつ等らは常つねに地の精せい気きを身体に受け続けていなくば生きられぬ──つまり極きわめて清せい浄じような大地の元でなくば生きられぬ体質を持っておるらしい」

「そりゃ大変だ。今時そんな場所はないだろ」

　絵馬が言うと、刻きざ視みは大きく頷うなずいた。

「うむ。ない。今の時代、人間の手によって汚けがされていない大地など皆かい無むに等しい。だから奴等は、人の足が決して踏ふみ入いれられぬ島に一族ごと隠いん遁とんしていると聞いた」

「そいつらがあんたを襲おそった奴等だという根こん拠きよは？」

「それは先せん刻こくの話から推すい測そく出来るじゃろう」

　何だったっけ、と絵馬が首を捻ひねっていると、真面目まじめに話を聞いていた倫太郎が口を開いた。

「あれかも。刻視さんを襲った人達は、何もしていないのに疲つかれていたみたいだったんでしょ？　それに三日目だからどうとか言って退たい却きやくしたって──」

　刻視は軽く首を傾かたむけ、満足そうに倫太郎の顔を眺ながめた。

「利り口こうな少年じゃ。儂わしの聞いたところによると、奴等が清浄な大地の外で生きられるのは約三日──ということらしい。それを過ぎると力を次し第だいに失い、やがて死んでいくとな。だから奴等は儂を追おい詰つめておきながら逃にげ帰かえったのじゃろう。住処すみかである島に」

「ほほう。その島ってのはここから近いのかね？」

「さほど遠くもない、といったところか。海まで出ればすぐかもしれんな」

「なるほど」

　絵馬はコーヒーを全て胃に収おさめ、子供のようにソファーの背もたれでうんと反そって背せ筋すじを伸ばした。逆さかさまになった視し界かいの中、天宮が口の動きだけで、お代わりは、と訊きいてくる。軽く首を横に振って答えてから、絵馬は再ふたたび刻視と向き合った。

「おーけー。それはそれでよしとしよう。で、その土蜘蛛が、何故なぜかあんたを拉ら致ちしようとしてる。だからあんたは奴やつ等らから逃にげたい、と……ふむ。そいつらが島の外で生きられるのが三日ぐらいってことなら、単に遠くに逃げるのが一番簡かん単たんだな。ブラジルとか。飛行機に乗っても丸一日かかる地球の裏うら側がわだぞ。どうだ？」

　刻きざ視みは首を横に振る。

「それは困こまるな。言わなかったか？　まだしばらくこの国でやることがあるのだ。単に遠くに逃げるだけなら儂わし一人でも何とか出で来きないことはない。だがその用事は絶ぜつ対たいに外はずせぬものでな。儂が安心してこの国を歩けるようになるには、やはりその蜘蛛くも達と話をつけることが必ひつ要ようではないかと思う。そこの烏からす天てん狗ぐに聞いたところ、お主はそういう交こう渉しよう事ごとなども手がけるそうではないか」

「ははーん。そんなことも話したのか。意外とお喋しやべりだな男気バカ」

　隠かくる夜やがこちらを睨にらんでくるが──眉まゆをぴくぴくと震ふるわせながらも、彼は必ひつ死しで怒いかりを自じ制せいしているようだった。やはり、いつもとは違う。怒りを抑おさえてまでこの場に留とどまり、こっそりと自分の観察を続けている理由を推すい測そくするに……。

（あー。そういうことか。ちっとは頭を使う気になったのかね）

　向こう上じよう心しんがあるのは悪いことではないと思う。それが進歩をもたらすかどうかはともかく。

「個人的には力ちから技わざで包ほう囲いを強きよう行こう突とつ破ぱ、みたいな仕事のほうが好きなんだが……そうだね、誰だれかを逃がすのに必要とあらばそういうこともやってるよ。確認するが、狙ねらわれる理由はわからないんだよな？」

「うむ。奴等に聞いても要よう領りようを得えん。話すつもりもないのだろう。複雑な事じ情じようがありそうじゃ」

「じゃあ、私の仕事は……その理由を聞いて、あんたのことをこれ以上狙わないようにその土蜘蛛達と話をつけるってことかね」

　刻視は大きく首しゆ肯こうした。カップに手を伸ばす。

「可か能のうかどうかはさておき、そういうことだ。無む理りならばまた別の手を考えねばならんが」

　ドロリとかトロリとか、おそらくそういうコーヒーにあるまじき擬ぎ音おんが似に合あうであろう黒い液体を飲み干し、刻視は空のカップ片手についと視し線せんを上げた。ただの少女には決して真似まねの出来ないような、迂う遠えんな意味を込めた微び笑しようを浮かべる。

　背はい後ご霊れいが頷うなずく気け配はいがした。テーブルの上から空のカップを二つ回収する。

「あ、ついでだしやっぱり私もお代わり欲しいな──溢あふれさせるのはいいがカップは握にぎり潰つぶさないように。落ち着いてゆっくりやりな」

「はい」

　頷うなずく天あま宮みやに、倫りん太た郎ろうがソファーから腰こしを浮かしつつ言った。

「手て伝つだおうか？」

　彼女は無む言ごんで首を横に振った。やらせてやりなよ、と絵え馬まは倫太郎の膝ひざをぽんぽんと叩たたく。

　そう。向こう上じよう心しんがあるのは悪いことではない。

　刻きざ視みは興きよう味み深ぶかそうに、台所へ向かう天あま宮みやの背中を目で追おっていた。

「なかなか難なん儀ぎな女おな子ごのようじゃな」

「わかるかい」

「弱いような強いような。妖よう物ぶつのような人間のような。複雑な事じ情じようがあるとみたが」

「ま、ね。そこはあんまり気にしないでくれると嬉うれしい。話に戻ろう。土つち蜘蛛ぐも達と交こう渉しようするとなれば、当然向こうのトップと話をしなけりゃならんわけだ。つまり私は奴やつ等らの本ほん拠きよ地ち、その島に行くってことになるな。その間あんたはどうする？　安全なところに避ひ難なんしておくとか、いろいろ選せん択たく肢しはあるけども」

「本人がいなくては出で来きぬ交渉もあろう。個人的に、自分と無関係なところで話が進むのも気にいらぬしな。一いつ緒しよに行こうと思うが」

「その理り屈くつはわからんでもないけど……うーん」

「このような小娘一人くらい、守り通せる自信はあろう？」

　挑ちよう発はつするように、刻視は絵え馬まの瞳ひとみを見つめて唇くちびるを歪ゆがめた。絵馬は面おも白しろそうに笑い、ポケットから煙草たばこを取り出して口に咥くわえる。

「そうまで言われちゃあ、ね。わかった、一緒に行こう。見た目だけ小娘さん」

　肺の奥深くまで吸いこんだ煙けむりを天井てんじように向かって吐き出し、絵馬はそこでふと首を傾かしげた。

　何だろう。何か大事な話を忘れているような気がする。

　倫りん太た郎ろうが絵馬のズボンを無む言ごんで引っ張った。目をやると、口パクで何かを伝えようとしている。オ段の発音の形に口を丸くしてから、唇を突き出している──。

　正直、全然わからなかった。

「キ、キスをせがんでいるっ？」

「違う！　まったくもって違うよ絵馬さんっ！」

　ぶんぶんと頭を振ってから、倫太郎は刻視の視し線せんに気付いて、こほんと咳せき払ばらいする。

「えーと。絵馬さんが全然役に立たないので僕が言うけど……その、報ほう酬しゆうの話を」

　絵馬はやっとその存そん在ざいを思い出した。久しぶりの仕事、これで暇ひまが潰つぶせるという喜びが強すぎてそこまで頭が回らなかったのだ。

　刻視は長い後ろ髪を上下させながら頷うなずく。

「そうか、当然のことじゃな。では、このくらいでどうか」

　懐ふところに手を突っこみ、長方形の紙が束たばになったものを一つ二つ──十個以上取り出して、テーブルの上に無む造ぞう作さに積つんでいく。

　なはうっ、と倫太郎が妙みような音を口から漏もらした。絵馬も目を大きく開く。

　それは。よく見み慣なれたものが見慣れない量で積み重なっている、それは。

　確かに、札さつ束たばだった。

「いちにぃ……十二個？　てことは千二百万？　噓うそ、本当に？　そうなんだよ、これが理り想そう形けいなんだよ？　わかってる、絵え馬まさんっ？」

　妙みように興こう奮ふんし、絵馬の肩を摑つかんで揺ゆらす倫りん太た郎ろう。しかし絵馬はそんな彼とは対たい照しよう的てきに、凄すさまじく冷ややかにテーブルの上の大金を眺ながめていた。

「ああでもどうしよう。いいのかな。いやいいんだよね、多た分ぶん……はっ？　上手うまくいきすぎてる。まさか、これは僕の見ている夢っ？　夢オチ？」

「いー勘かんしてるなぁ……」

　と、絵馬は煙草たばこを灰はい皿ざらの上に置き、人差し指と親指で輪わを作って自分の目の前に翳かざした。その指眼鏡を通して、札さつ束たばを観察。続いて刻きざ視みの顔を観察。

　絵馬はすぐに指眼鏡を解といた。灰皿の上から煙草を取り上げ、にやにやと笑いながら刻視の顔を見つめる。刻視も笑っていた。

「ふふふ……」

「く、く、く」

　同どう調ちようして二人の肩が揺れ始め、やがて含ふくみ笑わらいが大だい爆ばく笑しようへと変じた。ゲラゲラと二人して笑わらい転ころげた後、どちらからともなく真面目まじめな顔に戻って視し線せんを合わせる。

「どういうつもりか、聞いてみてもいいか？」

「お主を試ためす気がなかったと言えば噓になるな」

「合格だろ？」

「無む論ろん。優ゆう秀しゆうな結けつ界かい師しのようじゃ」

　刻視がその手を札束の上で一ひと振ふりすると、それは一いつ瞬しゆんにして、切きり揃そろえられた新聞紙の束へと姿すがたを変えていた。

「うわっ？」

　倫太郎がぽかんと口を開けている。天国から地じ獄ごく。手に入れた金が全部ダミーだったとわかったときの銀行強ごう盗とうと同じような心しん境きようだろう。

「幻げん術じゆつだな。よく出で来きた」

「触さわろうが嚙かもうがわからなかったはずじゃが。あの指眼鏡の中に結界を張って見破ったか。いや、見み事ごと」

　二人して頷うなずき合あう。倫太郎はソファーの上でがっくりと肩を落としていた。

「そーだよね、そんなうまい話があるわけないよね。わかってたんだ。わかってたんだけど……なんだろ。やっぱり、夢が見たかったんだよ……違う違う、お金が全てだとか言ってるんじゃないよ。単に、僕は暖あたたかい春の草原みたいな心の平へい穏おんが欲しくて──」

　ひどく打ちひしがれた様よう子すでぶつぶつと何かを漏もらしている。少し同情する。

「これでは駄だ目めか？　たとえ幻まぼろしであろうとも、未来永えい劫ごう、決して見破られることがないのであれば──それはもはや本物と同じではないか」

「何を仰おつしやいますやら。どんなに本物に近くても、偽にせ物ものは偽物でしかないってのがこの世の常じよう識しき」

「困こまったな。儂わしは必ひつ要ような金はこれで済すませておるのだが」

「偽にせ札さつの使用は強ごう盗とうよりも刑が重いよーな気がするので絶ぜつ対たい不ふ可かだ」

　刻きざ視みは腕うで組ぐみをして何事か考え始めた。そこでタイミング良く、天あま宮みやがコーヒーを持って戻ってくる。

　絵え馬まが熱いコーヒーを啜すすりながら待っていると、ふと刻視が顔を上げて言った。

「……物品では？」

　倫りん太た郎ろうがすかさず耳打ちしてくる。

（ノー。駄だ目め。不ふ可か。わかってる？　三人になったってことは、生活費が一・五倍になったってことだよ？　今はまだいいとしても、これからのことを考えて）

　ウムウム、と重々しく頷うなずいてから、絵馬は至し極ごく真面目まじめな顔で刻視に答えた。

「モノによる」

「あああ、何だったの？　今のウムウムは何だったの？　僕に対して無意味にフェイントかけるのはやめて！」

「うはは、悪い悪い。でもさ、他にないってんなら仕方ないじゃん。ここは一つ寛かん大だいな心を持ってだね……あ、そうか。一いち応おう聞いてみよう。あそこにもう一人、関係者と言えなくもない奴やつがいるような気もする」

　つまらなさそうに立っている隠かくる夜やに向けて首を捻ひねると、彼は憮ぶ然ぜんとした表情で言い捨てた。

「金などない。それに俺は依い頼らい者しやでも何でもないのだぞ。あったとしても払う義ぎ理りはない」

「うわー、冷たー」

　そうこうしている間に、刻視は再ふたたび懐ふところに手を入れてごそごそと何かを探さぐっていた。札さつ束たばを出したときも思ったのだが──体積的に無む理りがあるような気がする。あの懐は四次元に繫つながっているのだろうか。

　まず取り出されたのは、三十センチほどの細い木枝のようなものが数本。

「それは？」

「仙せん桃とうの苗なえ木ぎじゃ。邪じやを払う力があり、実を食べれば──不ふ老ろう不ふ死しとまではいかぬが、十年ほどはいかなる病からも逃のがれられる。これは儂が品種改良した特別なものでな、外部から与えられる霊れい的てきな力を増ぞう幅ふくさせる効こう果かもある」

「ほう、そりゃ凄すごい」

　刻視はまんざらでもなさそうにその説明を続けた。

「しかし調ちよう子しに乗って改良を続けたのが悪かったのか、生育過か程ていが妙みようなことになってな。地面に植うえると三十分で成せい熟じゆくするが、その後三十分で枯かれる。だから無む闇やみに植えられなくなってしまった」

「なんだそりゃ。他には？」

「いろいろある。例たとえば、これ」

　薄うすい紅べに色いろの、ハンカチのような布を広げる。するとそこから、なんとも形容のし難がたい素す晴ばらしい芳ほう香こうがふわーんと立ち上ってきた。今まで嗅かいだことのある何にも似にていない、けれども素晴らしく心地ここちよいことだけは確かな香かおり。

「香り布。いい匂においがするじゃろう？」

「ああ、すごくイイな……」

「で、どういう効こう果かがあるの、これ？」

　倫りん太た郎ろうが口を挟はさむと、刻きざ視みはきょとんとした顔で返答した。

「いい匂いがする」

「それだけっ？」

「ああ、すごくイイな……第一候こう補ほにしよう」

「しっかりしてよ絵え馬まさんっ！」

「では武ぶ器きなどはどうじゃ」

　そう言った刻視は、ひどく慎しん重ちような手つきで懐ふところを探さぐり、爆ばく発はつ物ぶつでも扱あつかうかのように一本のナイフを引っ張り出してきた。その取り出し方が既すでにおかしい。柄つかを持つのではなく、鞘さやの先せん端たんを指で摘つまんでいる。そのナイフに鍔つばはなく、微かすかに婉わん曲きよくした柄と鞘には流りゆう線せん型けいの文もん様ようが瀟しよう洒しやに彫ほりこまれていた。

　刻視はやはり鞘の先端を摘んだまま、テーブルにナイフの柄を軽く打ちつけるようにしてその刃はを顕あらわにした。鋭するどく光を反はん射しやする刃を覗のぞきこみ、絵馬がうめく。

「こいつは業わざ物ものっぽいな。よく切れそうだ」

「うむ、儂わしの仙せん術じゆつをもって風ふう精せいの一種を宿らせておる。大たい抵ていのものは切れるぞ。非常に危き険けんじゃ……なので、悪用されぬよう安全装そう置ちをかけてみた。柄は握にぎらぬほうがよいぞ。柄を握ると風精が暴あばれだして掌てのひらがズタズタに裂さけるようになっておる」

　さらりと言ったその台詞せりふに、伸ばしかけていた絵馬の手がゆっくりと戻る。半はん眼がんで絵馬は言った。

「じゃあどうやって使うんだよ」

「うむ、それが難なん問もんじゃ。安全装置を外す仕し掛かけを仕し込こみ忘れてな……いや、とりあえず握らなければ大だい丈じよう夫ぶじゃ。指に挟はさんで投げるとか、棒ぼうにくくりつけるとかすれば立りつ派ぱに」

「……ナイフの形になってる意味が全然わかんないな……」

「これはどうじゃ。今風に、電でん池ちで動く空飛ぶ箒ほうき。単たん三さん電池六十本だったか？　何の念ねんも込めずに一分ほども飛べるのじゃぞ」

「ハイテクなのかローテクなのか微び妙みようなところだ」

「爆発ブーメランもあるぞ。ホーミングして帰ってくるのでな、相手に当てないと逆ぎやくに自分が危あぶないという……」

　刻きざ視みが取り出すものは、凄すごいのだか凄くないのだか微び妙みようなものばかりだった。仙せん術じゆつの込められた物品を目にする機き会かいのない絵え馬ま達にとってそれらは確かに珍めずらしくはあったが、実用的かどうか問われると首を傾かしげざるを得えない。

　テーブルの上に山と積まれた数々の物品を前に、絵馬は結論を出した。

「あー。どれでもいいっちゃいいんだけど、とりあえず保ほ留りゆうってことで。仕事が終わるまでに考えとくから」

　選ぶのが面めん倒どくさくなっただけだね、と隣となりで倫りん太た郎ろうが呟つぶやいた。さすが、自分の性格を熟じゆく知ちしている。

「了りよう解かいした」

　刻視はテーブルの上の道具を懐ふところにしまい始めた。やはり四次元だ。それから冷さめかけていたコーヒーをくいと喉のどに流しこむ。すぐに彼女は口をへの字にした。

「苦にがい。忘れていたぞ」

　砂糖入れから直じかに角砂糖を摘つまみ、一つ二つと口に放りこんでいく。コーヒーの飲み方としては猛もう烈れつに間ま違ちがっている。

　顔をしかめていたかと思うと、一いつ瞬しゆん後のちには砂糖の甘さに満足した幸せそうな表情を浮かべる。その切り替えの早さだけは見た目通りの子供らしいものだ。

（大人っぽかったり子供っぽかったり。こいつもいまいちよくわかんないが……結けつ局きよく、私も見た目で判はん断だんしてるってことかいな）

　人知れず苦く笑しようし、絵馬も二杯目のコーヒーを飲み干した。

「さて。善ぜんは急げと言うからな。早さつ速そく行くとするか。島の位い置ちは大体わかってるんだろ？」

「大体は、な。近くまで行ってみればなんとかなろう」

「ようし、あんたたちも準じゆん備びだ。勿もつ体たいないが作りかけのメシはキャンセルだな」

　ソファーから立ち上がると、隠かくる夜やと目が合った。

「……あんたはどうする？」

「む」

　彼は低くうめいて、絵馬と刻視の顔を交こう互ごに眺ながめた。何かを言いかけ、口を閉じ、視し線せんをあちこちに彷徨さまよわせてから結けつ局きよくそっぽを向く。絵馬は呆あきれたように息を吐いた。

「あのさー。一いち応おうここは私の家なんでね。いつまでもそこでそうしていられると、はっきり言って邪じや魔まなのだ」

「う、うるさい！　俺も好き好んでここにいるわけではない。しかし、その、あれだ」

「んー？　何だー？」

　隠夜が何を言い出すのか、軽く予よ想そうはついていた。何が目的なのかも。だがそれは彼のプライドと競きよう合ごうするもののはずだ。どんな屁へ理り屈くつをこねてそれを口に出すのだろう。楽しみだ。

「そう。俺は貴き様さまのことを信用してはおらん」

「ふむふむ」

「そして、そこの小娘とはなりゆきでこうなっているだけだが、一いつ旦たん関かかわってしまった以上、不ふ幸こうな目に遭あうのを黙だまって見ているわけにもいかん」

「つまり？」

「貴様だけでは安心出で来きん！　非ひ常じように不ふ本ほん意いだが、俺も小娘の護ご衛えいとして同行する！　いいか、これは別に貴様を観察して弱点を見つけてやろうとかいうわけではないぞ。純じゆん粋すいに、戦士として、弱き者を守る役目があってだな……」

　相変わらず、本ほん音ねが全く隠かくせていない。本人的には建たて前まえだけを口に出しているつもりなのだろうが。

　絵え馬まは肩を竦すくめて、背の低い少女に確認した。

「いいのか？」

「はっは、なかなか義ぎ理り堅がたい男よの。護衛が増ふえる分には問題は全くないぞ。あとはお主の裁さい量りよう次し第だいじゃと思うが」

　続いて、倫りん太た郎ろうを見る。

「駄だ目めって言っても勝手についてくるような気がぷんぷんするし。いいんじゃない？」

　天あま宮みや。

「お任まかせします」

　ならば問題は何もない。ある意味微笑ほほえましくもあるその烏からす天てん狗ぐの戯ざれ言ごとに乗ってやることにする。なんとなく面おも白しろそうだったので。

　絵馬は意い地じ悪わるく笑って言った。

「じゃあいいや。勝手についてきなよ……エロ天狗」

「何だっ!?　その呼び方は何だっ!?」

「いいっていいって。言わなくてもわかってる。好すいた惚ほれたは自分じゃどうにも出来ないもんなぁ。しかし見た目で惚れたんならばちと特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主だと認にん識しきせざるを得えないな……エロ天狗」

「だから何を言っているっ！」

「あんたも気をつけなよ。一いち途ずな男ほどキレると怖こわい」

「うむ、恐おそろしいな。気をつけよう」

　自分の身体を両腕うでで抱かかえこむようにして、刻きざ視みは呟つぶやく。

「キ・サ・マ・ら……」

　ゆらり、と隠かくる夜やが足を踏ふみ出だすと、刻視と絵馬は何か汚きたないものを見るような目で彼から距きよ離りを取った。

「ヤバイ、狙ねらわれているぞ」

「この未み成せい熟じゆくな身体を力ずくで蹂じゆう躙りんしようとは、まさに鬼き畜ちくにも劣おとる所しよ業ぎようよ」

「一言だけ言っておこう。この変へん態たいめ。見み損そこなったぞ」

「おらぁぁぁぁあああっ！」

「うわー、変態が怒おこったー」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた隠かくる夜やがついに絵え馬ま達に突とつ進しんし、二人は楽しそうに彼から逃にげ回まわる。

「小学生と同レベルだね、もう……」

　悲しげに言って、倫りん太た郎ろうは弱々しく息を吐いた。
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『昼下がり』から『夕方』へと世界の呼び名が変わり始めた微び妙みような時じ間かん帯たい、一同の姿すがたはアバウトに海方向に向かう車の中にあった。

　愛車ブルーバードの中はかつてないほど人口密みつ度どが高い。助じよ手しゆ席せきには倫りん太た郎ろう、後こう部ぶ座ざ席せきには天あま宮みやと刻きざ視み、そして何故なぜか隠かくる夜やまでもが小さくなって座すわっている。バックミラーでその絵を確認すると、非ひ常じように違い和わ感かんがあった。

　天宮が思い出したように首を横に向ける。その視し線せんの先にいるのは、腕うで組ぐみをして目を閉じている隠夜だった。こちらに敵てき意いがないことを示しているのか、彼は未いまだ人間の姿のままだ。

「あの」

「……何だ」

「遅おそくなりましたが、いつぞやは大たい変へんお世せ話わに」

「それも、なりゆきだ。ついでに過ぎん。忘れろ」

　目を閉じたまま、隠夜はぶっきらぼうに言い捨てる。

　天宮は彼に対して軽く頭を下げ、そしてぼうっと窓の外を眺ながめる姿し勢せいに戻った。あまり感情を表に出さないせいでわからないが、彼女も今までずっと閉ざされた村で暮くらしていたのだ。外に出て二週間ほど経たってはいるが、やはりまだまだ世界は物もの珍めずらしいものばかりなのだろう。

　途と中ちゆうでコンビニに寄る。食料を軽く、そして煙草たばこなどの必ひつ需じゆ品ひんを買いこむ。ついでに事務所に足りない生活用品も。刻視がバカ食いしたせいで激げき減げんした砂糖や、ジッポのオイルなどを車のトランクに放りこんでから、また走り出した。

　小一時間ほどもドライブを続けると、やがて広々とした太平洋の青が見えてきた。波はどこまでも穏おだやかで、水平線に向かうにしたがってその青は霞かすんだ白へとぼやけていく。数時間後には全ては真しん紅くへと変わり、そして最終的に夜の漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶされていくのだろう。

「さ、海には着いたが」

「もう少し西へ行ってくれ」

　刻視の適てき当とうなナビに従い、さらに車を走らせる。大きな街はとうの昔に通り過ぎてしまったので、道はほどよく空いていた。左手には真っ白な防ぼう波は堤ていが長く続いており、どうやらその向こうは砂浜になっているようだった。

「て言うかさ、何処どこかで船は調達せんといかんよなー」

「それは当然じゃろうな……ふむ、ここいらの沖おきのはずじゃが」

「はいよ。お、港町か。頼たのめば船くらい貸かしてくれそうだな」

　車はうら寂さびれた小さな町に進入していた。全体に漂ただよう潮しおの匂におい。道みち端ばたで日ひ干ぼしにされている魚。遠くで歌声をあげる海鳥。古き良き港町の代表であるかのような町だ。

　そのまま海うみ沿ぞいに伝つたっていくと、やがて何なん隻せきもの漁船が係けい留りゆうされている港に辿たどり着ついた。コンクリートの広場の端はしに年ねん季きの入った軽トラックが孤こ独どくに佇たたずんでいたので、寂さびしさを分かち合うためその隣となりに車を停とめる。

　白いスーツにソフト帽。絵え馬まはいつもの仕事着に身を包んでいる。車を降おり、凝こった身体をほぐすために首を回していると、背はい後ごの隠かくる夜やがふと呟つぶやくのが聞こえた。

「ようやく着いたか」

　それは独ひとり言ごとのようではあったが、なんとはなしに絵馬は言葉を返す。

「ここら辺はもう敵てきのお膝ひざ元もとって感じかもな。一いち応おう注意はしときなよ。あんたに何かあってもフォローはしない」

「当然だ……しかし、敵がいるとなればもはやこの窮きゆう屈くつな姿すがたではいられんな」

「あ」

　止める暇ひまもなく、隠夜は人間の擬ぎ態たいを解といた。擬態時に身に着けている服は、人間の外がい観かんとセットになっているものだ。一種の幻げん術じゆつのようなものである。ともあれ、彼は一いつ瞬しゆんにして山やま伏ぶし装しよう束ぞくの烏からす天てん狗ぐへと変へん貌ぼうを遂とげていた。

「とぉああっ！」

「がふっ!?　何をする！」

　言っている傍そばからフォローが必ひつ要ようだ。絵馬は隠夜の首根っこを摑つかんで地面に押おし倒たおした。柔じゆう道どうで言うところの袈け裟さ固がための姿し勢せいに持ちこむ。それから顔を上げて、絵馬は愛あい想そ笑わらいを浮かべた。その視線の先にいるのは──なんだアレは的な表情をこちらに向けている、通りすがりのおばちゃん達だ。

　倫太郎はあうあうと視し線せんを彷徨さまよわせていたが、最終的には、

「う、うわぁ凄すごいね!?　特とく殊しゆメイクした役者さんなんて直接見たのは初めてだよ！　サイン貰もらっちゃおうかなぁ！」

　というわざとらしい台詞せりふで誤ご魔ま化かすことに決めたようだった。ちらちらと背はい後ごの主婦達の様よう子すを窺うかがっている。天あま宮みやは純じゆん粋すいに物理的な壁かべとなり、主婦達の視線をその背中で受け止めていた。

　絵馬は隠夜の耳元で囁ささやいた。

「この馬ば鹿か、先走りすぎだ。一般人の目があることを考えろ」

「て、敵に備そなえるためだ」

「敵が出てきてから変身すればいいだろうが！　ったく、どうするつもりだったんだよ」

「すぐに隠おん形ぎようの術を使うつもりではあったぞ」

「だったら見つからないとこでやれよな。とりあえず馬鹿天狗、人間の姿に戻れ。島に着くまではそれで私達と一いつ緒しよに船だ」

「く……」

　下手へたな演技の倫りん太た郎ろうに騙だまされたのか、そのうちに主婦達はお互たがいに顔を見合わせながら立ち去っていった。最近のテレビは凄すごいわねぇ、などと言いながら。

　それを見み計はからい、隠かくる夜やが人間の姿すがたに戻る。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐっている倫太郎に、絵え馬まは言った。

「やれやれ。ボート借かりてくるから、この馬ば鹿かが馬鹿っぽく馬鹿なことをしないように見張っといてくれ」

「うん」

　立ち上がり、歩き出す。当然、その途と中ちゆうで余よ計けいな苦労をかけさせてくれた隠夜の頭を踏ふんづけることは忘れなかった。




　ただ待っているだけというのも暇ひまなので、倫太郎はトランクから小さなリュックを引っ張り出した。先せん刻こくコンビニで買った食糧などを適てき当とうに詰つめこんでいく。

「……手て伝つだいます」

「あ。ありがと」

　同じく手て持もち無ぶ沙さ汰ただったのだろう、天あま宮みやも彼に倣ならってコンビニの袋ふくろをがさがさと探さぐり始はじめた。メイド服の腰こしに装そう着ちやくされている黒いポシェットだけがいつもと違うが──全体的には事務所の中と全く同じ格かつ好こうである。

　隠夜は何をするでもなく、空を見たり海を見たりと落ち着きがない。刻きざ視みは岸がん壁ぺきに腰こし掛かけ、子供のように足をぶらぶらとさせながら水平線を眺ながめているようだった。海風に尾お羽ばねのような後ろ髪が強く撫なでられ、右に左にと不規則に踊おどっている。

　リュックを背せ負おおうとすると、天宮も手を出してきた。

「私が」

「いいよ、僕が持つから」

　どう見ても天宮は納なつ得とくしていないようだった。倫太郎は冗じよう談だんめかして軽く言う。

「重たい荷に物もつ持つのは男の役目、だよ」

「……役目」

　天宮は手を引っこめる代わりに、その単語を小さく繰くり返かえした。視し線せんを合わせないまま、彼女の唇くちびるが動く。

「私の役目とは、何なのでしょう」

　それはともすれば聞きき逃のがしてしまいそうな、限りなく独どく白はくに近い呟つぶやきだった。ひょっとしたら自分でも喋しやべったという認にん識しきはないのかもしれない。それほどまでにその声はか細かった。

（そうか。天宮さん、初仕事になるんだもんね）

　倫太郎は改めてその事実に気付いた。何をすればいいのか。何が出で来きるのか。そう言えば自分も、初めの頃ころはそんなことばかり考えていたような気がする。何故なぜ、今は考えなくなってしまったのだろう──。

　思し考こうの袋ふくろ小こう路じに自らを追いこまないほどには、倫りん太た郎ろうは聡そう明めいだった。現時点での正直な気持ちを天あま宮みやに伝つたえる。

「実はね。まだ、僕にもわかってないんだ。だから天宮さんも、あまり考えこまないでさ。自然にやってればきっとなんとかなるよ」

「そうなのでしょうか……」

「多た分ぶんね」

　リュックを背せ負おって立ち上がると、背はい後ごから能のう天てん気きな声が聞こえてきた。

「おーい、ボート借かりられたぞ。野や郎ろう共ども、船旅の始まりだ。ゴー！」

「……あの人はちょっと、考えなさすぎるところがあるけどね」

　微び妙みように先せん輩ぱい風かぜを吹かせてしまった気き恥はずかしさをその言葉で誤ご魔ま化かしつつ、倫太郎は肩を竦すくめた。

　漁船がずらりと並ならぶ岸がん壁ぺきの一番端はし。小さなモーターボートが静かに波に揺ゆられて上下していた。白い船体のシンプル極きわまりない構こう造ぞう。周しゆう囲いの漁船と比べても、どことなく肩かた身みは狭せまそうである。

　やけに楽しそうに、絵え馬まがそのボートに乗りこむ。天宮、刻きざ視み、隠かくる夜やの順で続く。

　倫太郎は生理的に海が苦にが手てだった──出で来きることなら避さけて通りたいという心情は今も昔も変わらない──のだが、絶ぜつ対たいに我が慢まん出来ないというほどではない。悪お寒かんを振り払うために一つ大きな息を吐いて、彼は意を決してあとに続いた。

「よぅし。行くぜぃ」

　係けい留りゆう索さくを解とき、絵馬がキーを捻ひねる。古めかしい音をたててエンジンが回転を始めた。

　そこでふと倫太郎は気付いた。

「ボートの免めん許きよなんて持ってたっけ？」

　咥くわえ煙草たばこの絵馬の動きが、一いつ瞬しゆんだけ止まった。

「勿もち論ろん持ってるさ心配するなー」

「なんで棒ぼう読よみなの？　なんで！」

「……私のような美女はそんな常じよう識しきには囚とらわれないのだ」

「常識っていうか法ほう律りつだし！　ホントは無む免めんなんでしょ、ねぇ！」

「いきなり発進！」

「わーっ！」

　そんなこんなで──隻せき腕わんの女が操あやつるボートは、凪ないでいた紺こん碧ぺきの海に無ぶ遠えん慮りよな白い航こう跡せきを残しながら沖おきへと進み出していった。

　風に飛ばされるからだろう、さすがに絵馬は帽子を脱ぬいで天宮に預あずけている。絵馬はその栗くり色いろの髪を気持ちよさそうになびかせつつ、ボートの真ん中にちょこんと座すわる刻きざ視みに訊きいた。

「で？　このまま真まっ直すぐ行っていいのかい？」

「おそらくは。しかし人ひと払ばらいの結けつ界かいくらいは張られているのではないかな」

「大だい丈じよう夫ぶ、それなら逆ぎやくに見つけやすいだろう。なんとなく怪あやしい気け配はいのする方向に行けばいい」

　三十分ほども船旅を続けただろうか。絵え馬まの結界感かん知ち能のう力りよくだけを頼たよりに進んでいると、不ふ意いに彼女がエンジンを切った。妙みように懐なつかしく思える静せい寂じやくがボートの上に訪おとずれる。周しゆう囲いの色は一面、青。遠くには海鳥の白が申もうし訳わけ程てい度どのアクセントとして散ちらばっているが。

「ふむ、近くに何かがあるぞ──何処どこだ？」

　一人頷うなずく絵馬の言葉を受け、一同が周囲を見回した。絵馬が言うならば間ま違ちがいはないだろう。

　人払いの結界は基本的に、『人間の認にん識しきをずらす』という役割を主としている。つまりそこに何もないように、あるいは近付けないように『思いこませる』結界なのであって、初めからそこに結界があることを知っている者には効こう果かが薄うすい。絶ぜつ対たいに見えるはず、と確かく信しんして探さがせば容よう易いに打ち破れるのが常つねだった。

　それを初めに見つけたのは刻きざ視みだった。海の一点を指差し、呟つぶやく。

「あそこだ。島がある」

　他者に言われることによって、『認識』の壁かべはさらに容易たやすく崩ほう壊かいする──次の瞬しゆん間かんには、その島の姿すがたは誰だれの目にも見えるようになっていた。

　何の変へん哲てつもない島である。海の上では比ひ較かくするものがないので、ここからでは大きさはよくわからない。なだらかに隆りゆう起きした大地は全て鮮あざやかな緑色に塗ぬり潰つぶされており、その島が豊かな自然に恵まれているだろうことは簡かん単たんに推すい測そく出で来きた。

　結界によって隠かくされた、決して人の目に触ふれることのない秘ひ中ちゆうの島。

「ではでは、さっそく上陸といきますかぁ」

　再ふたたび船のエンジンが唸うなり始はじめ、ゆっくりと島が大きくなっていく。倫りん太た郎ろうはふと刻視の顔を見やった。彼女は敵てきの本ほん拠きよ地ちに乗りこもうとしている最中さなかにも関かかわらず、全く緊きん張ちようなどしていないようだった。島の威い容ようが近付いてくるのを、ただ目を細めて穏おだやかに眺ながめている。よっぽど絵馬のことを信しん頼らいしているのだろうか。

（信頼、ね……）

　信頼出来る部分と出来ない部分がこうも明確に分ぶん離りしている人も珍めずらしいんじゃないだろうか。

　倫太郎は白いスーツの背中に向けて音もなく嘆たん息そくした。

　信頼出来る部分。凄すご腕うでの結界師。意い志しある逃にがし屋や。

　信頼出来ない部分。ある意味、快かい楽らく主義者。楽しければそれで良し。意い表ひようをついた行動を好んで取りたがるところ。

　ついでに、無む免めん許きよ運うん転てん者しや。

　燃ねん料りよう切ぎれで漂ひよう流りゆう。ボート転てん覆ぷく。止まれなくて島に激げき突とつ。倫太郎は島に到とう着ちやくするまでの時間のほとんどを、その嫌いやな想そう像ぞうを振り払うことに費ついやした。




　島に近付くにつれ、その概がい容ようは次し第だいに明らかになっていった。まず、面積はかなり広い。ボートは島から五十メートルほどの位い置ちまで来ているが、もはや島の両りよう端たんは視し界かいの中にはない。遠くから見てもわかったように、島には一面に背の高い常じよう緑りよく樹じゆが生おい茂しげっていて、ここから島の内部の様子を窺うかがい知しることは不ふ可か能のうだった。

　さらにボートを近付ける。その岸はごつごつした灰はい色いろの岩が積つみ重かさなる岩場になっていた。『海』と『島』の境さかい目めがその岩場によってひどく明確にされている。それは青い海の中に何の前まえ触ぶれもなく灰色の城じよう壁へきが現れているようにも見えた。この城壁の周しゆう囲いにはボートを停とめられるような場所はなかったので、仕方なく絵馬は島の周囲をぐるりと回ることにした。少し行ったところで岩場が途と切ぎれ、幅三メートルほどの小さな砂浜になっている場所を見つける。

「あそこにするか」

　絵え馬まは慎しん重ちように舵かじを操あやつり、ゆっくりとその砂浜にボートを着ちやく岸がんさせる。砂浜は両脇わきの高い岩場に挟はさまれるような形になっており、ボートを隠かくすには絶ぜつ好こうのポイントになっているように思えた。砂浜に飛とび降おりて、辺あたりの気け配はいを探さぐる。

（……何だ？）

　結けつ界かい師しとしての感かん覚かくが警けい鐘しようを鳴ならした。奇き妙みような結界が島全体に張ってある。人ひと払ばらいの結界が張ってあるのは当然だが、それだけではない。それ以外の結界だ。

　しかし、それが何なのか、自分にわからないこと自体がおかしい。

（猛もう烈れつに曖あい昧まいだな。いや、多種の結界がお互たがいに干かん渉しようし合あって──ぼやけているのか？　ふぅむ、程てい度どの低い結界師がやったからか、それとも誰だれかが故こ意いに）

「絵馬さん？」

　倫りん太た郎ろうの声が思し考こうを止めた。島の結界について考えるのは後回しにする。

「ああ……よし、待まち伏ぶせとかはないみたいだ。降りても大だい丈じよう夫ぶ」

　一同がボートから降りてくる。変化を解ときつつ降りてきた隠かくる夜やに、絵馬はびしりと指を突きつけた。

「そこの、一番の男手！　波に攫さらわれないようにボートを砂浜の上まで引きずり上げる任にん務むを与える！」

「な、なに？」

「戦士サマともあろうお方がまさか、か弱い女子供にそんな重労働はさせないよなぁ？」

「く……」

　操そう縦じゆう方法は完かん璧ぺきだ。一人寂さびしくボートの縁へりに手をかけて任務を開始する隠夜を満足そうに眺ながめつつ、絵馬は煙草たばこを口に咥くわえた。

「さってっと」

「絵え馬まさん。あれ何だろ」

　倫りん太た郎ろうが指差す方向に顔を向けると、二十メートルほど向こうの岩場に奇き妙みようなものが立っていた。木のようにも見えるが、枝えだや葉は全くない。完全な直線で、その『棒ぼう』は地面と垂すい直ちよくに伸び上がっていた。よく目を凝こらすと、その棒の表面に何か文もん様ようが描えがかれているのが見える。結けつ局きよくのところ、それは和風トーテムポールのようなオブジェだった。

「ふむ。どうやらあれが結けつ界かい材ざいぽいな」

　調べに行こうかどうしようか、と絵馬は一いつ瞬しゆん悩なやんだが、結論を出すより前に刻きざ視みが背中を丸めて言った。

「風がちと冷たいな。もうすぐ日が暮くれそうでもあるし。まずは移い動どうしつつ──蜘蛛くも達の主あるじを探さがすことにせぬか」

「寒いのは同感だね。んじゃ……適てき当とうに島の奥に入ってみよう」

　砂浜の奥に広がる林の中に、一同はすたすたと足を踏ふみ入いれていった。

「待たんかこらぁっ！」

　後ろで絶ぜつ叫きよう。隠かくる夜やが肩で息をしながら慌あわててこちらに走ってきた。

「逆さか貫ぬき、絵馬……貴き様さま、まさかとは思うが、この俺に喧けん嘩かを売っているのではなかろうな？」

「いやーごめんごめん。素すで忘れてたわ」

　あっけらかんと言う絵馬。

「ありがと。やっぱり男手があると助かるねぇ。大だい感かん謝しやだよ。さすがだ。ちと見直した」

「ふ、む、そうか。単に忘れていただけか。ならばよしとしてやろう」

　絵馬の褒ほめ殺ごろしのせいか、存ぞん外がい素直に怒いかりを収おさめる隠夜。平へい静せいを装よそおって、彼は一同の最さい後こう尾びに戻る。

「……くくく。こいつは楽だ。いろいろ扱こき使つかってやろう。馬車馬のようにな！」

「絵馬さん、いくら聞いてないからってその本ほん音ねはどうかと思うよ」




　その林は薄うすく、すぐに視し界かいが開ける。地面は明らかに草を引き抜いて土を踏ふみ固かためた『道』だった。その道は前方と左右に続いている。左右の道は緩ゆるやかなカーブを描えがいて伸びており、たった今出てきたのとは別の林の陰かげに隠かくれてその先は見えない。前の道を進むとさらに開けた場所に出るようだ。迷まよわず絵馬は真まっ直すぐに進路をとる。

「畑か。やっぱりここが本ほん拠きよ地ちらしいな」

　前方の道の左右には様さま々ざまな作物が植うえられた畑が作られていた。その隅すみには小さな木の小屋らしきものも建てられている。畑の奥は林が仕切りのように立ち並んでおり、やはり進めるのは前方だけだ。その先は微び妙みように盛もり上あがった丘のようになっている。

　その丘を登る道にさしかかったところで、ぴたりと絵馬は足を止めた。残ざん像ぞうが残るほどの速度でスーツのポケットに手を突っこみ、鋭するどい声で叫さけぶ──。

「──全員、私の近くに集まれ！」

　ポケットから取り出したピンバッジを三枚、振り返らないまま後ろに投げ、残った一枚を足元の地面に落とす。後ろに投げられたバッジが煌きらめいて着地するのと同時、周しゆう囲いの林の中から、そして前方の丘の向こうから白い糸のようなものが無数に伸びてくる。その数十本の糸はどれも正確に絵え馬ま達の身体を狙ねらっていたが、一いつ瞬しゆん前に張られた結けつ界かいによってその動きは遮さえぎられた。見えない壁かべに阻はばまれ、力なくしなだれる糸。それはすぐに引っ張られ、元の位い置ちへと──周囲を取り囲むようにして現れた者達の手の中へと帰っていった。

　数は少ないが、中には女もいる。性別や年ねん齢れいに統とう一いつ性せいはない。単なる布切れにしか見えない服を纏まとっている者もいれば、きちんとしたＴシャツにジーンズを身に着けている者もいた。

「うはー。出しゆつ所しよした親分を出迎える若い衆しゆう並なみに早いお出迎え！　何だ、どうしてこんなに速そつ攻こうで大だい歓かん迎げいされてるんだ私らは？」

「それは奴やつのせいじゃろう」

　刻きざ視みが顎あごをしゃくるのと同時、真ま正しよう面めんにいた男が一歩、こちらに進み出てきた。色黒で、精せい悍かんな顔立ちをした男。口くち髭ひげを無む造ぞう作さに生はやしており、その長身は引ひき締しまった筋きん肉にくによって支ささえられている。何処どことなく軍人や傭よう兵へいのような印いん象しようで、サングラスをかけてパイプなどを咥くわえさせたら絵になりそうだ。

「日ひ新あらた……とかいったか。そう言えば鼻が利きくようなことを言っておったの。単なる負まけ惜おしみかと思っておったが」

「臭においを覚おぼえたという言葉に噓うそ偽いつわりはない。あの程てい度どの街ならば、どこにいようとすぐに見つけられる。無む論ろん、この島の中にいるのならば言うまでもない──何を考えている？　わざわざこちらの手の中に飛びこんでくるとは」

　刻視は薄うすく笑って、白いスーツの女の背中をぽんと押した。

「詳くわしい事じ情じようはこの人間から聞くがいい」

「ちわーッス」

　びし、と右手を挙あげて挨あい拶さつする絵馬を、日新は凄すさまじく疑うたがわしい目で眺ながめる。

「何者だ」

「見てもらえばわかる通り、結界師さ。そして逃にがし屋や。彼女から依い頼らいを受けて、あんたたちと交こう渉しようをするために来た。代表者と話がしたいね。ひょっとしたらあんたが代表者かな？」

「戯ざれ言ごとを。交渉だと？　我等の望みはその小娘を手に入れることのみ」

「つっても、この状じよう況きようじゃ無む理りだろう。そう簡かん単たんにはこの結界は破れない……試ためしてみるか？　その場合、私も防ぼう御ぎよだけじゃなくて攻こう撃げきする。手て加か減げんはしない」

「脅おどしのつもりか」

「いやいや、最悪の未来の話だよ」

「何を勘かん違ちがいしているのか知らんが……脅しが使えるのはこちらだけだ。そいつがどうなってもいいのか？」

「ん？」

　日ひ新あらたの言葉に違い和わ感かんを覚おぼえて振り返る。すると──。

「ぬあああっ！　くそ、この、解ほどけん！」

　バッジで張った結けつ界かいから一歩外に出たところで、隠かくる夜やがあの白い糸にぐるぐる巻まきにされていた。本ほん性しようを顕あらわした烏からす天てん狗ぐの力でも拘こう束そくからは脱だつすることが出で来きないようだ。

　全く予よ想そう外がいの光こう景けいに、絵え馬まは思わずぷっと吹き出した。

「なんで結界に入ってないんだあんたはっ。囚とらわれのお姫様役でも狙ねらってるのかっ？」

「う、五月蠅うるさい！」

「急いでたから細かい範はん囲いまで決めなかった私もアレだが……だから集まれって言ったじゃないか。鈍にぶいってーかなんてーか」

「五月蠅いぞ！　油ゆ断だんしただけだ！　くそ！」

　じたばたと暴あばれる隠夜。絵馬は頭を搔かきつつ、この島に来て二本目の煙草たばこを取り出して火をつけた。

「脅おどしが使えるのはこちらだけという意味がわかったか？　その烏天狗には後あと一歩のところを邪じや魔まされた恨うらみもある。やるとなれば手て加か減げんはせん。そいつを縊くびり殺ころされたくなければ、素直に小娘をこちらに引ひき渡わたせ」

　絵馬は大きく煙けむりを吸いこむ。そして大きく吐き出しながら、はっきりと言った。

「嫌だね」

「ぬ……」

「残念ながら、その脅しは無む効こうだ。何故なぜならそいつは仲間でもなんでもない。勝手についてきただけのただの男気バカだ。殺したところで私らの事じ情じようには全く関係がない──しかし」

　僅わずかに声を低め、誰だれの目にもわかる圧あつ力りよくを加えて続ける。

「だからこそ、それは無む駄だな殺せつ生しようだ。無駄な殺生は嫌きらいだ。その馬ば鹿かを殺した瞬しゆん間かん、私は完全にあんたらの敵てきになる。完全に完かん璧ぺきに確実に絶ぜつ対たいに未み来らい永えい劫ごう疑うたがう余よ地ちなく、事じ態たいはあんたらが望まない方向にしか動かない。だから、止めとけ」

　その言っている内容というよりは、彼女の猛もう烈れつな圧力だけを受け、日新は眉まゆを顰ひそめた。

　空気が止まっていたのは数秒だけだった。

　明らかな殺さつ気きを持った何かが、風を切って飛んでくる。

「でぃやぁっ！」

「ごわっ？」

　絵馬は瞬しゆん間かん的てきに結界の外まで足を踏み出し、隠夜を力ちから任まかせに蹴けり飛とばした。一いつ瞬しゆん前までその頭があった空間を、鋭するどい一条の閃せん光こうが通り過ぎていく。形を持った細い閃光──それも糸だった。地面に鋭く突つき刺ささったそれがするすると巻き取られていくのと同時、女の声が聞こえた。

「あーらら、外はずしちゃった」

「唯ゆい咲さき！　勝手な真似まねをするな！」

「だって、必ひつ要ようなのはそこのガキ一人でしょう？　つまり他の奴やつ等らはいらないってことよね。折せつ角かく捕つかまえてるんだから、別に殺してもいいじゃない」

　糸が巻まき取とられていく先を眺ながめると、若い女が一同の前に進み出てくるところだった。高校生くらいに見える年若い女で、黒髪は活動的なショートカットにされている。何処どこか純じゆん朴ぼくそうな顔立ちだが、その目は全く笑っていない。ウケ狙ねらいなのかやる気がないのか、身に着けているのは紺こん色いろのジャージ上下だ。

「おや、手が勝手に」

　呟つぶやき、唯咲と呼ばれた女が腕うでを振った。再ふたたび糸が煌きらめく。

　絵え馬まが二回目のシュートを繰くり出だすよりも早く、日ひ新あらたが動いた。唯咲の肩を摑つかみ、力ちから任まかせに引っ張る。

「止めろと言っている！」

　そのせいで唯咲の糸は大きく狙ねらいを外した。あさっての方向に、それでも真まっ直すぐ進んでいく……不運なことに、その先には男がいた。周しゆう囲いを取り囲む者の一人だ。

「え？」

　予よ想そうもしていなかったのだろう。小さな声と同時に、その腕が千切れて飛んだ。鮮せん血けつが吹き上がり、悲ひ鳴めいとともにその男が崩くずれ落おちる。

「ああ……ああっ！」

「あらあら、間ま抜ぬけね？　でも一いち応おう謝あやまっておくわ、ごめんなさい」

　悪びれた様よう子すもなく、唯咲が笑って言う。

　日新が低い声を絞しぼり出だした。

「唯咲。貴き様さま……止めようと思えば止められただろうが」

「さぁ？」

　と、彼女はとぼけるように肩を竦すくめる。日新はさらに声に圧あつ力りよくを込めた。

「唯咲。貴様の性格や性せい癖へきについて今さらどうこう言うつもりはない。が、俺は貴様の行動を監かん督とくする役目が与えられている。もしも貴様が俺の言うことを聞かぬのならば、そして我等一族にとって害になると感じたならば」

「ならば？」

「いかなる力を用いても、貴様の行動を止める。たとえそれがどんな結けつ果かを生もうとも、だ」

　威い圧あつ感かんを迸ほとばしらせる日新の視し線せんを受け、唯咲は溜ため息いきを漏もらした。一いつ瞬しゆんだけ、残ざん念ねんそうに絵馬達を見やり、再び日新に顔を戻す。

「……相変わらずお堅かたいわね」

　頭を振りながら言って、彼女は踵きびすを返した。

「はいはい、わかりましたよ。日ひ新あらた様には簡かん単たんに勝てそうにもないし。つまらないけど、帰って昼寝でもしようっと」

　事じ態たいを搔かき回まわすだけ搔き回し、彼女はその場から消えた。

　不運な男が周まわりの何人かに担かつがれて運ばれていくのを横目で見やりながら、絵え馬まは再ふたたび日新と対たい峙じする。

「よくわからんが。そっちもいろいろ大たい変へんそうだな」

「貴き様さまには関係のないことだ」

「ま、その通りだ。関係のある話に戻ろう。いいか？　私は別にあんたらと戦いに来たわけでも何でもない。話をしに来ただけだ。何故なぜこの仙せん人にんを拉ら致ちしようとしてるのか事じ情じようを聞いて、交こう渉しようするのが仕事。場合によってはそちらの要求を部分的に吞のんだりもする可か能のう性せいもあるだろう。結けつ局きよくのところ、そっちの事情を教えてもらわないと話は全然進まないのさ。だからまず、あんたらの長おさに会わせてくれ」

　そこまで話したところで、絵馬は隠かくる夜やを振り返って頷うなずいた。

「提てい案あんしよう。あいつは人ひと質じちのままでいい。もし私らが長に危き害がいを加えるようなことがあれば、今度こそあいつを好きにしてくれて構かまわないが」

「ナぁニぃぃぃぃっ？　おい腐くされ人間ふざけるな殺スぞ！　貴様、やはりこの俺を──モガ」

「五月蠅うるさい。お前は黙だまっていろ」

　手から飛ばした糸で隠夜の口を塞ふさいだ日新は、その真しん意いを見み抜ぬくために隻せき腕わんの女と視し線せんを合わせ続ける。見抜くも何も、今までの言葉は絵馬にしてみれば全てが真意だったのだが。

　膠こう着ちやく状じよう態たいに痺しびれを切らしたのか、それまで黙っていた刻きざ視みが呆あきれたように口を開く。

「やれやれ。これだけの数で囲んでおいて、一体何を恐おそれる？　古き八つ足とやらは腰こし抜ぬけの集団か」

　首を左右に振りつつ、彼女はいつものようにその外がい見けんに似に合あわない皮ひ肉にくな冷れい笑しようを浮かべた。

「逃にげもせずわざわざ出向いてきてやったというのに。話を聞かせるくらいの礼を尽つくしても罰ばちは当たるまい」

　日新の視線が二人の間で揺ゆれる。ややあって、髭ひげの奥からくぐもった声が聞こえた。

「──いいだろう」

「日新様！　いいのですか？」

「命令だ。手は出すな」

　周しゆう囲いの一同に向かって言い捨ててから、ついてこい、と一方的に踵を返す。

　彼がその選せん択たくをした理由は幾いくつか推すい測そく出で来きる。変にここで話をこじらせて逃げられるよりも、島の奥に誘さそいこんだほうが逃げられにくいとか。人質があるからもうこちらのものだと思いこんでいるとか。大体そんな感じだろう。

　いずれにしろ罠わなだと思われるような気け配はいはなかったので、絵え馬まは結けつ界かいを解といた。土つち蜘蛛ぐも達が遠とお巻まきにこちらを包ほう囲いしているのは変わらないが、やはり攻こう撃げきはしてこない。日ひ新あらたはそれなりの地ち位いと発言力を持った男のようだ。

「んじゃ、行ってみるか」

「うむ」

「任まかせるよ」

「お任せします」

「ムゴガフ！　ムゴ！」

　歩き出す。最さい後こう尾びは勿もち論ろん、二人の蜘蛛の肩に担かつがれて運ばれる蓑みの虫むし状じよう態たいの隠かくる夜やだった。




　進んでいった先──島の内部に向かうにつれて、立たち並ならぶ木々の数は少なくなる。赤茶けた土が剝むき出だしになっただけの道の脇わきには無む造ぞう作さに開かい墾こんされた畑が広がり、まさにほったて小屋と呼ぶにふさわしい、木板が組まれただけの粗そ末まつな建たて物ものがちらほらとその中に点てん在ざいしている。

（ギリギリ『文化』があるってレベルか。人間が使うような機き械かいとか道具も見えないし。ふむ）

　その風景のところどころに、上陸地点で見たような木の柱がひっそりと立っていた。畑の横に、林の中に。見ている限りではその配はい置ちに規き則そく性せいはない。

　日新の歩みは一直線に島の中心に向かっていた。道はなだらかな上り。無む言ごんの土蜘蛛達に囲まれてそのまま歩き続けると、再ふたたび木々の密みつ度どが増ましてきた。高木の間を縫ぬうようにして伸びる道をさらに進む。

　その道が行き止まりになるのと時を同じくして、日新の足が止まった。

　前方には刺とげ々とげしく削けずれた巨きよ大だいな岩いわ壁かべが聳そびえている。視し線せんをさらに上に向けると、岩壁の向こうからも繁はん茂もした木の枝えだがちらほらとその姿すがたを見せていた。岩壁の上は完全な森になっているのだろう。その壁と両脇わきの木々に挟はさまれた場所は小さな公園ほどの広場になっており、そこには来る途と中ちゆうに見たような粗そ末まつな小屋が一軒けんと、そして──明らかに造りの異ことなる建物が一つ、背はい後ごの岩壁に密みつ着ちやくして建っていた。

　その大きさも含ふくめ、何処どことなく神じん社じやのような印いん象しようを受ける建物である。この島の中で見た建造物としては唯ゆい一いつ、苔こけむした瓦かわらがぽつりぽつりと屋や根ねに乗せられていた。色褪あせた横板で作られた短い階段が正しよう面めんに設もうけられており、床ゆかと地面の間には一メートルほどの隙すき間まがある。野の良ら犬いぬ野の良ら猫ねこは我先にと潜もぐりこむことだろう……もし島にいればの話だが。

「えらく年ねん季きの入った建物だねぇ」

　絵馬の言葉は完全に無む視しし、日新は周囲の土蜘蛛達に向けてぼそぼそと命令した。

「お前達はここで待っていろ。烏からす天てん狗ぐを運んでいるそこの二人は共に来い」

　彼はその社やしろの階段の前でぴたりと立ち止まった。一いつ旦たん絵馬達を振り向き、鋭するどい眼がん光こうと低い声で忠ちゆう告こくする。

「これから我らの主あるじ、お社やしろ様に会わせてやるが──下手へたな真似まねはするな。もはやここは我等の領りよう域いきだ」

（その領域をそうでなくするのが私の仕事なんだがね？）

　絵え馬まは胸きよう中ちゆうで苦にが笑わらいしたが、当然ながらその気け配はいすらも表には現さなかった。

　社の正しよう面めんにある引き戸の前に立ち、日ひ新あらたはその中に向けて声をかける。

「お社様。日新です。よろしいでしょうか」

「……入れ」

　返ってきたのは女の声。その一語だけでも、活力や精せい力りよくというものが圧あつ倒とう的てきに不足しているのがわかる。それほど、その声は細く、掠かすれたものだった。

　日新が戸を開けた。明かりがないのか、中はかなり暗い。

　彼の後に続いて社の中に足を踏ふみ入いれると、床ゆか板いたが不ふ吉きつに軋きしんだ。

　暗さに目が慣なれ、その中の様よう子すがかろうじて把は握あく出で来きるようになって──。

　再ふたたび、先さき程ほどの女の声が聞こえた。

「どういうことだ。説明しろ……日新」

　絵馬も同時に思った。どういうことだ。説明しろ。

　それは凄すさまじく奇き妙みようで、意味不明な光こう景けい。

　社の奥の壁かべは外からも見えたあの岩壁。その前には、二十歳ほどの瘦やせた男が立っている。

　そして、岩壁からは巨きよ大だいな何かの頭の骨ほねが突き出ており、その口に当たる部分には、横に座る女の右腕が深々と咥えこまれていた。




　入り口から見て真正面に、つまりお寺で言えば本ほん尊ぞんがある位い置ちに、釈しや迦か如によ来らいとは似にても似つかぬ骨が鎮ちん座ざしている。

　骨。骨こつ格かく。化石。骸がい骨こつ。呼び名は多々あれど、内実は一つだ。はたしてこれは何の骨なのか？

　縦たて長ながの頭の骨。その大きさは五メートルほどもあろうか。尋じん常じような生物ではないのだけは確かだろう。超ちよう自然的な力の関かん与よを窺うかがわせる、精せい緻ちな造ぞう形けい物ぶつ。それはこの社の中の薄うす暗ぐらさも相まって、何処どこか神しん秘ぴ的てきとも言える雰ふん囲い気きすら醸かもし出だしていた。

　骨は鼻先を下げた形で傾かたむいて壁から生はえている。そのせいで真正面からでもその造ぞう作さくはよく観察出来た。全体的なフォルムとしては蛇へびのような、爬は虫ちゆう類るい系けいの何か。眼がん窩かの上、額ひたいの横に生えているのは──見たままを率そつ直ちよくに言えば、ツノだ。

　顎あごには鋭するどい歯が並ならび、角つのが生えており、爬虫類系。となると、その正しよう体たいは……。

「龍りゆう……か？」

　絵馬の呟つぶやきに、その骨の隣となりに座すわる女がこちらに顔を向けてきた。床に着くほど長い白はく髪はつが薄うす暗くら闇やみの中で不ぶ気き味みに滑すべる。灰はい色いろの単ひと衣えを無む造ぞう作さに身に着けているだけのその女は、骨ほねの口元に真横から腕うでを差しこみ、石壁にもたれかかった姿し勢せいで片足を伸ばしていた。その横に立つ男も同じような色の着流しを身に着けているが、彼はただ空気のようにそこに立っている。
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「日ひ新あらた。この者達は何だ」

「髪の長い小娘が候補者です。しかし、その隻せき腕わんの人間は」

「逃にがし屋や。こいつを狙ねらわないように交こう渉しようするために来た。事じ情じようを聞かせてはもらえないか？」

　絵え馬まが口を挟はさむと、女は空あいている左腕うでで自分の前髪を払い、こちらの顔をじっと見つめてきた。

（結けつ構こう若いな。天あま宮みやと同じくらいか）

　全体的に生せい気きが薄うすい。確かにそこに存そん在ざいしてはいるが、どことなく存在そのものが希き薄はくな印いん象しようを受ける。雰ふん囲い気きだけでなく、実じつ際さいにその手足も病人のように白く細いものだった。

「先に名乗っておこう。逆さか貫ぬき絵馬だ。あんたは？」

「……砕さい河か」

「あんたがこの蜘蛛くも達の長おさ、ということだよな」

「長、か。単に『お社やしろ』の役目を継ついだだけではあるが、そう言ってもいいのかもしれん」

　言葉が通じれば交渉は出で来きる。絵馬はひとまず安あん堵どした。ふと後ろを振り返ると、倫りん太た郎ろうはぽかんと口を開けたまま骨ほねを見上げており、天宮は無表情のまま微かすかに首を傾かしげている。絵馬に全てを任まかせているのか、刻きざ視みも無む言ごんのままぼうっと龍りゆうの虚うつろな眼がん窩かを見つめていた。隠かくる夜やはぐるぐる巻まきで転ころがっている。

「いろいろ聞きたいことがあるんだが、答えてくれるかな？　なんとなく共通点もあるし、友好的に話を進めてくれるとありがたい」

　女──砕さい河かは絵え馬まの隻せき腕わんを眺ながめ、嘲あざけるように小さく鼻で笑った。軽く身を折り、居い住ずまいを正す。横にいた若い男が手て伝つだおうとするが、彼女は軽く左手を振って下がらせた。

「さして意味があるとも思えんが、暇ひま潰つぶしにはなるか。何が聞きたいのだ」

「こっちはわかんないことだらけなんだがね。まず聞くのは、本題──『何故なぜ、そこの刻きざ視みを拉ら致ちしようとしているのか？』だ」

「『候こう補ほ者しや』だからだ。もはや我等の中にはおらん」

「いや、だからそれが全然わかんないんだが。候補者って、何の候補者だよ？」

「決まっている」

　砕河は首を捻ひねって、自らの右腕うでを咥くわえこむ龍の頭とう骨こつを見上げた。

「次の『お社やしろ』の候補者。島の基き体たいたるこの龍りゆう骸がいに、精せい気きを死ぬまで与え続ける役目を持つ者の……後こう継けい者しやだ」

「なんだって？」

　聞き返す絵馬に対して、砕河は大きく息を吐いた。

「本当に何も知らないのか。我等の種族は、極きわめて清せい浄じような土地でないと生きられぬ……」

「それは知ってる。それだけしか知らないと言ったほうが正しいか」

「これは、その性質から決して逃のがれられぬ我等の──歴史の話だ。遥はるか昔、我等はまだ本土の山中に存そん在ざいしていた《聖せい地ち》にて連れん綿めんと暮くらしていた。だが、あるとき」

　左手で、こん、と顎あご骨ぼねを叩たたく。

「この龍が突とつ然ぜん聖地を襲おそい、我等が大地を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしたという。毒どく息いきによって湖は沼ぬま地ちへと変わり、木々は掘ほり返かえされ、大気の流れも滞とどこおった。聖地を失った我々の先せん祖ぞは絶ぜつ滅めつの危き機きに瀕ひんしたのだ。その聖地以外の土地は──まさに人によって汚けがされつつある最中だったのだからな。真に清せい浄じような土地、新たな聖地を見つけることは困こん難なんを極きわめた」

「……」

「四、五百年も前のことだ。詳くわしい経けい緯いは失しつ伝でんしてしまったが──結けつ局きよくのところ、先祖は聖地……楽園を自らの手で作り出すことにしたのだ。なんとか討うち滅ほろぼした龍の死し骸がいを用い、それに結けつ界かい術じゆつを施ほどこすことでこの島を形成した」

　静かだった。砕河の声だけが社の中に響ひびいている。彼女は憂うれいと諦てい観かんの籠こもった瞳ひとみで、むしろその骨に話しかけているかのように、大きく開いた虚ろな眼窩と視し線せんを合わせていた。

「そう。この島は龍の骸むくろの上に土や木を載のせた、浮うき島しまのようなものなのだ。龍は聖せい獣じゆう。その身の上に形成されたこの大地は、なんとか清浄を保っていた。が、骸は自然に腐くさるもの。この島の形を維い持じするためには、骸むくろをいつまでも骸のままにしておくためには……」

「誰だれかの精せい気きを絶たえず供きよう給きゆうする必ひつ要ようがあった、と」

　刻きざ視みは絵え馬まの顔を見上げ、乾かわいた笑い声を発した。

「そうだ。代々、一族の中から最も力の強い者が『お社やしろ』となり、この顎あごを通して精気を与え続ける。このようにな」

「死ぬまで……精気を奪うばいつくされるまでか。それは、また」

　絵馬が呟つぶやく。同時に、島に上陸したときのことを思い出した。

　隠おん形ぎよう以外にも別の意味を持った結けつ界かいがある、と感じたのは間ま違ちがいではなかったようだ。

　今は砕さい河かの話から推すい測そくするしかないが、まずは……ただの骸に『精気を吸い取る』という属ぞく性せいを与える結界がいる。しかし吸い取っただけでは何にもならない。捥もいだ林りん檎ごに肥ひ料りようを与えても大きくならないのと同じ、既すでに死んでしまった生物の骨ほねは骨でしかないのだ。さらにその精気を用いて島の維持を行うような結界も必要だろう。

　これでもう結界の数は三つ。当然それ以外にも必要な結界は多々あるはずだ。それだけの数が重なっていれば、あのように曖あい昧まいになるのも当然かもしれない。

「誰かがやらねばならぬ役目だ。もはやこの島以外に我等が生きられる場所はない。問題は、だ──私の力が限げん界かいに来ていることにある。もってあと数ヵ月。自分でもわかる。本来ならば『見み極きわめ』役である日ひ新あらたの鼻をもってして、一族の中から次の候こう補ほを見つけておかねばならぬ時じ期きだが、後こう継けい者しやとなるほどの力を持った者はもはや一族の中にはいなかった。私の限界の早さといい、一族全体の力が既に衰すい退たいしているのだろうな」

「だから、一族の外にお社の後継者を求めた。それで見つかったのが儂わし、というわけか」

　それまで沈ちん黙もくを守っていた刻視が不ふ意いに話に割り込んできた。広い袖そでの中に両腕うでを突っこむように腕組みして、真しん剣けんな顔で砕河の瞳ひとみを見つめている。

　砕河は再ふたたび、笑った。声も立てず。全てを嘲あざけるように。

「いかにも。この島を、一族を守るためには体たい面めんなどに構かまってはおられん。ようやく見つけた私の後継者が、お前だ。精気の強さだけではない、相あい性しようなどもある……あと数ヵ月でお前以上の適てき格かく者しやを見つけることは不ふ可か能のうだ、というのはそこにいる日新の弁べんだが」

「やれやれ。やはり、面めん倒どうなことになっておるようじゃな」

　刻視は呟つぶやき、軽く頭を振った。

（同感だ）

　絵馬は胸きよう中ちゆうのむかつきを抑おさえるために、ポケットから煙草たばこを取り出した。倫りん太た郎ろうがぴくりと肩を震ふるわせる。そう、倫太郎にはわかるはずだ。これからあまり好ましくない事じ態たいが起きるかもしれないということが。

「まったく……最近、胸むな糞くその悪くなるような事件ばっかりだな。何か私に悪いものでも憑ついてんのか？」

　咥くわえる。火はまだ点つけない。

「誰だれか一人を犠ぎ牲せいにして、みんながハッピー。は、くっだらないね。その頭の悪さだけは褒ほめてやろう。五百年も、よくもまぁ皆みなでバカやってたもんだ」

　砕さい河かは薄うすく唇くちびるを歪ゆがめた。

「ふふ。そんなことを言うのではないかとは思っていた。これまでの話で事じ情じようはわかっただろう？　結けつ局きよくのところ」

　煙草たばこに赤い光が点ともり、灰はい色いろの煙けむりが立たち昇のぼっていく。

　砕河と、絵え馬ま。二人は同時に、その台詞せりふを口にした。

「──交こう渉しようの余よ地ちは、全くない」




　砕河の前に、あの瘦やせた若者がすっと進み出た。横にいる日ひ新あらたの身体に戦時の緊きん張ちようが注入され、隠かくる夜やを運んでいた二人は烏からす天てん狗ぐを完全に放り出す。

（さて。どうするかな）

　倫りん太た郎ろうがゆっくりと絵馬に近付いてくる。天あま宮みやは左右に目を走らせながら両手を軽く握にぎったり開いたりしており、刻きざ視みは最後にもう一度龍りゆうの頭とう骨こつを眺ながめて、絵馬達の後ろに移い動どうする。

　砕河の世せ話わ人にんか付き人のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせる男の実力は未知数だ。しかしその立たち位い置ちから見ても、積極的な攻こう撃げきをしてくるとは思えない。砕河のガードが中心だろう。となると、最も警けい戒かいすべきは日新だ……。

　誰が最初に行動を起こすか。それが事じ態たいを大きく動かす。未来はそれにかかっている。無む限げんの可か能のう性せいが、じわりじわりと、ただ一つの始まりに向けて収しゆう束そくしていく。

　しかし、初めに動いたのはこの場にいる誰でもなかった。

　社やしろの入り口がけたたましく叩たたかれる。

「日新様！　大たい変へんです！」

　日新は大きな舌した打うちを一つ。

「こちらも取りこんでいる！」

「白びやつ光こう蛇じやが出ました！　二人ほどが既すでにやられ──皆、必ひつ死しで戦ってはおりますが、どうにも我々だけではっ」

　絵馬達には意味のわからない会話。しかし彼等にはその単語は共通の理り解かいを引き出したようだった。

「日新。行ってやれ。唯ゆい咲さきだけではまだ荷にが重いだろう」

「……はい。ここはお前達に任まかせたぞ。絶ぜつ対たいに逃にがすな。無む理りならば時間を稼かせげ」

　砕河の言葉に不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頷うなずくと、隠夜の近くにいた二人にそう告つげる。そして彼は後ろも見ずに外に飛び出していった。

「……何かあったのかい？」

「この島にも最近、厄やつ介かい事ごとが多くてな」

　会話する隙すきをついて、不ふ意いに土つち蜘蛛ぐもの一人が掌てのひらから糸を生み出して攻こう撃げきしてくる。狙ねらいは──刻きざ視み。結けつ界かいを張る暇ひまもない。

　必ひつ要よう最さい低てい限げんの結果さえあればいい。絵え馬まはその糸を避よけるのは刻視の体術に任まかせ、その糸を操あやつる男との間ま合あいを詰つめた。たとえ彼女が捕ほ縛ばくされてしまったとしても、大元を断たってしまえば問題はない。

　交こう差さする一いつ瞬しゆん、男の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

（おやおや、こいつも隠かくる夜やと同じか。人間如ごときに負けるかとか思ってるクチだな）

　人間離ばなれした速度に乗せて、掌しよう底ていをその鳩尾みぞおちに埋うめこむ。男は一いち撃げきでぐったりと倒たおれ伏ふした。

　振り返ると、なんとか刻視はその糸を避けたようだった──いや。天あま宮みやが無表情で両手を前に出しているところを見ると、彼女がいささか強ごう引いんに刻視を突き飛ばしたのだろう。刻視はなんだか納なつ得とくがいかないような顔で立ち上がっているが、まぁ、グッジョブだ。

　あと二人。

「く、くそっ。動くなっ！」

　瘦やせた男のほうは依い然ぜんとして砕さい河かの前に立たち塞ふさがっているだけだが、もう一人、隠夜を運んできた残りの男は早々に戦うことを諦あきらめたようだった。新たに生み出した糸を、身動き一つ出来ない隠夜の喉のどに回している。

「むぐっ！　むが、ふむっ！」

「やれやれだ」

　口から煙けむりを吐き出しつつ、絵馬は肩を竦すくめた。日ひ新あらたの命令通り、時間を稼かせぐ気か。外で何が起こっているのかは知らないが、いずれは日新も、それ以外の土蜘蛛達もここに雪崩なだれこんでくることだろう。

　決けつ断だんせねばならない。

　絵馬はちら、と砕河のほうを見やった。

「百済くだら儀ぎ。前を空あけろ」

　言こと葉ば通り、前にいた瘦せた男がそっと横に移い動どうする。どうやら百済儀という名前らしい。

「私がこんなことを言うのもなんだが、部ぶ下かはもっと鍛きたえといたほうがいいんじゃない？　あのおっさんはどうか知らないが、こいつは弱すぎる──そういや、なんで本ほん性しようを出さないんだ？」

　言うと、砕河は短く嘆たん息そくした。

「清せい浄じような大地でしか生きられぬということは、常つねに大地の霊れい力りよくを吸収して生きているということだ。本性を顕あらわすと、さらに多量の力が必ひつ要ようになる。つまり、だ……その大元である龍りゆうの骸むくろのさらに大元、この私に皺しわ寄よせが来るのでな。少しでも私の命を引き伸ばすために、皆が人の擬ぎ態たいをしている。どれだけの効こう果かがあるのかは知らんが」

　自じ嘲ちようするように肩を揺ゆらす。顔にかかる長い白はく髪はつを面めん倒どうくさそうに払はらい除のけて、彼女は言った。

「で、どうする、人間？」

「どうしようかねぇ。どうしたい、ていう希望なら決まってるが」

「何だ」

「あんたのその右腕うでを引っこ抜く。駄だ目めならぶった切る。そうすりゃ幸さち薄うすそうなあんたの顔もちっとは晴れやかになるだろ」

「残ざん念ねんだが。一いつ旦たんお社やしろとなればもはや抜け出る術すべはない。右腕を切せつ断だんすれば、その瞬しゆん間かんに全身の精せい気きが一気に吸い取られて死ぬ。そういう仕し組くみになっている」

「あれま」

　喋しやべりながら、ちらりと視し線せんを横へ。会話の最中に男が油ゆ断だんするのを密ひそかに期き待たいしていたのだが……よほど怯おびえているのか、糸は依い然ぜんとして強く隠かくる夜やの首に巻まきつけられているままだった。なかなか笑える絵だが、実じつ際さいにはあまり笑えない状じよう況きようだろう。烏からす天てん狗ぐの顔色などわからないが、もう少しで窒ちつ息そくしてしまいそうな気はする。

　絵え馬まは決けつ断だんした。

「一つ忠ちゆう告こくしよう。そいつを殺すのは最後の手しゆ段だんにしたほうがいいぞ！」

　前まえ触ぶれもなく言い、火のついた煙草たばこを百済くだら儀ぎに向かって投げつける。そして絵馬は倫りん太た郎ろう達に向けて叫んだ。

「逃にげるっ！　ついてこい！」

「ええっ？　あの人は？」

「とりあえず放ほう置ち！」

　自分達がここから立ち去っても、隠夜がすぐに殺されることはないだろう。むしろこのまま時間が過ぎていくほうが危き険けんだ。

「むむー！」

「ま、待てっ！」

　慌あわてた男が糸を引っ張ってしまい、隠夜がかくんとオチるのが見えたが──死んではいないはずだ。多た分ぶん。

　走り出すと、倫太郎達は素直に自分の後あとをついてきた。引き戸を勢いきおいよく開き、外へ飛び出す。何故なぜか、ここまで一いつ緒しよに来ていたはずの土つち蜘蛛ぐも達の姿すがたはなかった。何処どこか遠くのほうから、怒ど号ごうや絶ぜつ叫きようの入いり混まじった声が微かすかに聞こえてくるが──今は気にしている場合ではない。その音が聞こえるのとは逆ぎやく方向の林の中に走りこむ。追おっ手ての気け配はいはなかった。

　龍りゆうの骸むくろで出で来きた島。死ぬまで精せい気きを与え続けるお社。命を失いつつある砕さい河か。滅ほろびつつある土蜘蛛。後こう継けい者しやとして目をつけられてしまった刻きざ視み。捕つかまった隠夜。

「ふぅ。いろいろと、ややこしいことになっちまったな……」

「まったくだ」

　短い足を必ひつ死しに、しかし軽かろやかに動かしつつ、一番の当とう事じ者しやである刻きざ視みは簡かん潔けつな言葉で同意した。
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「う！　ごほっ。く……」

「烏からす天てん狗ぐ。名は何と言う？」

　目め覚ざめると、いきなり問いかけられた。まだあの社やしろの中だ。眼がん前ぜんには顎あご骨ぼねに右手を挟はさまれ続つづけている女と、百済くだら儀ぎと呼ばれていた男だけがいる。口くち枷かせは外はずされていたが、全身に巻まかれている糸はそのままだった。

　隠かくる夜やはその場で尺しやく取とり虫むしのように身体を動かしながらわめいた。

「おのれ、縛いましめを解とけ！　このような扱あつかいを受ける謂いわれはないぞっ！」

「残ざん念ねんながらお前は人ひと質じちだ。解くわけにはいかんな。それよりも、名前だ」

　言われるままに答えるのは癪しやくだという理由だけで返答を拒きよ否ひし続つづけたい衝しよう動どうに駆かられる。が、そうしていても事じ態たいが好こう転てんしないのは明らかだった。

　仕方ない。荒い息を床ゆか板いたに吐きつけつつ、答える。

「……隠夜だ」

　遅おそすぎる返答だったが、砕さい河かは満足したように頷うなずいた。

「よし。素直に質問に答えれば悪いようにはせん。お前に恨うらみがあるわけではないしな」

「ちっ」

「まず聞こう。あの女は何者だ？」

「ここのところその質問ばかりだな……奴やつも自分で言っていただろう。結けつ界かい師しの、逃にがし屋やだ！　ついでに言うが、俺と奴は敵てき同士だ。人質の役目を果はたせるかどうかは甚はなはだ疑問だぞ」

「それを判はん断だんするのはこっちだ。逃がし屋……それは職業なのか」

「そうだ、金を貰もらってどんな奴でも逃がす。忌いま々いましい商売だ。絶ぜつ対たいに肯こう定ていするわけにはいかんな」

　あの女による救きゆう出しゆつは期き待たい出で来きない。望んでもいない──つまり、自力で脱だつ出しゆつするしかなかった。相手を油ゆ断だんさせて隙すきを見つけるためにも、大人しく会話を続けるのが無ぶ難なんだろう。

「なるほど。では……」

　それから、砕河は絵え馬ま達について一通りのことを聞いてきた。この島へ来た事じ情じようや、今までの出で来き事ごと。あの仙せん人にんについても。それは絵馬によってなされていた説明を多た少しよう詳くわしくした程てい度どのものだったが、砕河にとっても単なる確認の意味しかなかったのだろう、とりたてて彼女が興きよう味みを示すようなことはなかった。

　質問を終えると、砕さい河かは暗い社やしろの天井てんじようをぼんやりと見上げるだけになった。世せ話わ役やくらしい男、百済くだら儀ぎは先せん刻こくから一ひと言ことも発していない。その沈ちん黙もくに耐たえかね、何かをこちらからも問いかけようと隠かくる夜やが口を開きかけたとき──。

「……お前は、烏からす天てん狗ぐだな」

　砕河が呟つぶやいた。解が明めい々めい白はく々はくであるその問いの真しん意いを推おし量はかりながらも、隠夜はぶっきらぼうに言う。

「見ればわかるではないか」

「なに……翼つばさで自由に空を飛ぶのはさぞ気持ちのいいことだろうと、ふと思ってな」

「……まぁな。お前は飛べぬのか」

「浮かんで移い動どうする、程度の能のう力りよくは我等にも備そなわっているが。私は十年来……いや。つまらぬことを聞いた。忘れろ」

「ならば忘れよう」

　強い男は優しさも兼かね備そなえているものだ。隠夜が言うと、砕河は天井に視し線せんを固定したまま微かすかに喉のどを震ふるわせた。

「くく。これも、よい暇ひま潰つぶしにはなるな。純じゆん粋すいに好こう奇き心しんから聞くが、今現在、外はどうなっている？　まだ人間達は増ふえ続つづけているのか？　一族の者から、たまに外について耳にすることもあるが……やはり実じつ際さいに住まう者の話も聞きたい」

　隠夜は今朝──遠い過去のような気もするが、今朝のことなのだ──思い浮かべた感かん慨がいを再ふたたび反はん芻すうすることになった。

「ひどいものだ。我々のような存そん在ざいが安心して暮くらせる場所は少なくなる一方だぞ。偽にせ物ものの大地に、偽物の森。汚よごれた空気に汚れた食物。全てが人間達にとって都つ合ごうのいいように形を変えられている。納なつ得とくのいかないことだらけだ。率そつ直ちよくに言えば、この島の光景自体は外に比べて遥はるかに落ち着ける」

　砕河の視線が天井から落ちてきた。隠夜に向けられるその表情は、雑多な感情が融ゆう合ごうし、しかしその全てが希き薄はくな生せい気きの下に一いち律りつに押しこめられた──おそらく彼女以外の誰だれにも浮かべることは出で来きないと思われるようなもの。言葉にはならず、感覚にも例たとえられない、何処どこかこの世ならざる者が浮かべるような混こん沌とんとした表情だ。

（何──なのだ）

　動きを止めた隠夜に向けて、砕河がその表情のまま僅わずかに口を開いたとき、社の戸の向こうから低い声がかかった。

「お社様」

　その声が何かの呪じゆ縛ばくを打ち破ったかのように、砕河の視線は急きゆう速そくに現実感を取り戻した。平然とした調ちよう子しで、社の外に向かって言う。

「日ひ新あらたか。白びやつ光こう蛇じやはどうなった」

「またも……取とり逃にがしました」

「こちらの被害は」

「三人がやられました。負ふ傷しよう者しやは十人ほど」

　彼女は軽く首を横に振る。

「そちらの処しよ理りはお前に任まかせる。既すでに聞いておろうが──奴やつ等らには逃げられた。探さがせ」

「はい。必ず捕とらえます」

　報ほう告こくが終わると、再ふたたび社やしろに静せい寂じやくが訪おとずれた。

　肩が痛いたくなったので、隠かくる夜やはごろりと寝返りをうつ。砕さい河かと同じように、暗い天井てんじようを真まっ直すぐに見上げた。

「先せん刻こくもその言葉を聞いたな。白びやつ光こう蛇じやとは何なのだ」

「正直なところ、わからん」

　砕河は即そく答とうした。それがあまりにあっさりとしていたので、隠夜は首だけを捻ひねるという不自然な姿し勢せいで彼女を眺ながめる羽は目めになった。

「わからんだと？」

「奴は化け物だ。意い思しの疎そ通つうも出で来きん。いつからこの島に住み着いたのかは知らんが──ふらりと現れ、我等を襲おそい、そしてまたふらりと消える。お前達と同じ、招まねかれざる闖ちん入にゆう者しやだ」

　砕河は顔を斜ななめに傾かたむけた。静かに流れる白はく髪はつが口にかかり、それを微かすかな吐と息いきが吹ふき散ちらす。

「本当に。どうなっているのか……」

　ひどく疲ひ労ろう感かんを感じさせる独どく白はく。そこで、今まで沈ちん黙もくを守っていたあの男──百済くだら儀ぎが初めて砕河に言った。

「お社様」

「うん？」

「そろそろ……」

「ああ、そうだな。少し疲つかれた」

　では、と百済儀が頷うなずき、社の隅すみに向かって歩き出した。床ゆか板いたを拳こぶしで軽く叩たたく。何をしているのかと思って見ていると、やがて彼はそこの床板の隙すき間まに手を突っこみ、まるで床を引ひき剝はがすように上に持ち上げた。何かしらの仕し掛かけがあったのだろう、一畳ほどの面積の床板が外はずれ、代わりに黒々とした穴が姿すがたを現す。

　戻ってくると、百済儀は隠夜の身体をそこに向かって引きずり始めた。

「おいっ！　何をするっ！」

　百済儀の代わりに砕河が答えた。

「そこは次のお社が待たい機きしておくための場所でな。先代が力を失いかけていることがわかった時点で、次の者はそこに入ることになっている。もしものときに素す早ばやく交こう代たい出来るようにするため……そして最後に心変わりして逃げることがないように。折せつ角かく空あいているのだから、まぁ遠えん慮りよせずに入れ。ただの牢ろうよりは幾いくらか快かい適てきなはずだぞ。心配せずとも食事は運んでやる」

「おい待て止めろ。考え直せっ」

　百済くだら儀ぎは隠かくる夜やの言葉には全く耳を貸かすことなく、その暗くら闇やみの中に彼の身体を押しこんだ。

　暗闇には階段が隠かくれていたようだ。簀す巻まきになったままではどうすることも出で来きず、石段に全身を打ちつけながら転ころがり落おちていく。何も見えないので心の準じゆん備びも出来ない。単純な物理法則に従って速度が上がり、慣かん性せいが貪どん欲よくに蓄たくわえられていく。

「おお。おおおぉぉぉっ？」

　最終的に──その慣性は、隠夜の頭を手て加か減げんなく地面へ打ちこむことで満足して消えていった。暗黒の中で全ての動きが止まる。勿もち論ろん、烏からす天てん狗ぐの思し考こうすらも。




「滑こつ稽けいだな」

　呟つぶやくと、床ゆか板いたを嵌はめ直なおしていた百済儀がこちらを振り向いた。この『お社やしろ』の役目に就ついてからの十年弱。一日も欠かすことなくその顔を見続けている──おそらく自分にとって最も近しい人物。

「何か……仰おつしやいましたか？」

「滑稽だな、と言ったのだ」

　他の誰だれにも吐と露ろは出来ない。百済儀に対してのみ許ゆるされる言葉。他人に漏もれることはなく、話したからと言ってどうなるものでもなく、ただこの瞬しゆん間かんこの場所だけに存そん在ざいし、一いつ瞬しゆん後のちには消え去っていくだけの言葉。

　これが無意味な愚ぐ痴ちでしかないことを、砕さい河かは知っていた。

　自分の腕うで──自由な、という形容がつくならばそれは左腕に限られる──を僅わずかに持ち上げ、その白さを見つめる。

「偽いつわりの身体に、偽りの大地……ここには自然なものなど何もない。あらゆるものが『滅ほろびを回かい避ひする』というただ一つの理由によって縛しばられている。それが我等の唯ゆい一いつで、全てだ。それだけを懸け念ねんし、我等がするどんな行動の理由も、大元を辿たどれば必かならずそこに行き着く。はは、我等はどうやら『滅びぬためだけに生きている』ようだな。快かい楽らくも安あん寧ねいも未来もなく、ただ必ひつ死しだ。近いか遠いかはともかく、滅びはいずれ必ず訪おとずれるというのに」

　砕河は喉のどを微かすかに引ひき攣つらせ、自じ虐ぎやく的てきに笑った。真剣な顔の百済儀が、彼女をたしなめるように言う。

「お社様。決して、そのようなことは……」

「事実だろう。そして滅びを遅おくらせるために一族総そう出でで何をしているのかと言えば、たまたま見つけた小娘一人を必ひつ死しで追いかけているのだ。このようなこと、関係のない者達──島の外の人間や妖よう怪かい達にしてみれば、失しつ笑しようを浮かべるほどの些さ事じに過ぎぬのかもしれぬ。まったく、滑稽だ」

　ふと砕さい河かは全身の力を抜き、こつんと後こう頭とう部ぶを岩いわ壁かべにぶつけた。無む機き質しつな冷たさ。慣なれた感かん覚かく。脱だつ力りよくし、目を閉じ、意い識しきをその冷たさに集中させると──世界は静かな暗くら闇やみと冷感に染そまり、まるで自分が岩に同化してしまうような錯さつ覚かくを覚おぼえる。いつもの錯覚。

　しかしそのことを考えると、その慣れた感覚すらもが次し第だいに奇き妙みような感かん慨がいへと変じていくのだった。

　いずれ。いずれ──。

「お社やしろ様？」

　目を開く。百済くだら儀ぎの顔が見える。

　もう、構かまうまい。今まで百済儀にすら伝つたえなかった本ほん音ねがある。それが存そん在ざいしていることを認みとめる気になったのもつい先せん刻こくのことだから、おそらくそれは自分自身にすら初めて聞かせる言葉だ。

　砕河は頰ほおを緩ゆるませながら、その優しい男と視し線せんを合わせた。

「しかしそれ以上に滑こつ稽けいなことがある。それはな、この砕河が……一族を束たばねる権けん限げんを与えられ、何よりも滅びを防ふせぐために尽じん力りよくせねばならないはずのこの『お社』が、心の底そこではこう思ってしまっていることだ──」

　自じ嘲ちようにしては僅わずかに軽く。

　憐れん憫びんにしては僅かに明るく。

　自じ戒かいにしては僅かに悲しく。

　悲ひ嘆たんにしては僅かに虚うつろで。

　自じ棄きにしては僅かに真しん摯しで。

　懺ざん悔げにしては僅かに横おう柄へいで。

　全ての意味を持ち、全ての意味に足りない、ただ伝えられるだけの言葉。それは、やはり。

　ただの愚ぐ痴ち。

「どうでもいい、と。もうすぐ自分は死んでしまうのだから、その後何がどうなろうと知ったことか、と」

　砕河は俯うつむいた。何故なぜだか無む性しように可笑おかしくなり、肩が自然と揺ゆれ始はじめる。気け配はいが近付いてくるのを感じたが、それでも顔は上げなかった。

「く、ははは。傑けつ作さくだ。この私の胸きよう中ちゆうを知れば、皆みなは一体どのような反はん応のうを見せるのだろうな？　何をしようとするのだろうな？　わからん。わからん。だが面おも白しろそうだ。それを知るためだけに、いっそ皆をここに集めて直じかに伝えてやろうかと思うときすらあるのだぞ。いいではないか、いくら罵ののしられようが憎にくまれようが疎うとんじられようが、どうせ私は──」

「砕河様！」

　他の誰だれにも呼ばれることのない名前。肩書きではない、自分の名前が聞こえた。

　身体の前面に僅かな重みを感じる。そして、肩と首の周まわりが暖あたたかさで満ちた。

　砕さい河かは俯うつむいて、目を閉じたままだった。だから、誰だれが何をしているのか、どんな表情を浮かべているのか、ということは彼女にはわからなかった。いつものように、わかろうとすることを意い図と的てきに放ほう棄きした。

「砕河様。そんな、ことを、言われては……」

　耳元の声を感じながら、砕河は大きく、しかし静かに呼こ吸きゆうをする。何故なぜだか、龍りゆう骸がいに捕とらわれたままの右手がいつもより疎うとましく感じられた。

「……噓うそだ」

　耳の横から滑すべり落おちてくる自分の髪に吹きかけるようにして、小さく囁ささやく。

「今までのは、みんな、噓だ。わかったな……わかったと言え。百済くだら儀ぎ」

　暫しばしの空白。返ってくる答えはわかっていた。

「わかり……ました」

「それでいい」

　砕河は決して頭を上げない。何も見ない。自分の白はく髪はつと、自分のものではない固かための黒髪が頰ほおをくすぐるのを感じながら、沈ちん黙もくと暗くら闇やみに身を委ゆだね続つづける。

　ぽつりと、砕河は呟つぶやいた。

「まだ──寒い、ぞ」

　心地ここち良よい息いき苦ぐるしさが、僅わずかにその強さを増ました。










　或る旅人の記憶（Ⅳ）




　瑠る璃り色いろの静せい動どうと呼ばれる双そう頭とうの神しん狼ろうと出会った。

「それはひどく単たん純じゆんで」

「それはひどく難むずかしい命めい題だいだ」

　両の頭で交こう互ごに、蒼あおい体たい毛もうの狼おおかみは答えた。そのまま、一体で二種の言葉が続いた。

「私は正しいと思う」

「私は違うと思う」

「場合による」

「それは理ことわりではない」

「程てい度どによる」

「それは解かいではない」

「神ならばどう答える」

「魔まならばどう答える」

「人ならばどう答える」

「妖あやかしならばどう答える」




『汝なんじはどう答える』




　それがわからないから聞いている、と答えた。
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　土つち蜘蛛ぐも達に見つからないよう走り回っているうちに、この島の大体の造りがわかってきた。凡おおよそにおいて、この島は南北に分ぶん断だん出で来きる。中心はあの社やしろだ。ほぼ完全な円形をしていると思われるこの島の南側は、大部分が土蜘蛛達の手によって開かい墾こんされており、畑や住じゆう居きよが存そん在ざいする居きよ住じゆう区くのような意味合いを持つ場所。絵え馬ま達が上陸したのもこちら側だ。

　対して、島の北側はほとんどが未開墾の土地のようだった。深い木々が高こう密みつ度どに立ち並ぶ、静かな原生林が一面に広がっている。この島は北側に向かってこんもりと盛もり上あがっており、北側が山、南側が平地、という区分になる。山の中からは、角度によっては南側の畑なども観察することが出来た。

　南北に共通していることと言えば──それはやはり、あの木の柱だった。平地だろうが森の中だろうが関係なく、まるで街中の自動販はん売ばい機きのように、ふと気付けばそこにある。数を数えることは早々に放ほう棄きした。

　今現在、絵馬達は山の中で結けつ界かいを張って身を潜ひそめている。日ひ新あらたの鼻を誤ご魔ま化かせるよう、妖よう怪かいの発する『臭い』を閉じこめる結界だ。この中でならば刻きざ視みの位い置ちが探たん知ちされることはないだろう。事実、土蜘蛛達の追おっ手ての気け配はいは今のところなかった。

　高さ四メートルほどの小坂を下りたところにある、人間一人が余よ裕ゆうで寝そべられるほどの平べったい岩。そこをとりあえずの基き地ちにした。

　周しゆう囲いにはこの岩を囲むように木々が立ち並んで視し界かいを塞ふさいでいるため、追っ手が来てもすぐに気付かれるようなことはない。坂を上れば、部分的にとはいえ南側の居住区の様よう子すが観察出来る。隠かくれ家がとしてはそれなりに合格点を与えてもいいはずだ。

「やれやれ。こんな状じよう況きようでの夕飯になるとは予よ想そうしてなかったな」

　缶コーヒーを啜すすりつつ、絵馬がぼやいた。日は既すでに暮くれかかっており、木々の隙すき間まには優しい茜あかね色いろの光が差しこんでいる。食事は取れるときに取っておこうということで、一同は平岩に座すわってパンやおにぎりを広げていた。

　機械的にアンパンを口に運んでいる天あま宮みやの横で、膝ひざの上に頰ほお杖づえをついたままぼんやりしていた刻きざ視みが口を開いた。さすがは仙せん人にん、食事は特に必ひつ要ようとしていないらしい。

「で──これからどうする？」

「一いち応おう、私は雇やとわれている側がわの人間なんでね。そちらの意い志しを尊そん重ちようするつもりではあるが」

　食事が終われば、待っているのは食後の一いつ服ぷくという至し福ふくの時間だ。無む意い識しきのうちに煙草たばこを取り出しながら、絵馬は言った。

　刻視は嘆たん息そくしたようだった。肩が僅わずかに上下するのが見える。

「事じ情じようが事情だ。仕方あるまい……儂わしが巻まきこんでしまったようなものでもあるしな。あの烏からす天てん狗ぐの救きゆう出しゆつを最さい優ゆう先せんにしてくれていい」

「巻まきこんだというか、それはあいつが勝手についてきて巻きこまれただけだと思うぞ。気にするこたぁない──交こう渉しようについては？」

「どう考えても、解かい決けつ策さくはないだろう」

　あっさりと言う。絵え馬まは肩を竦すくめて、煙けむりを空に向かって吐き出した。

「やっぱり、そういう結論になっちまうな」

「仕方ない」

　ペットボトルのお茶を飲んでいた倫りん太た郎ろうが、ふと思い出したように顔を上げる。

「用事がどうとか言ってなかった？」

「それも、仕方ないな……諦あきらめよう」

　絵馬は刻きざ視みの無表情な横顔を眺ながめた。どんな大事な用事があったのかは知らないが、自分の命には替かえられまい。正確には命ではなく、向こうに捕つかまって奪うばわれるのは『死ぬまでの未来全て』なのだろうが。

「ま、単に高飛びするだけならお手て軽がる価か格かくで手て伝つだってやるよ。あんまり気を落とすな」

「ああ」

「それはともかく、交渉を諦めるとなればもうこれ以上島にいる必ひつ要ようはないんだが……問題はアレだな。やれやれ、あんな馬ば鹿かでも死なれたりすると寝ね覚ざめが悪い。ちゃっちゃと助けてこの島から脱だつ出しゆつしよう」

「具ぐ体たい的てきには？」

　倫太郎が聞くと、絵馬は顎あごに手を当てて考えこんだ。それから、この場にいる人員の顔を順々に眺ながめていく。

　倫太郎。特とく徴ちよう、小さい。非ひ力りき。場合によって目立ったり目立たなかったり。

　天あま宮みや。特徴、無表情。見た目冷れい静せい。多少力有り。あと、飯を食べるのが無む茶ちや苦く茶ちや遅おそい。一人だけ、まだアンパンをちまちまと口に運んでいる。

　刻視。特徴、やはり小さい。仙せん人にん。実力はよくわからないが、一いち応おうお客様。

「あいつが何処どこに捕つかまってるのか……まずは情報収集か。まだあの社やしろの中にいれば楽なんだけど。いずれにしろ、四人でぞろぞろと行動したら目立つのは間ま違ちがいない。それは止めよう。また誰だれかが捕まったりするとさらに面めん倒どうだしな」

「不ふ吉きつなことを言わないでよ」

「そうならないようにしようぜ、てことさ。よし、じゃあ……私と倫太郎が暗くなってから山を下りて、情報収集に行く。刻視、あんたは結界を出たら日ひ新あらたに見つかるかもしれない。今のところはここで待たい機きしていてくれ。その護ご衛えい役やくが天宮。こういうチーム編成でいこう」

　もぐり。

　パンの最後の一ひと欠片かけらをようやく口に放りこんだ天宮が、無む言ごんで手を挙あげた。無表情のまま、しかし何かの意い志しを込めた瞳ひとみで、じっと絵え馬まを見つめてくる。

「ほい、天あま宮みやくん。質問かな」

「……」

「生徒主体の授業。うんうん、先生は嬉うれしいぞぉ。張り切って質問をどうぞー」

「……」

「おや？」

「……んぐ」

　倫りん太た郎ろうがそっと天宮にお茶を手て渡わたした。無表情で片手を挙あげたまま、空あいているほうの手でそれを受け取り、こくんと頭を下げる。ペットボトルを両手で小さく持った天宮が何故なぜか後ろを向いてお茶を喉のどに流しこみ、そして今度はケフケフと咳せきこんだ。倫太郎がそっとその背中をさすると、またも無む言ごんでこくこく頷うなずく。

　それからきっかり十秒後、彼女は真面目まじめな顔でこちらを振り返った。何事もなかったかのように、さっきと全く同じ姿し勢せいでキリリと片腕うでを挙げる。

　むう。実にオモシロイ。

「……質問してもよろしいでしょうか」

「も、勿もち論ろん」

「そのチーム分けの理由などをお聞かせ頂いただけませんか」

[image: ]

「理由。理由って言ってもねぇ……」

　絵え馬まは頰ほおを搔かいた。

「まず刻きざ視みはこの結けつ界かいから出られないだろ。で、もしも見つかった場合のことを考えるとやっぱり私が実じつ働どう部隊に入っといたほうが安全。刻視を一人にはしておけないから、二人のうちどっちかが護ご衛えい役やくで残らないといけないんだが、戦せん闘とう能のう力りよくがあるのは断だん然ぜんあんたのほうだ。ついでに言えば倫りん太た郎ろうのほうが隠おん密みつ行動には向いてるかな、とも思うし……うん、だいたいこんな感じだけど。何か不満とか希望があるなら善ぜん処しよするよ」

「いえ、不満などはありません。単に、少し気になったものですから──失礼しました。ありがとうございます」

　よくわからないが、納なつ得とくしてくれたのならば問題はない。

　辺あたりの様よう子すに注意しながら、しばし時が過ぎるのを待つ。自然の摂せつ理りは、箱はこ庭にわめいたこの島も差別しないでいてくれた。ついさっきまで山の中で蔓延はびこっていた茜あかね色いろは、薄うすくなったのか濃こくなったのかもわからないほど急激な変化を遂とげる……音すらも吞のみこむような闇やみ色いろへと。山の張はり詰つめた夜や気きは次し第だいにその冷たさを増まし、角度の低い秋月が放はなつ月げつ明めいと、隻せき腕わんの結けつ界かい師しの口先で光る赤い点だけが闇色に反はん抗こうを続ける。

　その赤がコーヒーの空き缶の中に捻ねじこまれた。

「頃ころ合あいだな。行くか」

「うん。荷に物もつは……天あま宮みやさんにお願いするね」

「はい。お任まかせください」

　恭うやうやしく倫太郎のリュックを受け取る天宮。絵馬は先せん刻こくのことを思い出し、ちょいちょい、と彼女を手て招まねきした。

「何でしょう」

「ちと耳を貸しな」

　天宮だけに聞こえるように、その耳元で囁ささやく。

「注意点を言っておく。もしも見つかったらすぐに逃にげること。たとえそのとき刻視が捕つかまっても、絶ぜつ対たいに一人でなんとかしようとは思わないこと。何かあったときの集合場所は上陸地点、ボートがある場所にしよう。これはあいつにも伝つたえてくれ」

「はい」

「あと……これは注意というか頼たのみだ。思い過ごしであればそれでいいんだが、なんつーか、この島はどうも何かクサイ気がする。何でもいい、変なことがあったら私に教えて欲しい」

「わかりました」

　一いつ旦たん立ち去りかけたが、思い直す。絵馬はもう一度彼女の耳を引き寄せた。

「頼たよりにしてるよ」

　ぽん、と彼女の肩を叩たたいてからその傍そばを離はなれる。

　無む防ぼう備びな倫りん太た郎ろうの背中が見えたので、絵え馬まは彼の後こう頭とう部ぶに抱だきついた。

「何っ？　いきなりっ」

「ぬくーい。やっぱり人間は助け合って生きなくちゃね。よし、このまま合がつ体たいして行動すれば寒さに凍こごえることはないぞ……合体だって。なんかヤラシイ」

「はぁ……はいはい」

「お、なんだその気の抜けた相あい槌づちは！　自分だって後頭部は暖あたたかいくせに。うりうり」

「あああああ。やめてよぉ」

　絵馬達はそのまま歩き出す。

「気をつけてな」

　刻きざ視みが静かに言い──。

「いってらっしゃいませ。お気をつけて」

　天あま宮みやが深々と頭を下げる。

　その台詞せりふはどうかと思う。間ま違ちがってはいないかもしれないが。

　メイドと仙せん人にんに見送られて、二人は苦く笑しようしながらその場を立ち去った。
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「で。まずはあの社やしろに向かうの？」

「そうだな……しかしちっと確認しとかないといけないこともある。途と中ちゆうでボートのところに寄ろう」

　二人は山を下りて南下する。そうするにつれてやはり木々の密みつ度どは低くなるのだが、それでも点てん在ざいする林や岩の陰かげに身を潜ひそめながら歩を進めた。時とき折おり遠くに土つち蜘蛛ぐも達の姿すがたを見たりもしたが、幸さいわいにも気付かれることはなかった。

「今、ふと思ったんだけど」

「ん？」

「僕らの臭においまで、あの日ひ新あらたって人に覚おぼえられてたらどうするの？」

　木の陰にしゃがみこんで小しよう休きゆう止し。絵馬は煙草たばこを吸いたそうにうずうずとしているが、さすがに自じ重ちようしているようだ。

「多た分ぶん大だい丈じよう夫ぶだとは思うけどな。あの仙人様に比べたらあんたとか天宮の臭いは微び々びたるもんだ。いくら鼻が良くても、あんたらについてまで『島の何処どこにいるかすぐわかる』ようなレベルじゃないだろう。あいつらの狙ねらいは完全に刻視だから、そもそも他の奴やつの臭いなんて覚えてないっていう可か能のう性せいもあるしな」

「そうかもしれないけど……」

「ま……もし見つかればそのときはそのとき。そのために私がいる」

「そうならないことを祈るよ」

　再ふたたび移い動どうを開始。島の外がい周しゆうに沿そって南岸へと近付く。絵え馬まが手で地面を指差し、身を低くしろ、と伝えてくる。目的地は近い。

　中ちゆう腰ごしでゆっくりと木の陰を渡わたり歩あるき、最終的に大きな岩の背はい後ごに身を潜める。そこからそっと顔を出し、絵馬は先を窺うかがった。

「やっぱりか。結けつ構こう、頭の回る奴もいるらしいな」

　岩の向こうは二メートルほどの崖がけになっており、その下にはごつごつとした岩場が広がっている。岩場に挟はさまれたあの小さな砂浜ではボートの上半分が月明かりを鈍にぶく反はん射しやしていた。

　その周しゆう囲いに人ひと影かげがある。この距きよ離りでは顔はわからないが、複数なのは確かだった。

「バレてる」

「この島に来るのは空か海からかしかない。海からなら船があるはず、ってか。ボートを押さえられちゃあちと厳きびしいぞ。これはいよいよあの空飛ぶタクシーを救きゆう出しゆつする必ひつ要ようが出てきた」

「ひどい言いい様よう……」

　倫りん太た郎ろうが顔を引っこめる。が、絵馬はまだボートの辺あたりを眺ながめたまま右手をわきわきと握にぎったり開いたりしていた。

「どうしたの？」

「ヤバイ。楽だという一点だけで、あいつらを襲おそって拷ごう問もんとかしてしまいそうだ。そうすれば隠かくる夜やの居い場ば所しよとか簡かん単たんにわかるかもしれないなぁ……」

「それはまずいって！」

　倫太郎は小さく、しかし強い口く調ちようで言いつつ絵馬の右手を押さえこんだ。

「ボートは壊こわされてないみたいだよね。てことは、あっちは僕らがボートに乗りに来るのを待ってるんだ。何か罠わながあるよ。ちょっと騒さわぎを起こしただけで皆みなが集まってくるかもしれない」

「むぅ」

「それに、戦ってる最中にボートを壊されたりしたら余よ計けいまずくなるよ。その……まだ、脱だつ出しゆつのときに状じよう況きようがどうなってるかわかんないし」

　冷たいかもしれないが、事実だ。

　絵馬はそこでやっと身を退ひいた。

「おっけい。ま、あんたが止めてくれるだろうと思って言ってみただけなんだが」

「止めなかったら？」

「ノリで突入してたかも」

　止めてよかった。倫太郎は心から安あん堵どの息を吐いた。

　その場から離り脱だつする。今度の目的地は、当初の予定通りあの社やしろだ。

　島の面積が広いのか。それとも土つち蜘蛛ぐも達の人員が少ないのか。どちらも理由としては正しいように思えた。いずれにしろ敵てきの密度はそれほど高くない。ちらほらと見かける土蜘蛛達を闇やみに隠かくれてやり過ごしつつ、少しずつ目的地までの距きよ離りを縮ちぢめる。

　天空で輝かがやく女め神がみが雲で隠れ、その間に先せん刻こくよりも僅わずかに強度を増ました闇やみがつかの間の自由を取り戻した。

　闇は夜が自分の世界だと主張する。その中で誰だれが何をしようが、闇は公平だ。神のように公平だ。男も女も人間も妖よう怪かいも聖者も殺人者も逃とう亡ぼう者しやも、皆に等しく恩おん恵けいが与えられる。

　隻せき腕わんの結けつ界かい師しも、その例には漏もれない。闇は彼女を見捨てない。誰にも見み咎とがめられることなく、二人はあの社やしろの近きん辺ぺん──広場を取り囲む林の中へ辿たどり着ついた。

「おやおや……これは困こまったな」

　あと数本の木々を突とつ破ぱした先に、あの寂さびれた社が静せい謐ひつな姿すがたを晒さらしているのが見える。それは問題ではない。問題は。

　その前。広場の中に、十人ほどの土つち蜘蛛ぐも達がいることだった。立っている者もいれば座すわっている者もいる。再ふたたび女神が顔を出すと、その誰もが屈くつ強きような男であり、厳きびしい目で社の周しゆう囲いを見回しているのが見て取れた。一人ずつ顔を確かめていったが、日ひ新あらたや唯ゆい咲さきはいない。

「厳げん重じゆう警けい備びだね……絵え馬まさん、どう思う？」

「どうなんだろね。中に隠かくる夜やがいるからああなのか、それともいつものことなのか。隠夜がいなくても、私達が砕さい河かを狙ねらうと思っての警備かもしれんしな……しかし、わざわざここまで来たんだ。手ぶらで帰るなんてことはしたくない」

　絵馬は至し極ごく真面目まじめな表情で倫りん太た郎ろうを見下ろした。

「ここはあんたに頼たのもう。いつもの手しゆ段だんでぱぱっと」

「絶ぜつ対たいイヤ」

　即そく答とうする。

「そんなこと言わな……」

「絶対イヤ」

　最後まで言わせるものか、という凄すさまじい気き迫はくを込めて言うと、絵馬は帽子の上から頭をぽりぽりと搔かいた。

「そうかー。まぁ、言ってみただけなんだけど……入り口の前にも人がいるし、どうせ隠おん密みつ行動だけで入るのは無む理りだな。陽よう動どうを起こしてその隙すきに、とやるしかないか」

「じゃあ初めから言わないでよ。で、実じつ際さいどうするのさ」

「陽動つっても稼かせげる時間は僅かだろう。脱だつ出しゆつするときには結けつ局きよく力ちから技わざで包ほう囲いを突とつ破ぱせんといかんし。どっちでも一いつ緒しよか。じゃあ、私が潜せん入にゆう役やくということでいいか？　結界を張っとくから、あんたはわざと見つかって敵てきの注意を引きつけといてくれ」

「えーっと。つまり僕は……ただ見つかって座ってればいいのかな」

「いろいろ顔芸とか披ひ露ろうすると効こう果か的てきかもしれんぞ。相手が何かしてきたら、『結界がもう少しで破られちゃうよう』とかいう説明ゼリフもおっけーだ」

「すっごい不自然……」

「ま、その辺は臨りん機き応おう変へんにな。君の演技力に期き待たいする！」

　絵え馬まはどこからか五センチほどの釘を取り出し、倫りん太た郎ろうを囲むように四本、周しゆう囲いの地面に差しこんだ。

「よし、と。真ん中にいなよ。触さわるとちと痛いたいぞ」

　作戦開始時間は五分後と決まった。絵馬は身を低くして林を横に移動──岩がん壁ぺきのほうへ消えていく。

　心の中でゆっくりと三百を数えてから、倫太郎はがさがさと音をたてて足元の茂しげみを揺ゆらした。その音に紛まぎれて、大きな溜ため息いき。

（演技力か。うまくいかなくても知らないよ？）

　すぐに男達は反はん応のうした。

「おい、なんだ今の音は！」

　数人がこちらに近付いてきて、首しゆ尾び良く倫太郎を見つける。殺さつ気き立だった表情で、彼らは無む言ごんで糸を生み出してこちらに飛ばしてきた。とりあえず捕ほ獲かく、とか悠ゆう長ちようなものではない──少なくとも倫太郎には、それは『一いつ瞬しゆんで縊くびり殺ころしてやるぜ』というような悪あく意いを持った攻こう撃げきに思えた。絵馬の張った結けつ界かいによってその攻撃は弾はじかれたが……演技ではなく、本ほん能のう的てきに腰こしが引ける。

「うわわわっ？」

「このガキ……結界を張ってやがるぞ！」

「おい、お前らも来い！　全員でやれば捻ひねり壊こわせるかもしれん！」

　幸運なことに、自分達で自分達の首を絞しめる方向に男達は動いた。言葉通りの全員か、それとも入り口前にいた見張りを除のぞいた全員か。いずれにしろ、あの人ならばこれで上手うまくやるだろう。しかし、自分は大だい丈じよう夫ぶなのか。

　十人前後の土つち蜘蛛ぐも達が周囲を完全に取り囲み、鬼き気き迫せまる表情で結界を糸でぐるぐる巻まきにしようとしている。

（本当に壊れないんだろうねっ？）

　倫太郎に出で来きるのは、引ひき攣つった顔で前後左右をきょろきょろと見回すことだけだ。それが相手にどういう意味をもって捉とらえられているのかはわからないが──。

「くそ！　このガキ、結界師の弟子でしだったんだな！」

　勝手に誤ご解かいしてくれている。

『守っている』と『守られている』の差さ異いに、このまま向こうが気付かなければいいのだが。

　倫太郎はとりあえず、結界が壊れて捕つかまったときの命いのち乞ごいの言葉を考え始めた。




「よし、俺が行ってくる。お前はここにいろ」

「あ、ああ」

　出入口などの警けい備びが通常複数で行われるのは『音をたてずに同時に複数を無力化する』というのが人間にはほぼ不ふ可か能のうだからであって、侵しん入にゆう者しや側がわにとっては警備が複数であること自体が既すでに最大級に厄やつ介かいな難なん問もんなのだ。そのアドバンテージをわざわざ放ほう棄きしてくれるとは。

　訓くん練れんが足りないな、と絵え馬まは思いながら岩がん壁ぺきから社やしろの横よこ壁かべ、そして正面へと到とう達たつする。一人以外は全員が倫りん太た郎ろうのいる林のほうへ出払ってしまっている。さて。

　絵馬は気け配はいを消して男の背はい後ごに忍しのび寄よった。取り出した紐ひもの片方を口に咥くわえて保ほ持じ。それをまさしく暗あん殺さつ者しやがするように男の首に回し、その紐で作った円の中に極ごく小しようの結けつ界かいを発生させる。暗殺者の絞首紐ギヤロツトならば問もん答どう無む用ようで窒ちつ息そく死しだが、その紐の結界はそれよりは幾いく分ぶん優しい。スタンガンのようなものだ。何かが小さく弾はじけるような音。男は声もたてずに、ぐったりと絵馬の足元に崩くずれ落おちた。

（ちょっとした裏うら技わざですよ、っと）

　時間の余よ裕ゆうはない。僅わずかの逡しゆん巡じゆんも見せず、絵馬は静かに社の入り口を開けた。

　深く重く陰いん鬱うつに、暗くら闇やみが澱よどんでいる。光が入ってこないせいか、社の外よりもその色は濃こい。闇というよりは、無む。世界の始まりか、あるいは世界の終わりに何よりもふさわしい光こう景けい。

　後うしろ手でで引き戸を閉しめ、一歩を踏ふみ出だすと、ぎし、と無の中に音が生まれた。

　同時に、自分以外の気配も。

「静かにして……頂いただけますか。お社様は眠ねむっておられます」

　入り口横の壁。つまりは自分の真横に。次し第だいに目が慣なれてくると、それはあの百済くだら儀ぎと呼ばれていた男だとわかった。これといって特とく徴ちようのない、どちらかと言えば優やさ男おとこに見えたその顔を思い出す。

「……貴女が何もしないのであれば、今ここで戦う気はありません」

「侵入者よりも主人の安あん眠みんのほうが大事ってか」

　瘦やせたシルエットの囁ささやきに合わせるように、絵馬も囁き声で言った。

「用件は一つだ──隠かくる夜やは何処どこにいる？」

「それは教えられません」

　答えに迷まよいはなかった。当たり前だ、教えてくれるはずはない。彼は味み方かたではないのだから。だが──何故なぜ、今ここで誰だれかを呼ぼうとはしないのか。まさか本気で、主人を起こさないことに命を賭かけているわけではあるまい。

　絵馬は率そつ直ちよくに聞いてみることにした。

「あんたは……敵てきか？」

「立場上は、そうです」

「その言い方は、立場を取っ払った部分ではそうじゃないように聞こえるぞ」

　沈ちん黙もく。絵馬は待った。予よ感かんがあったのだ。

　そう──今からやっと、本当の交こう渉しようが始まるような。

　待つ。それは暗くら闇やみを見続けるという意味。いつしか闇はひとりでに蠢うごめき始はじめる。錯さつ覚かくではあるが、網もう膜まくにしてみればそれは確かな現実だ。脳のうのほうこそが間ま違ちがっている。百済儀くだらぎの表情は見えない。

　夜は魔ま物もの。闇は魔物。だからこそ、それは閉じられた心の中に忍しのびこみ、真実の欠片かけらを表に引っ張り出してくる。

　秒が分へと繰くり上あがり、さらにしばらく経たったころ。彼の声が聞こえた。

「貴女は結けつ界かい師しだと聞きました」

「ああ」

「それを踏ふまえた上で、お聞きします。貴女はこの島について、何か知っていらっしゃるのですか？」

「漠ばく然ぜんとしてるねぇ。歴史的なことは今日聞いたのが初めてだし、それが全部だけども」

「この島の機き構こうは、その全てが結界によって形成されています。その島の仕し組くみそのものについて、ということです」

「そうだねぇ……あの木の柱が結界材だってことはなんとなくわかるが。具ぐ体たい的てきな仕組みについて、となるとさっぱりだな。結界がごちゃごちゃ張られすぎてて、一見しただけじゃ全然わからないのさ」

「そうですか」

　再ふたたび、声が止まる。しかし今回はすぐに囁ささやきが復ふつ活かつした。

「私達は……本当は、この島の仕組みについて何も知らないに等しいのです」

「この結界はあんたらの先せん祖ぞが張ったんだろ？　仕組みぐらい把は握あくしとけよ、とツッコみたいところだが」

「仰おつしやる通りです。忘れていいことではないはずなのに──漫まん然ぜんと滅ほろびに抗あらがってきた代だい償しようか、私達はただ『そうあるもの』としてしかこの島のことを認にん識しき出で来きないようになってしまった。弁べん解かいのしようもありません。それは紛まぎれもない過か失しつで、紛れもない……怠たい慢まんでしょう」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、彼は決心したように顔を上げた。シルエットしか絵え馬まには見ることが出来なかったが、そこに並なみ々なみならぬ決意があることだけは感じることが出来た。

「烏からす天てん狗ぐを解かい放ほうしても構かまいません」

「ほう。タダじゃないだろ。条件があるな？」

「はい……もし。もしも、この島から砕さい河か様を──」

　そのとき、無むがただの闇へと変わった。静せい寂じやくという要よう素そを奪うばわれた闇は、もはや無ではない。

「おい！　あれを見ろ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった怒ど鳴なり声ごえが外から聞こえた。

　あれの意味するところは一つしかないだろう。おそらく、昏こん倒とうさせたあの見張りが見つかったのだ。

「お社やしろに侵しん入にゆう者しやかもしれん、戻れ！」

　続いて、大おお勢ぜいの人間が駆かけつけてくる足音。

　絵え馬まは鋭するどく舌した打うちした。時間切れか。

「いつか、詳くわしい話を聞かせてもらうぞっ！」

　何処どこかすっきりしない気持ちが残るのは事実だったが、ぐずぐずしているわけにはいかない。絵馬は会話を強ごう引いんに打ち切ると、身を翻ひるがえして社の引き戸を開けた。

　次の瞬しゆん間かん、眼がん前ぜんに迫せまる蜘蛛くも糸。身体を屈かがめてそれをかわし、一気にトップスピードに入る。一直線に倫りん太た郎ろうのところに向かおうとするが、間に幾いくつもの障しよう害がいが立たち塞ふさがる。

「ふっ！」

　鋭するどい呼こ気きと共に土蜘蛛達の一人を打うち倒たおすと、左右から糸が伸びてきた。倒した男の身体を盾たてにして一本を封ふうじ、もう一本は前方に飛びこんで転ころがることによって避よける。林の前には二人の土蜘蛛が壁かべを作っている。

「ち──出しゆつ費ぴが激しいな！」

　五百円玉が三枚。地面に落として五百円、ライトに投げて千円、レフトに投げて千五百円。フェアグラウンドにいる野や手しゆの動きを止めるための必ひつ要よう経けい費ひだ。圧力結けつ界かいで倒れた土蜘蛛の脇わきをすり抜け、林の中に突とつ入にゆうする。まだ未み練れんがましく倫太郎の結界に糸を巻まきつけている一人の男をスピードの乗った跳とび蹴げりで弾はじき飛とばし、絵馬は着地と同時にぱちんと指を鳴ならした。倫太郎を守っていた結界が消える。

「走るぞ、倫太郎！」

「わ、ちょっと待ってよ！　心の準じゆん備びくらいさせて！」

　絵馬は倫太郎と共に闇やみの中へ走り出した。土蜘蛛達も諦あきらめてはいない様よう子すで、背はい後ごには追おってくる複数の気け配はい。これからは久しぶりの体力勝負だ。

「何かっ……収しゆう穫かくはっ？」

「あったようななかったような。いや、一いち応おうあったのかね。とにかく、話は落ち着いてからにしよう！」

　百済くだら儀ぎは何を言おうとしたのか。何が目的なのか。

　島のことを知りたいという理由は。

　今までに得えられた情報を頭の中で反はん芻すうしながら、絵馬は唇くちびるを歪ゆがめた。

　さぁ、面おも白しろいことになってきたぞ。
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　理り屈くつはわかる。完かん璧ぺきだ。もし自分が彼女の立場でも多た分ぶんそうするだろうし、自分以外の誰だれにとってもそれは当然の結けつ果かだろう。そう、理屈はわかる。

　では、納なつ得とくした今もこの胸むねの奥に燻くすぶり続つづけるものは何なのか。

　わかりきっている。理り論ろん上じよう、答えは一つしかない──理り屈くつ以外の何か。

　表情に出すことなく、天あま宮みやは微かすかに嘆たん息そくした。途と端たん、身を切る夜風が吹き付けてきて、メイド服の裾すそを無ぶ遠えん慮りよにはためかせる。平岩に座すわる彼女の横では、刻きざ視みがすうすうと寝ね息いきをたてていた。

（頼たより）

　その言葉を思い出す。

　彼女は自分を頼りにしていると言ってくれた。では、自分はそれにどう答えればよいのか。紛まぎれもない新しん参ざん者もの、ようやく外の世界に出たばかりの田舎いなか者もの、無意味の無意味に気付いたばかりの愚おろか者ものであるこの自分は。

　ここに来る途と中ちゆうで倫りん太た郎ろうに発した問いに、再ふたたび舞まい戻もどる思し考こう。

　自分の役割とは何なのか。

　考える。考える。考えるうちに、胸きよう中ちゆうに押しこめていた嫌いやな想そう像ぞうが鎌かま首くびをもたげてくる。

　ここに残されたのは、自分がただの足手まといだったからで。

　頼りにしていると言ったのは、それを自分に悟さとらせないようにするため……。

（消えなさい）

　彼女は冷ややかにその鎌首を押さえつけ、いささか乱らん暴ぼうに胸の奥に押しこんだ。

　考えても仕方のないことだ。

　本日何度目かの決きめ台詞ぜりふで、思し考こうを閉じる。

　風が木の葉を巻まき上あげ、そのうちの何枚かが黒髪やメイド服の上に乗ってきた。それを摘つまみ上あげ、なんとなく四つに千切りながら天宮は改めて肌はだ寒さむさに身を震ふるわせた。刻視の顔に目を落とす。当然ながらいつものシニカルな印いん象しようは影かげを潜ひそめており、それはただ愛くるしい子供の寝顔にすぎない。暫しばし躊ちゆう躇ちよしてから、天宮は刻視の肩に手を伸ばした。

「あの……刻視様。そんな薄うす着ぎで寝ては、風邪かぜを引かれますよ。起きておられたほうがよろしいかと」

　揺ゆらしても目を覚さます気け配はいはない。全く、ない。

　ぴくりとも動かないまま眠り続けるその姿に、僅わずかな違い和わ感かんを覚えた。

「刻視様」

　強めに揺らす。起きない。強く、揺らす──と、消えた。

　刻視の姿が搔き消えた。

「幻げん影えい……！」

　代わりに現れたのは一枚の書置きだった。手が込んでいる。見つかったときのことを想そう定ていしていたのだろう、『暇ひまだ。少しだけ散歩をしてくる。心配するな』との文字が達たつ筆ぴつで記しるされている。

　なんという危き険けんなことを。臭においを探たん知ちされれば見つかってしまうのに。

　天あま宮みやは眉まゆを寄せて立ち上がった。役目。自分の役目。

　足手まといになってはならない。信しん頼らいを裏うら切ぎってはならない。

　この場を託たくされたのは自分。いつから幻げん影えいにすりかわっていたのかはわからないが、いずれにしろそれに気付かなかったのは自分のミスだ。

　なんとかしなくては。

　天宮はメイド服の裾すそを翻ひるがえし、結けつ界かいの外に向かって全力で走り出した。

　当然、あてなどなかった。




　月明かりに薄うすく照らされた広い浜辺。足元で小さく砂が擦こすれる。今までいた森の閉へい塞そく感かんとはうって変わった、虚うつろで、孤こ独どくで、寒々しい印いん象しようの世界。闇やみ色いろに塗ぬり潰つぶされた海と、控ひかえめにその存そん在ざいを主張する月。双そう方ほうともが、遠い。ただひたすらに遠い。

　淡あわい月つき影かげに横顔を晒さらしながら、小さな仙せん人にんは浜辺を歩いている。潮しお風かぜによって朝には消されているであろう、一ひと夜よ限りの儚はかない足あし跡あとが延えん々えんとその背はい後ごを追いかけている。

「……」

　ふと、足を止める。何の前まえ触ぶれもなく、木の柱が眼がん前ぜんに立っていた。複雑な文もん様ようが刻きざまれた結界材。それは平面的なこの砂浜で唯ゆい一いつ、三次元の『高さ』を獲かく得とくしている存在であり、闇とは趣おもむきの異ことなる『影』を傍かたわらに侍はべらせてひっそりと自らの独どく自じ性せいを主しゆ張ちようしている。

　彼女はそっと手を伸ばし、その表面に触ふれた。固い木の感かん触しよく。その指先に暖あたたかい空気を感じて初めて、自分が嘆たん息そくしていたことに気付く。遅おくれて、唇くちびるが歪ゆがんだ。

　木の窪くぼみ、刻まれている文様をなんとなく撫なでていると、不ふ意いに、背はい後ごで砂が鳴なった。

「おやおや……早いな」

「舐なめているのか。俺はもはや、貴き様さまを捕とらえるためだけに生きているようなものだ」

「悲しいことを言う」

　振り向き、刻きざ視みはあからさまに冷れい笑しようした。

　筋きん肉にく質しつな髭ひげ面づら。日ひ新あらたがただ一人、そこに立っている。

「黙だまれ。俺の役目は一族を、この島を守ることだ。そこに感情などというものが入る余よ地ちはない。俺は役目を果はたす歯車でありさえすればいいのだ。自ら望み、俺はこの生き方を選んだ」

「役目、役目か……まったく、クソ真面目まじめな男よの」

　高さを獲得した存在が三つに増ふえた浜辺は、これから普ふ段だんとは異ことなる『何か』が起こるのを悟さとっているように、緊きん張ちように満ちた静けさを抱いだき続つづけていた。

　刻視は、微かすかな哀あわれみの籠こもった笑えみのまま。日新は、そんな彼女を鋭するどく睨にらみつけたまま。

　土つち蜘蛛ぐもが垂たらした手の中から、白い糸が零こぼれ落おちた。刹せつ那なの瞬しゆん発ぱつ力りよくを蓄ちく積せきしているかのように、その先が足元の砂に触ふれて止まる。

　刻きざ視みはゆっくりと柱から手を離はなした。何をするでもなく、自然体で次の未来を待ち受ける。

　揺ゆれない影かげが三つ。対たい峙じする人じん外がいが二人に、物言わぬ柱が一つ。

　どちらが動くのか。どのように動くのか。

　静せい止しした世界を強ごう引いんに変化させようとして、不ふ意いに月が翳かげり。

　一いつ瞬しゆん後のち、訪おとずれた暗くら闇やみを嘲あざ笑わらうかのように、月とは別の光源が姿を現した。

　日ひ新あらたの背はい後ごで、砂が天高く吹き上がる。砂浜を突き破るようにして忽こつ然ぜんと姿すがたを現したのは、その全身を光り輝かがやかせている、細長い身体を不ぶ気き味みにくねらせている、まさに巨きよ大だいな光の蛇へびという表現がふさわしい存そん在ざいだった。

　日新が叫さけぶ。

「なっ……白びやつ光こう蛇じや！」

「ほう。これが」

　細長い、といってもそれはそう見えるだけだ。日新の身体と比ひ較かくすればわかる。胴どうは丸太のような肉厚を持っており、前半分だけを持ち上げた今の姿でも、その頂ちよう点てんは日新の身長を倍に引き伸ばしたほどの高さにある──全長は十メートルほどだろうか。全身が不ふ思し議ぎな光で覆おおわれているため、鱗うろこや目、口などがあるかはわからない。一方の先せん端たん、つまり高々と持ち上がっている頂ちよう点てんの部分は木の葉のような三角形をしていた。そこが頭なのだろう。それがなければどちらが前なのか判はん別べつがつかないところだ。

　白光蛇はその頭をゆらゆらと動かしていたかと思うと、いきなりその身体をしならせて眼がん前ぜんの獲え物ものに襲おそいかかった。

「うおっ！」

　その先端で自らの胸むねが貫つらぬかれる一いつ瞬しゆん前まえに、日新は生み出していた糸を白光蛇の頭に巻まきつけることに成功していた。回転しながら回かい避ひする、その勢いきおいを利用して糸を引き、必ひつ死しに軌き道どうを逸そらす。だが白光蛇の力は凄すさまじいものらしく、その抵てい抗こうも完全な回かい避ひを生み出すには至いたらなかった。頭の先端が日新の肩を抉えぐり、彼は激しく吹き飛ばされて浅あさ瀬せに落ちた。

　刻視は水音のほうを向くことなく、鋭するどく瞳ひとみを細めていた。

　日新が吹き飛ばされた結けつ果か──当然ながら、その小さな仙せん人にんが最も白光蛇に近付いている存在となった。

　ずるり、と身体の下の砂を押おし退のけながら、蛇の頭が彼女のほうを向く。僅わずかな呼こ気きすらなく、その化け物は新たな獲物に狙ねらいを定めていた。

「そうか」

　逃にげるでもなく、構かまえを取るでもなく、ただ両手をだらりと下げたまま、刻視は呟つぶやいた。

「逆ぎやく側がわ、か──」

　同時、白光蛇の身体が白い光の鞭むちと化し、砂浜に佇たたずむ矮わい軀くに向かって突進する。

　刻視の身体がぴくりと動いた、そのとき──。

　横手の森から走り出た新たな影かげが、その速度のままに蛇へびに向かって跳ちよう躍やくした。




「はっ……ぁぁああっ！」

　一いつ瞬しゆんにして変化した自分の長い爪つめを、天あま宮みやは渾こん身しんの力で蛇の横よこ面つらに叩たたきつける。制せい御ぎよ不ふ能のうなほどに増大した自分の力を全て注そそぎこんだにも関かかわらず、その攻こう撃げきが目立った結けつ果かを生み出すことはなかった。爪が皮ひ膚ふを切きり裂さくことも貫つらぬくこともなく、ただドラム缶を殴なぐったような鈍にぶい音をたてて蛇の頭が横にずれる。

　細やかな砂とメイド服のスカートを同時に巻まき上あげながら着地した天宮は、そのまま一いち挙きよ動どうで刻きざ視みの腕うでを摑つかんだ。他のことには目もくれない。

「行きますっ！」

「お？　おお……待て待て、爪が痛いたいぞ爪が！」

「苦く情じようは後で！」

　全ぜん速そく力りよくで駆かけ出だす。腕わん力りよくや瞬しゆん発ぱつ力りよくはともかく、もともと人ひと並なみ以下だった持じ久きゆう力りよくまで増ましているわけではない。肺がどうしようもなく苦しいが、そんなことを言っていられる場合ではなかった。後ろも見ずに砂浜を脱だつ出しゆつする。そのうちに背はい後ごから聞こえてきた、おのれ待て逃にげるなうぉぉお、という怒ど号ごうと気合の声であの蛇がこちらを追ってきていないことがわかり、ひとまずの落ち着きを取り戻す。だが完全に安心するのはあの結けつ界かいの中に戻ってからだ。
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　息切れと必ひつ死しで戦いながら、ようやく絵え馬まが張った結けつ界かいの中に帰き還かんする。

　平岩に片手をつき、身体全体を上下させながら、天あま宮みやは無む言ごんで呼こ吸きゆうを整ととのえた。

「すまぬな」

　その声に答える体力と気力が復ふつ活かつしたのは、それからさらに数分が経けい過かしてからだった。棒ぼうのようになった足を必死で制せい御ぎよし、平へい静せいを保って岩に腰を下ろす。

　詰きつ問もん口く調ちようにならないように──無む駄だだろうとは自分でも思ったが──天宮は刻きざ視みに向けて口を開いた。

「何故なぜ、あんなことを」

「素直に言っていたら止めていたじゃろう？　見通しが甘かったのは認みとめる。悪かった」

　悪かった、では済すまされない。

「勝手な行動は慎つつしんでください。このようなこと、言いたくはありませんが……皆みな、貴女を助けるために必死なのです」

「うむ……にしても、よく見つけられたな」

「勘かんですが。いえ、なんとなく……貴女の気け配はいのようなものを感じていたのかもしれません。確かく証しようはありませんが」

「おや。お主もなかなかの鼻をしておるようじゃな」

「そんなことより──」

　言いかけて、全力疾しつ走そうのせいだけではない疲ひ労ろう感かんが重く肩に圧のしかかる。天宮は目を閉じた。

　柄がらではない。それに彼女ばかりを責せめるわけにはいかない。自分にその権利があるのか、疑問だ。

　爪つめが出しっぱなしだった。深い吐と息いきと共にそれを元に戻す。

「……すみません」

　聞こえるか聞こえないかの大きさで、呟つぶやく。

　何に対して、誰だれに対して謝あやまっているのかは、自分にもわからなかった。

　そのとき──。

「ぐはーっ。疲つかれたぁ。山道ダッシュは身体に悪すぎだっ」

「うぇ。ちょっと吐きそう」

　先せん刻こくまでの天宮と同じく、肩で息する二人が帰ってきた。

　絵馬がポケットから煙草たばこを取り出す。煙草を吸うときには息が整う特とく異い体質なのかもしれない。ジッポで火を点つけるときにはもう平然としていた。

　はー、と大きく灰はい色いろの煙けむりを吐き出して、そこで初めて彼女はこの地に漂ただよう微び妙みような雰ふん囲い気きに気付いたようだった。

「あれ？　何かあった？」

「お目付け役に怒おこられていたところじゃ」

　頭がぐらぐらと揺ゆれているような感かん覚かくがする。酸素がまだ足りないのか。今横になれば、一いつ瞬しゆんにして心地ここち良よい眠ねむりに落ちてしまうだろう。

　熱に浮かされたような思し考こうの中を、雑ざつ多たな言葉が駆かけ巡めぐる。

　白びやつ光こう蛇じや。役目と権けん利りと謝しや罪ざい。逆ぎやく側がわ。自分の役目。白光蛇。役目。

　絵え馬まに声をかけられるまで、天あま宮みやはぼうっとそれらの言葉を追い続けていた。










　或る旅人の記憶（Ⅲ）




　第一深遠ザ・フアースト・デイープと呼ばれる最も古き吸きゆう血けつ鬼きと会った。

「かかか！　くだらぬ！」

　城主の哄こう笑しようで、傍かたわらの蠟ろう燭そくの灯ひが踊おどるように揺れた。

　暗く澱よどんだ、深しん遠えん。まさに謁えつ見けんの間まと呼ぶにふさわしい広さを持つこの場所も、そのほとんどが暗あん黒こくで覆おおわれている。そのためか、正しよう面めんにある玉ぎよく座ざの脇わきに立っている二本の蠟燭はひどく窮きゆう屈くつそうに見えた。当然だ。この場では暗黒が自然、光はその平へい穏おんを乱みだす異い物ぶつにすぎない。出口のない箱の中に押しこめられたようなこの闇やみの圧あつ迫ぱく感かんすらも、城主にとっては好ましいものなのだろう──彼等が眠る、棺かん桶おけに似にて。

　くだらぬか、と聞き返す。そうともくだらぬ、と吸血鬼は再ふたたび笑った。

「くく。いやいや、長く生きてきたが、そのような質問をしてきたのはお前が初めてだ。どうした？　まさか、そのようなことで悩なやんでいるとでもいうのか？」

　無む言ごんで首しゆ肯こうする。最も古き吸血鬼の一人、自分にとっても存そん在ざいの先せん達だつである城主は、白い蠟ろう細ざい工くのような細ほそ面おもてを面おも白しろそうに歪ゆがめた。

「何故なぜ悩むのか、教えてやろうか」

　その声に顔を上げると、まさに血に濡ぬれたような真しん紅くの唇くちびるがゆっくりと動き出した。

「俺は闇やみに生まれた。不死者の王として、生の対たい極きよくにある死の体現者として。俺は妖よう物ぶつの中でも特に負ふの領りよう域いきに自らを置く存そん在ざいだ。だがお前は違う。光に眠るのか影かげを旅するのか。何と言うか、中ちゆう途と半はん端ぱだ。人のように見えるが人ではない。人じん外がいの力を持ちながらも、何処どこか人の性質を濃く残したままでいる。だから悩なやむのだろうよ。まるで──人間のように」

　だからどうしろというのか。自分は、単なる自分としてここにいるというのに。

「どうということもない。ただ、俺とお前は根こん本ぽんより違う。俺の解かいとお前の解は違う。それでいいのならばいくらでも答えてやるが、お前が求めているのはそんな解ではないだろう」

　こちらが沈ちん黙もくを保たもっていると、城主は血の唇くちびるを歪ゆがめ、終しゆう焉えんの合図であるかのように長いマントを翻ひるがえしながら優ゆう雅がに立ち上がった。硬かたい石いし畳だたみに靴くつ音おとを響ひびかせ、闇へとその背を消していく。あるいは、闇になっていく。最後に、白い手て袋ぶくろが肩越しにゆらゆらと振られるのが見えた。

「まぁ、気長にやることだ。我等には、まだまだ長き時が残されている──」

　それでも、不安は消えない。

　その永えい遠えんが潰ついえるときまでに、解は見つかるのか。答えを出すことは出で来きるのか。

　認みとめる。素直に率そつ直ちよくに平へい静せいに、認める。不安が消えないのではない。この身を常つねに支し配はいしている、焦しよう燥そうと苛いら立だちと冷感が混こん在ざいした感かん覚かくは、不安などではない。

　自分は──怯おびえているのだ。

　過去に犯おかしたかもしれない過あやまちと、未来に犯すかもしれない過ちに。







[image: 第四章　偽物達へ疑念の協奏曲を]
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　交こう代たいで仮か眠みんを取り、やがて朝を迎える。昨夜それぞれのグループで起こったことの情報交こう換かんは既すでに済すませていた。

　解決の糸口が見えたこと。百済くだら儀ぎが何事かを望んでいること。それが何かということをはっきりさせるためには再ふたたび彼と接せつ触しよくしなければならないのだが、この真昼間から動くのはいささかリスクが大きすぎるように思えた。夜まで待ちたい──昨日のことがあるから、また同じ手で侵しん入にゆうするのは無む理りだろうが。

　ただ漫まん然ぜんと時を過ごすのも無む駄だでしかなかったので、絵え馬まは倫りん太た郎ろう達を基き地ちに残し、単身山を歩くことにした。

　目的は一つだ。百済儀が言っていた、この島の判はん然ぜんとしない仕し組くみ。彼の口ぶりからすると、詳くわしく聞けないままに終わった彼の望みはその島の仕組みに関係するもののように思える。ならば、余よ裕ゆうのあるうちにその機き構こう……システムを解かい析せきしておきたかった。

「ん。あったあった」

　島に上陸したときに見たのと同じような柱が、森を形成する木々の中に立っていた。この島を何重にも覆おおって形成されている結けつ界かいの根こん源げん──結界柱。流りゆう線せん型けいの複ふく雑ざつな文もん様ようが刻きざまれた、三メートルほどの棒ぼうだ。太さはスリムな電柱といったところだろうか。かなり昔に立てられたもののはずだが、その表面に腐ふ食しよくや瑕きずは見当たらない。

　絵馬は煙草たばこを咥くわえ直なおし、右手を伸ばして柱に触ふれた。

　結界師としてはいささか不満な気分だが、やはりよくわからない。島に入ったときに感じた通り、全てがひどく曖あい昧まいでぼやけてしまっている感かん覚かく。

　そこで終わるわけにはいかない。結界師のプライドがある。ならば、何故なぜそうなっているのか、何故わからないのか、ということを把は握あくしなければならない。

　絵馬は精神を集中してその『領りよう域いき』の意味を感じる。ぼやけているのは何故か。

（多種の結界が干かん渉しようし合あっているからだろう）

　この島に張られている結界は一つではない。

　今まで幾いくつもの結界柱を見たが、あれらは同じような外見でありながら、その実、別の役割を果はたしている異なる意味を持つ結界柱だ。つまり何十本何百本かはわからないが、この島の全域に立てられている結界柱のうち数本がＡという結界を形成し、また別の数本がＢという結界を形成している……ということである。それぞれの見た目が同じだから錯さつ覚かくしやすいが。

　そして、それらが互たがいに干渉し合っている。結界柱が別の結界の中に入っていればそれは当然影えい響きようを受けるし、そうでなくても結界自体が重なっていれば──それぞれの結界材の距きよ離りが近いという条件付きだが──結界の干渉が結界材にも逆ぎやくに影響を与えることがある。今の状じよう況きようがそれだ。島全体を覆おおっている結けつ界かいの面積を考えると、結界柱の数は非ひ常じように多いように思える。

　それが理由だ。絵え馬まが眼がん前ぜんの結界柱を調べようとしても、その結界柱が形成している結界が何なのかということは判はん別べつ出で来きなかった。結界は結界材に干かん渉しようし、その干渉された結界材によって形成された結界がまた別の結界材に干渉する──。

　結けつ果か、混こん沌とん。

「ふーむ……」

　絵馬は一いつ旦たん柱から手を離はなし、煙草たばこを摘つまんで灰はいを落とした。

　干渉。結界同士が干渉して、それによって結界本来の意味に異い常じようが生じるようなことがあってはならない。通常このような場合は、その干渉を排はいする役目を持った結界を最後に張っておくものだ。プロならば。

（何も知らない素人しろうとだった。素人ではなかったが、忘れた。あるいは）

　最後に考えられるもの。それは。

　結界の異常は別の手しゆ段だんによって起こらないようにして、わざと干渉をそのままにしているという可か能のう性せい。

　別の手段──勝手な推すい測そくだが、結界材そのものに彫ほられている文もん様ようがクサい。絵馬の知ち識しきにはない方式なので、断だん言げんは出来ないが。

　いずれにしろ、その可能性の意味は一つだ。

「だとすると。これを張った奴やつは、結界の内容を他人に知られたくなかった、てことになるな」

　絵馬は短くなった煙草を足で踏ふみ消けし、さらなる気合を込めて再ふたたび右手を柱に押し付けた。

　よろしい、と頷うなずき、複ふく雑ざつな文様に向かって不ふ敵てきに笑いかける。

「だがね。この私を舐なめるなよ……手がないってわけじゃないんだからな」

　干渉の連れん鎖さに歪ゆがめられた結界。いつものように、ぱっと見で判はん断だんするようなことは出来ない。ならばどうするか。

　手て探さぐりだ。

　発はつ想そうを逆ぎやく転てんさせる。ある結界の『性質』だけをこちらから予よ想そうし、ただそれだけを狙ねらって調べていく。受動的ではなく能動的な調査だ。

　例えば、鉄の箱はこの中に入った積つみ木きを考える。振ってみればがさがさと音がする。何かが入っているのは確実だが、どんな形の積み木が入っているのかわからない。外からは中を見ることが出来ず、箱自体を開くことも出来ない。だが──。

　逆さか貫ぬき絵馬は、その箱の底に幾いくつかの穴を開けることが出来た。三角形の穴。四角形の穴。「多た分ぶんこれは入っているだろう」と予想出来るような積み木の形で試ためしに穴を開けてみて、そして箱の中にその形の積み木が本当に入っていればぽとりと落ちてきて取り出せる。

　つまり「予よ想そう出で来きない何か」を受動的に見つけることは不ふ可か能のうだが、「予想出来る何か」をとりあえず見つけることは可能なはずだった。

「さぁて……何処どこまで予想が当たるのかね？」

　移い動どうする必ひつ要ようはない。焦あせる必要はない。ただ、集中する。

　結けつ界かいが全て干かん渉しようしているということは、円を描えがいた、終わりのない双すご六ろくの盤ばんのように──一つの道で全てが繫つながれているのと同じだ。Ａが干渉したＢ。Ａが干渉したＢが干渉したＣ。Ａが干渉したＢが干渉したＣが干渉したＡ。眼がん前ぜんにあるこの結界柱は、結けつ局きよく全ての結界の意味が混こん在ざいした曖あい昧まいさを持っている。この柱一本を調べさえすれば、全ての結界を調べたのと同じ意味を得ることになるだろう。

「まずは──」

　最も基本的な一点、『隠おん形ぎよう』。この島に来るまでにその効こう果かは確認している。当然、ある。

　それは肩かた慣ならしだ。ゆっくりと、さらにこの島の根こん底ていに関かかわるようなディープな結界の内容を推すい測そくしていく。昨日の砕さい河かの言葉などを思い浮かべながら。

『環かん境きよう良りよう化か』。人口的な島に自然を作るには必要だ。

『耐たい久きゆう補ほ助じよ』。五百年も張られっぱなしで劣れつ化かしていないのならば、必ひつ然ぜんとして、ある。

『術じゆつ点てん指し定てい』。術的に特に重要な「ある一点」を指定する。無む論ろん、あの龍りゆうの頭とう骨こつだろう。

『流動発生』。その点に集まった力を移動させる流れを生み出す。

　等々、結界師としての勘かんで予よ測そくされたものが次々に確認されていく。なかなかの的てき中ちゆう率りつに満足感を覚おぼえる絵え馬まだったが、一つだけ、腑ふに落ちないことがあった。少なくともこれだけは絶ぜつ対たいにあるだろう。あってしかるべき。なくてはならない。そう思われるようなある意味を持った結界が、どうしても見つからない。存そん在ざいしない。

「あん？　おかしい……ないはずはない。理り屈くつに合わないだろ。じゃあ、なんでこの島は」

　ぶつぶつと独ひとり言ごとを呟つぶやく絵馬。しかしその口はすぐに閉じられた。

　呟きを止めたのは、その不ふ可か解かいな事じ象しようの答えが得えられたからではない。もっと切せつ羽ぱ詰つまった、今度は完全に意味のわかりきった事じ態たいが現在進行形で迫せまっていることに気付いたからだった。

「来やがったか」

　無む数すうの気け配はい。山の静せい謐ひつを搔かき回まわす、無ぶ礼れいな闖ちん入にゆう者しや達。姿すがたは見えなかったが、間ま違ちがいない。

　最後に柱を軽く叩たたいて、踵きびすを返す。

（ま、いいか……どうやらこれが鍵かぎっぽい。あとはその意味を考えるだけか）

　帽子を深く被かぶり直なおし、絵馬は全速力で基き地ちへと戻り始めた。




　　　　　２




　表に出すわけにはいかない感情。それを押しこめる方法はごく自然に身についた。

　薄うす笑わらいを浮かべることだ。

「私の鼻には昨夜以来、あの小娘の臭においは届とどいておりません。そしてあの人間達の目もく撃げき情報も、昨夜逃にげられてからは完全に途と絶だえております」

「……それが？」

　唯ゆい一いつの防ぼう壁へきであるその表情で本心を覆おおい隠かくしながら、砕さい河かは日ひ新あらたに向けて先を促うながした。後こう頭とう部ぶには冷たい岩の感かん触しよく、右腕うでに感かん覚かくはない。十年前からずっと。

　視し界かいの端はしには、社やしろの壁かべにかかる掛かけ軸じくのように百済くだら儀ぎが立っている。正面には、足。百済儀を除のぞけば最も多くこの社に訪おとずれる、自分に次つぐ権力を持った男、日新の下半身が見える。

　顔を上げる。髭ひげを生やした、無ぶ骨こつな男の顔。その目はあくまでも真しん摯しだった。彼はこの島のことを、一族の未来のことを第一に考えている。おそらく誰だれよりも考えている。

　その肩には包ほう帯たいが巻まかれていた。使し命めい感かんに駆かられて一人であの仙せん人にんを追った結けつ果かだ。偶ぐう然ぜん現れた白びやつ光こう蛇じやと戦ったのだという。完全に一対一であの化け物と戦い、逃げおおせることが出で来きるほどの力を持った者は日新以外にはいないだろう。

　忠ちゆう実じつで優ゆう秀しゆうな臣しん下かと、不ふ誠せい実じつで非ひ力りきな主あるじ。砕河は一人、胸きよう中ちゆうで苦く笑しようした。

「これはあの人間が張った結けつ界かいで臭いが消されているためだと考えられます。しかも、一族の誰も人間達の姿すがたを見ていないということは──おそらく奴らは私達が普ふ段だん足を踏ふみ入いれない、北の山中に結界を張って身を潜ひそめているのでしょう。あそこには隠れる場所が多々あります」

「ああ。そうだろうな」

「私の探たん知ちが効きかないとなれば、人じん海かい戦術で山を虱しらみ潰つぶしに探さがすしかありません。それには何よりも人数が必ひつ要ようです。一族の者全てを動かす許きよ可かを頂いただきたいのですが」

　砕河はしばし考えて──考えるふりをして──頷うなずいた。

「いいだろう」

「ありがとうございます」

　一いつ刻こくも早くあの娘を捕とらえたいのだろう、日新は軽く頭を下げてすぐに砕河の前から立ち去ろうとした。が、引き戸に手をかけたところで彼は社の中を振り返る。その視し線せんの先にいるのは砕河ではない。

「人数がいるのは先せん刻こく言った通りだ。百済儀。お前にも参加してもらえると助かるが」

　百済儀は目を閉じて、静かに首を横に振る。

「私の役目は、後にも先にも一つだけです」

「そうか」

　木板が軋きしむ音を最後に、社の中に安あん息そくの静せい寂じやくが満ちる。

　砕河は溜ため息いきと同時に頰ほおの力を抜いた。防ぼう壁へきはもう必要ない。

　いつもの光こう景けい。自分と百済儀、二人だけの世界。遥はるか床ゆか下したにはあの烏からす天てん狗ぐが不ふ貞て腐くされた顔で寝ているはずだが、それは考えないことにする。

　耐たえた。今までの返答は、全て「どうでもいい」に変化する可か能のう性せいを秘ひめていたのだ。

　もう一度、今度は意い識しきせず、大きな息が口から漏もれ出でた。

　昨日から、何処どこか調ちよう子しが狂くるっている。何が変わったわけでもないはずなのに。

　百済くだら儀ぎがこちらを見ている。

「……百済儀。風を浴あびたい」

「はい」

　小さく呟つぶやいただけだったが、彼は自分が発するどんな言葉も聞きき逃のがさない。彼はその役目を負おった男であり、自らそう望む男であり、つまりはそういう存そん在ざいだ。

　百済儀が正しよう面めんの引き戸を開ける。この位い置ちから唯ゆい一いつ見ることの出で来きる外の世界──社やしろ前の広場と、さらにその向こうの林と、青い空。日ひ新あらたは本当に全員を駆かり出だしたのか、そこには誰だれの姿すがたもない。続いて百済儀は社の左右に備そなえ付つけられている小窓に向かった。窓というのは名ばかりで、ただ壁かべの板が四角く外はずれるようになっているだけだが、空気の通り道にはなる。

　外はいい陽よう気きだった。草の匂においを纏まとった柔やわ風かぜが久しぶりに社の中に入りこんできて、砕さい河かの長い白はく髪はつを気ままに散ちらす。右足を前に投げ出し、立てた左膝ひざに頰ほお杖づえをついていると、腕わん白ぱくな風が着物の裾すそを吹き上げた。太ふと股ももの涼すずしさに目を細める。

　ふと顔を上げると、百済儀がはっと顔を背そむけてあさっての方向を向いた。

　静かに笑いながら、砕河は言う。

「今さら気にするようなものでもあるまいが」

「……いえ」

「恥はずかしがることはあるまい。少なくとも、私は恥ずかしくはない。羞しゆう恥ち心しんなど無意味になるようなことを、お前にはさせているしな」

「……」

　それでも百済儀は顔をこちらに向けようとはしなかった。相変わらず真面目まじめな男だと思う。

　しばらく経たってから、なんとなく、本当に意味もなく、呟く。

「そこにいるのが……もしもお前ではなかったら、きっと私は狂くるっていただろう」

「ありがとうございます」

「褒ほめた気はないぞ」

「すみません」

　砕河は再ふたたび苦く笑しようした。

　百済儀の横顔。小さな隙すき間まから見える外界。

　ああ。

　どうして、自分達はこうなのか。自分達の関係は何なのか。

　自分は諦てい念ねんに満ちた刹せつ那な主しゆ義ぎ者しや。ふと気付いたら、こうなっていた。意味もなく。意い志しもなく。なってから考えるのは、因いん果がに対する暴ぼう挙きよか。ただ、一番の理由は──やはり『百済儀だったから』だろう。

　百済くだら儀ぎとは、お社やしろに選ばれ、ここへ来て初めて知り合った。彼は賢さかしい。間ま違ちがわない。冷れい静せいである。いつも正しいと言ってもいい。最初の頃ころはそれが腹立たしく思われることもあったが、いつしか気にならなくなっていた。

　百済儀は、自分とは違う。

　砕さい河かは気付いていた。彼は自分とは異ことなる理由を持っている。何かの意い志しを持って、何かの意味を求めて──こうした。

　理由を聞けば、教えてくれるのだろうか。いや、そもそも、何故なぜ今まで自分がそれを聞こうとはせず、彼もそれを話そうとはしなかったのか──。

（決まっている）

　砕河は物もの憂うげな視し線せんを青空に固こ定ていした。鳥が飛んでいた。




　どうでもいいから。

　どうにもならないから。

　もうすぐ、自分は死んでしまうから。

　この二人だけの楽園は、いずれ消え去ってしまうものだから。
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「考えすぎ……じゃないかな」

　言って、倫りん太た郎ろうは隣となりに座すわる天あま宮みやに向けて笑う。さらにその横には刻きざ視みがいるが、彼女は朝から目を閉じて何事かを真しん剣けんに考えているようだった。こちらの話には全く口を挟はさんでこない。

「そうでしょうか」

「そう。僕だってさ、何の役に立ってるってわけでもないんだよ。ミスだっていっぱいしてるしさ。でも結けつ局きよく絵え馬まさんは、その……ギリギリのところで立ち回るのが上手うまい人だから。あんまり関係ないと言えばないのかもね」

　天宮が微かすかに首を傾かたむける。

「つまり、いてもいなくても、何をしても、同じだと──？」

「あーでも、それは言いすぎかなぁ。そのギリギリの事じ態たいにならないように頑がん張ばる必ひつ要ようがあるっていうか……あと、最近こう思うようになってきた」

「何ですか？」

「絵馬さんは変。だから、普ふ通つうの人間が周まわりにいないと歯止めがきかなくなって大たい変へんなコトに」

　天あま宮みやはそっと目を細めて頰ほおを動かした。それが彼女の精せい一いつ杯ぱいの笑いだと、倫りん太た郎ろうは知っている。

「で、その普ふ通つうの人間は一人より二人のほうが効こう果か的てき。何をしなくても、いるだけでその効果ってのはあると思うよ」

「はい」

「……こんな感じで、納なつ得とくしてくれた？」

「いいえ」

　表情を幾いく分ぶんも変えることなく、天宮は答える。

「だよね。だって、僕も完全には納得してないもの」

　倫太郎は平岩の上に手をついて、背せ筋すじを伸ばしながら空を見上げた。

（自分の役割、か）

　確かに、これでいいのだろうか、と思ったことはある。自分はどうすべきなのか、と悩なやんだことも。だがそれは非ひ常じように難むずかしい問題だ。現在の状じよう況きようと、不確定な未来と……過去の記き憶おくが、全て関係してくる。

　いつかは答えを出さなくてはならない。いつまでも保ほ留りゆうしているわけにもいかない。

　しかし。

「じゃあ、一いつ緒しよに悩んでおくってことで今日のところは手を打とうか」

「……そうですね」

「うむ。丁ちよう度ど、何かが起こったところのようじゃしな」

　天宮が言い、そこで初めて刻きざ視みが話に割りこんでくる。今はさすがに目を開けていた。

　三人の視し線せんの先には、生おい茂しげる木々をものともせず、まるで平地を走っているかのような速そく度どで全力疾しつ走そうしてくる白いスーツ姿すがたがあった。

「移い動どう準じゆん備びだ。身体を温あたためときなよ」

　言いながら、絵え馬まはそのスピードのままで三人の前を通り過ぎた。平岩の後ろの土ど手てを駆かけ上あがり、その高台から下を眺ながめる。一同は彼女に倣ならって土手を登り、狙そ撃げき兵へいのように身を低くする彼女の視線の先を追った。

「おやおや。やる気満々、絶ぜつ好こうチョーって感じだな。スゲェ頭悪そうだ」

「うわ。何してるのアレ？」

　そこから見える山のふもと、丁度平地から森に入ったばかりの場所で、何十人もの土つち蜘蛛ぐも達が手にした糸を振り回している。蜘蛛達は等とう間かん隔かくで横一列に並ならび、ゆっくりと前に進んでいるようだった。しかし彼等は一歩進むたびにその手から糸を生み出し、木々の隙すき間ま、茂みの中、枝が伸びる頭上に陥かん没ぼつした足元──およそ自分の周しゆう囲いにある『空間全て』を糸で薙なぐようにしている。

「結けつ界かい対たい策さくか。臭においは消されてる。もしかしたら隠おん形ぎようで見えないようになっているかもしれない。だから糸で空間そのものを塗ぬり潰つぶそうって魂こん胆たんだ。見えなくても感じられなくても、糸で触さわっちまえば一発だから」

「面めん倒どくさそう……」

「でも効こう果か的てきだ。ああやって一列になって、一人一人の範はん囲いを決めて捜そう索さくしていれば確かに逃にげ道みちはなくなる。『空間の位い相そうそのものをずらす』結けつ界かいを張ればなんとかならんことはないが……いくら私でも、んな高度な結界を張るには時間も設せつ備びも足りない」

　絵え馬まは狙そ撃げき兵へいがスコープを取り出す代わりに、いつもの煙草たばこを取り出して咥くわえた。

「山を下りるしかないか。別の隠かくれ場ば所しよをなんとかして見つけて、そこで夜になるのを待って……いや。あれだけの数が来ているということは、本ほん拠きよ地ちの警けい備びは手て薄うすになってるかもしれないね。場合によってはすぐ行ってもいいか」

「しかし、新しい隠れ場所を見つけるまでが大変なのでは？」

　天あま宮みやが絵馬の背中に声をかけた。白い帽子が上下する。

「まぁね。本当に、完全に山が包ほう囲いされてるんなら厄やつ介かいだ。見つからずに突とつ破ぱ出で来きればベストだが、無む理りだったらまた交こう戦せんする羽は目めになる。しかも、この結界を出て移い動どうするってことは、日ひ新あらたに刻きざ視みの臭においを探たん知ちされるってことだし……スピード勝負になるな。最悪の場合、山を突破するのに手て間ま取どってるうちに居い場ば所しよを探知されて、土つち蜘蛛ぐも達全員と戦う羽目になるかもしれない」

　そこで、腕うで組ぐみをしていた刻視がふと何かを思いついて言った。

「ふむ。手を思いついたぞ。ひとまず下りよう」

　その言葉に従したがって、一同があの平岩の前に戻る。この場での、最後の作戦会議だ。

「手って？」

「効果があるかは知らんが──こういうものがある」

　懐ふところに手を入れて取り出したのは掌てのひらサイズの人形だった。白を基き調ちようとした幅はば広ひろの衣い服ふくに、極きよく端たんにデフォルメされた真ん丸の目と口。後ろ髪は長い。クレーンゲームの景品によくあるような微び妙みように安っぽい造りだが、モデルの特とく徴ちようはよく捉とらえられている。

「ええと……刻視さん？」

「わかるか」

「ええまぁ、わかりすぎるほどに」

「て、手作りか。自分の人形を手作り……イタいようなイタくないような」

「非売品じゃ」

「売ってたら驚おどろきだ」

「……」

　天宮が何故なぜかぽわーんとした表情で目元を緩ゆるませていたが、全員の視し線せんが自分に集まっていることに気付くと、彼女は瞬しゆん時じにしてきりっと表情を整ととのえた。

「──何か？」

「いえ、何も」

　全員で唱しよう和わする。それから気を取り直すように刻きざ視みは咳せき払ばらいした。

「で、じゃ。この人形を、こういうふうに」

　口の中でもごもご呪じゆ文もんらしきものを唱となえ、人形を放る。すると、その人形は一気に膨ふくれ上あがるようにしてその体積を増した──ように見えた。くるりと回転して着地したときには、それは刻視になっている。

「うわ！」

「幻げん術じゆつよ。核かくが儂わしのヒトガタじゃからな、いろいろと余よ計けいなことも出で来きる。臭においもあろう？」

「本当だ。こりゃ見み事ごとだね」

　絵え馬まは心しん底そこ感心したようにその偽にせ物ものの刻視に顔を近付けていた。実物と違ちがうのは、全くの無表情であるということだけで、見た目は完全に同じ。よく言うように、まるで鏡から抜け出てきたようだ。

「術の効こう果かは三十分ほどじゃが……こいつには簡かん単たんな命令を与えることが出来る。こいつに山を適てき当とうに歩くように指し示じしよう、それなら多少の時間は稼かせげるのではないかな」

「フェイクの人形を置いてくってわけか。やらないよりはマシだな。それでいこう」

「では」

　刻視が再ふたたび口の中で何かを言うと、その幻術は無表情のまますたすたと歩き始めた。動どう作さに不ふ自し然ぜんなところはないが、逆ぎやくに蠟ろう人にん形ぎようが動いているみたいで気き味みが悪い。

　そんなことを倫りん太た郎ろうが呟つぶやくと、

「いや、最初の設せつ定てい次し第だいじゃが。笑わせようか？」

　刻視が言ってくる。それもなんとなく怖こわそうだったので倫太郎は丁てい重ちようにその提てい案あんを断ことわった。

「では行くか。もうだいぶ包はん囲いが迫せまってるみたいだしな。結けつ界かいを出たら、走るぜぃ」

　今回は走ってばかりだ。帰ったら体重計に乗ってみよう、と倫太郎は思った。

　帰ることが出来たら、の話だが。




　小こ癪しやくな真似まねを。

　日ひ新あらたは思った。しかし身体は動かさない。目すら開かない。ひたすら、その『感かん覚かく』を追いかける。それ以外の情報は邪じや魔まにしかならない。

　待つ。誰だれにも悟さとられず、誰にも注ちゆう視しされない空気と化して、ただ待つ。

　問題ない。考えは間ま違ちがってはいないはずだ。この『罠わな』は──必かならず、成功する。

　あの小娘の臭におい。

　三つに増えたその臭いのうちの一つが、次し第だいにここに近付いてきていた。




　　　　　４




　幸運なことに、土つち蜘蛛ぐも達の包ほう囲いは偏かたよっていた。山の東側と西側から同時に山やま狩がりは行われていたようだったが、西側のほうが僅わずかに人数が少ないように思える。それはつまり隙すき間まがあるということだ。

（詰つめが甘いな）

　隙間を見つければ、次に必ひつ要ようなのは躊ちゆう躇ちよせずにその隙間を潜くぐりぬける勇気だけだった。

　それを持たない者はここにはいない。蜘蛛達の糸が届とどかない死し角かくを発見し、身を潜ひそめ、小さな隠おん形ぎようの結けつ界かいを張ってやりすごす。

　結けつ局きよくのところ、絵え馬ま達は意い外がいに簡かん単たんに包囲を脱だつ出しゆつすることが出で来きた。無ぶ事じに山を降おりる。

　そう言えば、森と林の区別は何処どこでつければいいのだろうか──やはり、木の数か？

　そんなことを考えながら、絵馬は僅かに密度が薄うすくなった木々の中を進む。もはや地面の傾けい斜しやはなくなっていた。

　ふと、足を止める。

　茶色と緑の色しき彩さいの中、前方の岩の上に何やらけばけばしい色が見えたのだ。赤。

「あら」

　赤いジャージを着た女が、座すわっていた岩から嬉うれしそうな表情で立ち上がる。この場にいるのは唯ゆい咲さき一人だけだ。

「待まち伏ぶせか」

「さてどうかしら？　選せん択たく肢しその一、上じよう司しの命令でここを張っていた。その二、面めん倒どうくさい山狩りをサボっていた」

「私だったら二番だな」

「残ざん念ねん。答えは限りなく一番に近い三番。協きよう調ちよう性せいのない問題児を厄やつ介かい払ばらいのついでに保ほ険けんとして配はい置ちしていた、よ」

　唯咲はひどく異い常じように見える笑えみを浮かべている。表面上はそれは確かに笑みだ。が、全身に漂ただよう陰いん鬱うつで不ふ吉きつな気け配はいは気のせいなどではない。

「しかし、都つ合ごうの良いこと……退たい屈くつしていたところよ。遊ばせてもらいましょう」

　唯咲の両手から、白銀が無数に生み出された。

　絵馬は倫りん太た郎ろう達を背はい後ごに押しやる。

「昨日のことといい……確かに、問題児なのは間ま違ちがいなさそうだな」

「昨日？　ああ、あれね。別にいつものことなんだけど。日ひ新あらた様は頭が固かたくて困こまるわ」

　気配に変化はなかった。つまり殺さつ気きも放たないまま、笑みを浮かべたまま、唯咲は動いた。それはその動きが日常の一部、呼こ吸きゆうや思し考こうと同じレベルになっているから出来ることだろう。

　奔ほん流りゆう。振りかぶった両手から、それぞれ異ことなる弧こを描えがく白線が飛ひ来らいしてくる。

「ちぃっ！」

　大きく後ろに跳とびながら、足元にコインをばらまく。地面から平面状に伸び上がった結けつ界かい壁へきに遮さえぎられ、唯ゆい咲さきの糸が絵え馬ま達に到とう達たつすることはなかった。結界によって方向を逸そらされた糸が、横の木と接せつ触しよくし──ずぱん、という小こ気き味み好よい音をたてる。糸が巻まきついた音ではない。太い木の幹みきを鋭するどく切り落とした音だ。

「避よけたわね。むかつくわ……もう！」

　木の上半分が重い音を道連れにして地面に落下し、そこから小鳥が慌あわてて飛び立った。その小さな影かげを追うように白はつ光こうが走る。短い悲ひ鳴めいが空に響ひびき、その一いつ瞬しゆん後のち、真っ二つになった小さな骸むくろが絵馬と唯咲の間に落ちてきた。

　絵馬が目を細める。

「動物に八つ当たりはよくないぞ」

「別にどうでもいいじゃない、こんな鳥一羽。あたしは痛いたくないし貴女も痛くない。何か問題が？」

「最悪な性格をしてるな。昨日も見たが……なんだそりゃ？　あんたの糸は特別製か？」

「生まれつき、ね。皆と違って派は手でに遊べるから、一いち応おう神様には感かん謝しやしてるわ」

「ナントカに刃物は止めて欲しいな。何考えてんだ神様、と言っておこう」

　間ま合あいを測はかりながら、絵馬はそのまま唯咲に向けて言った。

「遊び、か……血を見るのが楽しいのか？」

「最高に」

　唯咲は笑いながら即そく答とうした。

　はー、と嘆たん息そくし──絵馬はそこから不ふ意いをついてコインを投げた。が、予よ想そう外がいに俊しゆん敏びんな反はん応のうで唯咲の糸がそれらを切り落とす。

「む……」

「無む駄だよ。そんなに甘くない」

　胸むねを反そらして言う唯咲。

「じゃあちっと本気で相手させてもらうか。女のプライドをかけて、タイマン勝負だ。あ、その前に」

　あんたらは下がってなよ、と絵馬は後ろを向いた。刻きざ視みは何かを言うまでもなく最さい後こう尾びにいた。絵馬の顔を見、前に出ようとしていた天あま宮みやがぴたりと足を止める。倫りん太た郎ろうの頭に手を置いて、絵馬はそっと少年の瞳を覗のぞきこんだ。

「と、いうことだ」

「えーと……うん」

　再ふたたび絵馬は唯咲と向かい合った。

「よし、じゃあ一丁やろうか」

「こっちとしては全員でかかってきてもらっても全然構かまわないわよ？」

「遠えん慮りよさせてもらうよ。従じゆう業ぎよう員いんを無む闇やみに危き険けんに晒さらすわけにもいかんだろ」

「ふぅん……ま、一人ずつじっくり味わえるということでむしろ嬉うれしいけどね」

「やれやれ。変へん態たいの台詞せりふは聞いてるだけで疲つかれるなー」

　言いながら、絵え馬まは足元の小石を拾った。投げる。唯ゆい咲さきの糸が閃ひらめき、先せん刻こくのコインと同じように真っ二つになった石が二人の中間地点に落ちる。

「だから無む駄だだって」

「いつかは空から振ぶりすることもあるだろ？」

　投げる。投げる。投げまくる。唯咲はそれを逐ちく一いち打ち落としながら、余よ裕ゆうが出てくると絵馬に向けて斬ざん糸しを放つ。絵馬はそれを横移い動どうで避よけながら、また石やコインを投げまくる。すぐに唯咲は不満げな声を発した。

「凄すさまじくつまんないわ。もうちょっと動きを持った戦いをしましょうよ。近付いてズバッとか地面を転ころがってズバッとか」

「黙だまれ変態。あと三秒くらいの辛しん抱ぼうだ」

「三秒？」

「……三、二、一。はい、ご苦く労ろう」

[image: ]

　そこで絵え馬まは石を投げるのを止めた。好こう機きとばかりに唯ゆい咲さきが糸を飛ばしてくる。絵馬はそれを避けようともせず、ただ──指を鳴ならした。

「あ、いたたたたっ！」

　林の中の三点から光が伸び、唯咲の身体を閉じこめる三角形の結けつ界かいが形成される。顔がん面めんから地面に倒たおれこむ唯咲。当然、伸ばしていた糸も力なく地面に垂たれた。

「な、なんでっ？」

「女のプライドでメシが食えるかってことさ。変へん態たいなのはともかく、もっと注意力をつけたほうがいいな、お嬢じようさん」

　唯咲は苦労して首を回し、その結界の元──結界材を見た。掌てのひらに握にぎりこめるほどの、小さなゴムボール。オレンジ色のそれが、木の根元で光りながら結界の礎いしずえとなっている。

「あんなの、何時いつ……」

「ははは。さっき渡わたしといたんだ」

「あ……後ろを向いた、あのとき」

　その通りだった。絵馬は倫りん太た郎ろうの頭を撫なでるふりをしながら、こっそりとボールを渡していたのだ。後は倫太郎がそれを転ころがすのを待つだけでよかった。

　瘦やせ我が慢まんか性格のせいか、唯咲は静かだった。身を包む圧力に苦く痛つうの表情を見せてはいるが、無む闇やみに暴あばれたり騒さわいだりはしていない。何処どこかの馬ば鹿かも見習って欲しいものだ。

「こんな台詞せりふ言うことになるとは思わなかったけど……いい機会だから言うわ。卑ひ怯きようよ」

「罠わなは引っかかったほうが悪いのさ、とか言うとこっちも性格が悪いように思われちまうな」

「こんな、盛もり上あがりも何もないの……つまらない」

「今はとりあえず隠かくれるのが最さい優ゆう先せんなんでね。悪いけど今日のところは相手をしてやる暇ひまはない。あんたが力強い変態なのはわかったから、まぁしばらく気き絶ぜつでもしといてくれ」

「う、く……」

　身を包む圧力に耐たえきれなくなったのか、唯咲は地面に突つっ伏ぷして動かなくなった。

「うっし、行こうぜぃ」

「何だか可か哀わい想そう……」

「このままでよろしいのですか？」

　倫太郎が呟つぶやき、天あま宮みやが聞いてくる。

「んー。確かに、トドメを刺さしといたほうが世のため人のためにはなるんだけども。一いち応おう人ひと質じちもいるし、とりあえず放ほう置ちしていこう。この結界はしばらく解とけないから大だい丈じよう夫ぶだ」

「はい」

　唯咲をそのままにして、林を進む。それ以い降こうは誰だれにも見み咎とがめられることはなかった。

　隠れ場所を探さがしながら進み、最終的に絵馬達は島の南西の端はしにある広い薄すすき野のに辿たどり着ついた。絶たえ間まなく走る小波は黄おう褐かつ色しよくの揺ゆらめき。水音の代わりに、長く細い葉が擦こすれ合あう心地ここち良よい音が静かに響ひびいている、陸の海だ。

　倫りん太た郎ろうと刻きざ視みはそのまま。絵え馬まと天あま宮みやは腰こしを屈かがめ、その金色の海の中に飛びこんだ。背の高い海の中には、自動車ほどの岩の塊かたまりがにょっきりと突つき出でた島がある。ひとまずそこへ向かうことにした。

　その岩の陰かげに生えている薄を適てき当とうに踏ふみ倒たおし、絵馬は岩と薄すすきの間に一いち応おうの空間を作った。そのスペースに真っ先に避ひ難なんしてきたのは倫太郎だった。

「うう、顔が痒かゆい。背が低いって損そんだなぁ」

「文もん句く言うな、天てん然ねんの隠かくれ蓑みのだぞ」

　天宮、遅おくれて刻視も、そのスペースに入ってくる。天宮はメイド服についた葉くずをちまちまと除じよ去きよしており、刻視は目を細めてぼんやりしていた。そう言えば先せん刻こくからあまり喋しやべらなくなった気がする。高等な幻げん術じゆつを使って疲ひ労ろうしているのかもしれない。

「うし。暖あたたかそうだし、外からは見えにくいし。虫が多そうなことだけが問題だが、ニュー隠れ家としちゃ合格だろう」

　絵馬はポケットからコインを取り出した。一いち応おう、ここにも臭においを防ふせぐ結けつ界かいを張っておくことにする。今この瞬しゆん間かんに刻視の臭いが日ひ新あらたに探たん知ちされているのならば、それはあまり意味のない行動ではあったが──やらないよりはやっておいたほうがいい。

　一枚を適てき当とうに投げる。掠かすれた音をたてて薄の海の中に消える。

「しかしアレだな。あの変へん態たいはともかく、他の土つち蜘蛛ぐも達は全員山やま狩がりに参加してるみたいだな。この結界を張ったら、ちょっくら社やしろに行って」

　言いながら、二枚目を投げる。それは同じように、金色の穂ほと微かすかに触ふれ合あって──かん、という硬かたい音を鳴ならした。

　戦せん慄りつ。

　絵馬は動きを止めて、自分を[image: ]しつ咤たする。

（……何故なぜ、気付かなかった？）

　臭いなど消している場合ではない。これから張るべきなのは、もっと直接的で、もっと攻こう撃げき的てきな、戦うための結界だ。

　金色の穂を押おし退のけながら。白銀の何かが、その下から蠢うごめき現れてくる。

　天宮が、その奇き怪かいな怪かい物ぶつの名前を叫さけんだ。

「──白びやつ光こう蛇じや！」

「ほおう。これが」

　光そのもので形成されているかのような、不ぶ気き味みな発光体。三角形の頭がゆっくりと持ち上がり、品定めをするかのように薄の上で左右に揺ゆれる。

（しっかし、気け配はいが妙みようだな。どうにも妖よう怪かいらしくない臭いだ）

　じり、と後ろに下がりながら、絵馬は機きを窺うかがう。

　眼がん前ぜんの蛇へびからは呼こ吸きゆう音おんすら聞こえなかった。普ふ段だんの妖よう怪かいや人間を相手にするときの『呼吸のリズム』は全く役に立たない。やりにくい。

　ゆらり。ゆらり。ゆらり。ゆら。

　蛇の頭の動きが、一いつ瞬しゆんだけ小さくなる。

（来る！）

　新たなコインを白びやつ光こう蛇じやの後方に投げつけるのと同時、怪かい物ぶつは矢のような速そく度どで突進してきた。親指と人差し指が触ふれ合あったのが先だったのか。身体を投げ出したのが先だったのか。兎とにも角かくにも、絵え馬まの指が鳴なったのは彼女の身体が宙ちゆうに浮いている最中だった。

　結けつ界かいが形成される。しかし蛇は既すでにその三角形の中にはいない。

「外したっ！」

　ごろごろと薄すすきの中を転ころがりながら、絵馬は唇くちびるを嚙かんだ。速度を読よみ間ま違ちがえた。見た目のデカさに惑まどわされたのだ。

　白光蛇は絵馬のすぐ脇わきを通り抜ける。絵馬は追つい撃げきに備そなえてすぐに立ち上がったが、怪物は進しん路ろを変えるのが面めん倒どうだとでも言うように、そのまま薄を薙なぎ倒たおして前方に進む。

　その進行方向には倫りん太た郎ろうがいた。

「うわぁっ？」

「下がってください！」

　金色の海の中で、青いメイド服が跳はねる。一メートル以上もある長い薄を軽々と飛び越し、天あま宮みやは上から叩たたきつけるようにして白光蛇に爪つめを繰くり出だした。その攻こう撃げきが蛇にダメージを与えた様よう子すはなかったが、なんとかベクトルを変えることは出で来きた。黄金の波を薙ぎ倒しながら、白光蛇の身体が大きく横に倒れる。

　すぐに起き上がった白光蛇は、周しゆう囲いを見回すように首を巡めぐらす。

　そのすぐ前。数メートル先には、刻きざ視みがぼんやりと立っていた。

「おいこら、寝ねてるな！　距きよ離りを取れ！」

　彼女は、やはりぼんやりと。ただ言われたから、という感じでのろのろ後ろに下がった。

　叫さけんだ絵馬が眉まゆを顰ひそめる。

　小さな仙せん人にんの目は、未いまだ虚うつろに細められたまま。いくらなんでも無む反はん応のうすぎる。白光蛇は、何故なぜか刻視のことが全く視し界かいに入っていないようだった。仙人が目の前に立っているときも、後ろに下がるときも。その小さな人ひと影かげには如何いかなる反はん応のうも見せず、白光蛇の頭はゆっくりと、刻視の次に近い位置にいる者──天宮のほうを向いた。

（ま・さ・か）

　ようやく、その可か能のう性せいに気付く。一体どういうことだ。何のためだ。

（考えるのは後にしろ！）

　言い聞かせるまでもなく、その気付きに捉とらわれていたのは自分の思し考こうだけだったらしい。身体は勝手に動いていた。白びやつ光こう蛇じやが動きを止めていたのは十秒程度だったが、それは奴やつを『範はん囲い』の中に入れるには充じゆう分ぶんすぎる時間だった。

　結けつ界かい材ざいであるコインの配はい置ちは既すでに完了している。

「天あま宮みや！　下がれ！」

　一ひと呼こ吸きゆうの後のち、絵え馬まの指が高らかに鳴なった。白光蛇を中心に据すえた三角形が、青白い電光に包まれる。妖よう物ぶつを討うち滅ほろぼす雷らい閃せんの結界。

　その刹せつ那な、絵馬は思った。

（手て応ごたえが変だ）

　感かん覚かく的てきに、わかる。これでは倒せない。

　とてつもなく強大で頑がん丈じような岩を、素す手でで千切り取ろうとしているような。絶ぜつ対たいに分ぶん割かつ出で来きないものの一部分だけを、無む理り矢や理りに引っ張っているような──そんなイメージが脳のう裏りに浮かんでくる。

「なんだ──こいつ？」

　結界が弾はじけた。案あんの定じよう、白光蛇の動きは止まっていない。だがそれなりに痛いたくはあったのだろう、蛇は身み悶もだえするように身体をくねらせていた。やはり声はたてない。

　油ゆ断だんせず身構えていた絵馬達だったが、やがて白光蛇は軽く跳はね、頭から薄すすき野のの中に飛びこんだ。薄が根元から揺ゆれ、土が噴ふん水すいのように舞まい散ちる。

　その現げん象しようはすぐに収おさまり、後には静けさだけが残った。

「逃にげた……？」

「らしいね。まったく、どうなってんだか」

　首を横に振りながら、絵馬は煙草たばこを取り出した。すぱすぱ煙けむりを吐き出して刻きざ視みの傍そばに向かうと、彼女はまだぼんやりとそこに立っていた。

「はっ。やってくれるな」

「刻視さん、どうかしたの？」

　倫りん太た郎ろうが寄ってくる。絵馬は煙草を咥くわえたまま唇くちびるを吊つり上あげると、無む言ごんで倫太郎の腕うでを摑つかんだ。そしていきなり──彼の手を、素す晴ばらしい速そく度どで刻視の胸むねに押し付ける。

「ギャー！」

　予よ想そう外がいのことに倫太郎が奇き怪かいな悲ひ鳴めいをあげ、その軽いジャブが刻視の平へい坦たんな胸に当たった瞬しゆん間かん。刻視は消えた。代わりに残ったのは、あの人形だ。

「あ……あれっ？」

「山を下りてる途中で入れ替わったか……こいつも偽にせ者ものだったってわけだ。臭においはおろか、気け配はいまでつけてやがる。簡かん単たんな命令だけ聞いて、あとは私らの後について動く、ていう命令が設せつ定ていされてたみたいだな。どうりで動きがおかしいと思った。確かく証しようはなかったけど」

「確証なし？　ていうか今のアクションは一体？」

「いやー、驚おどろくかな、と思って」

「猛もう烈れつに驚いたよ！」

「昨日天あま宮みやが騙だまされたのと同じタイプの幻げん術じゆつなら、軽い衝しよう撃げきを与えれば壊こわれるってわかってたからな。それに、間ま違ちがってても倫りん太た郎ろうをイイ気分にさせてあげられるし。役やく得とく役得」

「それは絶ぜつ対たいに役得じゃないし。何か想そう像ぞうを絶ぜつするようなひどい事じ態たいになる可か能のう性せいもあったような……ああ、もういいや。何だか疲つかれてきたよ」

「若い奴やつがそんなことでは駄だ目めだ。青少年はいかなるチャンスも逃のがしてはいかんぞ。例たとえば、強風の日に女子高生が前を歩いている。番台の向こうに女湯の脱だつ衣い所じよが見える。スカートのお姉さんが落し物を拾ってくれる……これらは皆みなチャンスだ。わかるな？」

「わかんない！」

「しかし──何が目的だったのでしょう」

　騒さわがしい二人をよそに、天宮がそっと刻きざ視み人形を拾い上げた。泥どろを払いつつ、静かに呟つぶやく。

「そう。それだ」

　絵え馬まが急にシリアスモードに戻る。

「私達と別行動を取りたかった、ということかね。別行動をして何がしたかったのか。逃にげたかったのか何処どこかに行きたかったのか、てのはわからんが。いや、それ以上に、だ」

「はい」

　絵馬は天宮の手から人形を取り上げた。ふん、と鼻で笑う。

「こんな高等幻術を。実体と全く見分けがつかないような、この私にすら気付かれないような幻術が使える奴がだぞ？　なんでこの逃がし屋に仕事を依い頼らいしようって気になったのか、私は凄すごく不ふ思し議ぎだね。臭においが日ひ新あらたに覚おぼえられたって言っても、これほどの裏うら技わざがあるんなら何とかなりそうな気がするんだが」

「それは……つまり、どういうこと？」

　天宮に人形を返し、絵馬は倫太郎の頭を乱らん暴ぼうに撫なでた。

「最初から、あいつは噓うそを吐ついてたんじゃないか。あいつがこの私の所に来たのにも、何か別の目的があってのことだったんじゃないか、てコトさ──そうすると、利用された私はとんだ間ま抜ぬけってことになるがね」

　事じ態たいは複雑化している。何らかの意味を隠かくし持もっている島。何らかの意い志しを隠し持っている百済くだら儀ぎ。何らかの目的を隠し持っている刻視。

　それらは繫つながっているのだろうか。それとも全く関係のないことなのだろうか。

　いずれにしろ。

（理り解かい出で来きるところから、していくことにするかね）

　煙草たばこを吸い終えたら、百済儀に会いに行くことにしよう。

　天宮はさりげなく腰こしのポシェットに人形をしまいこんでいたが、絵馬は見なかったことにした。
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　社やしろの戸が開いた。入ってくるのは背の低い影かげ。

　ついに捕つかまえたのか、と思う。

　が、次の瞬しゆん間かんには砕さい河かは気付いていた。

　違う。ならば何故なぜ一人なのか。捕ほ獲かくしたはずの日ひ新あらた達がいないのは何故か。

　百済くだら儀ぎがすっと前に進み出て、その女の前に立たち塞ふさがった。

「投とう降こうする……ということではなさそうですね」

「は、は、は。まさか」

　仙せん人にん──刻きざ視みは愉ゆ快かいそうに肩を揺ゆらした。

　嫌いやな予よ感かんがした。砕河は全身に緊きん張ちようを走らせ、百済儀の後ろから刻視を睨にらむ。

「ならば何の用なのだ。策さくもなくなり、いよいよ私を殺そうとでもいうのか？　残念だが、私を殺してもどうにもならん。それ以前にそこの百済儀は、お前如ごときに倒たおされるほどやわでは」

　刻視の雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんで変わった。笑みを消し、ひどく酷こく薄はくな瞳ひとみで砕河を見下ろす。

「黙だまっておれ。貴き様さまに用はない」

「……！」

　息を吞のむ。その反はん応のうを返した自分の身体自体に、驚おどろきを覚える。その声に含ふくまれていたのは、自分とは全く異ことなる『存そん在ざい』に見つめられているような、今まで感じたことのない威い圧あつ感かんだった。

　百済儀が、さらに一歩前へ。普ふ段だんの彼からは決して発せられることのない殺気が静かに立ち上る。刻視は子供の顔には似につかわしくない、けれどもひどく慣なれているようにも見える皮ひ肉にくな冷れい笑しようを浮かべたままだ。

「用があるのは私、ですか」

「いかにも。訊ききたいことがあってな。そういきり立つ必ひつ要ようはないぞ」

「ただ話をしに来ただけとは思えません。不自然です」

　刻視は色いろ褪あせた木板に僅わずかに視し線せんを落とした。独ひとり言ごとなのか、誰だれかに向けて喋しやべっているのか判はん別べつが出で来きない声がその口から漏もれる。

「不自然、か──それはわかっておるが。この機き会かいを逃のがすわけにはいかん。これで終わってしまうかもしれんのだから。結けつ末まつは、きちんと見届けなければな……」

「何を言っているのですか？」

「いやいや。話が逸それた。年を取ると独り言が多くなっていかんな。では、早さつ速そく聞こう。心して答えよ」

　虚うつろな呟つぶやきから一いつ転てん、刻きざ視みは自らを落ち着かせるように大きく息を吸った。

　そして、溜ためていたものを吐き出すように。その解かい放ほうに、僅わずかな快かい感かんすら覚おぼえているかのように。力強く、はっきりと、しかし僅かな緊きん張ちようのようなものを滲にじませて──言う。

「──気付いているのか？」

　なんのことだ。砕さい河かが抱いだいたその感想は、百済くだら儀ぎと同じものだったらしい。社やしろは暫しばし沈ちん黙もくに支し配はいされる。

「お主は結けつ界かい師しに言ったそうだな。この島の機き構こうについて調べろ、というようなことを」

　砕河の知らないことだ。彼女はじっと百済儀の背中を見つめるが、彼が振り返ることはなかった。話したくないのか、話す必ひつ要ようのないことなのか。無む言ごんを保たもっている。

「だから、聞くのだ。お主は、意味に気付いているのか？」

　ややあって、百済儀は静かに首を横に振った。

「何のことだかわかりません。私はただ、この島の仕し組くみを知りたいと、そう言っただけです」

　刻視の反はん応のうはわかりやすかった。眉まゆを下ろし、冷さめた瞳ひとみで嘆たん息そくする。疲ひ労ろう感かんと虚きよ脱だつ感かん。心しん底そこ興きよう醒ざめしたとでも言うように、彼女は首を横に振った。

「なんじゃ……そうか。まだ結けつ果かはわからぬ、終わらぬということか」

　その投げやりな呟きと共に、張はり詰つめていた刻視の気が、一いつ瞬しゆんだけ、抜けた。




　日ひ新あらたはそれを見み逃のがさなかった。

　刻視の真上の天井てんじようが破やぶれ散ちった。その破は片へんが床ゆかに到とう達たつするよりも、天井の破は砕さい音おんが刻視の耳に届とどくよりも早く、そこから一条の白はつ光こうが伸びる。刻視の腕うでと胸むねはその蜘蛛くも糸いとによって何重にも縛しばり付つけられた。僅かに遅おくれて天井から日新が飛とび降おりる。梁はりを滑かつ車しや代がわりにしているのか、彼と入れ替わるように刻視の身体は宙ちゆうに浮き上がり、まるで天井から糸で吊つり下さげられているような姿すがたになる。

「日新！」

「すみませんが、ここで待まち伏ぶせをさせて頂いただきました。山やま狩がりから逃にげたならば、警けい備びのなくなったこの社やしろに奴やつ等らは必かならず来るだろう、と。天井を壊こわしたお[image: ]しかりは後で」

　砕河に向かって説明したあと、日新はぶらぶらと揺ゆれている刻視を睨にらんだ。

「……お前だけがやってくるとは、好こう都つ合ごうだった。ついに捕とらえたぞ」

「やれやれ。ご苦労なことよ。山のほうにいたのであれば、少しは時間が稼かせげるものと思っていたが」

　大して暴あばれもせず、ただ刻視は吊られるがままになっていた。顔を上げず、その口く調ちようには何処どこか落らく胆たんの色が濃こい。

　何がどうなっているのかはわからなかったが、事じ態たいが収しゆう束そくする方向に向かっているのは確かなようだ。砕河は落ち着きを取り戻した。落ち着いてしまえば、先せん刻こくこの小娘に気け圧おされたことがひどく気き恥はずかしく思える。それを誤ご魔ま化かすように彼女は言った。

「さすがに観かん念ねんしたようだな」

「……まったく、どうすればいいのじゃろうな。予よ想そう外がいの事じ態たいだ。儂わしの意い思しが関かん与よすれば、出てくる結けつ果かは自然なものではなくなってしまう。考えなくてはな。これからどうすべきか。いや、それこそ、本当に何もしないほうがいいのか……ああ、やはり、わからん」

　刻きざ視みは砕さい河かのほうを見ることはなく、ぶつぶつと意味のわからないことを呟つぶやいていた。

　現実逃とう避ひか。羨うらやましいことだ。

　砕河は軽く首を横に振り、日ひ新あらたに目で合図する。彼は簀す巻まきにした刻視の身体を肩に担かつぐと、烏からす天てん狗ぐが入っているあの地下室の口を開き始めた。

　面めん倒どう事ごとはまだ残っているが、後こう継けい者しやについて考える必ひつ要ようはもうなくなった。

（今まで考えていたかと問われれば、答えは否いなだが）

　胸きよう中ちゆうで苦く笑しようする。残りの問題は日新達に任まかせれば済すむことだ。

　自分に残った仕事は、もう一つしかない。

　それがこの右腕うでの解かい放ほうと同どう義ぎであることを思えば、今この瞬しゆん間かんにも清せい々せいとした感かん慨がいが湧わき上あがってくる。今のうちにその感かん覚かくを楽しんでおくべきかもしれない。右腕を解放されたときには、もう自分は如何いかなる感慨も浮かべることは出で来きないだろうから。

「終わった、か……」

「いいや」

　独どく白はくに答えを返され、砕河は顔を上げた。答えの主は、日新の肩かたに乗ったままの刻視。あるいは向こうも独り言だったのか、その目は閉じられている。

「これは『終わり』ではない。まだ『途と中ちゆう』だ。だから、どうすればいいのか悩なやむ。『終わり』のときには──悩まぬようにしておきたいものだが」

　その台詞せりふを最後に、刻視の身体は地下室の闇やみに消えていった。ぱたん、と地下室の蓋ふたを閉じ、日新は立ち上がる。さぞ満足しているだろうと思いきや……。

「百済くだら儀ぎ。偶ぐう然ぜんだが、妙みような台詞を聞いてしまったな。結けつ界かい師しと何を話した？」

「……」

「俺には話せぬようなことか」

　日新が百済儀に詰つめ寄よっている。百済儀は弁べん解かいも説明もせず、俯うつむいていた。

　余よ計けいな仕事を増ふやしてくれる。砕河は息を吐いた。

「奴やつが話していたことの意味も、お前はわかったのか？　結けつ局きよく、奴は何をするために単身ここに乗りこんできたのだ？」

「それはわかりません」

「は、どうだか。いいか、俺は一族の二位である見み極きわめ役やくとして、下の者を守る役目も与えられているのだぞ。疑うたがわしいことを見過ごすわけには──」

「日ひ新あらた」

　詰きつ問もんを遮さえぎって、砕さい河かは言った。日新は何かを言いかけたが、結けつ局きよく口を閉じてこちらに向き直る。百済くだら儀ぎも同どう様ようだ。

「気持ちはわかる。私にも、疑問に思う部分は多々ある……だが、それを全て聞くのも手て間まであろう。喋しやべらぬ、ということは言う必ひつ要ようがない、ということであろうしな。だから、全てをまとめて、今私がこう聞く──百済儀。私を裏うら切ぎってはいまいな？」

「決して」

　短く、それゆえに強く。

　百済儀の答えに、砕河は左肩を軽く持ち上げて、満足そうな表情を日新に見せた。

「らしい。問題はないと思うが、どうする？」

「お社やしろ様が、それでよろしければ」

　日新はまさに渋しぶ々しぶといった様よう子すで頭を下げた。切きり替かえが早いのか、それとも単なる当て付けか。すぐに彼は言った。

「残る問題はあの人間達と白びやつ光こう蛇じやだけ。以後は社の警けい備びに全力を尽つくします」

「ああ。頼たのむ」

　踵きびすを返す。社の戸が閉められてしばらく経たってから、砕河は足元に転ころがってきていた木片を拾い上げた。手の中で弄もてあそびながら、呟つぶやく。

「雨が降ふるまでに、天井てんじようが直ればよいな」

　そうですね、と百済儀が答えた。
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　この人達は変だ。間ま違ちがいなく変だ。誰だれがどう見ても変だと言うだろうし、たとえ自分が百回生まれ変わって百回この光こう景けいを見ても多た分ぶん百回変だと思うだろう。だから変だ。

　倫りん太た郎ろうは顔中に嫌いやな汗あせを流しながら、何か恐おそろしいものでも見るような目でその光景を眺ながめていた。目を逸そらしたいのに逸らせないのは何故なぜだろう。目を逸らした間に何かもっととんでもないことが起こるのでは、という不安のせいか。はたまた、この悪あく夢むの光景に知らず魅み了りようされているのか。

　そんなわけない、と倫太郎は必ひつ死しに頭を横に振ってその考えを否ひ定ていした。そもそも、どうしてこんなことになっているのか。これまでの流れをもう一度整理しよう。

　一、白光蛇がいなくなってから、絵え馬まさんが社に偵てい察さつに行った。

　二、社は凄すさまじく厳げん重じゆうな警備だった。

　三、「小娘を捕つかまえたらしいぞ」と道行く土つち蜘蛛ぐもが話しているのを聞いた。

　四、帰る途と中ちゆう、一人でうろうろしている土蜘蛛を見つけ、問もん答どう無む用よう的てき拉ら致ち。

　五、今に至る（拷ごう問もん中ちゆう）。

「おかしい。すごくおかしい！　特に四と五が！」

「ん？　何だ四とか五って？」

　絵え馬まがきょとんとした顔で振り返った。彼女の手には薄すすきの穂ほがある。

　脇わきをくすぐられ続けている哀あわれな囚とらわれ人びとが、ひいぃあはふ、とユカイな悲ひ鳴めいをあげた。




　ここはあの薄野である。あの岩と薄の間に作った僅わずかなスペースに、今は名前も知れぬ客人がいる。髪を短く刈かりこんだ、中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、三十歳ほどの男。特とく徴ちようのないのが特徴か。映画の役どころで言えば名も無き通行人Ａ。ゲームで言えば雑魚ざこその一。

　通行人や雑魚をいきなり拉ら致ちして拷問する主人公はどちらにもいないと思うが。

「ふっハハハー。喋しやべりたいことがあるんなら気が狂くるう前に喋ったほうが身のためだぞー」

「……」

　わさわさ。

「この程てい度どのこと、と思っているか？　いやしかし、実じつ際さい弱い奴やつはとことん弱いからなー。一昼夜ずっと繰くり返かえされて正しよう気きを保っていられる自信があるか、んー？」

「絵馬様、このような感じでよろしいのでしょうか……？」

　わさわさわさわさ。

「グッドだ。ナイフを突き立てるように大だい胆たんに抉えぐりこみ、そしてときには触ふれるか触れないかぐらいのところで優しく焦じらすのだ。緩かん急きゆうつけてな」

「了りよう解かいしました」

　男はシャツと靴くつを剝はぎ取とられ、色いろ褪あせたズボンを身に着けただけの姿すがただ。両手両足はロープできつく縛しばられている。そのロープが結けつ界かいになっていて、変へん身しん出で来きないようにしているらしい。

　悪あく魔まの女性陣じんは彼の身体を挟はさんでしゃがみこんでいた。天あま宮みやは無表情で、試験管を揺ゆらす冷れい徹てつ科学者のように真しん剣けんに。絵馬は煙草たばこを吸いながら、凄すさまじく面おも白しろそうに。共に、彼の脇の下を延えん々えんとくすぐっている。飽あきると足の裏うらや乳ち首くびへと標ひよう的てき変へん更こう。男は必ひつ死しでその責せめ苦くに耐たえ、時とき折おり苦しそうな──あるいは楽しそうな──呻うめき声をあげていた。

「え、えと、絵馬さん。今さらだけど……何を聞き出そうとしてるの？」

「決まってるじゃないか。もう土つち蜘蛛ぐもの全員があの社やしろの警けい備びをしてるんだ。正せい攻こう法ほうで攻せめるなんてのは不ふ可か能のうだし……行くのが無む理りなら向こうから来てもらおうと思ってね。百済くだら儀ぎだっていつもいつもあの社の中にいるわけじゃないだろ。たまには家に帰ったりするはずだ。で、その辺あたりのことをいろいろ教えてもらおうと思ったんだが……なかなか強ごう情じようだ」

「ああ、もうどこからツッコめばいいのか」

　男はまだ屈くつ服ぷくしていない。荒い息をつきながら、全身をぴくぴくさせながら、絵馬を睨にらむ。

「教える……ものか！　あの女がいなくては、この島は、我が一族は終わってしまうのだ！　卑ひ怯きようでも愚ぐ劣れつでも、我等はそれに縋すがるしかない。奴やつを置いて立ち去れば、お前達には手出しはしない、はずだぞ。だから、無む駄だな抵てい抗こうは諦あきらめ……ふほ」

「無駄な抵抗はどっちかなー」

　絵え馬まは男の鼻の穴に薄すすきの穂ほ先さきをすぽすぽと出し入れした。くしゃみでその薄が吹き飛ばされると、絵馬は天あま宮みやの顔を引き寄せてその耳に何かを囁ささやく。天宮はこくこくと頷うなずいて、くすぐる手を一いつ旦たん止めて男の顔を覗のぞきこんだ。

「……ご主人様。我が慢まんは身体に悪いですよ」

「ご、ご主人様っ？　おい、何を」

「早く喋しやべって、楽になってください。ご主人様の苦しいお顔を見るのは、この私にとっても、耐たえ難がたい──」

　棒ぼう読よみかつ無表情な天宮がそこで軽く眉まゆを顰ひそめ、絵馬に助けを求めるような視し線せんを向ける。絵馬が囁きを追つい加かする。頷いて、天宮は続けた。

「耐え難い、苦く痛つうであります。素直に喋られれば、私の務つとめであるご奉ほう仕し、磨みがきに磨きぬいたテクニックでご主人様をめくるめく快かい楽らくの彼方かなたに」

「な、何を言うんだっ！　わけのわからぬ、無む意い味みなことを」

「私のことが、お嫌きらいなのですか……ご主人様？　私は、とても悲しゅう、ございます……」

「や、止めろ！　もう止めろ！　俺はお前の主人ではないし、そんな目で……見るなっ」

　うわぁ、と身を退ひく倫りん太た郎ろう。絵馬はうんうんと頷うなずいている。

「やっぱり言葉責ぜめは効こう果か的てきだな」

「効果的、なのかな……苦しんでるとは思うけど、絶ぜつ対たい喋りはしないような」

　男は激しく頭を横に振って天宮の言葉を追い出そうとしている。彼女自身は、この人は何故なぜこんなに苦しんでいるのだろう、と不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげていた。おそらく、自分の言っている台詞せりふの意味もわかっていない。

「仕方ない、じゃあもう一段階レベルをアップさせるか。フフフ、これは我ながらヒドイぞ。具ぐ体たい的てきに言うとそれはもう泣なき叫さけぶほどヒドイ。倫太郎、手て伝つだってくれ。まずはこうやって、地面を掘ほってだな」

　絵馬は尖とがった石を使って地面を穿ほじくり始はじめる。倫太郎は恐おそる恐おそる聞いた。

「……生いき埋うめ？」

「いんや、違う。そんなには掘らない」

「じゃあ、何を」

「簡かん単たんだよ。ミミズを何匹か見つけてだな、それをパンツの中に」

「うわー！　あー！　何も聞こえなーい！」

　倫太郎は耳を塞ふさいで絶ぜつ叫きようした。音を遮しや断だんする結けつ界かいが周しゆう囲いには当然張られているが、当然ながら本来の目的は倫太郎の声を遮さえぎることではない。

　その会話が聞こえていたのか、男は首を持ち上げて叫さけんだ。

「この……ふざけるのもいい加か減げんにしろ！　こんな、わけのわからない、くだらない拷ごう問もんをされるくらいなら、死んだほうがマシだ！　さっさと殺せ！」

「ほう。言ったな」

　絵え馬まはすっと笑えみを消した。男に歩み寄り、触ふれるほどに顔を近付ける。それは倫太郎が見てもぞっとするような表情だった。煙草たばこに火を点つけ、煙けむりを男の顔に吐きかける。

「勢いきおいでそう言ったことを後こう悔かいするぞ。わかってないのか？　わかってないんだろうな。方法としては確かにある。相手の命を削けずりつつ何かを聞き出す方法が。それは最低に醜みにくくて、最低に汚きたなくて、最低に苛いら立だたしくて、最低に卑ひ怯きような、最低の方法だ。今まではやらなかった。でも今の私はそれをやりかねない。一いち応おうまだ理り性せいってもんが残ってるし、そういう趣しゆ味みの人間でもないから抑おさえてるが、やりかねない。理由は」

　灰はいを男の頰ほおの上に落とす。熱かったはずだが、男は目を見開いて絵馬の顔を凝ぎよう視ししていた。

「一つ。あの馬ば鹿かな烏からす天てん狗ぐは助けてやらんと寝ね覚ざめが悪い。最初はともかく、今の状じよう況きようは全面的に私のミスだ。まだ助けられてないってことにイライラしてる。二つ。仙せん人にんに何か利用されたかもしれない。事じ情じようがわからないし、話を聞くためには助けに行かんと駄だ目めだがそれも出で来きなくてイライラしてる。三つ。あんたらの生き方。それしかなかったのは理り解かい出来る。だが、確実に、それは正しくはない。とりあえずこれでいいや的な考えでずっときて、今ではその考え自体がもう思い浮かばなくなってきているような、ずっと停てい滞たいしているようなあんたらにむかつく。イライラしてる。で、四つ」

　長い煙を吐き出し、絵馬は唇くちびるを歪ゆがめた。残ざん虐ぎやくに。倫りん太た郎ろうはそれが演技であることを願う。

「そんなイライラしてるとこに、スカッとしませんか、ていう誘さそいが来た。今。本人がやれと言っている。じゃあいいか、やっちゃおうかなーと思っている私が今ここにいる……だから、やりかねない」

「あ。あ……」

「つーことで、やっちまうか。選ばせてやるよ。何がいい？　指を一本一本へし折られるのがいいか？　爪つめを一枚一枚剝はがされるのがいいか？　乳ち首くびを切り落とされるのがいいか？　舌を少しずつ削けずられるのがいいか？　自分の耳を食べさせられるのがいいか？　生きたまま燃やされるのがいいか？　レアに結けつ界かいで痛いためつけられるのがいいか？　煙草を目玉に押し付けられるのがいいか？　丁ちよう度どいいな。やっぱ選ばせるのはヤメだ。これにしよう」

　絵馬の動きに澱よどみはなかった。火のついた煙草が、ゆっくりと男の瞳ひとみに近付いていく。

「う、うああっ！　ち、ちょっと待……止めろ、待て、止めろ！」

「なんだ、暴あばれるなよ──ああそうそう、もしこれで喋しやべってくれなかったら最後の手しゆ段だんだ。どっちを選ぶかはあんたの好みだな」

「……？」

「こっそりと唯ゆい咲さきに突き出す。んで、言うんだ……『この裏うら切ぎり者もののおかげでいろいろ情報が得えられたぜぃ。もう用済ずみになったから返すな』てさ。あいつの性格はだいたいわかってる。はてさて、裏切り者の始し末まつっていう大たい義ぎ名めい分ぶんを与えられて、あいつはどんな行動をとるかな？」

　男の顔色が変わった。直接的な拷ごう問もんを受けそうになっていたときよりも、遥はるかに恐きよう怖ふ感かんが表に出ている。やはりあいつは同族にも恐おそれられている異い端たん児じで問題児なのだろう。事実、彼女は仲間の腕うでを切り落としたときも楽しそうだった。仲間だからどうとかいう常じよう識しきは通用しない。

「や、止めてくれ……あいつはやばい。そんなことになれば、俺は殺され」

「だからあんたの選せん択たく次し第だいだって。ここには三つ道がある。一つ、今すぐ私にいろいろ喋しやべる。二つ、目玉を溶とかされてから喋る。三つ、喋らないで唯咲ちゃんと遊ぶ。どうする？　おおっと、そんなことを言っている間にも煙草たばこの火が目玉に近付いてきましたーっ。時間はあまりありません、どうするのでしょうか名もなき下したっ端ぱＡ！」

　彼は一番を選択した。




　百済くだら儀ぎは社やしろの横にあった小屋に住んでいるらしい。生せい家かではなく、代々お社の世せ話わをする者が詰つめる場所なのだそうだ。その小屋で眠るのは三日に一度ほどだが、着替えや食事の用意などで毎日帰ってはいるという。

「なんだ。結けつ局きよく、社と同じ場所じゃないか。困こまった。どうするかな」

　用のなくなった男──何もしなかったのに、最後は泣なき喚わめいていた──を気き絶ぜつさせ、絵え馬まは渋しぶい顔で呟つぶやいた。男からは百済儀の居い場ば所しよの他に隠かくる夜やと刻きざ視みが社の地下にいるという情報も得られたが、今となってはその重要度はさほど高くない。二人に会うためには、やはり、そこにどうやって行くかという問題を先に解かい決けつしなくてはならないのだ。

「ねぇ」

「ん？」

「……本気じゃ、なかったよね？」

　倫りん太た郎ろうが、地面を見つめたまま聞く。絵馬はぷっと吹き出し、そして大だい爆ばく笑しようした。

「ははは！　当ったり前だろ？　一連の流れが私の作戦さぁ。騙だまされてくれるかどうかは賭かけだったけど、上手うまくいったよ。駄だ目めだったら駄目だったでまた別の方法考えるし」

　少年はほっとしたように息を吐いた。

「あ、倫太郎は私が本気であんなことをやるような残ざん虐ぎやく超ちよう人じんだと思ってたんだな？　ひどいっ！　こんなか弱い乙女おとめが拷ごう問もんなんて出で来きるはずないでしょう？　そんなふうに思われてたなんて、私ショック！」

「後半の喋しやべり方かたはウソ臭くさいうえに気持ち悪い！　止めてっ」

「天あま宮みや、倫太郎が苛いじめるよー」

　絵馬が天宮に抱だきつく。そしてまた、ぼそぼそと耳打ちする。天宮は、あまり気乗りしないような様よう子すで曖あい昧まいに頷うなずいた。しばらく時間はあったが、結けつ局きよく、今度も棒ぼう読よみで言ってくる。

「ええと……非ひはご主人様にあります。素直に謝あやまられれば、私の務つとめであるご奉ほう仕し、磨みがきに磨きぬいたテクニックでご主人様をめくるめく快かい楽らくの彼方かなたに」

「何かさっきとほとんど同じだし！　使い回すようなことでもないでしょっ？」

「私は、とても悲しゅう、ございます……」

「こんな可か愛わいいメイドを悲しませて良心が痛いたまないのか。なんて奴やつだ、早く謝れー」

　その波は状じよう攻こう撃げきに倫りん太た郎ろうはがっくりと項垂うなだれた。確かに、信じられなかった自分が悪い……ような気が、まぁしないでもない。

「あー。うん、悪かったよ。ごめん」

　すると、絵え馬まはにやりと笑った。先せん刻こくと全く同じ台詞せりふを、全く対たい照しよう的てきに言う。

「言ったな」

「え？」

「いやー、これでなんとかなりそうだ。いや、百済くだら儀ぎの家に手紙を置いといて、それであいつをここに呼び出そうと思ってたんだよ。でも社やしろの前には人が多いし、その横にある小屋に入るのもちっと難むずかしそうだろ？　だから、その手紙を運ぶ役目は倫太郎くんにしか出で来きないかな、と思ってたところなんだ」

「ま、まさか……アレで？」

「アレで」

　絵馬はあっさりと頷うなずいた。

「い、嫌いやだよ。なんで──」

「おや、倫太郎くんは私に何か負おい目めがあるような気が──確かさっき謝しや罪ざいの言葉を聞いたような気もしますなぁ」

「だって、それは！　か、関係ないでしょ？」

「ああ、痛いたい！　心が痛い！　こんな簡かん単たんな頼たのみくらいチョチョイと聞いてくれると思ってたのに！　このままではいつまで経たっても心の痛みは治まりそうにないっ！」

　わざとらしく胸むねを押さえる絵馬。

　倫太郎は心の中で呟つぶやく。

　騙だまされた。




　　　　　７




　昼食の準じゆん備びのために家に帰った百済くだら儀ぎは、そこで意い外がいなものを見つける。

　場所だけが書かれた簡かん潔けつな手紙と。

　窓とその手紙の間に残る、小さな獣けものの足あし跡あと。




　初めて会ったときのことは今でも覚おぼえている。泣かない子だな、と思った。

　その日から、残りの未来は完全に失われる。それに気付いていなかったはずはない。彼女は当事者ではない自分よりも遥はるかに冷れい静せいに、その事実を受け入れているように見えた。瘦やせ細ほそった先代のお社やしろの身体を社の外に運び出している自分達には全く視し線せんを向けることなく、彼女は唇くちびるを真ま一いち文もん字じに引き結んで、これから死ぬまで寝しん食しよくを共にすることになる、物言わぬ龍りゆうの骸むくろを真ま正しよう面めんから睨にらんでいた。

　そのとき、自分は十歳。彼女は──六歳か七歳だったと思う。自分よりも幼おさないのに、自分よりも重要な役目を負おうことになるのに、決して泣かない。初めに惹ひかれたのは、その強さにだった。子供心に、その横顔はひどく凜り々りしく映うつった。憧あこがれの対たい象しようになるのには充じゆう分ぶんなほどに。

　彼女のために生きよう、と思った。

　その日が自分の初仕事だった。先代のお社が命を終えるのとほぼ同時に、高齢だった祖そ父ふが引いん退たいし、その役目を受うけ継つぐことになったのだ。緊きん張ちようで胸むねを高たか鳴ならせながら、自分は彼女に近付いて声をかけた。行きましょう、と。

　彼女は無む言ごんでこちらに右腕うでを差し出した。その手を取り、骸むくろに向かって歩き出そうとしたところで、気付いた。

　彼女の顔はやはり凜々しく。泣きもせず、笑いもせず、無表情に自分を見つめている。ああ、それでも、確かに──その手は、震ふるえていたのだ。

　自分の愚おろかさを恥はじた。憧あこがれではない、別の感かん覚かくが全身を支し配はいした。

　何を勘かん違ちがいしていたのだろう──平気なはずがないではないか。

　彼女は自分よりも幼いのに。全ての未来を失うのに。重い責せきを負うことになるというのに。

　彼女の強さ……見せかけの強さを、自分の生きる理由にしてしまってはいけない。気付いてしまった以上、それを本物として見ることは不ふ可か能のうだった。偽いつわりは偽りでしかない。

　しかし偽りの存そん在ざい自体に意い義ぎがあるのも事実だった。彼女は強くなくてはならない。それが、誇ほこり高い彼女の背せ負おった残ざん酷こくな役目なのだから。

　ならば、自分は笑っていよう。いつまでも、笑っていよう。彼女が自分を生きる理由にしてくれるように。彼女が見せかけの強さすら失ってしまうことがないように。

　それから、自分は常に彼女の傍そばにいた。衝しよう突とつしたこともあったが、概おおむね上手うまくやっていたのではないかと思う。一年。五年。十年。その中に決定的な転てん機きがあったわけでもない。ただ、時が流れるにつれ、自然な流れで──自分と彼女は距きよ離りを縮ちぢめた。

　自然な流れというのは、自分にとっての話だ。彼女にとってはどうだったのかわからない。どう思っているのか。重おも荷にではないのか。真しん剣けんに考えたこともあったが、今となってはどうでもいいことだ。彼女は今も笑ってくれている。それだけでよかった。

　自分は自分の意志を信じている。後こう悔かいもしていない。

　ずっと前から、あの横顔を見たときから、震ふるえを知ったときから、覚かく悟ごは出で来きている。

　彼女のために生き、そして──死ぬ覚悟は。




　一面の金色。白いスーツの女は、その中に突き出した灰はい色いろの岩の上に腰こし掛かけ、やはり灰色の煙けむりを空に吐はき出だしていた。

「目立っていますよ」

　薄すすきを搔かき分わけて岩に辿たどり着ついた百済くだら儀ぎは、まずそう言った。

「いないと思われて帰られたらたまんないんでね。他の土つち蜘蛛ぐも達には見つからんだろ。奴やつ等らは完全に社やしろだけを守ってるみたいだし」

「ええ」

「何はともあれ現状維い持じ、か。根本的にその性しよう根ねが染しみ付ついてるんだな」

　絵え馬まはぴょんと岩を飛とび降おりて、百済儀を手て招まねきした。岩の陰に隠かくれるようにして座すわっていた倫りん太た郎ろうと天あま宮みやが、軽く会え釈しやくをする。百済儀も会釈を返し、一同は車くるま座ざになった。

「さて、ここにあんたを呼んだのには二つ理由がある。まず一つは、昨日の話。島のことだ」

「わかったのですか。仕し組くみが」

「残念だけども。仕組み、ていうほど詳くわしいことはわからなかったね。でも調べている間に気になるものを見つけた」

[image: ]

「気になるもの……とは」

「多た分ぶん、あんたにとっても大事なこと。お社やしろ様の精せい気きについてだ」

　百済くだら儀ぎは目を細めた。

「あの龍りゆうの骨ほねがお社の精気を吸い取ってるのは間ま違ちがいないだろう。んで、その吸い取った精気が何かに使われているのも確実だ」

　絵え馬まは言葉を切った。煙草たばこをふかして、続ける。

「それはあんたらに聞いたところで言えば、島の維い持じに使われているってことだったよな。その精気を使って龍の骸むくろが腐くさったりしないように維持していると」

「はい」

「それがおかしい。調べたんだが、この島の何処どこにも、『維持』の役目を持った結けつ界かいはないんだ」

　百済儀が眉まゆを顰ひそめ、倫りん太た郎ろうが口を挟はさむ。

「それはありえないでしょ。だって実じつ際さい、この島は今もこうして」

「ありえないさ。だから変なんだ。勿もち論ろん、私の調査が甘かったってこともない。断だん言げんするが、精気を龍りゆう骸がいの維持に使っている結界は、ない。でも維持はされている。意味がわからん」

　百済儀のほうを見やると、彼は難むずかしい顔のままだった。

「わからないか」

「はい……この島の機き構こうは全て結界で形成されているはずです。どういうことなのか、私には全く」

「うーむ」

　ひとしきり頭を捻ひねるが、これといった考えは浮かばなかった。百済儀はついに目を閉じて、修しゆ行ぎよう僧そうのように深い思し索さくに耽ふけり始はじめた。他の土つち蜘蛛ぐも達とは雰ふん囲い気きの違う男だ。

　絵馬はその横顔に向かって言う。

「なぁ。少し聞いていいか。ゆっくりと話するのはこれが初めてだし」

「どんな話です？」

「いろいろと。例えば……あんたは、よそ者をお社様に据すえることについてどう考えているのか、とか」

「皆みなは仕方ない、と思っているようです。他に我々の住まう地はありませんから」

「あんたは、と聞いたぞ」

　百済儀はしばし口を閉じ、それから短く答えた。

「どうも」

「どうも？　どうでもいいってことかい？」

「……はい。特に興きよう味みはありません」

　面おも白しろいことを言う。きっと彼は一族の中ではとびきりの変わり者なのだろう。

　そして──絵え馬まは、彼が最も望んでいることが何なのか、わかった気がした。

「刻きざ視みを捕つかまえることに一番熱心だったのは誰だれだい」

「日ひ新あらた様です」

　砕さい河かではなく。

　やはり、と絵馬は思う。

「あいつはどういう奴やつ？」

「『見み極きわめ役やく』です。その感かん知ち能のう力りよくで次のお社やしろ様を見つける役職。見極役はお社様に次ぐ地位とされていますので、一族の者を直接的に指し揮きする権限も与えられています」

「指揮ねぇ。唯ゆい咲さきみたいな部ぶ下かばっかりだったら大変だな」

「彼女は──何と言いますか、特とく殊しゆですので。我々の中では女性が戦士になることはほとんどないのですが、彼女だけは特別に日新様直属の戦士ということになっています。性格というか性せい癖へきに難なんはありますが、それを補おぎなって余あまりあるほどの力を持っていますから」

「あの性格は難があるなんてレベルじゃないと思うけどな」

「……はい。そのせいで彼女は一族の中で多た少しよう、孤こ立りつしている状じよう態たいで。直属とは言いましたが、現在はほとんど独立して動いています。かろうじて日新様の命令は聞いているようですが」

「ふーん。話を日新に戻すけど、外の奴をお社様にするぞ、探さがしに行くぞって初めに言ったのも奴かね。いや、一番の始まりは何だったんだ？　あいつがやっぱり臭においで判はん断だんしたのかい」

　そう言うと、百済くだら儀ぎは僅わずかに眉まゆを寄せ、首を横に振った。

「お社様が、血を吐かれました。発見したのは私です。それから、日新様がお社様を調べて……交代の時期だと。その後、一族の中に後こう継けい者しやになり得うる者がいないことがわかり、仕方なく外へ探しに」

「それはいつのことかな」

「二ヵ月ほど前です」

「ふぅむ」

　引っかかるものはなかった。土つち蜘蛛ぐも達は単純に、ただ現状維い持じ出で来きなくなったからという理由だけで外に出るようになったのだろう。確かに砕河の生命力は希き薄はくで、どう見てもこれから長く生きられるようには思えなかった。彼等の一連の動きには、誰の意い志しも関かん与よしていない。そうせざるを得えなかったから動いた、それだけの話だ。

（まったく、何の手がかりにもなりゃしない。島のシステムとかを気にしてるのは多た分ぶんこいつだけなんだろうな）

　絵馬は短くなった煙草たばこを地面に捻ねじこむ。自分のその行こう為いで、ふと思い出したことがあった。

「そう言えば朝、ここで白びやつ光こう蛇じやに襲おそわれたぞ」

「それは、災さい難なんでしたね。よくご無ぶ事じで」

「あれは一体何なんだ？　この私ですらよくわからなかった」

「私達も、わかっていることはそう多くありません。不ふ意いに地中から現れ、不意に地中に消える、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの化け物。全身が光り輝かがやいているので便べん宜ぎ上じよう白びやつ光こう蛇じやという名前を付けていますが、本当の正体は誰だれにもわかりません。どうやってこの島に来たのか、何故なぜこの島にいるのか。していることは単純……手て当あたり次し第だいに我々を襲おそってくるだけです」

「食われるのか」

「食われるというよりは……血を吸われる、というような感じだとか。尖とがった頭で身体を貫つらぬかれると、一いつ瞬しゆんで木乃伊ミイラに」

　それを聞いて、危あぶなかった、と倫りん太た郎ろうが胸むねを撫なで下おろすのが見えた。

　絵え馬まは一人、小首を傾かしげる。

（うん？）

　何だろう。何か。気になる。

「白光蛇……昔からいたのかい？」

「いいえ。過去に出たという話は聞きません。あれが現れたのは二ヵ月ほど前からです」

　二ヵ月前。二ヵ月、前？

　待て。考えろ。絵馬は落ち着くためにもう一本、煙草たばこを取り出す。

「……それは、砕さい河かが血を吐いたのとどっちが早い？」

「よく覚えてはいませんが、大体同じ時期だったと思います。面めん倒どう事ごとが重なって大たい変へんだ、と日ひ新あらた様が愚ぐ痴ちられていたような記き憶おくがありますので」

　同じ時期。砕河が血を吐いたのと、白光蛇が現れたのは。

（偶ぐう然ぜんの一いつ致ちなのか？）

　もしも、そうではないとすれば。

　何らかの意味があって、必ひつ然ぜんとして白光蛇が現れたのだとすれば。

　その必然とは、一体何だ？

「その二つが、何か関係を持っているということでしょうか」

「どうなのかな。ねぇ、絵馬さん──」

　手を前に出して、周しゆう囲いの言葉を止める。煙草の煙けむりが肺を循じゆん環かんする。

　思い出していた。白光蛇の姿すがたを。

　目も鼻も口もない、奇き怪かいな頭。刻きざ視みの幻げん影えいに襲いかからなかった白光蛇。当たり前だ、実体ではなかったのだ。奴は何の逡しゆん巡じゆんも見せることなく、意志のない機械のように、ただ自動的に、自分に一番近い位い置ちにいる天あま宮みやに襲おそいかかろうとしていた──百済くだら儀ぎの言う通りならば、血を求めて。血を吸うために。木乃伊。血。力。自動的。活力。生命力。

（生命力を求めて、自動的に、だと？）

　絵馬は目を細めた。灰はい色いろの煙だけを見つめて、ぶつぶつと独どく白はくする。

「それは──いや、待て。前に何か聞いたな。あれも同じことか？　仕し組くみじゃないんだ。そういう、本ほん能のう。必ひつ要ようだから現れる本能。本能があるってことは、結けつ局きよく──」

「絵え馬まさん？」

「だから出てきたわけだな。おっと、そうか。あの言葉はそういうことか。てことはやっぱり、あいつは気付いていて……」

　倫りん太た郎ろうの呼びかけには答えず、彼女はそのまましばらく呟つぶやきを続けていた。指に挟はさまれた煙草たばこの火がフィルターまで到とう達たつし、あち、と煙草を放り捨ててから、やっと自分を見つめる視し線せんに気付く。絵馬は一人一人の視線を受け止めて、それぞれに薄うすら笑わらいを返した。

「何かわかったの？」

「大体ね」

　百済くだら儀ぎに向けて、付け加える。

「この島の謎なぞ。一番の根こん底ていにある秘ひ密みつが、なんとなくわかったような気がするよ」

「本当ですか」

「ああ。私はあんたのやろうとしていることを応おう援えんする。それは、そうしたほうがいい。正確に言えば、そうしないことに意味がない、っていうことだけど。残りはそれを実現させるための方法を考えるだけだね」

「私のやろうとしていること──」

「言わなくてもいい、わかってる。そういう真まっ直すぐな自分勝手、私は好きだぞ」

　百済儀は静かに目を閉じ、軽く絵馬に頭を下げた。

「ねぇ、島の秘密って？」

　答えを引っ張られ、倫太郎がうずうずした様よう子すで聞いてくる。声にこそ出さないが、天あま宮みやも気になるのは同じようだ。無表情で、視線だけを絵馬に向けてくる。

　絵馬は笑えみを途と切ぎれさせないまま、立ち上がってズボンの尻を払った。

「私よりも、その秘密をよく知ってそうな奴やつがいる。これはどうしても、あいつに会いにいかなくちゃならんようになったな。あいつを問とい詰つめれば全部がわかるだろう。この島の秘密も、百済儀、あんたが望む方法も」

「あいつとは、あの仙せん人にんのこと……ですか？」

　絵馬は頷うなずき、百済儀の顔を見つめた。彼も、絵馬の顔を見つめた。

「百済儀。あんたに協力して貰もらわないといけない。目的は違うが、そのためにしなけりゃならんことは同じだ。私を信じろ。絶ぜつ対たいに、悪いようにはしない──協力してくれ」

　金色の穂ほが、お互たがいの身体を擦こすり合あわせる音。乾かわいた風によって発せられる号令に従したがい、薄すすき達が流れるように身体を反そらしていく。

　絵馬は既すでに悟さとっていた。感じていた。

　百済儀という名の、この男。この男だけは──意い志しと覚かく悟ごを持っている。たとえ他の全てを投げ打ってでも果はたさなくてはならないような唯ゆい一いつで絶対の意志を持ち、さらにはその意志を実行することを微み塵じんも躊躇ためらわない覚かく悟ごを持っている。

　だから、彼の答えは、決まっていた。

「……私は何をすれば？」

　絵え馬まは片目を瞑つぶってみせた。

「人ひと質じちには人質だよ」










　或る旅人の記憶（Ⅱ）




　まず、同族に会って聞いてみることにした。

　わからない。

　予よ想そう通どおりの答えを返してきた後、髭ひげを長く伸ばした老君は、皺しわだらけの顔を歪ゆがませて言った。




「困こん難なんな理ことわりを見み出いだそうとしておるな」

　知っている。

「その理はその他の様々な理を内ない包ほうしている。見出すにはそれら全てを把は握あくしていなくてはならないだろう」

　知っている。

「弱さとは何か」

　知らない。

「強さとは何か」

　知らない。

「愚おろかとは何か」

　知らない。

「賢さかしいとは何か」

　知らない。

「生きるとは何か」

　知らない。




「滅ほろびとは何か」




　知らない。
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　進むにつれて、人ひと垣がきが割れていく。なかなか気分がいいものだ。

　人垣に囲かこまれる者と言えば。アイドル。スポーツ選手。俳はい優ゆう。歌手。あとは、

「くそっ──卑ひ怯きような！」

「誇ほこりというものがないのか！」

「地じ獄ごくに落ちろ！　人間め！」

　スキャンダルで失しつ脚きやくした政治家と、大悪人の犯はん罪ざい者しやくらいか。

　絵え馬まは一団の最さい後こう尾びを歩きながら、出で来きるだけ凶きよう悪あくそうに煙けむりを吐き出した。

　先頭は百済くだら儀ぎ。彼は頭の上で手を組んでおり、その喉のど元もとには隣となりを歩く天あま宮みやの鋭するどい爪つめが突きつけられている。彼女に関しては基本的にいつも無表情なので──つまり見ようによっては常つねに怖こわく見えるので──問題はないだろう。二人の後ろには、また何か道を踏ふみ外はずしてしまったとでも言いたげな溜ため息いきとともに倫りん太た郎ろうが続く。

　社やしろ前の広場にはやはり土つち蜘蛛ぐも達のほぼ全てが集まっていた。老ろう若にやく男なん女によ、服ふく装そうも雰ふん囲い気きもばらばらな彼等は、怒いかりに拳こぶしを握にぎりしめて、ある一点を睨にらみつけている。その一点は勿もち論ろん、半はん径けい五メートルほどの不自然な円形空間の中心だ。

　その円を少しずつ前方に移い動どうさせて、絵馬達は社に向かう。

「はーい。退どいた退いた。この男がどうなってもいいのか？　少しでも変な動きがあったらブッスリいくぞ」

「くっ……」

　最後の人垣が割れて、ようやく社の階段が見えたとき、その階段の上──社の戸の前に、何者かが立たち塞ふさがっているのがわかった。影かげは二つ。日ひ新あらたと、唯ゆい咲さきだ。

「おやおや。退けと言ったのが聞こえなかったのかな？」

「都つ合ごうの悪いことは聞こえないたちなのよ」

　不ふ敵てきに笑う唯咲とは対たい照しよう的てきに、日新は口を固く引き結んでいた。揺ゆれない。まさしく門を守る石せき像ぞうのように、強く、重く、泰たい然ぜんとしてそこに立っている。視し線せんから感じられるのは、ただの──決意だけだ。

「退く気はない、てことかね」

「無む論ろんだ」

「百済儀が死んでもいいのかい」

　日新はすっと視線を降おろし、百済儀を見た。しかし百済儀は足元を見つめたままで顔を上げなかった。日新が百済儀に起こしたアクションはそれだけだった。

　両脇わきに自然に垂たらされた手から、白い輝かがやきが僅わずかに零こぼれ始はじめる。それを見て、周しゆう囲いの土蜘蛛達の緊きん張ちようも一気に高まった。

「お前達を通すわけにはいかない。通せば全てが終わるかもしれんのだ。俺はこの島を、お社やしろ様を守る。たとえ、それが──他の誰だれかを切り捨てることになろうとも」

「ほう」

「理由はともかく、その結論には賛成。折せつ角かく戦えそうなのに、どうでもいい感じの人ひと質じちのせいでお流れになったらたまらないわ。つまり、あたし的な言葉でまとめると」

　唯ゆい咲さきが絵え馬ま達に……掌てのひらを向けた。

「特に助ける理由もないし、悪いけどあたしのために死んでね？　てことよ」

　ああ、やっと血が見られるわ、という不ふ穏おんな言葉がその台詞せりふに続けて呟つぶやかれる。

　想そう定てい外がいの事じ態たいだ。

　絵え馬まの身体に緊きん張ちようが走り、そして日ひ新あらたが最後の宣せん言げんをする。

「許ゆるせ、百済くだら儀ぎ──」

　しかし、その言葉に反はん応のうして動いたのは絵馬達でも百済儀でもなかった。

　日新のさらに背はい後ご、社の中から鋭するどい声が飛ぶ。

「日新！　唯咲！　通せ！」

「お、お社様……しかし」

「命令だっ！　手出しをするのは、絶ぜつ対たいに、絶対に許さんぞ！」
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　絵え馬まは一歩を踏ふみ出だした。

「ボスはああ言ってるが、どうするね？」

「どうしましょうかねぇ」

　唯ゆい咲さきは砕さい河かの声に一いつ瞬しゆんだけ険けわしい表情を浮かべたが、すぐにその表情を消し去って呆あきれたように息を吐いた。続いて肩を竦すくめ、日ひ新あらたの顔を見上げる。

　日新は視し線せんを下ろして逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて唇くちびるをきつく嚙かみ締しめながら道を開けた。

「駄だ目めだ、下に行け」

「くっ……」

　身体をわなわなと震ふるわせて、日新が階段を下りる。仕方ないわね、と唯咲もその後を追った。

　それを見届けると、絵馬はその場にいる土つち蜘蛛ぐも達全員に向けて声を張りあげた。

「いいか、誰だれも近付くな！　今のところあんたらの主あるじやこいつに危き害がいを加えるつもりはないが、何か私達の邪じや魔まをしようとすれば話は別だ！　すぐに殺す！　問もん答どう無む用ようで殺す！　この女は鬼おにの血族だ、それくらい何の躊躇ためらいもなくやってのけるぞ！」

　倫りん太た郎ろうが、すごい失礼なこと言ってるけど気にしないで、と天あま宮みやに囁ささやき、彼女は大だい丈じよう夫ぶですと頷うなずいていた。絵馬は倫太郎の耳を引き寄せる。

「しばらくここで見張りを頼たのむ。向こうが動こうとしたら今の要よう領りよう。渾こん身しんの力を込めてウソをつけ。それでも何かあったらすぐに叫さけぶんだぞ」

「ええっ？　なんで僕が？」

「他に誰だれがいるんだよ。天宮は冷れい徹てつな処しよ刑けい執しつ行こう人にん役なんだ。中にいないでどうする」

「だ、だけど！」

「変に顔とか作らないで、普ふ通つうにしてればいい。幸運を祈る」

「ああっ？」

　ここは倫太郎に頑がん張ばってもらわなくてはならない。一方的に話を打ち切って、絵馬は百済くだら儀ぎと天宮を引き連れて社やしろの中に入っていった。




　後ろ手に戸を閉めると、外界から隔かく絶ぜつされた静せい謐ひつな空気が肌はだを撫なでる。ここに足を踏み入れたのはつい昨日のことだったが、その冷たさは何処どこか懐なつかしく感じられた。

「貴き様さま等ら……百済儀を離はなさんか！」

　激げつ昂こうして言ってくる砕さい河か。よほど興こう奮ふんしているのか、右腕うでが千ち切ぎれんばかりに身体を前に乗り出している。

「おお、忘れてた。もういいぞ天宮。んで、百済儀。二人をここに出してもらいたいんだが」

「はい。少し、その前に」

　百済儀は静々と砕河の前に進んだ。砕河は彼がいともあっさりと解かい放ほうされたことに驚おどろいたのだろう、目を大きくしてその姿すがたを見つめていた。振ふり乱みだした髪も、大きくはだけた着物の裾すそも、そのままだ。

「百済くだら儀ぎ……？　どういうことだ、お前は──」

「お社やしろ様。私は彼女を信じました。彼女がこれからしようとしていることは、おそらく……私にとってもお社様にとっても、非ひ常じように大事なことでしょう」

「何を、言っている？」

「この百済儀、最初で最後のお願いをいたします。私が彼女を信じたように、お社様にも私を信じて頂いただくことは出で来きませんか」

　砕さい河かは、百済儀の瞳ひとみの中を無む言ごんで覗のぞきこんでいた。ややあって、俯うつむく。乱みだれた髪で隠かくされた顔から、小さな吐と息いきが聞こえた。顔を下に向けたまま、彼女は乗り出していた身を引き、背はい後ごの岩いわ壁かべに寄りかかった。

　掠かすれた声で呟つぶやく。

「……一体、何をするのだ」

「私は、何も。何かをするのかしないのか。それがよいことか悪いことか。最終的に判はん断だんするのはお社様です。私は何処どこまでも、貴女に従したがいます」

「はは。わからん。全くわからん。だが、これだけは言おう──」

　苦く笑しようするように頭を振り、それからすっと顔を上げる。困こん惑わくの色は既すでにその瞳の中にはない。

「今まで……私が、お前を信じなかったことはない。好きにしろ」

「ありがとうございます」

　それから、百済儀は隅すみの床ゆか板いたを探さぐり、地下室の扉とびらを開いた。その中に下りてしばらくすると、彼の肩に乗せられた刻きざ視みと、ずるずると引きずられた隠かくる夜やが姿すがたを現す。百済儀は見た目よりも力があるのだろう。二人とも、まだ糸で縛しばられたままだ。

「おい、何だこの扱あつかいは……ぬ、逆さか貫ぬき絵え馬まっ！　何がどうなっているのだっ」

「おっす。元気か」

「俺はともかく、この小娘の様よう子すが変だ。はっ？　まさか貴き様さま、小娘を引ひき渡わたして助かろうなどという卑ひ劣れつな交こう渉しようを」

「説明するのもめんどいし。ほっといても五月蠅うるさいだけなんで、とりあえずあいつには猿さる轡ぐつわかましといてくれるかい」

「はぁ」

「おい、なんとか言え──うぐ」

　百済儀が生み出した糸によって隠夜の口が塞ふさがれる。烏からす天てん狗ぐはそのまま放ほう置ちし、絵馬はもう一人の囚とらわれ人びと──刻視に近付いた。彼女は地下室から出てきた当初はぼんやりと何かを考えているようだったが、目の前に絵馬達がいるのを見て表情を変えた。いや、いつもの表情に戻ったというべきか。大人びた、皮ひ肉にくな微び笑しようだ。

「何か……言いたそうな顔じゃの」

「言いたいこともあるし、聞きたいこともあるね。ああ、一いち応おう言っとく。大体のことはわかってるんで、しらばっくれても無む駄だだ」

「ふふふ。いいじゃろう」

　絵え馬まは刻きざ視みの顔を鋭するどく見つめる。

「まずは、だ。あんたは最初から噓うそを吐ついていたな。用事があるから遠くに逃にげるわけにはいかないとか、交こう渉しようのためにこの島についてきてくれとか、それは全部噓だ。百歩譲ゆずって噓じゃなかったにしても、一番の目的は他にあった。違うか？」

「その口くち振ぶりだと、その目的にも気付いているようじゃな」

「勿もち論ろん。逃げることがどうでもよかったとすると、目的は一つしかない……『この島に来ること』それ自体だ。私達を隠かくれ蓑みのに、ごく自然に、この島に入りたかった。それが何故なぜか、というのは推すい測そくするしかないが……見つかるのを承しよう知ちで散歩したり、リスクを冒おかして百済くだら儀ぎに会いに行ったり。この島の現状を調べたかった、とかそんな感じか？」

　刻視は笑っている。肯こう定ていも否ひ定ていもせず、静かに笑っている。

「で、だ。そんな行動を取るからには知ってるんだろう？」

「──何を、かな？」

　刻視は平然と聞き返す。

　絵馬は百済儀を見、砕さい河かを見、その二人に聞かせるように、言った。

「この島は、龍の復活のために作られたものだということに、だよ」

　ひゅう、と大きく息が吸いこまれた。

　笑い声が弾はじける。

　それは、解かい放ほう感かんと疲ひ労ろう感かん、愉ゆ楽らくと失しつ望ぼう、歓かん喜きと落らく胆たんを同時に併あわせ持もったもの。彼女の浮かべる表情と同じ、矛む盾じゆんを含ふくんだ笑いだった。

「はは……ははは！　終わった！　終わってしまったぞ、龍りゆうよ！　はは、ここまでしておきながら、賭かけは無む効こうか！」

「賭け？」

「そうとも、賭けは終わった。第三者が壺つぼを開けて賽さいの出で目めを見てしまったのだから、もう当事者がその目を当てることに意味はない。そうか、この結末か──はたして、どう判はん断だんすればよいのか、くく、く」

　肩を震ふるわせる刻視。その姿すがたを見つめる絵馬。最も納なつ得とくがいかないのは、この島の主あるじである砕河だった。

「おい！　それはどういうことだ！　復ふつ活かつだと？　そのようなこと、聞いたことも──」

「当然、当然……それこそが賭けだったのだから。結けつ界かい師しよ、どうやって気付いたか話してみよ。そこの土つち蜘蛛ぐも達に説明する手て間まも省はぶけよう」

　絵馬は首をこきこきと捻ひねりながら、百済儀を親指で示した。

「最初の気付きは、あいつに頼たのまれてこの島の結けつ界かいを調査したときだな。無む茶ちや苦く茶ちや曖あい昧まいにぼやけてたせいで、結界の意味はわからなかった──でも私は結界師なんでね。少なくとも、龍りゆうの骸むくろを『維い持じ』する結界がないことだけはわかった。実じつ際さい維持されてるのに、維持の結界がない。そこのお社やしろ様から吸い取った精せい気きは何処どこに行ってるのか。謎なぞが多い島だと思ったよ」

　砕さい河かがちらりと百済くだら儀ぎを見たが、何も言わなかった。とりあえず話を聞こうというのだろう。視し線せんで先を促うながしてくる。

「しかし、ついさっき気付いた。最大のヒントはもう誰だれの目の前にも現れていたんだってね……白びやつ光こう蛇じやっていう名前を付けられて、さ」

「白光蛇が……どうしたのだ」

「あんたらは、あれはただの化け物、意味もなく現れて意味もなく生物に襲おそいかかる怪かい物ぶつだと思ってるようだが──違う。ちゃんと意味はあったんだ。この島と白光蛇は密みつ接せつな関係を持ってるのさ」

　絵え馬まはふと百済儀を見、煙草たばこを吸ってもいいかと聞いた。

「出で来きれば止めて欲しいですが」

「ニコチンを摂せつ取しゆしないと私の思し考こう能のう力りよくはガタ落ちだぞ」

「……灰はいを落とされては困こまりますので」

　絵馬はその返答に口をへの字にしたが、天あま宮みやがポシェットの中から無む言ごんで携けい帯たい灰はい皿ざらを取り出すのを見て、エライ、とその肩を叩たたいた。いそいそと煙草を摘つまみ出だす。

　煙けむりを大きく肺に吸いこむ絵馬に、砕河が焦じれた声をかけた。

「おい。白光蛇とこの島と、どんな関係があるというのだ」

「キーワードは、本ほん能のう──いや、『生命維持本能』にするか。砕河、あんたは前に話してたよな？　無む理り矢や理りその腕うでを引っこ抜いたり、切ろうとしたりすると、その瞬しゆん間かんに全ての精せい気きが吸い取られる、と」

「言ったが、それがどうした。何代か前のお社にそのような愚おろか者ものがいた、というだけだ」

「思考停てい止しするなよ。あんたはそれが『そういう仕し組くみ』だと言ってたが、そうじゃない。それも同じ、生命維持の本能だと思う。精気の供きよう給きゆうが失われる、すると困こまる。次のお社がセットされるまでどれくらい時間がかかるかわからないから、僅わずかでも精気を蓄たくわえておくために一いつ瞬しゆんで全てを吸すい尽つくすってわけだ。長年かけて精気を吸い取るよりも総量は少なくなるが、仕方ない。本能的に、そうするんだろう。とりあえず取れるものは取っておかないと困るからな」

　刻きざ視みを見ると、彼女は煙の向こうで未いまだ薄うすい笑えみを浮かべている。

「それは一いつ旦たんおいといて、話を戻そう。白光蛇がやっていることは百済儀から聞いた。血を吸って木乃伊ミイラにする──つまり、一滴残さず血を、生命力を吸収するってね。で、ここでさらに考えよう……奴は血を吸って、生命力を奪うばってどうするつもりなのか？」

「知ったことか。血を吸う妖よう物ぶつなど幾いくらでもいる。生きるため、の一言で片付けられるだろう」

「いやいや。いやいやいやいや。それで片付けちゃいけないのさ……ま、確かに生きるため、ということにはなるかもしれないが」

　砕さい河かは舌した打うちした。全ての答えを知っているであろう、絵え馬まと刻きざ視みの顔を交こう互ごに睨にらむ。

「もったいぶるな。結論を言え」

「意い外がいとせっかちだねぇ。まぁいいや……白びやつ光こう蛇じやが出てきたのは何故なぜか。あんたが血を吐いたのと同時期に、白光蛇が突然現れたのは何故か。それが、さっきの生命維持本能と同じことなんだよ。足りないものを補ほ給きゆうするために、本ほん能のう的てきに動き出したんだ」

「……何処どこが同じだ。貴き様さまの言っていることは支し離り滅めつ裂れつだ。全くわからん」

「ま、仕方ない。言われてみて初めて、そうかも、と思うレベルだし。結けつ局きよく、あんたらの──なんつーか、固こ定てい観かん念ねんか。白光蛇、ていう名前自体が誤ご解かいの元もとだったんだ。この私もヒントがなかったら気付けたかどうか」

「ヒントか。儂わしが、何か出していたのか？」

　刻視が言ってくる。絵馬は頷うなずいた。

「まぁね。それ以外にも、結けつ界かいを張ったときの部分的な手て応ごたえとかもあるが。最終的にはあんたが出してくれたヒントで気付いた。独ひとり言ごとのつもりだったのかもしれないけど、不ふ用よう意いだったな。天あま宮みやはしっかりと聞きとっていたぞ。あんたが言った逆側という言葉をね」

　天宮が僅わずかに頭を下げた。

　彼女は非ひ常じように重要な役目を果はたしてくれた。刻視が昨夜勝手に出歩き、白光蛇と遭そう遇ぐうしたとき。変に思ったことは全て報ほう告こくしろ、と言ったのを忠ちゆう実じつに守り、天宮はそこで聞いた妙みような『逆ぎやく側がわ』という言葉を伝えてきた。そのときはわからなかったが、最後の最後になってそれは非常に重要なヒントになった──。

「ああ。聞かれていたか」

「逆側、ね。まさにその通りだ。上側だけでは供きよう給きゆうがおっつかなくなったから、生命維い持じ本能で逆側も動き出した。つまり、白光蛇は蛇へびの妖よう怪かいなんかではなく」

　絵馬は煙けむりを吐き出して、続けた。

「龍の、尻尾なのさ」




　百済くだら儀ぎと砕河が、目を見開いた。刻視の口元は歪ゆがんだままだ。

「つまり、白光蛇が出てきた原げん因いんは砕河、あんたにあると言ってもいい。龍りゆうは与えられる精せい気きが少なくなっていることに気付いた。このままではお社やしろが死に、そう遠くない未来に精気の供給が断たたれてしまうことに気付いた。だから尻尾しつぽのほうからも、島にいる奴やつ等らの精気を奪うばって足しにしようとしたと……そういうことだろう？」

「ま、そうじゃろうな。儂にも推すい測そくしか出で来きんが」

「ふーん？　で、結局のところ。生命維持本能があるってことは、龍はまがりなりにも生きているってことになる。しかも、今まで出てこなかった白びやつ光こう蛇じや、つまり尻尾しつぽが今回初めて動くようになったってんだから──その力が段々強まってきている、としか考えられない。お社やしろの命が尽つきかけているような状じよう況きよう自体は今までに何度もあったことだろうし」

　首を回すと、百済くだら儀ぎが神しん妙みような顔で頷うなずいた。砕さい河かは──口を開けている。信じられない、とでも言うように。唾つばを吞のみこむような仕し草ぐさを見せてから、彼女はようやく声を絞しぼり出だした。

「つ、つまり、それが──」

「そう。龍りゆうが復ふつ活かつしようとしてる証しよう拠こだ。ここで初めて、維い持じの役割を持った結けつ界かいがない理由がわかるな。つまり、あんたの精せい気きは龍の骸むくろの維持に使われてるんじゃなく……龍の復活のために使われてるんだ。この島はその結けつ果かとして形を保たもっているにすぎない」

　絵え馬まは短くなった煙草たばこを、天宮が持っている携けい帯たい灰はい皿ざらの中に捻ねじこんだ。

「残った疑問点は。どうしてこんなことになってるのか、てことだよな。それを知っていそうな奴やつが、おお、好こう都つ合ごうなことに目の前にいるぞ。今度はそれを聞くことにしよう」

　口く調ちようは軽く、しかし瞳ひとみは真しん剣けんに、絵馬は顔を下に向ける。刻きざ視みは縛しばられて転ころがったままだったが、首を捻ひねって百済儀に訴うつたえた。

「なぁ、おい。話をするにも、こんな窮きゆう屈くつでは腰こしに堪こたえる。逃にげはせん、解ほどいてくれ。心配ならば結界を張ればよかろう」

　絵馬は百済儀に向かって頷うなずいた。この期ごに及およんで逃げるような真似まねはすまい。たとえ逃げるにしても、この狭せまい社の中、そう簡かん単たんに逃がすつもりはない。

　百済儀は刻視に巻まかれていた蜘蛛くも糸を簡単に解いていく。外からは楽に解けるものなのか、それとも同族だけにわかるコツがあるのか。いずれにしろ、刻視はすぐに身体の自由を取り戻し、やれやれといった調ちよう子しで床ゆかの上にあぐらを搔かいた。

「あの……こちらは」

「無む論ろん、そのままでよろしく」

「むがー！」

　呻うめく隠かくる夜やは完全に無む視しし、改めて絵馬は刻視に向き直る。

「根本的な質問をしよう。あんたと、この島。どんな関係があるんだ？」

「それはまさに根本の質問じゃな。これ以上ないくらい深い関係があると言えよう。この島を作ったのは、他でもないこの儂わしじゃからな」

　あっさりとした刻視の言葉に、社の空気が止まった。

「なん……だと？」

　掠かすれた声を砕河が絞しぼり出だし、百済儀は小さなその仙せん人にんを凝ぎよう視しする。

　島を作った存そん在ざい。彼らにとってそれは歴史上の人物であり、昔語りの登場人物でしかなかったはずだった。それが今、こうして眼がん前ぜんに座すわっている。二人の胸きよう中ちゆうの大半は混こん乱らんで占しめられていることだろう。

「ふむ。さっきの口くち振ぶりからして、そうじゃないかとは思ってたけども。しかし」

　絵え馬まはその答えを半なかば予よ想そうしていた。顔を斜ななめに傾かたむけて、刻きざ視みを挑ちよう発はつするように言う。

「この土つち蜘蛛ぐも達を助けるためにわざわざ、ということじゃないだろ。賭かけとかどうとか言ってたな。あれはどういうことだ？」

　刻視はそこで初めて、笑えみを消して息を吐いた。床ゆかに着いた後ろ髪を滑すべらせつつ、顔を上げて──何処どことなく虚うつろに、巨きよ大だいな龍りゆう骸がいの眼がん窩かを見つめる。

「言葉通りよ。この龍はな……儂が殺したのだ。死にゆく最中、龍は儂わしに命いのち乞ごいをした。そこで戯たわむれに一つの賭けをしてみたのよ」

「どんな？」

「奴やつがあまりに他の者は愚おろかだ、愚かな奴を食らって何が悪いと言うのでな。それほどまでに他た者しやの愚かさを信じるならば、試ためしてやろうと思ったのだ。もしも他者が愚かで騙だまされ続けていれば、その愚かさ故ゆえに龍が復ふつ活かつ出で来きるようなシステムを作って、な」

「それが、この島か」

「うむ。島の者が途と中ちゆうで騙されていることに気付けば龍は復活出来ぬ。気付かなければいずれ龍は復活して、住まう者は島そのものを永遠に失うことになる。しかし、いやはや、面めん倒どうなことになった。計算外のことだらけじゃ」

　平然と言いながら、刻視は軽く頭を横に振った。

「お社やしろの候こう補ほがいなくなるほど一族が衰すい退たいするとは考えもしなかったし、儂自身がそのシステムの中に組み入れられようとしたのも、全く関係のないただの人間によって全ての仕し組くみが暴ばく露ろされたのも、全て計算外。最終的にどんな結けつ果かになるのかは知らんが、いずれにしろ賭けはもう終わりじゃな」

　絵馬は声のトーンを落とし、低い声で聞いた。

「すると、この島に来た目的は──」

「結けつ局きよく、儂の勘かん違ちがいよ。儂のような部ぶ外がい者しやをお社に据すえようとしているということは、あるいは奴等はついに島の秘ひ密みつに、自分達が騙され続けていることに気付いたのかと思ってな。数年毎ごとに海から観察してはいたが、当然ながら内部のことは全く知らん。島の中に入り、当とう事じ者しや達に近付いて賭けの結果をきちんと見み届とどけたいところじゃったが──ただ儂が行っただけではいろいろと面めん倒どうなことになる。悩なやんでいたところで、偶ぐう然ぜんにも逃にがし屋やなる存そん在ざいの話を聞いた。お主ぬしの言った通り、儂はお主達を隠かくれ蓑みのにしたのじゃ」

　刻視は百済くだら儀ぎを一いち瞥べつした。

「島に来ても、そこの男のせいでさらに勘違いをしてしまった。今にして思えば、焦あせっていたのかもしれぬな。不自然な行動であるのはわかっていたが、直接聞かないわけにはいかなくなった……で、お縄なわを頂ちよう戴だい、と」

　両手を前に出して、刻視は鼻で笑った。

　絵え馬まは嘆たん息そくした。あるいは嘆息とは言えないほどに、長く細く、雑多な感情を押しこめて息を吐いた。

「最悪だな。率そつ直ちよくに言って、結けつ構こうムカついてる。いろいろ言いたいことはあるが、どう考えても私より先に怒おこるべき奴やつがいるからな。譲ゆずろう」

　まさか、絵馬がそう言うのを待っていたわけでもないだろうが──今まで黙だまって刻きざ視みの話を聞いていた砕さい河かが、突とつ如じよ髪を振ふり乱みだして絶ぜつ叫きようした。

「ふざ──ふざけるな！　何が賭かけだ、ふざけるなっ！　その話は本当のことか、言え！　答えろっ！」

「誓ちかって言おう。真実じゃ。当人以上に詳くわしい者もおるまい」

「貴き様さま、貴様、この戯たわけがっ。何を言っているか、わかっているのか！　我等が、貴様、に、ずっと騙だまされ──ふざけるな、認みとめられん！　そんな、そんな、それでは、我等はずっと……貴様の掌てのひらの上で踊おどらされていたということか！　我等は、ただ愚おろかなだけの、貴様にとっての実験動物だったとでも言うのかぁっ！」

「ふむ。実験動物とは言いい得えて妙みようよの」

「おのれ！　殺──殺す、貴様を殺す！」

　砕河は先せん刻こくと同じように、右腕うでが悲ひ鳴めいをあげるのも構かまわず身を乗り出した。その左の掌に、僅わずかな白い輝かがやきが生まれる。百済くだら儀ぎが慌あわてて走り寄り、彼女の身体を押さえる。そして手を握にぎり合あうようにして、彼は砕河の掌を自らの右手で覆おおった。

「駄だ目めです！　力を使っては！」

「離はなせ、百済儀！　いや、何をしている、殺せ！　お前が奴を殺せ！　殺せぇっ！」

「……」

　百済儀は目を閉じ、無む言ごんで砕河を押おし留とどめていた。ひとしきり暴あばれ、百済儀が自分を離す気がないのを悟さとったのか、砕河はやがて全身の力を抜いて項垂うなだれた。百済儀の手と合わさっていた左手が、するりと床ゆかに抜け落ちる。

「く」

　激げき怒どの発はつ露ろは静かに途と絶だえ。代わりに──肩が震ふるえ始めた。

「……くく。ははは」

　呆あきれたように。ひどく無気力に。彼女は全てを嘲あざ笑わらう。

「は、は……傑けつ作さくだ。笑いが止まらんな。ただ騙されていただけときたか。我等は、自分達とは全く関係のない龍りゆうを復ふつ活かつさせるために──この地に飼かわれていた、豚ぶたなのか」

　左手で摑つかむようにして自らの顔を覆おおい隠かくし、長い白はく髪はつを揺ゆらす。喉のどの奥から漏もれる嘲ちよう笑しようはいつまでも終わらない。

「やはり、私が考えていたことは正しかった。五百年もの間、愚かにも騙され続けていた一族。他人の掌の上に乗せられたまま、無意味に自分の命を削けずっていた一族。滑こつ稽けいだ。滑稽すぎる──まさに、道どう化けではないか」

　砕さい河かの肩に手を置いたまま、百済くだら儀ぎは静かに彼女の言葉を聞いていた。何かに迷まようように瞳ひとみを揺ゆらしていた彼が、唇くちびるを嚙かみ締しめて顔を上げたとき。

　彼の背はい後ごに、誰だれかが立った。振り向く彼は、そこに白い女の姿すがたを見る。

　彼女は、煙草たばこを吸いながら。帽子の下で、両目を鋭するどく細めながら。

　言った。

「さて、聞こうか」

　百済儀は身体を捻ひねり、砕河の前を開ける。砕河は笑いを止め、今までとは全まつたく異ことなる雰ふん囲い気きを身に纏まとった女の顔を見上げた。

　彼女は意い志しを求めている。選せん択たくを求めている。

　結けつ界かい師しとしてではなく。

　ただの──逃にがし屋やとしての言葉を、絵え馬まは発した。

「逃げたいと思っているかい？」




「何だ……それは」

「私の信しん念ねんでね。逃げる意志のない奴やつは逃がさない。だが、その意志がありさえすれば──私は、どんな閉へい塞そくからもそいつを逃がしてやる。ありとあらゆる力と手しゆ段だんを使ってね」

「だから、何故なぜ、私にそんなことを聞くのだ！」

「おや。聞くべきだと思ったから聞いただけだが。間ま違ちがっていたかい」

　軽く言う絵馬に、砕河は怒ど鳴なった。

「当たり前だ！　この龍りゆうの顎あごから逃のがれたところで、島は崩くずれ落おちる。逃れなくとも、いずれ龍が生き返り島は失われる！　どうにもならん。私も、一族も、もう──どうにもならん！」

「他の奴等のことを気にしてんのか。じゃあ、全員分の面めん倒どうを見よう。逃げる意志があればな」

「戯たわけたことを。第一、何処どこに逃げようと言うのだ。我等の住める大地が他にあるものか。逃げるも逃げないもなく、我等はここにいるしかないのだ！　いずれ滅ほろびるとわかっていても！」

　絵馬は咥くわえ煙草のまま、帽子を軽く押し下げた。つまらなさそうに、呟つぶやくようにして言う。

「いずれ滅びるのがわかっているなら、今ここで全てを捨てても同じだと思うがね」

「貴き様さまに、わかる、ものか……五百年も騙だまされ続けていた我等が、今さらどうやって逃げる。何処に逃げる。どんな顔をして逃げる。無意味だろう。全てが無意味に、終わったのだ。いや、終わっていたのだ。遥はるか昔に、もう……」

　砕河の言葉は、尻しりすぼみに消えていく。絵馬は微かすかに首を横に振り、背はい後ごの天あま宮みやが持っている灰はい皿ざらに再ふたたび煙草を投げ入れた。

「そう、か。あんたがその意い志しを持ってないって言うんなら、私に出で来きることは何もないな……帰らせてもらうか」

　踵きびすを返す。その途と中ちゆうで、百済くだら儀ぎと視し線せんを合わせ、言った。

「すまんね。そういうことなんで、あんたの望みは叶かなえられそうにない」

　百済儀は何かを言いかけ、絵え馬まの顔を見、結けつ局きよく何も言わないまま口を閉じた。彼は諦あきらめたのか。そうだとすれば、彼は確かつ固こたる意志を持って諦めたのだろう。なんと強い、なんと忠ちゆう実じつな、愚おろか者ものだろうか。目を細めて僅わずかに俯うつむくその姿すがたは、何者にも揺ゆり動うごかされない信念を持った騎き士しが王の命令をじっと待っている光こう景けいを思わせた。

　ぼんやりと座すわり続ける刻きざ視みの前で、絵馬は社やしろの入り口に向かっていた足を一いつ旦たん止める。

「何なんだ、あんたは。何がしたかったんだ？　これから何をするんだ？」

「それを、考えておるところよ……正直な」

「騙だまされた私が、あんたをぶっ飛ばすとは思わないのか」

　刻視は一いつ瞬しゆんだけ苦く笑しようした。

「殺すか」

「そこまでするつもりはないが……殺して欲しいのか？」

「いいや。儂わしは死にたがりではない。襲おそわれれば、戦う……それは本質的に終わりとは違うものであるしな」

「何言ってんのか、よくわからんが」

「しかし、単に儂に苦く痛つうを与えたいというだけならば──好きにすればいい。何か……こう、何か、な。疲つかれたのよ。今は何も考えられぬ。どうにでもしろ、という気持ちじゃ」

　ひどく疲ひ労ろうした調ちよう子しで、刻視は言葉を紡つむぐ。視線は龍りゆうの骸むくろに固こ定ていされたままだ。

　良い奴やつだとは言いい難がたい。この女はずっと、誰だれもを騙し続けていたのだ。しかし──何故なぜか、その虚うつろな表情からはそれほどの悪意を感じることは出で来きなかった。嫌けん悪おと苛いら立だたしさはあるが、それは激げつ昂こうに変じるほどのものではない。比ひ較かくにならないような被ひ害がいを受けた砕さい河か達にとってはそうではないだろうが。

「何か、まだ私に話してない目的とかがありそうだな。ただ単にこの島と土つち蜘蛛ぐもを玩具おもちやにしたわけじゃないんだろ」

「目的がないとは言わんが。それは儂の個人的な問題よ。ずっと探さがしておる。ずっと、考えておる。この島も、その答えを得えるための一つの可か能のう性せいにすぎん──賭かけは終わったが、結けつ末まつだけは見届けたいな。儂の処しよ遇ぐうがどうなるにせよ、しばらく時間をくれ」

「だから何を言ってるのかわからんって……まぁいい。その処遇を決めるのは、多た分ぶん私じゃないしな。好きにしろよ」

　手をひらひらと振り、絵馬は彼女を見限ったようにその前を立ち去った。

　社の戸を僅かに開け、その隙すき間まから外を覗のぞき見みる。今のところ、土蜘蛛達はまだ大人しく殺気立ってくれているようだ。

「倫りん太た郎ろう。前を向いたままで聞け」

　小さく呼ぶと、少年の背中が近付いた。

「……どうなったの？」

「悪いがもう少しだけ待ってくれ」

　ちらりと背はい後ごを振り返る。龍りゆう骸がいに囚とらわれた女と、傍かたわらに立つ男と──二人を見つめる、黒髪の女がそこにはいた。

　絵え馬まは面おも白しろそうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「従じゆう業ぎよう員いんが、お客様にアドバイスを差し上げるところだ」




　　　　　２




　隻せき腕わんの結けつ界かい師しが眼がん前ぜんを立ち去ってからも、まだ自分を見つめる瞳ひとみがあった。

　あくまでも、静かに。黒の瞳ひとみは揺ゆれない。

「……何を見ている」

　見み慣なれない青色の洋服を纏まとった、黒髪の女。端たん整せいで冷たく、人形のような印いん象しようを覚おぼえさせる造ぞう作さくの中、その瞳だけが紛まぎれもない意い志しを持って開かれている。

　何をするでもなく、ただ、女は立っていた。身じろぎ一つすることなく、その視し線せんで自分を射い抜ぬき続つづけている。無表情が理由か、視線の意味は幾いく通とおりにも感じられた。

　見ている。彼女は見ている。

　観察するように。詰きつ問もんするように。非ひ難なんするように。憂うれえるように。哀あわれむように。

　──懐かい古こするように。

「何を……見ている！　笑いたくば笑えばいい！　どうだ、私は、我が一族は愚おろかだろう！　愚かをわかっていながら、何もしない、何も出で来きない。それこそが愚かの極きよく致ち、無意味の極致だ！　この私ですら最高に可笑おかしいのだ、気にすることはない。笑うも嘲あざけるも好きにしろ！」

　人形の口が動いた。小さく。誰だれに聞かせるでもなく、強しいて言えば自分に言い聞かせるように、その単語を繰くり返かえす。

「……無意味」

　彼女は黒髪を揺ゆらした。首を縦たてに振ったのか横に振ったのかもわからないほど、微かすかに。

　目が細まり、そして平へい坦たんで沈ちん着ちやくな声が発せられる。そこにはやはり、表情はなかった。

「貴女は、かつての私と同じ」

　砕さい河かは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「無意味が本当に無意味なものならば、無意味と断だん定ていする必ひつ要ようすらない。貴女は、ただそう思いこもうとしているだけ。他に道は幾いくつもあるのに、ただそれを選ぶことに怯おびえて目も耳も塞ふさいでいるだけ」

「何……だと？」

　女には会話をしているという意い識しきはないのだろう。自分の考えを伝つたえさえすればそれでいいと思っているように、一方的に言葉を続けていく。

「気付かないのならば、気付いていないと思いこんだまま停てい滞たいを続けるのならば、それこそが愚おろか。この世でただ一つ──当人の意い志しだけが、その愚かに対たい抗こうする術すべでしょう」

　そして一方的に、話を終わらせた。

　砕さい河かはその背中が遠ざかるのを見ない。俯うつむいていた。

「それでも、もう……終わっているのだ」

　茫ぼう然ぜんとした呟つぶやき。力のない、全ての気力を失った廃はい人じんのような呟きだ。

　彼女の肩に、そっと手が添そえられる。

　この島にいる大勢の仲間達のことを、そのとき改めて思い出した。

「ああ……そうだ。皆みなの者に、どう説明すればいい。言わねばならん。しかし、言えるものか──この島が、唯ゆい一いつの聖せい地ちが、偽いつわりの楽園であったなどと」

「……お社やしろ様」

　砕河は顔を上げた。今までずっと自分に付つき添そってくれた、最初から最後まで自分の味み方かたでいてくれた、一人の男の顔を見やる。

「百済くだら儀ぎ。すまぬな。我等は、気付けなかった。最も近い位い置ちにいるお社が、騙だまされていることにまず気付くべきだったのだ。何百年も愚かで……そしてこの私も、愚か。何故なぜ、考えようとしなかったのか。何故、この楽園が永遠だと思いこんでいたのか。すまぬ。すまぬ──百済儀。罵ののしってくれていい。私は、無む能のうだった」

　彼は、静かに首を横に振った。

「いいえ。この世に永遠の楽園などないのは初めからわかっていました。しかし──確かに、ここは楽園だったのかもしれません。私は、幸せでした」

「……偽りだったのだぞ？」

　百済儀。いつも自分と共にあり。いつも優しく自分を見守っていたその男は。

「それでも。貴女がいましたから」

　いつも通り──

　優しく、微笑ほほえんでいた。




　この男を信じているか。当たり前だ。

　この男を守りたいか。当たり前だ。

　この男と生きたいか。当たり前だ。

　この男を───いるか。




　……当たり前だ。




　砕さい河かは、無む言ごんで、左手を床ゆかに叩たたきつけた。

　もう一度。

　俯うつむいたまま、強く握にぎった拳こぶしを、ただ力ちから任まかせに床にぶつける。駄だ々だっ子このように。何度も。何度も。何度も。

「……るだろう」

　小さな声が聞こえた。掠かすれた、今にも消え去ってしまいそうな、小さな声が。絵え馬まは苦にが笑わらいしながら振り返り、ゆっくりと社やしろの奥に向かって歩き出した。

「なんだって？」

　聞き返すと、砕河は涙なみだに濡ぬれる顔を上げ、自棄やけになったかのように、叫んだ。

「──逃げたいに決まっているだろう！」

　近付く絵馬に、さらに砕河は感情の籠こもった叫さけびをぶつける。

　もはや何かが切れてしまったのか、ぼろぼろと涙を零こぼしながらそれを拭ぬぐおうともせず、泣きながら怒おこっているような顔で、彼女は絵馬を睨にらんでいた。

「どうだ、これで満足か！　何度でも言ってやろう、逃にげられるものならば今すぐにでも逃げてやる！　だが出で来きない。それでも逃げるわけにはいかない！　一族の皆みなとてそう思うはずだ。偽いつわりとはいえ、確かな楽園が今ここにあるのだ！　今さら、一族の者達がこの地を捨て去るはずはない！　捨て去るということは寿じゆ命みようがあと三日に決まってしまうということだからな！　結けつ局きよく、我等は龍りゆうが復ふつ活かつするまで、あるいは私の命が尽つきるまで──浅あさましく、少しでも長く生きるために、ここで騙だまされたまま暮らし続けるしかないのだ！　さあ、どうする？　どうにもならんだろう！」

　砕河の前で靴くつ音おとを止め、絵馬は彼女を見下ろして笑った。

「そこを何とかするのが私の仕事だ。あんたが考える必ひつ要ようはない。逃げたいって私に言っただけで、あんたは役割を終えてるんだよ」

　龍の骨ほね。その鼻先をぴたぴたと叩きながら、言う。

「あんた一人を逃がす方法は、まぁ単純だ。しかし、全員分の面めん倒どうを見るって言っちまった手前──あいつらのことを考えないわけにはいかないな。さーて」

「全員を……本当に」

「噓うそは言わないよ。一族郎党、全員まとめて逃がしてやろうじゃないか」

　絵馬はふと百済くだら儀ぎを見た。

「あんたも、そっちのほうがいいだろ。何も他の奴やつらが嫌きらいだから見捨てようとしたんじゃあるまい？」

「それは」

　常に冷れい静せいな彼が、珍めずらしく言葉を詰つまらせる。

　その隙すきに砕さい河かが口を挟はさんだ。気になる単語に黙だまっていられなかったのだろう。

「見捨てる、とはどういうことだ」

「言ってもいいのかな。あんたが私に頼たのもうとしたのは、多た分ぶんこういうことだろ。砕河を生きたまま龍りゆう骸がいから解かい放ほうする方法を見つけ、逃にがしてくれれば、烏からす天てん狗ぐを返す──とかな。そうなれば私達は刻きざ視みを連つれて逃げるだけだからな。必ひつ然ぜん的てきに、後こう継けい者しやのいなくなった島は滅ほろびる。つまり島の奴やつ等らを見捨ててでも、あんたは砕河を助けようって思ってたわけだ。だろ？」

　百済くだら儀ぎは頷うなずき、神しん妙みような顔で砕河の前に跪ひざまずいた。

「その通りです。私は、一族の皆みなを裏うら切ぎろうとしていました。私こそが、ひどい愚おろか者ものです。お社やしろ様。お許ゆるしを」

「百済儀。お前──」

「裏切り者の種類にもピンキリあるがね……そいつほど決意を持った裏切り者も珍しい。ま、私には関係ないか。あとはそっちで好きにやってくれ」

　絵え馬まは社の天井てんじようを見上げた。何故なぜか大穴が開いている。一いつ瞬しゆんだけ怪け訝げんに思ったが、それ以上気にすることもなく彼女は独ひとり言ごとのように続けた。

「全員を逃がすのはいいけども。さっき言った通り、問題は逃げる意い志しがあるのかどうかだな。どうするかね……いや、そうか。ここにあるから面めん倒どうなんだな。なくせばいい。うん、やることは一いつ緒しよか。多少強ごう引いんだが、それから聞くとして──」

　一人で頷うなずいている絵馬に、砕河が聞いた。

「どうするつもりなのだ」

「私は全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって新たな土地を見つけてやる気ではいるが、たとえ私が単純にそう言ったところで奴等は信じようとはしない。だろう？」

「おそらくな」

　奇き妙みようなよそ者の戯ざれ言ごとに乗って三日後に死ぬなら、それより少しでも長く生きていようと、土つち蜘蛛ぐも達はこの島に留とどまり続つづけるだろう。

　それでは意味がないのだ。砕河の望み。逃げたい者全員をこの大地から逃がす。選せん択たく肢しがあるのに見ようともしない土蜘蛛達は、その前ぜん提てい──逃げたいか逃げたくないかすら考えない。

「さっきあんたが言ってたことだね。安あん易いな楽園が今ここにあるから。いずれ滅ほろぶとわかっていても、それをあえて捨て去る覚かく悟ごがないから、逃げられない……だったら」

　絵馬は帽子を人差し指で弾はじき上あげ、不ふ敵てきな輝かがやきを宿した瞳ひとみを砕河に晒さらした。

「その覚悟を持たせるしかないだろう？」




　やることは決まった。しかし、どうやってそれをやればいいのか。

　これまでと同様の人ひと質じち作戦は通用しまい。もしも『自分の動きを見み過すごさなければ砕さい河かを殺す』と言ったところで、自分のしていることに感づかれれば終わりだ。砕河が殺されようがどうしようが、奴やつ等らは自分を止めに来るだろう。砕河とこの島。失えば取り返しがつかないのはどちらか。比ひ較かくする必ひつ要ようもないほどどうしようもない問題だが、答えははっきりしている。

　そして時間も問題だ。時間がかかりすぎてはいけない。時間をかければかけるほど、土つち蜘蛛ぐも達に自分達の目的がバレる可か能のう性せいは高まるのだ。

（聞いてみるか）

　絵え馬まは刻きざ視みの前に立つ。彼女は先せん刻こく話していた通り、妙みように真しん剣けんな顔でじっと事じ態たいの推すい移いを見守っていた。

「この島の結けつ界かい。一度に解かい除じよする方法はあるか？」

「ない。簡かん単たんに解除されてはこちらが困こまるのでな」

　刻視はあっさりと答えた。

「ふむ……厄やつ介かいだな」

　極きよく論ろんを言えば一番の決定的な結界だけを解除出来ればいいのだが、それは無む理りだ。以前感じた通り、曖あい昧まいの中に紛まぎれこんでしまっている。どの結界材でどのように配はい置ちされているのかが全くわからないのだ。結局、この島に張られている結界全てを解除するしかない。

　結界材を探さがし、手当たり次し第だいに解除するか？　しかし、それは時間がかかりすぎる。

「手て伝つだう気は？」

　駄だ目めで元々、絵馬は言った。

「ない」

　それもあっさりとした答えだった。

　刻視はふいと絵馬の顔を見上げ、苦く笑しようした。

「賭かけは終わったが、儂わしは傍ぼう観かん者しやでいる。そのために、そのためだけに、儂は今ここにいるのだ。協力はせんが、邪じや魔まもせん。いないものとして扱あつかえ」

　やっぱりか。

　さてどうしようか、と大きな息を吐いたとき、絵馬は思い出した。

（ああ……そう言えば）

　口元が緩ゆるむ。いけるかもしれない。

　自分好みの力ちから技わざ。細かい問題はあるが──なんとかなりそうだ。

　いきなりにやにやと笑い出した絵馬に、刻視が怪け訝げんそうな目を向けてきた。

「どうした？」

「なぁ、刻視さんよ……あんたは私に依い頼らいした。他に目的があったとしてもね。んで、私はあんたを確かに、『土蜘蛛達の追つい跡せき』から逃にがそうとしている。私のやろうとしていることが上手うまくいけば、もう狙ねらわれることはなくなるだろうからな」

「それは──そうかもしれんが。だから？」

　絵え馬まは刻きざ視みの目の前に手を伸ばし、これみよがしに掌てのひらをニギニギさせた。

「報ほう酬しゆうを頂いただこう。今、ここで」










　或る旅人の記憶（Ⅰ）




　彼は友のような存そん在ざいであり、同時に好こう敵てき手しゆのような存在でもあった。つまりは──自分に似ていたのだろう。何をするでもなく、何を話すでもなく、幾月も共に空を眺ながめた。たまに笑いあい、たまに戦い、たまに寄より添そって眠り、たまに空を眺めた。

　そんな関係。




　その彼は今。

　自分の腰こしの下で、死に瀕ひんしている。




「我は……死ぬのか」

「そうじゃな」

　いつもと同じように空を眺めながら、淡たん々たんと答える。問いを発してきたのは、自分が座すわっている──龍りゆうの頭。穏おだやかな波間に長々と浸ひたされた龍の身体に、力はない。彼の自じ慢まんだった白い鱗うろこも、大半が焼やけ焦こげ、凍こおりつき、切きり裂さかれ、血を流している。片目は既すでに潰つぶれており、残ったほうの目もつい先さき程ほどまで閉じられていた。

　その全てを行ったのは、彼に全ての苦く痛つうを与えたのは、彼を殺したのは、自分である。激しい戦いだった。

　何処どこかの山奥で戦いは始まったが、一昼夜も戦い続ける間に場所は変わり、龍りゆうの動きが止まったときには発ほつ端たんの地から離はなれたこの海にまで来ていた。

　そして今、こうしている。

　戦いの間は、龍は一言も言葉を発しなかった。空に轟とどろく咆ほう哮こうをひたすらに続けながら、何も見えていないかのように──実じつ際さい、自分と戦い始めたときにも反はん応のうは全くなかった──ただ近くにいたモノを食らい、破は壊かいし、暴あばれていた。

　聞きたいことがあった。話せるうちに、聞いておきたい。

「何故なぜ、あのようなことをしたのじゃ。お主が食らったのは皆みな、罪つみもないモノ達ぞ」

「何故……と聞くか。ならば我も問う。何故……止めたのだ」

「なに？」

「信じられぬことだが──我のほうが、汝なんじより短かったようだな。寿じゆ命みようが」

「……当然じゃ。先せん刻こくも言ったが、その未来はもはや避さけられん」

「違う。それ以前に、生物としての自然な『限界』が訪おとずれていたのだ」

　龍の嘆たん息そく。腰こし掛かけている額ひたいまでもがびりびりと震ふるえ、海には新たな大波が作り出される。

「それを悟さとったとき、我は恐おそれた。真しんに恐れた。自らが滅ほろぶということに。我という存在が消えるということに」

「……」

「耐たえられぬ。だから、生きようと足搔あがいた──それだけだ。人間どもには弱じやく肉にく強きよう食しよくという言葉があろう。長き時を生きる我等にとっては、他の妖よう物ぶつも人間も等しく……弱く、愚おろかで、矮わい小しような食物にすぎぬということに、そのとき初めて気付いた。狂くるいながら、気付いた」

　それほどまでに。

　これまでの時、無む益えきな殺せつ生しようなどしたこともないこの龍が狂うほど。

　それは、恐おそろしいことだったのか。

「強きものが弱きもの、愚かなものを食らって何が悪い。それがこの世の理ことわりであろう。だから、何故──止めた。我は、間ま違ちがってはいないはずだ」

「……見過ごすわけにもいかぬ。この国でお主を止められるのは、今はおそらく儂わししかおらん」

「愚かしい。愚かしい。汝とて、同じこと。永遠に近き時を生き、そしていざその永遠が潰ついえそうになると──汝なんじは必ず、我と同じになるだろう」

　そうなのか。そうだろうか。そうかもしれない。そうではないかもしれない。

「他の者を食らい続ければ、我はまだ生きていられたはず……何故だ。何故、止めた。間違っている。汝は、間違っている」

　龍の言うことが正しいのか。自分は間違っていたのか。いや、しかし──。

　肯こう定ていと否ひ定ていとが脳のう裏りを錯さく綜そうする中。

　ふと、ぞくりとする。

　もしも、自分にも寿じゆ命みようが来たら。何時いつかはわからないが、そのときが来たら。

　確かに、自分も狂わないという保証はない。つい先さき程ほど、考えてしまったではないか。思ってしまったではないか。龍りゆうと自分は、似ている存在だと。

　その曖あい昧まいな類るい似じ性せいが、発生した問いを無む視しすることを完全に不ふ可か能のうにする。

　使い古された、けれども誰だれも解かいを見み出いだしていない、単純な問い。

　呪のろいをかけられた、と思う。

　考えたところで答えを得えることは出で来きないのかもしれなかった。それでも、考えるのを止めることが出来ず、その疑問を忘れることも出来ないのならば──それは確かに、呪いのようなものだ。自分は逃のがれられぬ呪いに囚とらわれてしまった。これからの時、残された時の全ては、その答えを探さがすことに費ついやされるだろう。たとえ、自分が望まなくとも。

　疑問。




　強きものが弱きものを食らいつくすこと、それが本当に自然の理ことわりなのだろうか？

　長き時を生きるものは、その摂せつ理りに従したがって何処どこまでも足搔あがくべきなのだろうか？




　波を生む呼こ気きが、次し第だいに小さくなっていく。

「龍よ。生きたいか」

「当とう……然ぜん」

「ならば、一つ賭かけをするか」

　言うと、足元の龍の瞳ひとみが僅わずかに動いた。

「賭け、とは」

　思いつくままに、口を動かす。

「お主が先せん刻こく食らっていたモノはな。この地に古きより住まう、特別な土つち蜘蛛ぐもだったらしい。そしてお主が狂くるうままに破は壊かいした大地は、その土蜘蛛が唯ゆい一いつ生きることの出来る、かけがえのない聖せい地ちだったと」

「……それが」

「用意しようではないか。お主の言う通り、奴やつ等らが真しんに愚おろかで矮わい小しようならば、いずれお主が存そん在ざいを取り戻すことが出来るような場を」

　奴等は新たな聖地を求める。その性質を利用し、奴等の愚かさ次し第だいによっては龍が復ふつ活かつするような機き構こうを作るのだ。しかし賭けは公平でなくてはならない。もしも奴らが愚かでなかったならば、つまり自らが騙だまされていることに気付いたならば、逆ぎやくに龍は完全な滅ほろびを迎えることになるだろう。

「お主の言葉に納なつ得とくしたわけではない。儂わしの行動が間ま違ちがっていたと、思っているわけでもない……が、正しかったとも断だん言げん出で来きない以上、多少なりとも心苦しくはあるのでな。救きゆう済さい措そ置ちというものか。このような賭かけくらいさせてやろうかと思ったのじゃが」

　龍りゆうは最後の一ひと息いきで、こう言った。

「承しよう知ち」

　それきり、波の音しか聞こえなくなる。

　虚うつろに開かれた目をしばらく眺ながめ、そしてまた頭ず上じようを振ふり仰あおいだ。

　賭け。

　それは本当に、ただの賭けだったのか。ただの救済措置だったのか。自分の偽ぎ善ぜんと欺ぎ瞞まんに満ちた愉ゆ悦えつ以外に、何かの意味を求めたものではなかったか。

　意い図と的てきに、考えるのを止めた。いずれにしろ、結けつ果かはすぐにはわからない。何百年かはかかるだろう。それより先に、舞ぶ台たいの用意をしなくては。

　首を捻ひねり、肩越しに背はい後ごを見やる。龍の長い肉体、そのところどころは既すでに崩くずれ落おち、海中の魚達に貴き重ちような養よう分ぶんを提てい供きようしている。命を失った妖よう物ぶつが消しよう滅めつするのは早い。

　立ち上がり、あらゆる力とあらゆる道具とあらゆる知ち識しきを用い、作り始めた。

　偽いつわりの楽園を。




　丸一日かけてその『島』が完成すると、土つち蜘蛛ぐも達が暮くらしていた聖せい地ち、狂くるえる龍を最初に見つけ交戦した場所に向かった。土蜘蛛達は絶ぜつ望ぼうし、誰だれもが項垂うなだれていた。何処どこにあるかもしれない、何処にもないかもしれない次の聖地を探さがす気力は完全に失うしなっているようだった。

　龍の死体を用いて、代わりの聖地を作った。よければ案内する。

　一も二もなく頷うなずく彼等に、付け加える。ただし。

　これは禁きん断だんの仙せん術じゆつなので、自分の汚お名めいを後こう世せいに残したくはない。自分の名は聞かず、自分の存そん在ざいも伝でん承しようしないこと。

　その噓うそだらけの条件を彼等は吞のんだ。何を勘かん違ちがいしたか、涙なみだを浮かべて感かん謝しやしてくるものもいた。後うしろめたくはなかった。だからと言って愉ゆ快かいでもなかったが。

　首しゆ尾びよく土蜘蛛達を島に案内し、その場から消える。

　後あとは気付くかどうかだ。気付くのか。気付かないのか。気付くとすればいつ気付くのか。どう気付くのか。

　賭けはどちらが勝つことになるのだろうか。

　……わからない。

　いずれにしろ、たまには島の様よう子すを観察しに戻ってこなくてはならないだろう。




　世界には多くのモノがいる。自分よりも長く生きているモノも大勢いる。答えを出しているものはいるのだろうか。自分に答えを与えてくれるものはいるのだろうか。

　自分に時が残されているうちに。

『終わり』の瞬しゆん間かんが訪おとずれる前に。

　会って、聞かなくては。

　強きものと弱きものの理ことわりについて。




　そして、彼女は旅に出る。
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　今までずっと外を見張っていた少年が誰だれかに呼ばれ、社やしろに入った。すると中が俄にわかに騒さわがしくなる。土つち蜘蛛ぐも達はお互たがいの顔を見合わせた。

　しばらくして、前まえ触ぶれもなく社の戸が開いた。そこから誰かが大おお股またで歩いてくる。

「ふざけるな！　もう付き合ってられん！」

　それは肩を怒いからせ、社の中に向かって捨すて台詞ぜりふを吐く烏からす天てん狗ぐだった。当然ながら縛いましめは解とかれている。

　彼に一いつ瞬しゆん遅おくれて、白いスーツの女が慌あわてて飛び出してきた。

「待て、お前がいなかったら帰れないだろう！」

「知ったことか！」

「み、見捨てないでくれぇぇえ」

「……知ったことか！」

　憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべる烏天狗の翼つばさが、無む慈じ悲ひに動き出した。ふわりと浮ふ力りよくを得えて浮かび上がる彼の足に、絵え馬まはなんとかしがみつく。隠かくる夜やはそれには頓とん着ちやくせず、無む言ごんのまま天高く舞まい上あがった。手を離はなさなかったので、当然ながら彼女も飛ぶ。

「おお。おお？　うわ待て、落ちる！」

「し、知ったことか」

　土蜘蛛達にも飛行能のう力りよくはあったが、それは『飛ぶ』というよりは『浮かぶ』という表現が適てき当とうなほどの微び々びたる力だ。追いかけることも出で来きず、土蜘蛛達はぽかんとした表情で二人が山の向こうに消えるのを眺ながめるだけだった。

　何だったんだあれは。

　もう一度、彼等が顔を見合わせたとき。

　今度は静かに、黒髪の女が中から姿すがたを現した。青いメイド服を身に付け、腰こしには黒いポシェットを装そう備びしている。空中に軽く一礼した彼女は、階段の上から土蜘蛛達を見回して、ひどく落ち着いた声こわ音ねで言った。

「代表者の方は……いらっしゃいますか？」

　日ひ新あらたが土蜘蛛達の輪わの中から無む言ごんで一歩を踏ふみ出だす。彼は腕うで組ぐみをしたまま、不ふ機き嫌げんそうに自分の顎あご髭ひげを撫なで付つけていた。

　天あま宮みやは日新の瞳ひとみを真ま正しよう面めんから見つめた。

「残念ながら。貴方がたにボートを押さえられ、現状では唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ手しゆ段だんであった烏天狗さんは、御ご覧らんのように勝手に飛び立っていってしまいました。私達の主あるじを連れて。戻ってきてくれるとは限りませんし……自分達でなんとかしなくてはなりません。とりあえず、そこを通りたいのですが」

「通すわけがあるまい。あの小娘を置いていくなら話は別だが」

　天あま宮みやは首を横に振る。

「私達も仕事ですので。彼女は渡わたせません」

「自分だけさっさと脱だつ出しゆつするような人間に義ぎ理り立だてする必ひつ要ようもあるまいが」

「関係ありません。私は全力で自らの役目を果はたします」

　瞳ひとみを揺ゆらさないまま、天宮はきっぱりと答えた。僅わずかも言いよどむことなく。そこにあるのはひどく清せい廉れんな意い志し。誰だれの目にも明らかな意志。

「しかしこのまま時が流れるのを待っていても事じ態たいは好こう転てんしないでしょう。私達は包ほう囲いを突とつ破ぱする方法を思いつかないまま、貴方達は主あるじの身を案あんじたまま……そう、今もあの少年が貴方の主様をいつでも殺せる位い置ちにいます。短たん慮りよな行動は慎つつしまれるがよろしいかと」

「ぬ……」

「しかし先さき程ほども言った通り、この膠こう着ちやく状じよう態たいを続けていても仕方がありません。ですから、わかりやすく──勝負を致いたしませんか」

「勝負だと？」

「はい。私と貴方が戦い、私が勝てば貴方は道を開け、ボートを渡す。貴方が勝てば我々は二人を解かい放ほうし、刻きざ視み殿を引き渡す、というように」

　天宮がそう言うと、日ひ新あらたは眉まゆをぴくりと震ふるわせた。疑うたがいに満ちた眼まな差ざしを保たもったまま、口元を引き結んで何事かを考える。次に低い声が発せられたのは、それからたっぷり三十秒ほどは経たってからのことだった。

「……貴き様さま等らがその約やく束そくを守る保ほ証しようは？」

「保証などというものはありません。信じてもらうしかないでしょう。それはこちらとて同じことです。私にしても貴方を倒たおした途と端たんにそちらの残り全員に襲おそわれる可か能のう性せいがあるのですから。これはお互たがいの誇ほこり、信しん義ぎの問題です」

　天宮は一いつ片ぺんの躊ちゆう躇ちよも見せず、開き直ったかのように滑なめらかに答えた。

　日新は黙もつ考こうする。

　確かに、このまま膠着状態が続いてもいいことはない。負けるつもりはないし、たとえ負けて、奴やつ等らに逃にげられたとしても──島の外で再ふたたび奴等を捕ほ捉そく出で来きる可能性もなくはない。

　しかし、それは可能性として存そん在ざいしているというだけだ。実じつ際さいに出来るのかどうかは、甚はなはだ疑問ではあった……。

　彼の様よう子すを見ていた天宮が、ふと、頰ほおの筋きん肉にくを動かした。それは紛まぎれもない、冷れい笑しよう。

「……それとも、自信がおありでない？」

　日新は結論を出した。

　要ようは勝てばいいのだ。絶ぜつ対たいに負けることはない。約束はともかく、この戦いに勝てば邪じや魔ま者ものを一人減へらせるのは事実だ。

「いいだろう。やろう」

　言うと、天あま宮みやは了りよう承しようしたとばかりに頷うなずいた。

　日ひ新あらたは周しゆう囲いの土つち蜘蛛ぐも達に向けて腕うでを振る。

「下がって人ひと壁かべを作れ。手出しは許ゆるさんぞ」

「あたしにやらせて。こんな楽しげな戦い、独ひとり占じめはずるいわ」

「駄だ目めだ」

　日新が唯ゆい咲さきの提てい案あんを一いつ蹴しゆうすると、彼女はむっとしたように眉まゆを寄せた。

「……どうして？」

「わからんのか」

「ええ、わからないわね。あたしが仲間として信用ならないから？　敵てきを切きり刻きざむのにそんなの関係ないでしょう。誓ちかってもいいわよ、あたしがやれば絶ぜつ対たいにあの女を八やつ裂ざきに」

「いい加か減げんにしろ」

　と、日新が唯咲の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。唯咲は突然のことに目を見開いている。

「まだそんなことを言っているのか。いいだろう、教えてやる」

　顔を近づけ、ドスのきいた声で、日新は言った。

「俺がお前を戦わせん理由はな。お前では絶対に奴に勝てんからだ」

「は？」

　唯咲はその言葉を耳にして、可笑おかしそうに唇くちびるを歪ゆがめた。

「冗じよう談だん？　あんな女、そりゃ鬼おにだから少しは戦えるんだろうけど、このあたしの糸で切れないわけが」

「切れるだろうよ。お前の大好きな血も見られるはずだ。腕も飛ぶし、足も飛ぶかもしれん。だが最終的には、奴やつはお前の腹に爪つめを突き立てているだろう。手足を全て切られようとも、お前の喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎっているだろう」

「なんで、そんなこと……」

「わかる。強いか弱いかで言えばお前のほうが確実に強い。だが、今戦えば勝つのは奴だ。そういう目をしている。奴はそれだけの意力と鋭えい気きを持っている……奴に勝つにはそれ以上の覚かく悟ごが必ひつ要ようだ。俺はそれを持っている。だがお前は持っていない。血が見たいから遊びたいから、などという子供じみた理由では絶対に勝てん。だからお前は戦わせない。どうだ？　わかったか？　わかったのならば大人しく下がっていろ。邪じや魔まだ」

　畳たたみかけるように言い、日新は唯咲の身体を突き飛ばすようにしてその胸倉から手を離はなした。

　たたらを踏ふんだ唯咲が、きっと顔を上げる。

「わけのわかんないことを……」

　だが日新はもはや彼女を見てはいない。完全に眼がん前ぜんの敵に集中している。

　唯ゆい咲さきはしばらく日ひ新あらたと天あま宮みやを睨にらんでいた。ややあって、彼女はふんと鼻を鳴ならし、地面を蹴けりつけるようにして何処どこかへ立ち去った。

　日新は前へ進む。土つち蜘蛛ぐも達は、彼に言われた通り円を描えがくようにして広がった。社やしろの前の広場に、直径二十メートルほどのリングが作り出される。

　靴くつ音おともたてずに、天宮は階段を下りた。リングの中央、五メートルほどの距きよ離りをおいて、日新と対たい峙じする。

「勝敗条件は──どちらかが戦せん闘とう不ふ能のうになるまで、ということにしましょうか」

「異い論ろんはない。ただし」

　日新は軽く腰こしを落とす。

　天宮はすっと両手を持ち上げる。

「相手を物言わぬ骸むくろにするのも、同じ戦闘不能だな」

「──当然」

　鋼はがねが鳴るような音をたてて、天宮は長く伸びた両手の爪つめを打ち合わせた。




　天宮灰はい理りは、その無表情の下で考えていた。

　噓うそだらけだ。

　待っていても事じ態たいは好こう転てんしない。膠こう着ちやく状じよう態たいを続けていても仕方がない。

　それすらも大噓だった。待っていても事態は好転しないが、事態が悪い方向へ動くことは確かに有り得る。絵え馬まが飛び立っていったままこちらに何のアクションもなければ、土蜘蛛達はそれに何かの意味があるのかということに気付いて島を調べに行くかもしれない。それはこちらとしては非ひ常じように困こまることだった。

　だから天宮は、さりげなく絵馬の行動について説明し、その後すぐに発した予よ想そう外がいの提てい案あんにより土蜘蛛達の注意を引く必ひつ要ようがあったのだ。そうすれば相そう対たい的てきに絵馬と隠かくる夜やについての印いん象しようは薄うすれる。

　それにどの程てい度どの効こう果かがあったのかはわからないが、土蜘蛛達には今しばらく『絵馬はただ単に隠夜に摑つかまっていただけ』と思っていてもらわねばならない。

　彼女の真の目的に。彼女がやろうとしていることに土蜘蛛達が気付けば、どうなるだろうか。激げき怒どするだろうか。絶ぜつ望ぼうするだろうか。いずれにしろ、感かん謝しやはすまい。

（貧びん乏ぼう籤くじを引きやすい人なのでしょうね）

　天宮は人知れず溜ため息いきを吐いた。

「絶ぜつ対たいに負けられぬ。お社様には悪いが、少しだけ本ほん性しようを顕けん現げんさせてもらおう」

　土蜘蛛が本性を顕あらわしていると、多量の大地の霊れい気きを吸いこむことになる。それはつまり、その霊気の元である砕さい河かの寿じゆ命みようを縮ちぢめるということだ。その禁をあえて破るほど、日新は本気で戦うつもりらしい。

　日ひ新あらたの身体が弾はじけた。髭ひげ面づらの男の代わりに、その場に現れたのは──やはり、巨きよ大だいな蜘蛛くも。節ふしだけが白く塗ぬられ、後あとは全てが黒こつ褐かつ色しよくに染そまった太い鉤かぎ状じようの足は大きく左右に広げられている。寝ね転ころんだ天あま宮みやの身体でも余よ裕ゆうを持って跨またげるだろう。足と前後二つに分かれた胴どう体たいのほとんどは不ぶ気き味みな剛ごう毛もうで覆おおわれており、頭とう胸きよう部ぶの前面には赤々と輝かがやく二つの眼、そしてその下には不自然なほど大きな牙きばを具そなえた口が見える。

　普ふ通つうの蜘蛛と生物学的に差さ異いがあるのかどうかは知らないが、確かにそれは見れば見るほどむず痒かゆい嫌けん悪お感かんの湧わいてくる──おぞましい、妖あやかしの蜘蛛に他ならなかった。

「……ふぅ……」

　嫌悪感？　おぞましい？　何を言うか、おぞましさならこの鬼おにの爪つめも負けてはいない。

　天宮は嘆たん息そく一つで全ての感情を閉じた。

　土蜘蛛の腹の下から白い輝きが走り、同時にメイドが跳とぶ。

　戦いは開始の合図もなく、そうして静かに始まった。
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　片腕うでで足に摑つかまるのはやはり無む理りがあったのか。結けつ局きよく、絵え馬まの右手は帽子を押さえることに使われていた。無論人間は飛べないので、その腰こしを抱かかえているのは隠かくる夜やだ。いつかと同じような姿し勢せいである。

「ほらほら、急げ急げー」

「まったく、何故なぜ俺が！　あんな芝しば居いまでして！」

「はは、笑わせるな。『知ったことか！』しか言ってないくせに。最初はともかく、バレやしないかと冷ひや汗あせもんだったぞ」

「……知ったことか」

「おう、何だその反はん抗こう的てきな態たい度どは。誰だれが助けてやったと思ってるんだぁ？　男は借りを倍にして返す生き物だろうがっ」

「くそ……いっそここで放り捨ててやろうか」

「あ、おい、ちゃんと持てよ──おおコラ、だからと言ってムネ触さわるな。訴うつたえるぞ」

「当たったのだ！　触りたくて触ったのではない！」

「慰い謝しや料りよう、慰謝料～」

　暢のん気きに言いながら、絵馬は眼がん下かの島の光こう景けいを眺ながめている。ある方向を指定してからは、ずっとこの調ちよう子しだ。

　この女は変だ、と隠夜は今さらながら確信する。当初の目的──この女について調べる、というのはかくも苦く痛つうを伴ともなうことだったのか。自分にしてみれば、この女の行動は全てが理り解かいし難がたい。見ているだけで頭が痛いたくなる。

「……もし、土つち蜘蛛ぐも達の逃にげ場ばが見つからなかったらどうするつもりだ」

　なんとなく言うと、絵え馬まはすぐさま答えを返してきた。

「何としてでも見つけてやるつもりではあるがね。それが仕事だし。でもまぁ、見つからない可か能のう性せいは確かにある。そうなったら」

「そうなったら？」

　絵馬は軽く肩を竦すくめた。

「あいつらは私を許ゆるしはしないだろう。恨うらまれても仕方がないね。大人しく殺されてやることにするよ」

「ぬ──」

「責任は取る。そうならない自信があるからこんな仕事してるわけだが、失敗した場合の責任は取る。相手は今までの人生全てを捨てて、全てを賭かけて、全ての意い志しで、私を頼たよって逃げることを選せん択たくするんだ。頼られた私が、その意志を受じゆ諾だくした私がその逃がしに失敗したら、全く弁べん解かいの余よ地ちはない。どんなことをされても文もん句くは言えないのさ。どんな願いでも聞くし、相手が私を殺したいと思うのなら……黙だまって殺されてやる。諦あきらめてるんじゃないぞ。そういう意志を、私は持つべきだと思ってるんだ」

　絵馬は首だけを回して隠かくる夜やの顔を眺ながめる。不ふ敵てきに笑って、言った。

「と、いうことだが。逃がし屋がどういうものか、私がどういう奴やつか、わかってくれたかな？」
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　わかるわけがない。

　この島に強ごう引いんについてきてはみたが、何の意味もなかった。この女に関する情報欄らんに『変な人間』という文字が赤い太字で書き加えられただけだ。弱点も見えず、強みも見えず──いや。強み。彼女が時折口に出す、『意い志し』という言葉。それが鍵かぎかもしれない。

　その言葉を口にするとき、彼女の瞳ひとみは、必かならずと言っていいほど──強く、輝かがやいている。

（意志）

　隠かくる夜やは知らず、胸きよう中ちゆうで呟つぶやいていた。

　では、自分の意志とは何なのか。決まっている。

「おや？　脳のうミソ落としたか？」

「俺は！」

「おうっ？」

　突然の大声に驚おどろく絵え馬ま。

　こほんと咳せき払ばらいして、隠夜は続けた。

「俺は、必ず、貴き様さまを倒たおす！　いいか、それが俺の意志だ！　忘れるな、今は勝てなくとも──いつか必ず、貴様を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてくれる！」

　絵馬は楽しそうに目を細めた。

「おっけ、上等。その意志をなくさなければいつかは勝てるさ。ほれ、いい情報その一だ。隠夜くん、よかったなぁ。この島についてきた収しゆう穫かくがあったぞ」

「おのれ、他人ひと事ごとのように……」

「今は負ける気がしないからなー」

「き、さ、ま！」

「冗じよう談だんだよ。そうそう、勝てるとか負けるとか言えば──そろそろ始まった頃ころかな」

　絵馬がふと呟く。

　隠夜も、その意味に気付いた。

「あの鬼おにの娘は一人で戦っているのだろう。心配ではないのか」

「ないね。あれは出で来きないことは出来ないってちゃんと言える女だし、そもそも作戦の言いだしっぺはあいつだ。止めても聞きゃしない感じだったろ。だったら最さい低てい限げんのことはクリアするさ。あいつはそういう奴やつだ。怪け我がの一つや二つはするかもしれないが、まぁ、死にゃしない──奥の手も用意してたみたいだし」

「ふん」

「しかし、自分から作戦を提てい案あんするなんてな。あいつも変わってきたよ。役割を見つけたのか……いや、見つけようとしているのか。いずれにしろ、自分から動こうとしている、何かを動かそうとしていることは評ひよう価かしよう。まー多た少しよう焦あせりすぎかも、とは思わないでもないがね……おっと。おい、隠夜。あそこだ。あの辺に降おりてくれ」

　まるで自分が便利な乗り物であるかのようなこの言いい草ぐさ。胸むねの奥をムカムカさせる隠かくる夜やだったが、この女に新たな借りが出で来きているのも事実だった。仕方なく、素直に降こう下かする。

　どうやらここは島の最さい北ほく端たんのようだった。静せい謐ひつな山を越えてすぐにある砂浜。

　絵え馬まは適てき当とうにしゃがみこむと、懐ふところから何か短い木の枝のようなものを取り出した。せっせと砂を掘ほり返かえし、その枝を砂浜に立てる。

「おっし、完了！　次だ、行くぞっ」

「急せかすな、少しくらい休ませ……」

「あっソー。男のくせにもう弱よわ音ね吐くんだ、ふーん。なーにが戦士だか」

「さっさと行くぞ早く来いこのクソ人間！」

「おーう」

　また絵馬を抱かかえ、隠夜は飛び立った。胸きよう中ちゆうではこの言葉が繰くり返かえされる。男は忍にん耐たい。

　無む論ろん、その後も何度か、手しゆ中ちゆうの人間を投げ捨てたい衝しよう動どうには駆かられたが。




　巨きよ軀くが鈍どん重じゆうであるとは限らない。八本の足は意い外がいなほど細こまやかで素す早ばやい交こう差さを見せ、人間にも引けを取らない速そく度どで前後左右、全方位に移い動どうする。

　速度という点では天あま宮みやも負けてはいなかった。メイド服の裾すそをはためかせ、土つち蜘蛛ぐもの横に回りこもうとする。獣けものじみた前ぜん傾けい姿し勢せいが、視し界かいの端はしに映る白い輝かがやきに反はん応のうして踊おどるように回転した。日ひ新あらたの腹の下から繰くり出だされた蜘蛛糸が、彼女の脇わき腹ばらを掠かすめる。

　不ふ吉きつな予感。糸はそれで動きを止めることなく、さらに彼女の身体を捕ほ縛ばくしようとその軌き道どうを捻ねじ曲まげた。

　天宮は後方に飛とび退すさりながら、右手を一いつ閃せんさせる。糸を断たち切きると、妙みように弾だん力りよく感かんのある手て応ごたえが感じられた。そのまま、さらに走ろうとして──。

「！」

　先せん刻こくの糸と同時に、もう一本の糸が日新の足に沿そうようにして伸びていた。第だい一いち弾だんに気を取られていた天宮はそれを回かい避ひ出来ない。首に巻まきつかれるのだけは回避するために、なんとか左腕うでを差し出す。白の輝かがやきに捕とらわれた左腕は、引っ張ろうが捻ひねろうが解ほどけない。再ふたたび右手の爪つめでその糸を断ち切ったとき、日新の本体は既すでにすぐそこまで近付いてきていた。

「死ねぇっ！」

　振り上げられる前足。その鋭するどく尖とがった先せん端たんに、黒々とした剛ごう毛もうが釣つり針ばりの返しのように生はえているのが見えた。

　背はい後ごにスペースはない。右に避よけるか左に避けるか。しかし、蜘蛛の足は大きく左右に開いている。単純に左右に逃げれば、すぐに詰みだ。

　天宮は跳とんだ。真上に。

　振り下ろされる足になんとか掌てのひらで触ふれ、そこを支し点てんにしてそのまま前方宙ちゆう返がえり。流れる視界の中、身体の何処どこかすぐ傍そばを足が通過する音が聞こえた。土を抉えぐりながら蜘蛛くもの足が大地に突きこまれる。そのまま縦たてに一回転し、天あま宮みやは地面に刺ささった蜘蛛の足を蹴けりつけるようにして、次の運動の支し点てんを生み出した。

　前へ。

　高くなった視し界かい。眼がん下かには無む防ぼう備びな日ひ新あらたの胴どう体たいがある。天宮の爪つめがぴくりと動いたとき、日新の横足が伸びてきた。自らの体の上にまで足が伸ばせる蜘蛛などいないだろう。関かん節せつの稼か動どう範はん囲いを完全に無む視しした、まるで蛸たこのような足の動きだ。

「──っ！」

　空中で身体を捻ひねる。その螺ら旋せんの最中、鬼の爪を足に叩たたきつけると、予よ想そう外がいに硬かたい感かん触しよくが返ってきた。体重の軽い天宮の身体は容易たやすく弾はじき飛とばされる。足が身体に刺さることはなかったが、天宮の爪が足を傷つけることもなかった。

　膝ひざを曲げて衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうし、着地。砂すな埃ぼこりを巻まき上あげながら地面を滑すべる。本体が狙ねらえる絶ぜつ好こうの機会を失った天宮だったが、その顔に落らく胆たんの色はなかった。目を細め、口を引き結んだまま、ゆっくりと立ち上がる。

　日新は八本の足を蠢うごめかせ、彼女に素す早ばやく向き直った。

「貴様の爪ではこの皮ひ膚ふは貫つらぬけんようだな」

「足は、そうかもしれませんが。貴方が今必ひつ死しになって守ろうとした、胴どう体たいや。口や、眼めは……どうでしょう。試ためさせて頂いただけますか」

「断ことわる」

　白い糸が再ふたたび伸ばされ、日新が間ま合あいを詰つめてくる。一つの飛び道具と一つの近きん接せつ武ぶ器き。単純だが強力な連れん携けいだ。

　動け。全身に発した命令に従したがって、天宮の身体が疾しつ駆くする。突入はしない。逃にげもしない。糸をかわしつつ、日新と一定の距きよ離りを保たもったまま、弧こを描えがくようにして移い動どうする。

　その肩は、大きく揺ゆれ動うごいていた。

「速はやさは見み事ごとだが──運動不足のようだな！」

　呼こ吸きゆうを必ひつ死しで整ととのえつつ、自分の持じ久きゆう力りよくのなさを恨うらみつつ、天宮は静かに言った。

「大きなお世せ話わです」
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　彼はものを言わない。彼は何も答えない。

　しかし、彼は生きている。否いな、生き返りつつある。本ほん能のうで他た者しやの精せい気きを求めるまでに。今の状じよう況きようは完全復ふつ活かつの七割から八割といったところだろう。生物の証あかしである意い志しはまだ生まれていないようだが。

　意い志しを持たず、本ほん能のうを具そなえた存そん在ざい。これから、その本能を意志に変へん換かんする可か能のう性せいを秘ひめた存在。それはつまり──母親の胎たい内ないで眠る赤子のようなものだ。

　滅ほろびへ向かう骸むくろと生せい誕たんを求める赤子。眼がん前ぜんのモノはその二つの性質を同時に具えている。だが最終的には、やはりどちらか一方だけが選せん択たくされることになるのだろう。

「……」

　刻きざ視みはその手で触ふれていた。龍りゆうの頭とう骨こつに。懐なつかかしくはある。五百年ぶりなのだ。しかし、それ以上に、この胸むねに沸わき起おこってくる感かん慨がいは何なのか……。

　目を閉じ、掌てのひらから伝わってくる骨ほねの冷たさと、胸きよう中ちようのざわめきに身を委ゆだねる。

「おい。お前が張ったのだろう、この島の結けつ界かいを。人間にあのようなことをさせずとも、お前がやればいいではないか」

　すぐ近くから──龍に囚とらわれたままだから当然だが──砕さい河かの声が聞こえた。百済くだら儀ぎは彼女の横で凝ぎよう然ぜんと立っている。おそらく、まだ得え体たいの知れないこの仙せん人にんを監かん視ししているのだろう。

「儂わしは傍ぼう観かん者しやだと言ったはずじゃ。もはや儂はいかなる関かん与よもすべきではない。それに、あの人間が言っていたのは『覚かく悟ごを持たせる』とやらだろう？　儂がやる必ひつ要ようもあるまい。餅もちは餅屋。結界は結界師に任まかせる。さぞや劇げき的てきな解かい除じよをしてくれるだろうよ」

　投げやりに言い、刻視は吐と息いきを漏もらす。それどころではないのだ。

　もう一度、考える。島と龍。この賭かけは、一体何だったのか。戯たわむれの賭けとして以外に、意味があったのか。

（なかったとは……言わんよ）

　今にして。『終わりかかっている』今にして、ようやく認みとめることが出で来きた。

　賭けとは名ばかりで、結けつ局きよく自分はどちらでもよかったのだ。結けつ末まつさえわかれば。求めていた答えの、指し標ひようさえ得えられれば。

　愚おろかは糧かてになり得うるか。他の者は本当に愚かなのか。

　そう。自分は、この島と龍の賭けこそが、望む答えを象しよう徴ちようするもののように思っていたのだ。知らなければならない答え。何故なぜ知らなければならないのか、という理由は一つだ。

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに、思う。龍に対して自分が行ったことの正せい誤ごを確かめるというのは、やはり建たて前まえに過ぎなかったのだろう。ひどく利り己こ的てきな理由──その答えが己おのれの未来にも直ちよつ結けつしているから、という理由が本ほん音ねだ。

（……しかし）

　この結末は何なのだろう。どう考えればいいのだろう。

　愚かのせいで龍が復ふつ活かつするわけでもなく、土つち蜘蛛ぐも達が愚かでなかったわけでもない。

　予よ想そう外がいの事じ態たい。ただの人間のせいで。突つき詰つめれば、自分のせいで。この未来へ辿たどり着ついた。

　さらに突き詰めると、全てのズレの原因は土蜘蛛達の衰すい退たいにある。理由はわからないが、最も有力なのは──やはり偽いつわりの楽園は偽りでしかなかったということか。

　わからない。どういうことなのか。どう判はん断だんすればいいのか。

　最初から間ま違ちがっていた、全てが無意味だったと考えても……いいのだろうか。

（真しんに無意味ならば、無意味と断だん定ていする必ひつ要ようすらない）

　先せん刻こく聞いた言葉を頭の中で反はん芻すうし、刻きざ視みはひっそりと考え続ける。

　龍りゆうの顎あごは動かない。何百年間もそうしていたように、変化の気け配はいすらなく骸むくろを晒さらしている。

「あるいは、もうすぐ……この骸すらも消える、か」

　様々な感情を込めて首を横に振ると、砕さい河かが思い出したように顔を上げて言った。

「そうなったら、二度と私の目の前には現れないほうがいいぞ。衝しよう動どう的てきに殺してしまいそうだ」

　ふ、と刻視は薄うすく笑った。嘲あざけりはなく、単に疲つかれたように。

「もし出で来きるのなら──それも楽じゃな。この世よの道どう理りなど考えることもない」




　戦せん闘とう開始から三十分ほどは経たったか。正直に言えば、分ぶが悪い。

　やはり天あま宮みやは長期戦が不ふ得え手てだった。騙だまし騙だまし日ひ新あらたから逃にげ続つづけてはいたが、限げん界かいがある。

　もつれる足。止まらない肩の揺ゆれ。

　飛んできた糸を避よけるため、大きく右後方に跳とび──着地に、戦せん慄りつする。足の踏ふん張ばりが効きかない。がっくりと片かた膝ひざをつくと、日新はその隙すきを見み逃のがさずに糸を吐いてきた。

（まだ……っ）

　糸を振り払うために右手を振りぬく。が、その振りは疲ひ労ろうのために鋭するどさを失っていた。爪つめの隙すき間まを搔かい潜くぐってきた白糸が、右手首に絡からみつく。一いつ瞬しゆん遅おくれて、天宮は左手の爪でそれを断たち切きろうとしたが──。

　それすらも、遅おそかった。左手にも、蜘蛛くもの糸が強く巻まきつく。

「……！」

　ぐん、と両腕うでの糸が引っ張られ、天宮は受身も取れずに前方に倒たおれこんだ。そのまま、ずるずると日新の方に糸は巻き取られていく。

　捕とらえられた獲え物もの。残る蜘蛛の仕事は、その獲物にとどめを刺さすことだけだ。

「ついに捕らえた。覚かく悟ご」

　日新の身体自体も前に進んで天宮との距きよ離りを縮める。とどめはその槍やりのような足で天宮の胸むねを貫つらぬくのか。はたまた、宇宙生物のようにグロテスクな口で頭を嚙かみ砕くだくのか。

　天宮は、引きずられるのに抵てい抗こうしながら、ゆっくり顔を上げて──言った。

「……三十分ほどは経たちましたか。しかし、思ったよりは保もちませんでした。不ふ本ほん意いですが、さすがにこの状じよう況きようはどうにも出で来きませんし」

「何だ？　何を言っている？」

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちにありながらも、彼女の目に焦あせりや諦あきらめはない。何か策さくがあるのか、と日新が一いつ瞬しゆんだけ足を止めたとき。

　天あま宮みやは、まさにその策さくを発動する宣せん言げんをした。

「では、奥の手というか反はん則そく技わざを使わせて頂いただきます。倫太郎さん、どうぞ」

　刹せつ那な、彼女の腰こしに付けられた大きなポシェットの口が開き、そこから黒い影かげが飛び出してくる。その黒猫は、全身の反動を使って口に咥えたナイフを振り回し、天宮の両腕うでに巻まきついていた糸をすぱすぱと断ち切った。

　抜かれた勢いきおいで高く舞まい上あがっていたナイフの鞘さやが地面に落ちる。それに一瞬だけ遅おくれて、倫りん太た郎ろうは天宮の前に降り立った。彼はナイフを咥くわえたまま叫さけぶという器用な真似まねを一同に披ひ露ろうする。

「粘ねばりすぎだよ危あぶないよっ！」

「しかしこれは私が提てい案あんした作戦で。倫太郎さんに無む理りを言ってその姿すがたになってもらっているのですから、極きよく力りよく──」

「命と引ひき換かえには出で来きないでしょう！　もう……」

　天宮は立ち上がった。倫太郎がその腕を伝って彼女の肩に上る。口に咥えているのは、もとは刻きざ視みの持ち物──風ふう精せいが閉じこめられたナイフだった。手で持てば掌てのひらがズタズタに切きり裂さかれる呪のろいが仕し込こまれているが、口で咥えていれば呪いは発動しない。仙せん術じゆつが込められているだけあって、そのナイフの切れ味は凄すさまじいものだった。ことによると、天宮の爪つめよりも。

　肩に猫ねこを乗せ、メイドは静かに佇たたずんでいる。

　日ひ新あらたはじっと動きを止めていた。彼は、その猫が結けつ界かい師しの傍そばにいたあの少年の変化した姿すがただとすぐに気付いたようだった。

「貴き様さま……一対一の勝負ではなかったのか！」

　天宮は答えない。猫も答えない。




　不ふ穏おんな空気。勝負の定さだめを破ったことにより、周しゆう囲いの土つち蜘蛛ぐも達の気け配はいが変わり始めた。人ひと垣がきで作られた『リング』が単なる『包ほう囲い』へと形を変えていく。

　日新は、天宮が約やく束そくを破ったことを訝いぶかっていた。

　たとえ勝っても、このような卑ひ怯きような手を使ったのでは意味がない。約束を破ったのならば、結けつ局きよくこのように全員と戦う羽は目めになるのだ。状じよう況きようはよくなるどころか悪化する。それでもあえて敵てきはこのような行動をとった。その理由は何か。

　日新はすぐにその解答を導みちびき出だした。

（この女は初めから、真面目まじめに戦う気がなかったのだ）

　よくよく考えれば、彼女は攻こう撃げきらしい攻撃はほとんどしてこなかった。ただこの三十分間、逃にげ回まわっていただけだ。手がないからそうしていただけだと思いこんでいたが、あえて彼女がそうしていたのだとすれば、その目的は……。

「時間稼かせぎか！　一体、何を企たくらんでいる！」




「バレたね」

「バレましたね」

　天あま宮みやと倫りん太た郎ろうは、お互たがい逆ぎやく方向を見るようにして包ほう囲いを観察していた。今さら社やしろの中へは戻れない。ここからは混こん戦せんになるだろう。場合によっては離り脱だつしてもいいが、はたして土つち蜘蛛ぐも達がそれを許ゆるしてくれるのか……

　三十分。自分の持じ久きゆう力りよくでも、回かい避ひに集中して騙だまし騙だましやっていたおかげである程てい度どの時間は稼げた。最さい低てい限げんの仕事は出で来きたと言ってもいいのだが。

「まだかな」

「まだでしょう」

　時間が欲しい。必ひつ要ようなのは、最長でもう三十分だ。それを過ぎれば、絵馬が失敗したということになる。それはありえないことだと信じているが。

　日ひ新あらたを筆ひつ頭とうに、包囲がじりじりと狭せばまってくる。天宮が腰こしを落とし、倫太郎がナイフを咥くわえ直なおす。

　──そのとき。不運と幸運を兼かね備そなえたモノが、卒そつ然ぜんとその姿すがたを現した。

「おわぁっ！　で、出たっ！　白びやつ光こう蛇じやが出たぞっ！」

　包囲の一角から恐きよう怖ふに覆おおわれた悲ひ鳴めいがあがり、土蜘蛛達の何人かが吹き飛ぶ。その割れた人ひと垣がきの向こうでは、言葉通り、白く長い身体を持った白光蛇──精せい気きを吸い取ろうと本ほん能のう的てきに動く龍りゆうの尾がうねっていた。この島自体に迫せまっている異い常じよう事じ態たいに気付いているのか、その動きはいつもより激しい。身体を大地に叩たたきつけながらその先せん端たんを持ち上げ、手当たり次第しだいに土蜘蛛達に向かって突進している。

　天宮は砕さい河かの言葉を思い出していた。彼女は絵え馬まの作戦に口を出さない代わりに『土蜘蛛達に犠ぎ牲せいを出さないこと』という条件を突きつけた。だから天宮は日新に対して積極的な攻こう撃げきを仕し掛かけなかったのだが──その約やく束そくは、ここでも有ゆう効こうだろうか。

（有効でしょうね。それに……ある意味、これは好こう機きかもしれない）

　日新は、白光蛇を止めるか、それともこのまま自分達と戦うか迷まよっていたようだった。天宮は決断する。

「一時休戦ということにしませんか」

「何？」

「勝負どころではないでしょう。何はともあれ、あの化け物を追い払ったほうがいいと思います」

　日新は八本の足を地面に打ちつけ、苛いら立だたしそうに言った。

「なんだ！　一体、貴き様さま等らは何をするつもりなのだ！」

「現時点での目的は」

　天あま宮みやは日ひ新あらたの赤い眼を見つめて、きっぱりと答えた。

「あの化け物の被ひ害がいを、出で来きるだけ少なくすることです」

「ふざけるな」

「悪いようにはしません。無む駄だな犠ぎ牲せいは出したくないのです。信じてください」

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。誰だれもが忙いそがしく動き回る中、異い形ぎようの土つち蜘蛛ぐもと、メイドと、猫ねこだけが動きを止めている。

　やがて。

「妙みような動きをしたり、逃にげようとすれば──すぐさま縊くびり殺ころしてくれる。白びやつ光こう蛇じやを追い払えば、今度こそ総力戦だ。次は勝負などというものではない。貴き様さま等らが何を企たくらんでいようが関係ない。我等の全力を持って、貴様等を殺す」

「いいでしょう。出来るものならば」

「言っていろ」

　日新は八つ足を動かして白光蛇のほうに向かった。

　天宮灰はい理りは息を吐く。

　後ろめたい、という感情を抱いだいてしまうことは、自分の甘さか。彼女が聞けば何と言うだろう。明確な意い志しを持ち、その意志を達成するためならば誰だれかを笑って騙だませる彼女は。

　当たり前のことを、思う。自分は彼女ではない。そして蜘蛛の尻しりを眺ながめながら、また思う。自分はあちら側がわの人間でもない。

（ああ）

　思い出す。

　龍りゆうの顎あごに囚とらわれた女性に向けて発した言葉は、正しかったのか間ま違ちがっていたのか。彼女の選せん択たくに何かの指し標ひようを与えることは出来たのか。

　伝つたわっていればいいと思う。決めるのは彼女だ。ただ、伝わっていて欲しい。

　自分は一度『逃げる』ことを選択した。逃げる側から逃がす側へと回った存そん在ざいだ。自惚うぬぼれてしまえば……自分にしか伝えられない言葉もあるように、思える。

　ならば、それが──。

　現時点での、自分の役割ではないか。自分にしか出来ない、役割ではないか。

　胸むねの奥が軽くなった。今までそこを圧あつ迫ぱくしていたものが完全に消えたわけではない。だが、軽くなった。

　蜘蛛の後を追うように、一歩を踏ふみ出だす。何の気もなしに、呟つぶやいてみた。

「倫りん太た郎ろうさん」

「何？」

「この仕事は──噓うそをつくのが上手うまくなりますね」

　肩の上の黒くろ猫ねこは、深く嘆たん息そくしたようだった。

「その通りだよ」
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　白びやつ光こう蛇じや──それは眼がん前ぜんの化け物に与えられた仮かりの呼び名だが、未いまだ真しん実じつを知らない土つち蜘蛛ぐも達にとって、その化け物を表現する名前はそれ一つしかない。

　遠えん距きよ離りと近距離。土蜘蛛達の攻こう撃げきはその二つが綺き麗れいに分ぶん離りしていた。大多数の蜘蛛達は白光蛇を包ほう囲いの中心に捉とらえ、それぞれ糸を繰くり出だし白光蛇を拘こう束そくしようとしている。何重にもその身体を縛しばられているにも関かかわらず、白光蛇の動きは一向に止まらない。

　近距離で戦っているのは、ただ一人──日ひ新あらた。白光蛇を拘束している無数の糸を潜くぐるようにしながら、彼は危き険けんな接近戦を挑いどみ続つづけていた。

「くらえっ！」

　糸に引かれて下がった白光蛇の頭に、力ちから任まかせにその足をぶつける。耳みみ障ざわりな音が周しゆう囲いに響ひびくだけで、その攻撃はやはり白光蛇に何の痛つう痒ようも与えていないようだ。

　何度目かの攻撃を白光蛇が避よけた。回かい避ひ動どう作さからそのまま、頭を一番近い者の身体に──つまり日新の巨大な腹に突き入れようとする。

「ふっ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、そこに飛びこんだ天あま宮みやが爪つめを繰り出し、倫りん太た郎ろうがその肩から飛とび降おりながら口元のナイフで白光蛇の頭を切りつける。それで与えたダメージは皆かい無むだったが、防ぼう御ぎよ行動としての効こう果かは充じゆう分ぶんだった。

　日新の身体を掠かすめ、衝しよう撃げきでずれた白光蛇の頭が地面に打ちつけられる。

　ち、と日新が舌した打うちをした。

「貴方がたは、糸でこの蛇の動きを止めることに専せん念ねんしてください。攻こう撃げきは私達が」

　言っている間にも、白光蛇は暴あばれる。その巨きよ体たいに潰つぶされそうになった倫太郎が慌あわてて飛びのき、天宮が渾こん身しんの力を込めて胴どう体たいを殴なぐりつける。

「く……仕方ない！」

　日新が部ぶ下か達に命令を下す。白光蛇の長い身体が全体的に白い糸によって支し配はいされてきた。次し第だいにその動きが小さくなってくる。

「倫太郎さんは無む理りをしないで」

「こっちの台詞せりふだよ」

　天宮はその間も爪を繰り出し続けていた。身体を捻ひねり、腰こしを屈かがめ、踊おどるように。一回。二回。三回。刺ささらず跳はね返かえるだけの攻撃。倫太郎は天宮の身体を駆かけ上あがってはその肩からダイブし、果か敢かんに白光蛇の頭にナイフを叩たたきつけていた。

　白びやつ光こう蛇じやの反はん撃げきはいつしか消え去り、やがてその身体が折おり畳たたまれるようにして小さくなる。

　天あま宮みやと倫りん太た郎ろう、そして好こう機きと見た日ひ新あらたが同時に白光蛇に走り寄り、それぞれの武ぶ器きを大きく振り上げた瞬しゆん間かん──。

　力を溜ためていた白光蛇が、その力を一気に解かい放ほうした。強ごう引いんに伸び上がり、絡からみついた糸を力ちから任まかせに振り回して引き千切る。糸を手て放ばなせなかった土つち蜘蛛ぐも達の数人が宙ちゆうを飛んだ。

　天宮達三人は近付きすぎていた。荒あれ狂くるう奔ほん流りゆうに吞のみこまれ、同時に弾はじき飛とばされる。

　被ひ害がいが一番少なかったのは倫太郎だった。ナイフを取り落としはしたが、軽い質量のおかげで平へい穏おん無ぶ事じに着地する。日新は当たり所が悪かったのか、逆さかさまにひっくり返ったままぴくりともしていない。もう一人は何処どこへ──？

　周しゆう囲いを見回して、倫太郎はぞっとした。天宮も、倒たおれている。

「天宮さんっ！」

　慌あわてて駆かけ寄より、ぺしぺしと頰ほおを叩たたく。目め覚ざめない。意を決して鼻の頭を軽く嚙かんでみたが、それでもまだ目覚めない。

　背はい後ごで何かが蠢うごめく気け配はいがした。振り返る。

　自由を取り戻した白光蛇が、手を伸ばせば届きそうなほどの距きよ離りで──ゆっくりと、その頭を持ち上げていた。




　そろそろか。

　大きな息を吐き、刻きざ視みは龍りゆうの骨ほねから手を離はなした。

　最後にもう一度、友の顔を眺ながめる。友はやはり笑いもせず怒おこりもせず、虚うつろに自分の目を見つめ返してきた。

　道どう士し服ふくの裾すそを翻ひるがえし、歩き始める。砕さい河かが聞いてきた。

「何処どこへ行く？」

「なに。一足先に高みの見けん物ぶつといかせてもらうだけじゃ」

　平然と答え、社やしろの戸に手をかけたところで刻視は止まった。

「……謝あやまったほうがいいか？　騙だましていて悪かった、と」

「思ってもいないことを言われると腹が立つ。いいからさっさと私の目の前から消えろ」

　にやり、と刻視は笑って、背はい後ごを振り返った。砕河は犬を追い払うように手を振り、百済くだら儀ぎは無む言ごんで軽く会え釈しやくをする。

　そして。

（長い……賭かけじゃったな）

　五百年。五百年だ。その頃ころの記き憶おくはほとんど失ってしまったが、賭けが始まったあの瞬しゆん間かんのことだけは今でも覚おぼえている。

（友よ）

　長き時を生きるモノ同士として、同じ空気を吸い、同じ大地に寝た。

（好こう敵てき手しゆよ）

　お互たがいの力を確かめるため、または単なる暇ひま潰つぶしとして、幾いく度どとなく戦った。真に全力を出して戦ったのは、あの一度が最初で最後だったが。

（儂わしを恨うらむなら恨むがいい。ふふ、謝しや罪ざいする必ひつ要ようがあるのかないのかわからぬところが、この曖あい昧まいな結けつ末まつをよく表しておる。儂としては、ただこう思うしかない……ゆっくり眠れ、と）

　今までずっと死と生の狭はざ間まを漂ただよっていた龍りゆう。死に続け、生き続けてきた龍。その中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいが、ようやく終わる。良いか悪いかはともかくとして、ようやく終わるのだ。

　その終わりが安あん息そくであることくらいは、祈いのってもいいのではないかと思った。

「では、さらばじゃ。二度と会うこともあるまい」

　その場にいる三人に向けて別れの言葉を発し、刻きざ視みは社やしろを出た。

　外の光景を眺ながめ、眉まゆを顰ひそめる。

（あれは……）

　土つち蜘蛛ぐも達が取り囲む円の中心には、あの龍の尻尾しつぽがいた。よく見ると、今この瞬しゆん間かんにその先せん端たんが狙ねらっているのは──小さな黒くろ猫ねこと、地面に倒たおれたまま動かない黒髪のメイドだ。

　刻視は苦く笑しようする。

　そしてふわりと飛んだ。予よ備び動どう作さもなく、ただ飛んだ。自らの重さが一いつ瞬しゆんで消しよう失しつする。足を動かすこともなく、自然体のまま意い思しだけで移い動どうし、刻視は白びやつ光こう蛇じやの真上に到とう達たつした。

　懐ふところから取り出したのは小さな鈴すず。りん、と空気が鳴ないた。

　地面から壁かべが生はえてくる。丁ちよう度ど、白光蛇だけを取り囲むように。

　りん。

「ほら。どんどん高く、高くなる」

　言葉通り、鈴の音ねと共に壁は伸びる。壁はすぐに、白光蛇がどうやっても越えられない高さにまで到達した。蛇へびは突然現れた壁に困こん惑わくしたように、その四角の中で身体を滑すべらせている。

「見ればわかるじゃろう、それはお主には絶ぜつ対たいに破れぬ。何よりも硬かたく、何よりも強い、最強で最高の壁じゃ──幻まぼろしでは、あるが」

　くつくつ、と笑いを漏もらす。

「生命力が感じられる生物だから襲おそう。生命力が感じられない人形だから襲わない。そこに『幻であるかないか』は関かん与よしておらん。結けつ局きよく、お主は現うつつと幻の違いを感じ取ることすら出で来きん存そん在ざいなのだ。そう、お主は自動的なただの『機き構こう』、意い識しきのないただの『部分』、生物ではないただの『部品』。現と幻の区別が出来ぬ以上、この偽いつわりの壁はお主には決して破れん『本物』じゃ。しばらくそうしておれ」

　ふと気付くと、可か愛わいい黒猫がこちらを見上げていた。

「刻視さん……どうして」

「ふふ。今さら結けつ末まつは変わらぬだろうしな。利用させてもらった詫わびよ。気にするな」

　彼女を見上げているのは黒くろ猫ねこだけではなかった。

　倒たおれた日ひ新あらたの介かい抱ほうをしていた土つち蜘蛛ぐもの一人が激しく叫さけび、その手を空に向ける。

「逃にげる気かっ！　絶ぜつ対たいに逃がさんぞ！」

「おや。その話題はもう終わっているのだが、な」

　軽く言う刻きざ視みに向けて、煌きらめく白糸が伸びる。糸がその腕うでに巻まきつくのと同時、刻視の身体全部が一いつ瞬しゆんにして消え去った。

「ふふ。ふふふ……それも、幻」

　消え去った幻げん影えいの横で、本物の刻視が肩を震ふるわせた。懲こりずにもう一度、男が糸を放はなとうとしたところで、不ふ意いに木々が揺ゆれた。

　いや。揺れているのは、木々だけではなかった。社やしろも。小屋も。草も。小石も。日新も倫りん太た郎ろうも倒れた天あま宮みやも。ありとあらゆるものが、震えていた。つまり。

　島全体が、揺れている。

「……始まったか」

　呟つぶやき、刻視はさらに高度を上げた。雲が近付き、眼がん下かにあった全てのものが遠ざかる。

　見届けなければならない。

　全てが終わる、その瞬しゆん間かんを。




　　　　　５




「うっし、あそこでラストだ！　花見の旬しゆんは短いぞ、急げ！」

　花見。そう、これは秋に見る花見だ。桜ではなく、桃ももだが。

　眼下の島。その上には、五つの巨きよ大だいな桃色が見える。

　上空から見なければわからないが、天を衝つくほどに巨大な五本の桃の木は、正五角形を描えがくようにして島から伸び上がっていた。

　桃の木は浜辺に立っている。山の中に立っている。畑の中に、岩場に、薄すすき野のに、立っている。不自然な場所に生える桃の木は、どれも不自然なほどに美しく見えるピンクの花を自じ慢まんげに広げていた。太く長く縦じゆう横おう無む尽じんに伸びる枝えだに沿そって現れる、鮮せん烈れつな色しき彩さい。単に綺き麗れいで鮮あざやかなだけではなく──その巨大さのせいか、その木は一種荘そう厳ごんな気け配はいすら放はなっているように思えた。

「いー眺めだ。酒が飲みたくなる。なぁ？」

「……一人で飲んでいろ」

　刻視から、報ほう酬しゆうの前まえ払ばらいとしてもらったもの。

　それは倫太郎用のナイフと、この桃の木だ。昨日刻視が説明していたが、あの説明は噓うそではなかった。品種改良したと言った通り、植うえた苗なえ木ぎは三十分でこれほどの大きさにまで生せい育いくしたのだ。彼女の言葉に噓うそはない。当然、枯かれるまでの時間もあと三十分だろう。

　桃色の花か弁べんの下を搔かい潜くぐるようにして、二人は薄すすき野のに立つ桃の木の根元に到とう達たつした。乾かわいた薄をぽきぽきと踏ふみ倒たおしながら大地に降り立ち──そして、絵え馬まは桃の木に向けて笑った。正確に言えば、その幹みきに背中を預あずけて腕うで組ぐみしている女に向けて笑った。

「先客がいたか。てっきり向こうで戦ってるもんだと思ってたが」

「あたしはあの女には勝てないんですって。厄やつ介かい払ばらいされたわ。ま、そのおかげで島がこんなことになってるのに気付いたんだけどね」

　唯ゆい咲さきが言い、幹からそっと背中を引ひき剝はがす。彼女はそのまま頭上に顔を向けた。

「で、何なのこれ？　何する気？」

「見ての通り、桃の木だね。何をするのかって言えば──私のすることは一つしかないだろう。私は逃にがし屋やで、結けつ界かい師しだ」

「……結界を張ってるのね」

「そう。この木は特別製。外部から与えられた霊れい的てきな力を増ぞう幅ふくさせる効こう果かがあるんだと。この島全体を覆おおうほどの結界、いくら私でも簡かん単たんには張れないからな。ちっとズルさせてもらった」

　言いながら、絵馬はポケットから命の煙けむりを取り出す。花見しながらの煙草たばこもまた乙おつなものだ。

　唯咲は顔を戻し、怪け訝げんそうに軽く首を傾かたむけた。

「結界を張ってどうするの？　私達を皆殺し？」

「はっは、んな悪あくの化け身しんみたいな真似まねはしないよ。逃がし屋だと言ったろう？　誰だれかを逃がすのに必ひつ要ようだからそうしているだけさ」

「誰かって、誰よ」

「この際さいだから言っちまおう。右手が不自由で綺き麗れいで白くて線の細い女の子だ」

「……心当たりは一人しかいないわね」

　唯咲は呆あきれたように呟つぶやいた。おや、と絵馬は思う。

「意い外がいだな。なんつーか、もっとこう……そんなことさせない、とか、どうしてそんなことを、とか言いまくるものと思ってたのに」

「正直、どうでもいいのよ。そういうの」

「どうでもいい、か」

　絵馬は白はく煙えんを吐き出しながら、唯咲の顔を眺ながめた。

「あんたはこの島についてどう思ってる？　一人だけを犠ぎ牲せいにして、残りの全員が幸せに暮くらすってことを」

「お社やしろ様には同情するけど、そういう仕し組くみになってるんだから仕方ないでしょう。犠牲になってくれてありがとう、とでも言えばいいのかしら。どうでもいいけど」

「ふーん」

「あたしはね。自分が楽しければそれでいいのよ。この島のこととかは知ったことじゃないわ。そういうのは誰だれか別の奴やつが考えればいい」

　そこで初めて、唯ゆい咲さきは笑った。笑って、一歩を踏ふみ出だし、両手を胸むねの前にまで持ち上げる。

「いろいろムカつくことがあって、丁ちよう度どストレス解かい消しようしたいと思ってたのよね。よくわからないけど、多た分ぶん貴女を殺して怒おこられるってことはないでしょう。誰もあたしを止める人はいないし、やっと本気で戦えるわ。素す敵てきに惨ざん殺さつして斬ざん殺さつして殺して殺してあげる」

　狂きよう気きを感じさせる笑みと言葉を合図に、その手から輝かがやきが零こぼれ始はじめる。しかし絵え馬まは煙草たばこをふかしたまま、苦にが笑わらいで唯咲を見つめていた。

「はーいはい。はいはいはい。おっけ、大体わかったぞ」

「何が？」

「あんたのことが、さ」

　絵馬はちらりと背はい後ごを向いて隠かくる夜やに言った。

「少しだけこいつと遊ぶよ。まぁ言う必ひつ要ようもないけど、一いち応おう言っとく。手出し無む用よう。終わるまで待ってな」

「当たり前だ。勝負を邪じや魔まするほど野や暮ぼではない。別に死んでもいいが貴き様さまは最終的には俺が殺すので出で来きれば死なない程てい度どに死ね」

「意味不明だ」

　隠夜の気け配はいが遠ざかるのを確認し、絵馬はちょいと右腕うでを前に突き出して唯咲を制せいした。

「始める前に。天あま宮みやに……あんたの言う『あの女』に勝てない、て言ったのは誰？」

「日ひ新あらた様よ」

「だろうねぇ。なるほど、一応はわかってるみたいだな。うん、まぁあんたらの中ではあいつが一番勝てる可か能のう性せいが高いだろう。正直、あんたでは無む理りだなぁ」

　唯咲の眉まゆが顰ひそめられた。

「貴女も、わけのわからないことを言うのね。やってみなけりゃわからないじゃない」

「無理だよ。あんたはただのガキだ。何もわかっちゃいないただのガキだ」

「ガキ……ですって？」

　唯咲の瞳ひとみに剣けん吞のんな光が宿る。それに気付いていながらも、絵馬は面おも白しろがって続けた。

「そう。アレだ、血が好きだとか戦いが好きだとか言ってるのもキャラ作りみたいなもんだろな。自分じゃ気付いてないのかもしれないけど。あんたは残ざん虐ぎやくなんじゃない、イカれてるんでもない、ただ苛いら立だって八つ当たりしてるだけだ」

「……」

「あんたは変化に怯おびえている。そういう異い常じようキャラ演じていれば、誰とも係かかわり合あいにならなくて済すむし、誰からも変化を与えられることもない。確かに、合法的に孤こ立りつ出来るからいいよなー」

「心理戦のつもり？　適てき当とうなこと聞かされても耳みみ障ざわりなだけだわ」

「適てき当とう？　適当なんかじゃないさ。じゃあ言うがね。あんたは血が好き、戦うのが大好きなんだろ？　それ以外はどうでもいいことなんだろ？」

「そうよ」

「だったら」

　絵え馬まは短くなった煙草たばこを指で弾はじき、それを桃の花か弁べんと薄すすきの金が入いり混まじった不ふ思し議ぎな色しき彩さいの大地に吞のみこませた。

「どうして日新達に戦いを挑まない？」

「え？」

「血が見たいなら、昨日みたいに手当たり次し第だいに土つち蜘蛛ぐも達に襲おそいかかればいい。大たい抵ていの奴やつにはあんたでも勝てるだろ。戦いを楽しみたいんなら、日ひ新あらたと戦えばいい。あいつはなかなか強いぞ。結けつ構こう楽しめるだろう」

「何を言ってるの？」

「あんたが言ったんだぞ。どうでもいい、と。本当にどうでもいいんなら、それくらいのことをするはずだ。規き律りつとか規き範はんとか知ったことじゃない。でもしない、出で来きないってことは──あんたの、残ざん虐ぎやく性せいか？　それは偽にせ物ものだ。ただの子供じみた八つ当たりにすぎない」

「……百歩譲ゆずって、そうだったとしても。それがどうしたっていうのよ」

「いや、その原げん因いんは何なのかって思ってね。孤こ立りつしているように感じているのかもしれないが、あんたは島の奴やつ等らと同じだ。自分自身の停てい滞たいから目を逸そらしている。何かの意い志しがないわけじゃないが、それを認みとめる覚かく悟ごがないから『ないのと同じ』状じよう態たいになっている。だから今回は意志というよりも覚悟の話だな。おせっかいなのはわかってるが、そんな奴を見てるとムズムズするんだ」

「くだらない。うるさいから早く死んで」

　唯ゆい咲さきは頭を振った。絵馬は肩を竦すくめる。

「あんたにそれを気付かせるにはどうすればいいか、っていうと……まぁ、私に負けることで頭をリセットしてもらうか。ただの人間に負けて凹へこんで、もう一回まっさらな状態で頭の中を見直せば気付くだろう。自分が何に苛いら立だってるのか、停滞している原因は何か」

　絵馬はすっと腰こしを落とした。

　冷たさを含ふくんだ風が桃色を降ふらせ、足元の柔やわらかな金色を囁ささやかせる。その中で、絵馬の白いスーツの片袖そでが軽く揺ゆれていた。

　唯咲は長く細く息を吐いた。同時に、掌てのひらから垂たらされていた鋭するどい斬ざん糸しが一本、また一本と力を与えられて空中に立ち上る。

「忘れていたけど。朝みたいな卑ひ怯きような手はもう食らわないわ。諦あきらめたほうが良いと思う」

「はは、今はそんなつもりはないよ。時間もないことだし、普ふ通つうに戦ってさっさと済すませよう」

「人間なのに凄すごい自信。異い常じようなのは貴女のほうね！」

　その瞬しゆん間かん、爆ばく発はつ的てきな速そく度どで世界が動き出した。白いスーツ姿すがたの獣けものが疾しつ駆くし、全てを切きり裂さく糸がただ一点めがけて飛ぶ。

　全方位から弧こを描えがくようにして飛ひ来らいする斬ざん糸し。絵え馬まの回かい避ひ方ほう法ほうは単たん純じゆんだった。

　スピードをさらに上げ、前に出る。スーツの肩を糸が掠かすめ、その部分の布地が裂けた。

（やれやれ。帰ったらまた新しん調ちようしないとな。こないだ焦こげて買かい換かえたばかりだってのに）

　コインを取り出し、手首だけを動かす小さなモーションで投とう擲てきする。

「一ひとつ覚おぼえ！　結けつ界かい師しはそれしかすることがないのかしら！」

　唯ゆい咲さきは右手の糸で絵馬を追いながらも、左の糸を振り上げてそのコインを撃げき墜ついした。

　しかしそれはフェイントだ。密度の薄うすくなった糸の下を、絵馬は脇わき目めも振らずに潜くぐりぬけていく。だがいつまでもそれを黙だまって見ている唯咲ではない。彼女は両の掌てのひらを打ち合わせるようにして、糸で真横から絵馬を挟はさみこもうとした。

　いくら動きが速くても絵馬は人間だ。空を飛ぶことは出で来きない。放ほう射しや状じように広がる糸に隙すき間まはなく、伏ふせて避よけようにも糸は地面の薄すすきを刈り取るほどに低い位い置ちもカバーしている。逃にげ場ばはなかった。

「んじゃあ、ちっと珍めずらしい技わざでも使うか！」

　絵馬は足を止めることなく、今度はポケットから掌サイズの小さな瓶びんを取り出した。青い蓋ふたを親指で弾はじき上あげ、その先せん端たんを下に向けながら独楽こまのように身体を横に一回転させる。

　その瓶──何処どこにでもある塩瓶から、白い結けつ晶しようが降り落ちた。絵馬の身体を取り囲むようにして、塩のサークルが地面に作り出される。そしてタイミングを見計らって絵馬が指を鳴ならすと、そこから半透とう明めいの防ぼう護ご結界が縦たてに伸び上がった。硬かたい壁かべに阻はばまれ、唯咲の糸が弾かれる。

「何それっ？」

「とか言ってる暇ひまもないぜい、お嬢じようちゃん」

　絵馬は滑すべりこむようにして唯咲の懐ふところに到とう達たつした。速度の乗った拳こぶしを手て加か減げんなく彼女の腹に突き入れる。

「あうっ！」

　苦しげに顔を歪ゆがめて唯咲は後ろに倒たおれこんだ。が、それでもまだ諦あきらめてはいないらしい。倒れこむ最中、手て招まねきするように腕うでを動かす。絵馬の突進に追いつけず、背はい後ごに置いてけぼりにされていた糸がその手招きによって再ふたたびベクトルを与えられた。

「く。脳のうミソ、ぶちまけなさいよっ！」

　後こう頭とう部ぶから迫せまる斬糸。絵馬は慌あわてなかった。

「それも、甘い」

　読めていた。絵馬は薄を曲げて円形に繫つないだものを自分の耳の横から差し出す。結界で作られた簡かん易い盾たてに虚むなしく弾かれる糸を見やり、唯咲はうめいた。

「そんな……？」

「遊びでやってるんじゃないんでね。早すぎるかもしれないが、もう終わりにさせてもらう」

　絵え馬まは倒たおれた唯ゆい咲さきの周しゆう囲いに素す早ばやくコインを配はい置ちすると、問もん答どう無む用ようで結けつ界かいを作り出した。

「う、あ……」

「負けて当然だよ。足りない。何がなんでも勝ってやろうっていう気合が足りない、意い志しが足りない、覚かく悟ごが足りない。八つ当たり程てい度どの理由じゃ私には絶ぜつ対たいに勝てないぞ」

　負けを悟さとったのか。もはや糸を動かそうとはせず、全ての力を振ふり絞しぼって、唯咲は皮ひ肉にくげに唇くちびるを歪ゆがめた。それが彼女の矜きよう持じなのかただの虚きよ勢せいなのかは絵馬にはわからなかった。

「つまらない、精神論を……言うのね」

「はは、精神論か。いいじゃないか、結界師なんて職業は精神論の塊かたまりみたいなもんだ。『結界』ていうモノが何なのか、知らないだろ？　教えてやるよ。結界は自分の意志で世界を変質させる技わざ、つまりは自分の意志で世界の意志を屈服させる技術だ。それをないがしろにしてたら、この職業はやってられない」

　絵馬は再ふたたび煙草たばこを取り出し、その煙けむりを吸収しながら半はん眼がんで唯咲を見下ろした。

「……つーか、もう寝てるし」

　唯咲は既すでに目を閉じて気き絶ぜつしていた。

　咥くわえ煙草で、絵馬は彼女の横を通り抜けて桃の木に向かう。

　無む駄だな時間をとってしまった。さっさとやるべきことをやってしまおう。

　幹みきに手を押し当て、念ねんを込める。この場に来る前の、他の四本の木と同じように。

「さてさて、これで……どうだっ！」

　唯咲に話した通り、その木を結界材にして、絵馬は結界を張った。

『その内部にある全ての結界を無む効こう化かする』結界を。

　何重にも重なってぼやけた結界を解かい除じよするだけならば、単純にこの無効化結界を張れば済すむ話だった。しかし島全体を覆おおっている、という規き模ぼがその障しよう害がいとなる。島全体を覆っている複数の結界を一いつ斉せい解除しようとすれば、この無効化結界も島を覆うようにして張らなければならないのだ。それを可か能のうにしたのが、霊れい力りよくを増ぞう幅ふくさせるというこの仙せん桃とうの木だった。

　苗なえのままではさすがにそれを巨きよ大だいな結界の基き点てんにすることは出で来きなかったので、生育するまで待つ必ひつ要ようはあったが──これで結界は問題なく島を覆ってくれただろう。

「何も起きんではないか」

「うるさいな、ちっと待てよ……と、来たっ！」

　結界を張ってしばらくすると、不ふ意いに大地が揺ゆれ始はじめた。揺れは次し第だいに激はげしく、強くなってくる。全ての結界が失われ、龍りゆうの骸むくろが崩ほう壊かいを始めたのだろう。この島の根こん幹かんである、龍の骸の崩壊は──この島そのものの崩壊と、同じだ。

　ここからは時間勝負だ。

　絵馬は隠かくる夜やに駆かけ寄よろうとして、おっと、と足を止めた。先せん刻こくの結界の効こう果かで、唯咲を閉じ込めていた圧力結けつ界かいも消え去っている。まだ彼女の目は覚さめていないようだが。

　唯ゆい咲さきの手を肩にかけ、ずるずると運ぶ。隠かくる夜やが顔をしかめながら唯咲を指差した。

「おい、まさか」

「うん。ついでだし、こいつも運んでくれ」

「こ、この……軽く言いおって」

「気き絶ぜつしたまま島の崩ほう壊かいに巻まきこまれたらたまらんだろ。それまでに目は覚ますと思うが、一いち応おうね──いやいや、話してる時間もないぞ、さぁ急げ！」

「用はもう済すんだのだろう！　何処どこへ行こうというのだ！」

「社やしろ前の広場に行って、倫りん太た郎ろう達を回収してからボートだ。遅おくれるとあいつらも連つれて岸まで運ばせるぞ！」

　ぶつくさ文もん句くを言いながら、隠夜は絵え馬まと唯咲の身体を抱かかえた。

　足が大地を離はなれると、当然ながら揺ゆれは感じなくなる。しかし大地自体が鳴めい動どうする重い音は依い然ぜんとしてその大きさを増まし続つづけていた。地じ盤ばんが横よこ滑すべりでもしたか、木々が悲ひ鳴めいをあげて一いつ斉せいに倒たおれる。畑の中に大きな亀き裂れつが走る。

（くそ、思ったより崩壊が早いな）

　内心で歯は嚙がみしながらその光こう景けいを見つめていると、唯咲が軽く呻うめいて目を覚ました。それほどダメージは重くなかったようだ。

「う……ん」

「おはよう」

　彼女はすぐに眼がん下かの異い変へんに気付いた。目を見開き、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「な、何よこれ」

「あんたが寝てる間に仕事は済ませた。後あとは事じ後ご処しよ理りだけだ」

　絵馬が言うと、唯咲はすぐに落ち着きを取り戻した。大きな呼こ気きとともに言う。

「そう……本当に、やっちゃったのね」

　唯咲はしばらく、無む言ごんで下を見つめていた。やがて、静かに口を開く。その内容は意い外がいにも島の崩壊に関することではなく、彼女自身のことだった。

「あたし。怯おびえているように見えた？」

「なんとなくね。わかったか？　自分が何に怯えているか」

「わかるわけないじゃない」

「おかしいな。完かん膚ぷなきまでに負けたら頭がすっきりするもんだと思ったが……負けた今の気分はどうだい？」

「最悪ね。負けるのは大だい嫌きらい。そう、大嫌い……」

　呟く唯咲が見ているものは、やはり眼下の劇げき的てきな変化。次し第だいに変化の速そく度どを増していく、止まることのない崩壊。何処となく虚うつろな表情と口く調ちようで、唯咲はぽつりと続けた。

「でも、こんなのを見てると……それこそ、どうでもいいことのように思えてくるわね」

　唯ゆい咲さきはそれきり、眼がん下かを眺ながめたまま何も喋しやべらなくなった。
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「天あま宮みやさん。天宮さんっ！」

「う……ん……」

　倫りん太た郎ろうが天宮の頰ほおを肉にく球きゆうで叩たたき続つづけていると、彼女は妙みように艶なまめかしい声とともに目を開けた。一いつ瞬しゆんだけ動きを止め、それからばっと跳はね起おきて周しゆう囲いに視し線せんを走らせる。

「白びやつ光こう蛇じやは」

「あの壁かべの中。なんだか知らないけど、刻きざ視みさんが幻げん術じゆつで助けてくれた……の、かな」

「そうですか……あ」

　と、天宮はそこで初めて地面が揺ゆれていることに気付いたようだった。

「絵え馬まさんが、やったみたいだ」

「はい。とすると、あとは脱だつ出しゆつするだけ──どうしますか」

「向こうは空だし。先にボートのところに行っておこうよ」

「そうですね」

　服の埃ほこりを払い、天宮は走り出そうとした。近くに転ころがっていたナイフを口に咥くわえ、倫太郎もその後に続く。

　しかし、天宮の足はすぐに止まった。

「どうしたの……って、うわ」

　二人の前に立たち塞ふさがっているのは、あの妖あやかしの蜘蛛くもだった。白光蛇に弾はじき飛とばされたダメージがまだ抜け切っていないらしい。何処どことなく足元が怪あやしかった。

「お元気そうで何より」

「貴き様さま等ら……何をした！　どうなっている！」

「終わった、のですよ。偽いつわりの楽園が」

「何だと？」

「説明している暇ひまはありません。飛べるのでしたら、皆様は空中で待たい機きされたほうがよろしいかと。島の崩ほう落らくに巻まきこまれます」

　淡たん々たんと言う天宮に、日ひ新あらたは絶ぜつ叫きようした。

「崩落？　崩落と言ったか！　貴様等、まさか」

「はい。この島を包む結けつ界かいは、全て消しよう滅めつしているはずです。いずれにしろ、事じ情じようは後で……そこを通してください」

　日新はよろめく足を振り上げて、天宮を威い嚇かくした。

「通すものか！　言え！　何故なぜだ、どういうことだ！」

　天あま宮みやは俯うつむいて息を吐いた。一から説明している暇ひまはない。島が完全に崩ほう壊かいする前にボートに乗って脱だつ出しゆつしなければ、自分達の身が危あぶないのだ。かと言って、ここで日ひ新あらたと戦っても仕方がない。どうすれば──。

　思し案あんに暮くれながらも再ふたたび顔を上げたとき、彼女は意い外がいなものを見た。

「あ」

「あ？」

　律りち儀ぎに聞き返す日新の真上。白い人間が飛んでいる。

「とぅー！」

　妙みような気合の声をあげながら、被かぶった帽子をその隻せき腕わんで押さえた女が空から降ふってきた。彼女の足は狙ねらい違たがわず、日新の頭を直ちよく撃げきする。まさか空から人が降ってくるとは思っていなかったのだろう、日新は為なす術すべもなく地面に沈しずんだ。単に白びやつ光こう蛇じやの攻こう撃げきでふらふらだったせいかもしれないが……いずれにしろ、またもや彼は気き絶ぜつしてしまった。

「よっ、と」

　ぴょん、と日新の上から飛とび降おりる。絵え馬まは天宮に向かって敬けい礼れいのような仕し草ぐさを見せた。

　満足そうに笑いながら。

「百点満点だ。お仕事ご苦労さん」




　唯ゆい咲さきが絵馬に遅おくれて隠かくる夜やの腕うでから飛び降り、呆あきれたように言った。

「ひどいことするわね……」

「なんだか邪じや魔まそうだったからな。あんたもさっさと逃にげる準じゆん備びしたほうがいいぜい」

　言いながら、絵馬は天宮の頭をぽんぽんと撫なでた。何故か僅わずかに顔を赤らめて、天宮は軽い会え釈しやくをする。倫りん太た郎ろうも撫でてやるぞ～、と言って黒くろ猫ねこを抱だき上あげようとしたが、何故か凄すさまじく嫌いやそうに逃げられた。

　唯咲は何処どことなく手て持もち無ぶ沙さ汰たな様よう子すで、日新のほうをちらちらと見ながら立っていた。倒たおれた彼は部ぶ下かの男達がすぐに介かい抱ほうを始めていた。

「さて……ん？　なんだこりゃ」

　絵馬の視し線せんの先には、灰はい色いろの塔とう。倫太郎が説明した。

「刻きざ視みさんの幻げん術じゆつ。白光蛇を壁かべで閉じこめてるみたい」

「はーん。はは、詰つめが甘いと言わざるを得えないな。あの見た目ガキンチョめ」

「え？」

　絵馬が腰こしを落とし、一いつ瞬しゆんにしてその身体に緊きん張ちようが充じゆう塡てんされる。

「壁で横だけ塞ふさいでも仕方ないだろうが！　下から出てくるぞ！」

　言葉と同時──眼がん前ぜんの土が吹き上がった。

　しかし、それは白びやつ光こう蛇じやとは言えなかった。身体を覆おおっていた、ほとんどの光は失せている。それは今や、数多い関かん節せつを連れん結けつさせ、末まつ端たん部ぶだけが平べったい骨になっている、ただの──尻尾しつぽの骨ほねだ。色も質感も、社やしろの中にあった頭とう骨こつと全く同じように見える。

「あの光自体が、『本ほん能のう』が霊れい力りよくを伴ともなって形になったものだったのかね。それが消えかけてるってことは……ふむ、上手うまくいってるみたいだな」

　動きは鈍にぶくなっている。しかしそれでも、龍りゆうの尻尾は先せん端たんを揺ゆらし、僅わずかに残った本能で生命力の吸収を続けようとしている。

「な、何よこれは……骨？」

　顔色を変えて聞いてくる唯ゆい咲さきに、絵え馬まは頷うなずいた。

「その通り。詳くわしい説明は後でする。やらなくちゃいかんことはわかってるよな？　前からそうだったんだろうが──こいつはもう見み境さかいをなくしてる。そこで寝てる日ひ新あらたは絶ぜつ好こうの餌えさだぞ」

「気き絶ぜつさせたのは貴女のような気がするけど」

「やっちまったもんは仕方ないだろ。細かいことは気にするな。とりあえず共きよう闘とうといこう……ストレスは溜たまらないはずだぞ」

「本当かしら」

「こいつの様よう子す見ればわかるだろ。噓うそなんか言ってないって」

「まぁ、この状じよう況きようがなんとなくヤバそうなのはわかるわ……」

　一つ溜ため息いきを吐き、唯咲は倒たおれている日新を庇かばうように前に出た。爪つめの具ぐ合あいを確かめるように振りながら、肩に倫りん太た郎ろうを乗せた天あま宮みやも一歩を踏ふみ出だす。

　絵馬はポケットから煙草たばこを取り出して火を点つけた。それから懐ふところを探さぐり、三枚のコインをマジシャンのように指の間に挟はさむ。

　そう、もはやストレスは溜まらない。やるべきことはただ一つだ。

　冗じよう談だんめかした口く調ちようで、絵馬は言った。

「さて──行こうか！　忠ちゆう実じつなる僕しもべ達よ、終わりはすぐそこだ！」

「勝手に僕にしないでほしいわね」

　文もん句くを言いながらも、唯咲の糸が飛ぶ。白光蛇の身体の端はしに巻まきついたそれが、ぐいと引かれた。微かすかな音をたてて骨は軋きしみ……そしてあっさりと、切せつ断だんされた。

「あ、あれ？　切れる」

　きょとんとした顔の唯咲に、白光蛇が襲おそいかかる。その前に立たち塞ふさがったのは天宮だ。左手で白光蛇の頭──というか尻尾の先端を跳はね上あげ、がら空あきになった胴どうに右の爪を叩たたきこむ。切断することは出で来きなかったが、そこから骨の欠片かけらがぽろぽろと零こぼれ落おちてきた。悶もだえるように身をくねらせる白光蛇に、倫太郎がさらにナイフの一いち撃げき。

　唯咲の笑えみが大きくなった。

「あは」

　彼女の胸きよう中ちゆうを代だい弁べんするかのように、その掌てのひらから伸びる糸が陽よう気きに踊おどる。

「切れる。切れる。ふふふふふ」

　哄こう笑しようを次し第だいに大きくしながら、唯ゆい咲さきは身体を前に傾かたむけた。それは、陸上選手と同じ──スタートの構かまえだ。

「あは、あはははははははは！　血が出ないのはちょっとアレだけど、確かにこれはいい感じね。今まで、厄やつ介かい払ばらいみたいな感じで貴方の対たい処しよはまずあたしに回されて……いくら戦っても倒たおせなくて殺せなくて切れない敵てきに、どれだけ欲求不満が溜たまったかわかる？　わからないわよね、多た分ぶん。でもいいの、今から殺すから。性格だろうが八つ当たりだろうがどうでもいいわ。何も考えずに殺すから。とにかく殺すから。じゃあ、早さつ速そくだけど……さようなら！」

　唯咲が走った。

　白びやつ光こう蛇じやの傍そばを通り抜けるついでにその身体に糸を引っかけ、ダッシュの勢いそのままに糸を引っ張る。妙みように重い音をたてて骨が切せつ断だんされ、白光蛇の身体がさらに短くなった。さらに飛びこんだ天あま宮みやの爪が骨ほねに空くう洞どうを作り、倫りん太た郎ろうのナイフが深い亀き裂れつを形作る。

「あははは！　大だい丈じよう夫ぶ？　まだ死なない？　そんな簡かん単たんに終わったらつまらないからね？」

「それは違うな。死ぬ、て言葉は間ま違ちがいだ」

　唯咲の言葉に訂てい正せいを加えながら、絵え馬まはコインを大きく投げた。左前方へ、一枚。

「じゃあ、何なのよ」

　白線が走り、また骨ほねの数が少なくなる。大地に欠片かけらが散ちらばる。

「よし天あま宮みや、答えてやれ」

「そうですね……壊こわれる、ではないかと」

　天宮の爪つめが骨を貫かん通つうしてしまった。空あいたほうの腕うでを叩たたきつけると、もはや骨の原げん型けいを留とどめず粉こなが飛び散った。

「正解だ。その理由を、倫太郎、どうぞー」

　絵馬は、コインをもう一枚。右前方へ放る。

　もはや攻こう撃げきに参さん加かする必ひつ要ようもなくなっていた黒くろ猫ねこが答えた。

「……元々、生きていないから？」

「優ゆう秀しゆうな生徒達で先生は嬉うれしい」

　唇くちびるの端はしを吊つり上あげて、一歩を踏ふみ出だす。意い気き揚よう々ようと戦っていた唯咲も、さすがに結けつ界かいに巻まきこまれるのは嫌いやだったのだろう。白光蛇から距きよ離りを取る。

「そう、これは死じゃない。不自然を自然に戻すだけだ。純じゆん粋すいな終わりだ」

　以前戦ったとき、白光蛇を結界で倒すことは出で来きなかった。当然だ。あのときは物理的にはともかく、霊れい的てきには全身と繫つながっていた。伝でん説せつの聖せい獣じゆうである龍りゆうの身体を結界で千切るなどということは、いくら絵馬でも不ふ可か能のうだ。

　しかし、今は違う。

「なぜなら」

　残りの一枚を掌てのひらに握にぎりしめて、絵え馬まはさらに一歩。

　もはや尻尾しつぽは一メートルほどの長さになり、ただ地面でその身体を屈くつ曲きよくさせるだけになっていた。が、無む防ぼう備びに近付いてくる気け配はいに突とつ撃げきするだけの力はまだ残っていたらしい。最後の力を振ふり絞しぼるように、尻尾はその先せん端たんを持ち上げた。

　放はなたれた矢のように、一直線に伸びた鋭するどい骨ほねが凄すさまじい速そく度どで迫せまってくる。

　絵馬は身体を一気に前に倒たおし、狙ねらい澄すました掌しよう底ていを繰くり出だした。鋭い音が周しゆう囲いに響ひびく。その前ぜん傾けい姿し勢せいで静止したまま、絵馬は長い煙けむりを帽子の下から吐き出した。




「あんたは──もう、ただの『モノ』にすぎない」




　掌の中心に置いたコインで、絵馬は龍りゆうの骨を受け止めていた。

　コインをそこに残して飛びのくのと同時、絵馬は指を擦こすり合あわせる。

　龍の身体は破は壊かい出で来きないが。

　ここにあるのは、もう、ただの……死体の骨だ。木や石と同じ。壊こわせないはずがない。

　彼女の指が高らかに鳴なり、コインを結んだ結けつ界かいの中で電光が荒あれ狂くるう。




　大地がさらに激しく鳴めい動どうする中──焦こげた骨が、全ての結合を失って地面に落ちた。
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　本ほん能のうは。自らが滅ほろぼうとしていることを悟さとっていた。

　そして、本能が本能であるがゆえに、本能は最後の本能を働かせた。

　唯ゆい一いつで最大の指令。可か能のうな限り、力を吸収せよ。




「ああ……ああああっ！」

　身体を折おり曲まげる。足を突っ張り、背骨が軋きしむほどに背中を反そらす。

　自分の右腕うでから、とてつもなく大切な『何か』が抜け落ちていくのがわかる。虚きよ脱だつ感かんを伴ともなった痛つう苦く。痛苦を伴った虚脱感。全身が痺しびれるような感かん覚かくと、その痺れに全身が溶とけていくような感覚。

　消える。何かが消える。自分が消える。痛いたい苦しい消える消えろ痛み自分。

「あ・あ・あ──！」

「お社やしろ様！　しっかり！」

　肩を摑つかまれ揺ゆさぶられる。彼の瞳ひとみが自分を覗のぞきこんでいる。涙なみだのせいで視し界かいはぼやけている。それでも、彼の顔はすぐ近くに見えた。

　ああ。どうしたのだ。何故なぜ、そんな顔をしているのだ。お前はいつも微笑ほほえんでいたではないか。私がどんな無む理り難なん題だいを言おうとも、優しく微笑んでいたではないか。男らしくないと[image: ]しかったこともあったな。それでもお前は笑っていたな。

「もう少し……もう少しです！　頑がん張ばってください！」

　しかし、私は知っていたぞ。お前はとても強い。男らしくないなど、とんでもない。お前はその笑え顔がおで、あらゆるものから私を守ってくれていたのだな。ああ。ありがとう。何時いつだか、話したことを覚おぼえているか？　私が今日という日まで私でいられたのは、この果はてしなく退たい屈くつで果てしなく苦く痛つうで果てしなく未来のない『お社やしろ』の役を演じ続けることが出で来きたのは、全てお前がいたからだ。お前がいなければ、私はすぐに狂くるっていただろう。先代や先々代、過去のお社達と同じように、狂ったまま精せい気きを龍りゆうに与え続けるだけの、人でもなく蜘蛛くもでもないただの豚ぶたになっていただろう。ありがとう。

「お願いです、ああ、お願いです──新あらたな楽園が見つかろうとも、そこに貴女がいなければ、それは全くの無意味ではありませんか！　どうか、どうか！」

　ふふ。私のために、私のためだけに、か。なんと愚おろかな奴やつよ。本当に、そんなことのために、一族全ての命と引ひき換かえにしてまで、お前はこの私と共に歩く覚かく悟ごが出来ていたというのか？　歩きたかったというのか？　この、愚か者め。ありがとう。しかし、もし、私がそこに辿たどり着つけなければ。共に歩くことが出来ないのならば。謝あやまるしかない。今のうちに、言っておこう。すまない。

　身体が。痛いたい。自分は何をしているのか。自分は何を考えているのか。この痛つう苦くはいつになったら終わるのか。自分が消えるのが先か。痛苦が消えるのが先か。

　大切なものが。奪うばわれていく。

　顔。顔が見える。ああ──。




　大事なことを、忘れた。とても大事だ。これを忘れるわけにはいかない。聞かなくては。なんとしても、聞かなくては。

　渾こん身しんの力を込めて、震ふるえる左腕うでを持ち上げる。すぐ近くにある顔に触ふれる。よく見ると、彼も泣いていた。初めて見る顔だ。愉ゆ快かいになって、苦労して唇くちびるを歪ゆがめる。彼はこちらの顔をはっと見返してきた。

　心配するな。大だい丈じよう夫ぶだ。ほら、笑える。私は笑える。

　──聞かなくては。

「お前の、名前……何だったかな」

　彼は何も言わず、ただ、動いた。




　痺しびれとは違う、痛いたみ。喪そう失しつ感かんや虚きよ脱だつ感かんではない、何かが満ちていく、痛み。

　懐なつかしい、痛み。

　彼の腕うでが、彼の顔が、彼の首が、彼の胸むねが、自分を包んでいる。強く強く、抱だきしめられている。ああ、これは、好きだ。

　失いたくない。

　荒い、暖あたたかい息が自分の耳に吹きかけられている。嗚お咽えつを発しているのは彼か自分か。それとも二人ともか。それがいい。同じだということが嬉うれしい。

　ぬくもり。吐と息いき。

　懐かしいのだ。今までにもあったのだ。いつも、嬉しかったのだ。いつも、幸せだったのだ。

（これが、消える？）

　──ふざけるな。

（これを、忘れる？）

　──ふざけるなふざけるなふざけるなふざけるなふざけるな──

　全身の痛つう苦くが、消えたような気がした。それがただの錯さつ覚かくだったとしても、幻まぼろしだったとしても。この一いつ瞬しゆんだけは、その幻に縋すがってもいいような、そんな気がした。

　見ろ。そして、思い出せ。この男のことを。

　肩口に埋うめていた顔を上げると、彼も同じようにしてこちらを見返してきた。

　ああ。わかりきっていたことではないか。どうして忘れていたのだ。




　この男を信じているか。当たり前だ。

　この男を守りたいか。当たり前だ。

　この男と生きたいか。当たり前だ。

　この男を『愛して』いるか。




　……当たり前だ。




　忘れていた右手の痛みが、瞬しゆん間かん的てきに極きよく限げんに達した。かつてない痛み。全身が破は裂れつしてしまいそうな、そんな痛み。

　耐たえる。耐えられる。知っている。わかっている。これは、おそらく──。

　断末魔だ。

　左腕を伸ばし、彼の首を抱かかえる。同時に、右腕にも力を込める。動け。動け。

　憤いきどおる。間ま近ぢかに感じられるぬくもり。その意味を忘れた自分に、憤る。

　一いつ瞬しゆんとはいえ、何故なぜ、忘れたのか。

　なんという冒ぼう瀆とくだ。なんという背はい徳とくだ。

　それを、この一言で振り払おう。二度と忘れないように、決意を込めて。

　ああ。かつてこの名を忘れた自分よ。私は今、紛まぎれもない優ゆう越えつ感かんを覚おぼえている。私は口に出せるのだ。私は思い出せるのだ。この名を。それを今から、証明してみせる。

　未来への祈り。過去への贖しよく罪ざい。現在への歓かん喜き。

　その全てを含ふくませ、彼女は力強く、叫さけぶように、彼の名を呼んだ。

「百済儀──！」

　瞬しゆん間かん。

　ガラスが砕くだけるような小こ気き味み好よい音が聞こえ。

　大小幾いくつもの破は片へんへとその姿すがたを変えながら、完全に、完かん膚ぷなきまでに、龍りゆうの顎あご骨ぼねが砕けた。




　右腕うでが軽くなった。信じられないほどに、軽くなった。右腕の肌はだが、十年ぶりに空気に触ふれる。空気は許ゆるそう。仕方がない。だが、それ以外に、自由を取り戻したこの右手で最初に触れるものは、ずっと前から決まっている──。

　初めて。生まれて初めて、両手で、自らの全てで、砕さい河かは百済くだら儀ぎの全身を抱だきしめた。

　おかしい。痛つう苦くからは解かい放ほうされたはずなのに、全く前が見えない。

「お社やしろ……様……」

　くぐもった百済儀の声。砕河は言った。

[image: ]

「もう──お社やしろでは、ない。これからはずっと、あの呼び方でよいのだ。誰だれにも……誰にも、文もん句くは言わせん」

「……砕さい河か、様」

　彼女は笑った。心の底そこから、笑った。

「様も、いらん」
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　大地が激はげしく揺ゆれていた。

　木々が踊おどるように上下し、疲つかれたものから横になり、あるいは地中に消えていく。平地だった場所が不自然に盛もり上あがり、転ころがってきた大岩に粗そ末まつな家が押おし潰つぶされて無む残ざんに弾はじけ飛とぶのが見えた。

　隆りゆう起きする場所があれば陥かん没ぼつする場所もある。支ささえを失った地面がぽこぽこと陥没し、そこから噴ふん水すいのように水が噴ふき出でる。それはみるみるうちに池になり湖になり、やがて訪おとずれる海との同どう化かを静かに待っているようだった。

　黒々とした亀き裂れつが島を切きり裂さくようにして走ると、それによって分ぶん断だんされた外側の部分がずるりと滑すべり落おちて海中に没ぼつしていく。

　もはや島の周しゆう囲いの荒波は収おさまることがない。崩ほう壊かいの余よ波はで島全体が上下に左右に震しん動どうし、その震動がさらに崩壊を促そく進しんする。

　止まることのない崩壊の連れん鎖さ。

　五百年もの間、不自然な存そん在ざいを続けてきた大地が、偽いつわりの大地が、大地ではなくなっていく。

　偽りの聖せい地ちが聖地ではなくなっていく。

　それが正しい流れか誤あやまった流れか。その二つの中で選ぶのならば、それは間ま違ちがいなく正しい流れだ。偽りは偽りでしかなく、永えい遠えんである偽りはない。ひどく自然な還かん流りゆうとして、偽りは消える。

　崩壊は大気すらも搔かき乱みだしていた。平へい穏おんな海上の空気が崩壊のあおりを受け、軋きしむ。停てい滞たいしていた五百年を取り戻すかのように、あるべき姿すがたを取り戻すことに歓かん喜きしているように、軋む。

　止めるものは何もない。轟ごう音おんは止まらない。

　理り不ふ尽じんに憤いきどおる怒ど声せいのような音が、轟音に吞のまれた。

　苦く痛つうに耐たえる悲ひ鳴めいのような音が、轟音に吞まれた。

　解かい放ほうを楽しむ笑しよう声せいのような音が、轟音に吞まれた。

　快かい楽らくに喘あえぐ嬌きよう声せいのような音が、轟音に吞まれた。

　生せい誕たんを祝う産うぶ声ごえのような音が、轟音に吞まれた。

　喪そう失しつを悼いたむ嘆たん声せいのような音が、轟音に吞まれた。

　そして。そして──。




　刻きざ視みは、その光こう景けいを遥はるか高みから眺ながめていた。

　何故なぜだか、無む性しように可笑おかしくなった。

　なんと呆あつ気けないものだろう。終わるときというのはこんなものか。自分達があれこれと考えていたことが、まるでくだらぬことのようではないか。

（ああ）

　自分の未来を知らず投とう影えいしてしまっていたこの島、この賭かけの結けつ末まつ。

（ああ、そうか）

　愚おろかとか。愚かではないとか。弱いとか。弱くはないとか。だから生きるべきだとか、だから滅ほろぶべきだとか。そういうことではなく。

　全く無関係に、この賭けとは全く関係のないただの人間が、逃にげようとしない者達に覚かく悟ごを持たせるために……終わった。

（覚悟）

　一度この島を答えの象しよう徴ちようと見立てていた以上、最後までその意味を追おう。純じゆん粋すいに、素直に、考えよう。そう。

　覚悟の問題は、自分の未来、終わりの選せん択たくに関する問題を凌りよう駕がしたのだ。

　ならば。答えは単純だ。

　覚悟があるかどうかで、自分の未来は決まるだろう──。




　──そして。

　音を発生させる全ての物体が海中に没ぼつし、偽いつわりの楽園が存在していた痕こん跡せきはもはや白い泡あわだけとなった。轟ごう音おんから一転、空に広がる静せい寂じやく。

　眼がん下かには何もない。海と泡と静寂しかない。

　それでも、何故なぜか──。

　何者かが命限りに叫さけぶ、悲しい雄お叫たけびが聞こえたような気がした。
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　逆さか貫ぬき絵え馬まは、ボートの上で仁に王おう立だちしている。遠くで島の最後の一ひと欠片かけらが海中に吞のみこまれ、それによって生まれた波がボートを大きく揺ゆらした。しかし絵馬はそちらのほうを見ることはなく、帽子を手で押さえつけたまま顔を空に向けていた。その視し線せんの先では、数多あまたの土つち蜘蛛ぐも達が海上を飛んでいる。飛んでいるというよりは、ふらふらと浮かんでいるといったほうが正しいかもしれない。

　本性を顕あらわさなければ飛ぶことは出で来きないのだろう、全員が八つ足の姿すがただ。他の数匹に支ささえられるようにして飛んでいる、大おお柄がらな蜘蛛くもがいる。それとはまた別に、他の土蜘蛛達とは少し離はなれたところで、お互たがいに寄より添そうように、抱だき合あっているかのように足を絡からみつかせている二匹がいる。一方の蜘蛛の身体は、ひどく小こ柄がらだった。

　ふと、その小柄な蜘蛛の身体から力が抜けた。寄り添っていた蜘蛛が慌あわててその身体の下に潜もぐりこみ、何事かを言う。ややあって、小柄な蜘蛛は白はく髪はつの女に姿を変えた。蜘蛛の身体の上に細い身体を乗せ、彼女は肩を上下させている。しかし、その口元には余よ裕ゆうのある笑えみが浮かんでいた。

（……なんとか無ぶ事じみたいだな。よし）

　頃ころ合あいを見み計はからい、絵え馬まは声を張りあげた。

「さて！　これであんたらの島はなくなった！　ここで聞こう！　逃にげたい奴やつは私についてこい！　責任を持って新しい土地を用意する！　私を信じられない奴、逃げる意い志しのない奴は好きにしろ！　強制はしない！」

　一方的に言って、絵馬はボートのエンジンを始し動どうさせた。

　隠かくる夜やはボートの隅すみに座すわって荒い息をついている。一時間余りの桃ももの木巡めぐりに加え、走っても間に合いそうになかったので結けつ局きよくボートまで一同を運ばせたのだ。長い時間全力で飛び続け、さすがに疲つかれたのだろう。

「貴き様さまを、信じるなど……ぐふ。愚ぐの骨こつ頂ちよう、だ……」

「はいはい、今回はあんたもお疲れさん。しかし半分は自じ業ごう自じ得とくなんだからな、そこんとこ忘れないように」

「くそ……」

「向こうへの説明はあれだけなの？」

　倫りん太た郎ろうが聞いてきた。荷に物もつを回かい収しゆうする暇ひまがなかったので、まだ猫ねこのままだ。

「面めん倒どクサイし。それに、今言っても混こん乱らんするだけだ」

「言わなくても混乱しているようではありますが」

　天あま宮みやが後ろを観察しながら言った。帽子を彼女に手て渡わたすついでに、絵馬も後方を見やる。動くもの。その筆ひつ頭とうは、女を背に乗せた一匹の蜘蛛。動かないもの。その筆頭は、あの大柄な蜘蛛だ。

　しかし、次し第だいに──流れは一つにまとまってきた。一匹、また一匹と、ボートの後を追いかけてくるものの数が増ふえてくる。最後に、日ひ新あらた達が残った。

　遥はるか遠くから、視し線せんを合わせる。絶ぜつ対たいに、向こうもこちらを見ている。

　やがて。

　その黒い塊かたまりが、ゆっくりと動き出すのを確認し──絵馬は無む言ごんで、ボートの操そう船せんに戻った。













　　　　　エピローグ　恋人達へ優しい遁走曲フーガを







　ボートを借りた港に程ほど近ちかい、人ひと気けのない砂浜。

　日は暮くれかかっており、柔やわらかい砂と、浜辺に立つ百人ほどの人ひと影かげが全て茜あかね色いろに染そまっていた。

　服ふく装そうも年ねん齢れいもちぐはぐなその一団が集まっていること自体も奇き妙みようだし、その一団のほとんどがまるでこの世の終わりが来たかのように沈しずんでいるのも奇妙だ。尋じん常じような集団ではないことは誰だれの目にも明らかだろう。高い防ぼう波は堤ていを乗のり越こえないとこの砂浜は見えないようになっているが、万が一誰かに警察を呼ばれでもしたらたまらない。一いち応おう、隠おん形ぎようの結けつ界かいを張っている。

　防波堤を乗り越え、絵え馬まは辺あたりを見回した。道路。その向こうはすぐに山だ。公衆電話などというものはない。面めん倒どうだな、と呟つぶやいたとき、丁ちよう度ど人の良さそうなおじいちゃんが道を歩いてきた。公衆電話は近くにあるかと聞くと、老人はにっこりと笑って懐ふところから携けい帯たい電話を取り出した。

（むう。今はこんなじーさんまで携帯を持ってるのか）

　いささか時代遅おくれな感かん慨がいを抱いだいてから、絵馬はありがたくその電話を借かりた。

　うろ覚おぼえだったが、番号を間ま違ちがえてはいなかったらしい。数コールで相手が出る。

「ああ、社長さんかい？　私だ。確かあんた、私に借りがあったよな？　今返してもらおう。出で来きるだけ早く、飛行機かヘリか……とにかく百人ぐらいが移い動どう出来るヤツを用意してくれ。ん、ああ、行く先は大陸のほうだ。上の相手は任せるから──何、無む理りだ？　おいおい、あんたが今その椅い子すに座ってられるのは誰だれのおかげだー？　うわ、何か今もの凄すごい裏うら情報を商しよう売ばい敵がたきにリークしたくなってきたような気がしないでもなかったり。楽しそうだなー。何、オニ？　何処どこにだ。狙ねらわれてるのか。依い頼らいしてくれたら逃にがしてやるぞ。いやいや。まあ、とにかくだな……優しく言うぞ。地位とかカネとかいろいろ惜おしければ黙だまってすぐに用意してくれやがりませんか？」

　結けつ局きよくのところ、相手は絵馬の頼たのみを快く了りよう承しようしてくれた。持つべきものは友人だ。

　老人に断ことわってから、さらに別の番号をコールする。

　今度の相手とは、何故なぜか中国語でペラペラと。

　すぐに会話は終わり、絵馬はぱたんと携帯を折おり畳たたんだ。

「ほら見ろ。楽園なんてのは、あるところに行けばいくらでもあるんだ。難むずかしく考えすぎなんだよ、まったく……」

　独どく白はくしてから、あ、と気付いて携帯を返す。おじいちゃんはダンディーに会え釈しやくして、散歩に戻っていった。

「ふう……あとは。説明か。めんどいな」

　防ぼう波は堤ていに飛び乗って、さらに大ジャンプ。砂浜に降おり立たつと、土つち蜘蛛ぐも達が天あま宮みやに詰つめ寄よっているのが見えた。彼女は倫りん太た郎ろうを肩に乗せ、平然と受け答えをしているが……どうにも面めん倒どうくさそうではある。ちなみに、隠かくる夜やはボートが岸に近付いた時点で逃にげ出だすように飛び立ってしまった。今回はユカイな捨すて台詞ぜりふを吐く余よ裕ゆうもなかったようだ。

「はいはい、メイドさんを苛いじめていいのは漫まん画がの中だけだぞー。下がった下がった」

　絵え馬まが手を振りながら近付くと、当然ながら非ひ難なんの矛ほこ先さきは彼女に集中する。

　どうしてくれるんだ、何のつもりだ、これからどうすればいいんだ……生産性のない質問に逐ちく一いち答える気はなかったので、絵馬は一同にまとめて答えた。

「責任は取る。新しい大地を用意したぞ。すぐに乗り物が迎えにくるから、しばらくここで待っていてくれ」

　絵馬は首を回し、一同の顔を眺ながめた。砂浜に座り込んでいる日ひ新あらたのところで視し線せんが止まる。

「……質問は？」

「新しい大地、と言ったな……それは何処どこだ」

「中国の奥地だ。人が足を踏ふみ入いれない深しん山ざん幽ゆう谷こくが残ってる場所と言えば、この近くではあそこしかない。その土地を支配してる白びやつ虎この王にも話はつけてある。面倒を起こさない限りは、土地は自由に使っていいってさ」

「大陸だと？」

「そう。これからの暮くらしは今までとは全く違ったものになるだろうね。言葉も文化も気候も違う。お社やしろなんていう馬ば鹿かな役職もない。それでも、生きるよな？　あんたらはそれを選せん択たくしたんだよな？　それを覚かく悟ごして、逃げようとしたんだよな？」

「……」

「忘れるなよ。逃げるってのは、そりゃ大変なことなんだ。今までと同じ暮らしがぽんと手に入るほど、甘くない」

　砂浜には沈ちん黙もくが満ちた。

　その沈黙を破ったのは、やはり、日新。

「もう一つだ。これは絶ぜつ対たいに聞かねばならん。何故なぜ──島を壊こわした」

　絵馬は頭をぽりぽりと搔かいた。

「あー。一から説明するのはほんと、面倒クサイ……よし、じゃあ端たん的てきに説明しよう。これを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん」

　絵馬は辺あたりを見回して、目当ての二人を見つけた。

　百済くだら儀ぎと、彼に寄りかかるようにして立っている砕さい河か。

「よっ」

「……ああ」

「お世せ話わになりました」

　絵え馬まが片手をびっと上げて挨あい拶さつすると、二人はそれぞれの反はん応のうを返してくる。砕さい河かは気けだるそうに口を開き、百済くだら儀ぎは深々と頭を下げる。

「少しだけ、あんたたちにしてもらいたいことがあるんだが。けじめのようなものでね。日ひ新あらた達への説明にもなるし」

　砕河は軽く百済儀の顔を見上げ、百済儀は頷うなずく。

「けじめ……ですか。はい。何をするのかはわかりませんが、私達がやるべきでしょう」

「何でもいいが、早くしろ。何はともあれ今は、早く──眠りたい」

「はいはい。これが済すんだらいくらでも寝てくれ。よし、百済儀はこっちに立ってくれ。で、向かい合うように砕河も。そうそう……いや、もっと近く」

　絵馬の指示に従したがって、二人は至し近きん距きよ離りで向かい合った。土つち蜘蛛ぐも達はわけがわからないながらも、とりあえず事じ態たいを静せい観かんしている。

　絵馬は天あま宮みやに近付き、何事かを囁ささやいた。彼女がごそごそとポシェットを探さぐり始はじめたのを確認し、改めて砕河達に言う。

「よぉーし、目を瞑つぶれ！」

「何だ……何をするつもりなのだ」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、なんてことはないさ。ほれ、リラックス。身体の力を抜いて抜いて」

「まったく……」

　言われた通りに二人が目を瞑ったのを確認し、絵馬はそっと砕河の背はい後ごに近付いた。指で天宮に合図し、タイミングを計はかる。三、二、一……。

　零ゼロ。

　砕河の頭を押す。疲ひ労ろうの絶ぜつ頂ちよう、しかも全身の力を抜いていた砕河には反はん応のうも出で来きない。

「な──？」

　唇くちびるが、唇に近付いて。




　天宮の手にあった使い捨てカメラが、パチリと光った。




「な、な、な、何をする！」

「いーじゃんかよ、今さら」

「し、しかし、皆みなが見ている前で、このような──」

「だから、だよ」

　絵馬は身体を捻ひねり、ぽかんと口を開けてその光景を眺ながめている土蜘蛛達に向けて言った。

「ほれ、大体の事情はわかっただろ。詳くわしい事情はあとでこいつらに聞いてくれ」

　砕さい河か達に向き直り、彼女は軽く肩を竦すくめて笑う。

「今回はホント、わけのわからん仕事だった。だから最後は──絵え面づらだけでもハッピーエンドにしとこうと思って、さ」

　砕河と同様、僅わずかに顔を赤らめた百済くだら儀ぎが聞いてきた。

「これが、けじめ……ですか」

「ああ。本当はあんたらから報ほう酬しゆうを貰もらわないといけないんだが、これは私がちと強ごう引いんにやった逃にがしだったからな。背せ筋すじがむず痒がゆくなるようなこの写真で勘かん弁べんしてやるよ。報酬の代わりだからな、頼たのまれても返さんぞ」

　百済儀は無む言ごんで頭を下げた。足元の砂を見つめたまま、微かすかに頭を震ふるわせる。

「おい……百済儀？」

　心配そうにその顔を覗のぞきこむ砕河。すると、百済儀はばっと顔を上げて、今度は自分の意い志しで──。

「ん！　ん、む……」

　力一杯、砕河の唇くちびるを奪うばった。

　土つち蜘蛛ぐも達は、いつまでも呆ぼう然ぜんとその光こう景けいを眺ながめ。

　砕河と百済儀の影かげは、いつまでも重なり合ったままだった。




　無む言ごんで二人を見つめていた日ひ新あらたの顔に、ふと影かげが落ちる。顔を上げると、そこには唯ゆい咲さきがいた。彼女は普ふ段だんのような軽けい薄はくな笑みではなく、かといってただの無表情でもなく、何処どこか決意を感じさせる表情で唇を引き結んでいた。

　……何か、変わったな。

　胸きよう中ちゆうで思いつつ、日新は問いかける。

「どうした」

「少し、話をしようと思って」

　言っておきながら、唯咲はそのままそこに突っ立っているだけだった。

　日新は待つ。座すわれとも言わないし、話を促うながそうともしない。

　それから、さらにしばらく経たって……放はなたれた言葉は、まったく脈みやく絡らくのないものだった。

「あたし、貴方のことが嫌きらいだった」

「……」

「あたしを認みとめてくれない貴方が嫌いだった。あたしを自由にさせてくれない貴方が嫌いだった。それはあたしを無む価か値ちにするから」

「無価値、か」

　日新が呟つぶやくと、唯咲は軽く顎あごを引いた。頷うなずいたのだろう。

「そう。あたしは」

　彼女の顔がふと揺ゆれた。その視し線せんの先を追うと、そこには白いスーツを着込んだ結けつ界かい師しがいる。その人間は海の彼方かなたを見つめ、のんびりと煙草たばこを吸っていた。

　唯ゆい咲さきの言葉はすぐに続く。

「あたしは、無む価か値ちが怖こわかった。力で特別になったから、同じ力のせいで特別でなくなるのが怖かった。つまり単純に言えば、負けるのが怖かったのよ。だから自分から本気で何かをしようとはしなかった。誰だれかと比ひ較かくされたくなかったから皆みなの中にも入らなかったし、そのせいで貴方に認みとめられなかった。そして認められないから、不ふ貞て腐くされて何もしなかったし、仲間の中にも入れなかった。悪あく循じゆん環かんね」

「ふむ。だろうな」

　頷うなずくと、そこで初めて唯咲は小さく笑った。

「軽く言うのね」

「所しよ詮せん、他人ひと事ごとだ。それで俺にどうしろというのだ」

「別にどうも。ただ、昔から頼たのみたいことがあったのよね。やっとふんぎりがついたから……って言うか、怖がってるのが馬ば鹿からしくなったから」

「何だ？」

「新しい土地に着いてからでいいわ。私と戦って」

「……悪いことは言わん。止やめておけ。いくら特別な糸を持っていようが、お前では」

「勝てないでしょうね。でもいいの。それを確認したら、多た分ぶんまた何か変わるから。何が変わるのかは知らないけど、悪循環はなくなると思うから」

　日ひ新あらたは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「よくわからん」

「結けつ局きよくね……ずっと『このまま』っていう状じよう態たいには、もう飽あきたの。それだけよ」

　やはり、変わった。

　日新がもう一度顔を上げて唯咲の顔を眺ながめると、彼女はあさっての方向を向いて小さく呟つぶやいていた。

「停てい滞たいしてるとか覚かく悟ごがないとかまで言われて……黙だまっていられるわけ、ないでしょう。まったく。馬鹿にしないでほしいわね」

　唯咲は日新が見ていることに気付き、はっと独ひとり言ごとを止やめた。誤ご魔ま化かすように視し線せんを彷徨さまよわせ、彷徨わせ、結けつ局きよくある一点を注ちゆう視しすることで落ち着く。

　夕ゆう影えいに照てらされる浜辺。静せい謐ひつで安あん穏のんとした浜辺。まだ重なり合ったままの人ひと影かげが、そこにはあった。

　日新と唯咲は同時に、大きく嘆たん息そくした。

「目の毒どくね」

「ああ」




「あーもう、またタダ働きじゃないかぁ……」

「文もん句く言うなって。やっぱ金より愛だろ、愛」

「……愛で生活費が払えればいいけどね。ふう」

「殺さつ伐ばつとしたセリフだな」

　土つち蜘蛛ぐも達に迎えが来たのを確認してから、絵え馬ま達はボートに乗って港に帰った。来たときと全く同じように、周しゆう囲いは静せい寂じやくに満ちている。不ふ可か思し議ぎな朱しゆ色いろに染そまった海も、穏おだやかに夜の気け配はいを生み出しつつある陸りく地ちも、全てがまどろむように佇たたずんでいた。

　ボートを元あった場所に泊とめ、コンクリートの陸地に降おり立たつ。

　倫りん太た郎ろうはまだぶつぶつと口を動かしていた。

「ていうかさ、なんでカメラなんて持ってたの？」

「コンビニで買っといたんだ」

「だから、なんでそんなものを」

「おや、倫太郎のためにだぞ。昨日言ってたじゃないか。天あま宮みやの着替えシーンをだな……」

「うわー！　わー！」

「私の着替えが、何か？」

「うわー！　わー！」

「ははは。おっと、ボートのカギを返しに行かんとな。あんたらは先に車に──」

　絵馬は不ふ意いに言葉を止めた。倫太郎も、天宮も、その影かげに気付いた。

　一同は無む言ごんで絵馬の車に向かった。

　車に寄りかかって座すわっている、小さな影が一つ。

　彼女はゆっくりと立ち上がって、いつもの皮ひ肉にくげな笑えみを浮かべた。

「やぁ」

「……やぁ」

　絵馬も唇くちびるを歪ゆがめた。そして、聞く。

「……で。探さがしていた答えとやらは、見つかったのかい？」

「ふふ。やはり、わからぬな」

　長い尾お羽ばねのような後ろ髪が、茜あかね色いろの中で揺ゆれる。

「何の用かな。どんな結けつ果かが出たのかは知らないが──賭かけはもう終わったんだろ」

「ああ」

「正直に言ってあんたにはちっとムカついたが、今さらどうこうする気もない。ないが……もしもそっちが『大事な賭けを滅め茶ちや苦く茶ちやにしやがって許ゆるせんブチ殺すぜェ』とか言うんなら、まぁ一いち応おう相手はしてやろう。気は乗らないがね」

「いや。別に戦いに来たわけではない。最後に一つだけ、お主に聞きたいことがあってな」

「聞きたいこと？」

　刻きざ視みは頷うなずいた。その顔は、あの島の中でも見たことがないほど真しん剣けんなものに変わる。

「……長き時を生きる儂わしにも、寿じゆ命みようはある。いずれ命は終わる。そのとき、もしも、儂が。自分の命を永らえるために、他の存そん在ざいを食らいつくそうとしていたら──どうするね？」

　はは、と。

　絵え馬まは笑った。心しん底そこ可笑おかしそうに笑って、言った。

「知ったこっちゃない。食べられそうな誰だれかが私に『逃にげたい』って言ったら、動く。それだけさ。そいつを逃がすのにどうしても必ひつ要ようだってんなら、私は躊ちゆう躇ちよせずあんたを止めるがね。そう、たとえ──殺してでも」

　刻視も、やはり、笑った。

　満足したように目を瞑つぶり、そしてあっさりと踵きびすを返す。

「──覚悟しておこう」

　最後の言葉と共に、彼女は再ふたたび旅人になった。










　あとがき




　諸しよ事じ情じようで首しゆ都と圏けんに引っ越しました。電車の中で『亀かめ戸いど』がカタカナで表示されていたのを、「ち、力メイドっ!?　公共の場で何の宣せん伝でんだ!?」と本気で驚おどろいたりする、そんな日々。きっと技わざメイドとかもいるのです。奴やつ等らはどちらが真のメイドにふさわしいか、日夜血みどろの争あらそいを繰くり広ひろげているぅー。




　……はい、お久しぶりです。『結けつ界かい師しのフーガ２』をここにお届けします。〝２〟という名がついているとおり、これは前巻の続編ということになっています。話に直接の繫つながりはありませんが、間接的にはこれでもかというほどのネタバレが含ふくまれておりますのでご注意を。間ま違ちがえて手にとってしまった方は、この本の横とかに置かれている（かもしれない）前巻を先にお買い上げ頂いただくと私が狂きよう喜き乱らん舞ぶします。

　つーか、二巻！　二巻です！　皆みな様が応おう援えんしてくださったおかげで、再ふたたび絵え馬ま達を大おお暴あばれさせることが出で来きました。応援と言えば先日、嬉うれしいことに生まれて初めてファンレターを頂きましたよウヒョー！　編集部で受け取ったときに拝おがんだりしたっス！　本当にもう、ありがとうございますとしか言いようがありません。




　そのファンレターも含ふくめまして、「読んだよー」と友人（あるいは作家さん）から感想を頂いただく機会が何回かありました。以前は編集さんなどから自分のキャラの名前を聞いても何やら恐きよう縮しゆくするばかりだったのですが、最近になってようやく素直に嬉うれしく感じられるようになりました。家庭訪ほう問もんに来た先生から子供の話を聞いているみたいな感じでしょうか……うむ、ちょっと違うか？　まぁでも、自分の生み出したキャラクター達を好いて頂けるのは本当にありがたいことです。それこそ子供の成長を見守るみたいに、これからも奴やつ等らとつきあっていけたらいいなと思います。




　子供[image: ]めでたい[image: ]結婚式、という連れん想そうで、先日従妹いとこの結婚式のために実家に帰ることになったのですが……ついに飛行機に乗りましたよ。著者近きん影えいのネタを引っ張ることもなく、齢よわい二十五にして初フライトです。この巻かんの直し作さ業ぎようで前日はほとんど徹てつ夜やだったので、そんな盛もり上あがるような体力とかユカイなエピソードを見つける気力とかもなかったのですが……当たり前のことなんですが、雲の上にいるって凄すごいですよね。生物はあんな高いところまで行かないですよ普ふ通つう。必ひつ要ようないですし。それでも「もっと早く移い動どうしたいなぁ」程てい度どの理由であんな雲の上まで行ってしまうとは、人間って我わが儘ままだなぁ、と改めて思ったり思わなかったり。いや早くて便利なのは素す晴ばらしいですが。あと離り陸りく時じのエンジン音は格かつ好こよかった。もう少しで極ごく太ぶとレーザーが出そうな感じ。




　さて。毎度のことながら、この本を作るにあたって尽じん力りよくしてくださった皆みな様に大だい感かん謝しやを。

　まずは校こう閲えつさんやデザイナーさんなど、この本が書店に並ならぶまでに関わってくださったすべての方々。ありがとうございました。

　絵え師しの鳴なる瀬せひろふみ様。可か愛わいくて素晴らしいイラスト、またまた最高です。前巻の倫太郎は猫好きにはタマラナイですよ、マジで！

　担当の佐さ藤とう様と平ひら野の様。妙みように厚かった前巻に比べ、今回は……ゲフ。今回も。すみません。

　他の電撃作家の方々。いろいろとお話して頂いてありがとうございました。次に会うときまでに人見知りが……直っていればいいなぁ。

　そして勿もち論ろん、今回も、この本を手にとってくださった貴方へ。これからも皆様に楽しんで頂ける作品が書けるよう、ますますレベルアップしていきたいと思っています。

　本当に、ありがとうございました。

　それでは、また次の物語で。




　　　平成十六年五月末日


水瀬葉月　　
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水みな瀬せ葉は月づき

左の写真は、仲間内では「スリーウェイ」と呼ばれている最終兵器。シューティングやらない人には通じません。関係ないですが25歳になりました。四捨五入で……ひい。えらいことに!?　まぁ、アレですよ。人生いろいろってことで。
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イラスト／鳴なる瀬せひろふみ

飲み会大好きイラストレーターです。先日飲みに行って、気が付いたら救急病院にいました。記憶が無……いや、飲みすぎは良くありません。何事も程々が一番。
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結けっ界かい師しのフーガ2




龍りゅう骸がいの楽らく園えん
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